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序

本書は県道九朴l国立博物館線の建設工事に伴って発掘調査を実施した宝満

山遺跡群・浦ノ田遺跡の調査報告書であります。

宝満山遺跡群・浦ノ田遺跡は、美しい自然を残し、古来より筑紫の人々に

神の山とされてきた宝満山を東に望み、西には今なお人々の信仰を集める太

宰府天満宮が位置する、豊かな文化と自然に恵まれた士地に位置します。

宝満山遺跡では、調査事例の少ない縄文時代の遺跡や、奈良時代の製鉄工

房、平安時代の鋳造工房など、多岐にわたる貴重な遺構が見つかりました。

浦ノ田遺跡でも縄文時代の遺物と中世の遺構が見つかっています。いずれも、

大宰府政庁や宝満山、太宰府天満宮の歴史を考える上で、非常に重要な遺跡

です。

調究及び報告書の作成にあたりましては、地域の方々をはじめ数多くの皆

様方に御協力を賜りました。関係各位の御苦労に感謝いたしますとともに、

心よりお礼申し上げます。

なお、本報告書を通して文化財愛護思想の普及及び遺跡研究の一助となれ

ば幸甚に存じます。

平成14年3月29日

福岡県教育委員会

教育長光安常喜



例 言

1. この報告書は、平成11(1999)年度から平成12(2000)年度にかけて福岡県教育委員会が福岡県那珂土木事務所の

執行委任を受けて実施した県道九州国立博物館線の建設に先立つ、宝満山遺跡群第23次調査及び浦ノ田遺跡第 3次調

査の埋蔵文化財発掘調査の記録報告書である。

2. 本書に掲載した宝満山遺跡群第23次調査地点は福岡県太宰府市大字内山字野田474-477,479, 480, 482, 483, 488 

及ぴ字平田509-512に所在し、浦ノ田逍跡第 3次調査地点は福岡県太宰府市宰府 4丁目461-6(旧大字太宰府字浦ノ田

893)他に所在する。

3 . 本書の図版については宝満山遺跡群第23次調査と浦ノ田遺跡第 3次調査についてそれぞれ別々に分けて表記してい

る。また、皿 4は依頼原稿である関係上、図版及び挿図、表番号は全く別個となっている。

4. 本書に掲載した遺構写真は調査担当者が、遺物写真は九州歴史資料館石丸洋、北岡伸ーが撮影し、遺跡の空中写真

は（有）空中写真企画に委託した。

5 . 本書に掲載した遺構図は調壺担当者が実測した他、高木幸子、比嘉百合野、比嘉えりか、藤田和子、八尋すみえら

の協力を得た。なお、図面に使用した方位は全て座標北 (G.N.)である。 1 

6 . 士層注記の内、土色の記号があるものについては、『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社 1999年）に基づいて

行ったものである。

7 . 検出した鋳造土坑については遠藤喜代志氏（芦屋釜の里）に調査指導を仰いだ。

8. 出士遺物の整理・復元作業は岩瀬正信、横田義章の指禅の元、九州歴史資料館で行った。なお、金属生産関連遺物

の整理においては穴澤義功氏に、鋳型については京都橘女子大学助教授五十川伸矢氏に指禅・助言を仰いだ。

9. 金属生産関連遺物の科学分析は聡九州テクノリサーチに、熱残留磁気測定及び樹種同定、プラントオパール分析は

味パレオ・ラボに、火山灰分析は（梱古環境研究所に、黒曜石の産地同定は国立沼津工業高等専門学校の高橋豊氏に委

託した。なお、金属生産関連遺物の分析試料のX線写真撮影については福岡市埋蔵文化財センターに依頼した。

10. 宝満山遺跡群第23次調査出土土器の実測は岡寺良が行ったほか、荒川妙、栗林明美、棚町陽子、寺岡和子、中川真

理子、中村洋子の協力を得た。宝満山遺跡群第23次調査縄文時代遺物は野口未幾が、土器以外の歴史時代の遺物を岡

寺が、浦ノ田遣跡第 3次調査出土遺物については森井啓次、岡寺、平尾和久が作成した。

11. 迫構の製図は豊福弥生、原カヨ子、江上佳子が、遺物の製図は豊福、原、江上、野口、岡寺が行った。なお出土土

器の内、須恵器は断面を塗りつぶし、土師器との判別を容易にした。

12. 本書の執筆は森井、野口、岡寺、平尾が行ったほか、皿 4については委託した分析担当者が行い、

分担を明示した。

13. 本書の絹集は、宝満山遺跡群第23次調査を岡寺が、浦ノ田遺跡第 3次調査を森井が行った。

目次にその執筆
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図版目次

宝満山遺跡群第23次調査

巻頭図版 1 1 宝満山遺跡群23次 I区製錬炉 (2号炉）本体全景（北から）

2 宝満山遺跡群23次 I区木炭窯全景（東から）

3 宝満山遺跡群23次1I1区鋳造土坑（西から）

巻頭図版 2 1 調査地遠景（東上空から）

2 宝満山遺跡群23次 I区木炭窯窯壁（北東から）

3 宝満山遺跡群23次 I区製錬炉南側土坑流動滓検出状況（南から）

4 宝満山遺跡群23次 I区自然流路炉壁投棄状況（北東から）

5 宝満山遺跡群23次1I1区鋳造土坑鋳型出土状況（東から）

6 宝満山遺跡群23次1I1区1号溝士器・銅塊出土状況（南東から）

カラー図版 1 炉壁

カラー図版 2 炉底塊

図版 1 1 I区北部全景空中写真（東から） 2 I区南部全景空中写真（南から）

図版 2 1 I区南部全景空中写真（北から） 2 I区製鉄関連遺構全景空中写真（東から）

3 I区木炭窯周辺空中写真（上が西側） 4 I区木炭窯全景（東から）

5 I区木炭窯検出状況（東から） 6 I区木炭窯焚口部（東から）

図版 3 1 I区木炭窯土層断面，（東から） 2 I区木炭窯窯尻部より（西から） ）／ 

3 I区木炭窯窯壁状況（南西から） 4 I区製鉄炉 (2号炉）周辺空中写真（上が西側）

5 I区製錬炉検出状況（東から） 6 I区製錬炉炉底塊検出状況（西から）

図版4 1 I区製錬炉断ち割り断面（南から） 2 I区製錬炉北側士坑検出状況（東から）

3 I区製錬炉北側土坑羽口出土状況（東から）

4 I区製錬炉北側土坑木材検出状況（東から）

5 I区鍛冶炉 (1号炉）周辺全景（東から） 6 I区鍛冶炉検出状況（北西から）

図版 5 1 I区鍛冶炉（東から） 2 I区3号炉（北から）・ 3 I区4号土坑（南から）

4 I区5号土坑（北から） 5 I区6号士坑（焼土坑）（東から）

6 I区9号土坑（東から）

図版 6 1 I区10号土坑土師器検出状況（西から） 2 I区12号土坑（焼土坑）（南から）
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図版24 陶磁器類
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5平瓦② 6 平瓦③ 7 丸瓦① （凸面） 8 丸瓦①（凹面）

図版28 1 丸瓦② 2 丸瓦③ 3 軒瓦 4 文字瓦 5 面戸瓦
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図版31 縄文土器 (1)
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図版33 縄文土器 (3)

図版34 縄文時代の石器
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7 羽口 8 砥石

4 鋳型（外型）④
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4 平瓦① （凹面）
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I . はじめに

1調企の経過
県逍九州I玉l立博物館線は、人宰府市に平成17年秋

開館予定の九州国立膊物館（仮称）の建設に伴い、

新たに建設される県逍筑紫野占鉗線から博物館用地

までの約800mの区間の道路である。

この県道）L州位1立博物館線の建設に先立ち、平成

11年度より福岡県ガISlnJ上木事務所から埋蔵文化財潤

査の依頼を受けた伽岡県教行庁総務部文化財保護課

が、試掘調査及び本瀾査を行うこととなった。

建設予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵地内（宝満

III迫跡群と浦ノ田迫跡）にあったため、当初より逍

跡のイf在が予想されていた。

確認潤究は平成11年12月2Aより浦ノ田追跡地IAJ

及び宅涵山追跡地内で行われた結果、予想していた

ように、両逍跡地内で追構 ・追物が確認されたため

に、大字内山地内については宝満IL!追跡群第23次潤

査、大字太宰府地内については浦ノ田迫跡第 3次調

査として引き続き本調介に入ることとなった。その

後も本溝査と併行する形で確認瀾査は行われ、一部

区間を除く建設予定地のほぼ全線において』訂壺が行

われることとなった。以下、本調査の経過を品明する

が、浦ノ 1lJ追跡第 3次調査は平成11年度は 2月2日

まで行い、.,,:成12年度は 5月 9日から 6月 5日まで

行った。調査経過の詳細については本文に詳しく述

べられているので割愛し、ここでは宝泌山遺跡群の

調究を中心に各調査区ごとに述べることにする。

宝覇](遺跡群第23次調壺は、平成11年12月7clよ

り原川の西側にあたる第 I区（字野1:1::1480.482,483.

488)の直機による,}<t: はぎから開始した。13日よ

り人）」による発掘を開始し、その後竪穴住届、」：坑

のほか、調脊区中央部において奈良時代の投鉄工房

を検出した。製鉄かを持つ製鉄I1JJの瀾壺の経験が

乏しかったこともあったが、逍構の瓜要性を考えて、

製鉄辿構群の調査には時間をかけて濁介を行った。

そして、製鉄炉の熱残留磁気測定、別取り等の作業

も行い、 I区の溝査を終えたのは年度をまたいだ平

成12年 6月20日であった()

試掘調査（宝満山辿跡群）

製鉄ヵiの型取り作業

調杏風屎

ところが、第 I区を発掘した際に、調査区の南西端において木炭窯の焚II部分が検出され、窯の

本体部分は調脊対象地外である市道部分に伸ぴていることが判明した。本米ならば調査を行わない

部分であったが、逍構の1R要性を考えて許可を頂いた上で、平成12年11月9tiから12月141:1までの

間調杏を行った。その結果、木炭惣は製欽工房に伴うもので、九州には珍しい登り窯式の木炭窯で
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あることが判明し、非常にKきな成呆をあげた。12

月11日には木炭窯の熱残留磁気測定も行った。

第 I区の対岸にあたる第11区（字平lff509~512) 

については、逍路建設)μ業と排上処則の関係上、 4

回に分けて調壺せざるを得なかった。まず蚊初に贔I

査を行ったのは本線部分にあたる瀾在区中央部で、

·1~ 成12年 1月28Rより碩機による表士はぎから本調

杏を開始し、中央部の，凋査を終えたのは 3月24nで

あった。残された溝企区については翌年樅の調1f.と

なった。溝企区北部は、 7月1411から取機による表

上はぎを行い、途中に反転を行い、 11月8LIに調査

を終えた。また、潤介区南部は10月24nから凧機に

空,,哨項撮彩

よる表十．はぎに人り、第II区の調発が完全に終了したのは年も明けた平成13年 1月10日であった。

奈良時代の竪穴仕届、上坑、自然流路等を検出した。

第 II凶の北側にあたる第皿区（字野IIl475~477.479) は、平成12年3月301:1より前機による表十一

はぎを行っていたが、調査の関係上、人力による発掘を開始したのは第 1区の調究も終盤にさしか

かった 5月19Uからであった。追構検出の時点より潤究区北端において鋳辿土坑の存在には気づい

ており、鋳造上坑の調介を開始したが、追路娃設の都合 1こ、調査ix:の南半分を先に終 （させる必要

が生じてきたために、一時、鋳造十坑の調査を中断し、調介区南部の調査を 8JJ 16 Rに終わらせた

上で、縄文時代の包含附の講介と併行しつつ鋳造上坑の調査を再開した。その結果、平安時代末期

の大刑鉄襲l択釜などの鋳辿を行った鋳造1:})Jの様相が明らかとなり、大きな成果をあげることが出

米た。第mIメの調在は 9JJ 27Rに終［した。

第 m区の東側に当たる第 \'l区は（字野ffi474) 、川枠近くに当たり、喝初遺構を想定した瀾1f:I><~で

はなかったが、民家の立ち退きを待った上で、確認潤脊を行ったところ、 在想外にも辿梢を確認．し

たため、 6月2日より本潤介に人った。調杏区内は追路の橋脚部分に当たり、非常に調査が、急がれ

た場所であったが、迫構は少なく、淵在は順調に進み、 6月6日には終(することができた。

また潤介期間中、追路建設 •ff業の都合に発掘調査が約 J ヶ） ］ ほどできなかった期間があったが、

その間、文化財保股課太中府"]~務所と現場プレハプで鋳造関連辿構埋上の水洗、遥別作業等を行っ

た。そして、完全に調布を終（し、撤収を終えたのは第II区南部の調査を終えた翌日、平成13年 1

月111:-1であった。冬の寒い時から調介を開始し、酷治の区を経て、再ぴ古の降る季節に調介はよう

ゃく終えることができた。この調査をもって、県道九州国立補物館線建設に伴う埋蔵文化財調脊は

全て終（した。

2 . 調査の組織
発掘溝査閲係者及ぴ報店'11f作成関係者は次のとおりである。

平成11年度 （調査） 平成12年度 （調査） 平成13年度 （報告）

福岡県教育委員会

総括

教脊長 光安常召 光安常喜 光安常喜

総務部此 岩本 戚 岩本 誠 二瓶 i粒夫

文化財保設課長 柳Ffl 康雄 柳田康雄 JI: 上裕弘

参事 井上裕弘 井上裕弘

参事兼課長技術補佐 橋J:I 達也 橋口達也 橋口辻也

-2-



川述附人 川述昭人

参事兼課屁補佐 平野義蜂

課投補佐兼夕心理係長 角 仲幸 平野義峰

調企第 一係杖・ 児玉 真一（兼参'1►補佐） 佐々木隆彦 （本参北補佐） 佐々木隆彦 （本参1Jf.補佐）

参lji補佐 中 閾 研 必

庶務

管理係艮 ニ笠ひとみ

'Ji-務主介 吉武祐―・ ,'f武祐二

主任主事 秦 俊二

調査・報告

主任技師 秦 地•Irし-— 森井啓次 （試掘担当）森井啓次

重藤輝行 枠本 士
森井啓次

岸本 圭

技師 加藤和歳 加藤和歳 野口未幾

岡寺 良 野口未幾 平尾和久

岡寺 良

平尾和久

九州歴史資料館

技師 岡寺 艮

また、現楊作菜には地元太宰府軋筑紫野rliを始め、福岡市、大野城市、柄足郡宇美町、朝介郡

夜須町から多くご参加いただいた。心から感謝申し上げる。

作業且のみなさま
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作業員の方の中には金屈生産関連迫物の整理作業にも参加いただいた方もおられた。恨れない作

業であったが、熱心にイl:・Jr. をしていただいた。また、樋之口浩一氏には報告杏のイラストを描いて

いただいた。深くお礼111し上げます。

そして、製鉄炉の型取りは、九州歴史査料館学芸第二課長（当時）の横m義窄が行なった。また、

金屈生産関連追物の幣珂及ぴ分析に院しては、大澤1£巳氏、穴澤義功氏のひとかたならぬご尽力が

あった。分析試料のX線船影の際には福岡市雌蔵文化財センターの片多雅樹氏にお枇話になった。

心より感謝したい。

平成13年 5月25f:Iには、九州歴史賀料館で行われた大宰府史跡溝査研究指祁委員会において宝満

山追跡群第23次調査の成呆報告を発表し、指淋委員

の先ti.:_方より伐重なご意見をT釦いた。

発掘及び整理期間中には以下の方々にご教示、ご

助占・いただいた。

池ノ上宏石木秀啓井澤炭二 JI: 上信花小鹿野

亮岡部裕俊奥村俊久 fO.田修一 城戸康利櫛

山 範・小西信二 白石康弘菅波正人杉 内郷

長家伸中島恒 次 郎 中 山 光 夫 西 谷 正播宜

出佳男林潤也藤rn亮輔舟III良一 松浦‘ヤ哲

丸尾博忠宮井普朗宮崎亮一村上恭通森弘

子 山本伯夫 111村信榮 吉留秀敏 II区焼上坑埋上ウォーターセパレーション

特に、栄原和彦には瓦について、横田野次郎、小 作業風尿

田和利（九州歴史狩料館）には歴史時代の十＿器につ

いて、水ノ江和同（福岡県総務部国~-博物館対策室）には縄文上器について、杉原敏之（筑他教脊

事務所）には縄文石器について、松川博ー（福岡県総務部国立博物館対策至）、洒井芳司（九州歴史

脊料館）には刻丼七器の文字説解についてご教示いただいた。深く感謝する。

なお、整理 ・報告作菜は、ニヶ年にわたって行う予定であったが、県迫'fi.業の関係 l・^ 、一ヶ年で

報告しなければならず、さらに金属生産関連追物の報告も膨大になったため、 f想を超える分址の

報告苫となってしまい、関係者にはいろいろと迷惑もかけた。この場を惜りてお礼申し上げる。
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II . 遺跡の位置と歴史的環境

宝満山 (HOUMANSAN) 遺跡群は福

岡県太宰府市大字内山に所在する遺跡群

の総称であり、浦ノ田 (URANOTA)遺

跡は太宰府市大字太宰府字浦ノ田に所在

し、太宰府天満宮の東側に広がる丘陵に

位置する遺跡である。太宰府市は福岡市

の南約16kmに位置し、北東部は糟屋郡宇

美町、南東部は筑紫野市、北西部は大野

城市に接する位置にある。東に宝満山、

北に四王寺山がそびえ、平野部は南から

北西に開け、その平野部を流れる御笠川

は宝満山西麓に水源を持ち、途中鴬田川

と合流して博多湾へ注ぐ福岡平野の主要

河川である。

古代においては大和朝廷の西の要とな

った大宰府政庁の所在地として九州地方

の政治経済外交の中心であった。また、

中世以降は大宰府政庁は廃絶し、政治・

文化の中心は博多へ移行して行くが、安

楽寺（太宰府天満宮）は特に近世以降の

天神信仰の隆盛と共に信仰を集めること

となり、今なお多くの参拝客が太宰府天

0 20Km 
I I I I I 

満宮を訪れている。 第 1図 宝満山遺跡群・浦ノ田遺跡位置図

今回の調査を行った宝満山遺跡群第23

次調査地は市の東端、筑後川に注ぐ宝満川支流の原川に面する低位段丘上にあたり、縄文時代の包

含層と古代の製鉄工房、中世の鋳造工房が出土した。浦ノ田遺跡第 3次調査地は宝満山遺跡群第23

次調査地の西側の丘陵上に位置し、縄文時代遺物や中世の焼土坑が出土した。以下、当調査に関連

する遺跡を中心に、時代順に調査地周辺の遺跡を概観する。

今回調査した宝満山遺跡群第23次調査地の縄文遺跡を考える際に、非常に関連のある遺跡として

あげられるのが、筑紫野市原遺跡である。原遺跡は縄文時代草創期から晩期にかけての遺跡で、早

期の押型文土器段階が主体となり、石組炉や陥し穴が発見されている。宝満山遺跡群第23次調査地

でも原川東岸側は筑紫野市原遺跡の北側約100m地点にあり、原遺跡とは一連の遺跡と考えられる。

旧石器時代の遺跡は、 ATを含む黒色粘質土層の広がる大野城（四王寺山）南側の二日市地峡地帯

に分布する。宝満山遺跡第 2次調査では横長剥片のナイフ形石器が見つかっているほか、成屋形遺

跡でナイフ型石器・ポイント・コア、大宰府条坊第66次調査では細石器が見つかっている。

縄文時代の遺跡については、草創期から晩期までの遺構が見られる。草創期は、原遺跡で柏原式

土器が確認されている。早期は、明確な遺構は少ないが、早期前半の土器が原遺跡で確認されてい

るほか、早期中頃以降の押型文土器期の遺跡が多く見つかっている。既に述べた原遺跡や、浦ノ田

遺跡第 2次調査では石組炉や落とし穴が見つかっている。また、四王寺山山麓や御笠川とその支流

周辺にも分布する。前期については、轟式土器および曽畑式士器が原遺跡、筑紫野市大島遺跡、同

市城ヶ原遺跡、また、大宰府条坊第112次調査でも曽畑式士器が出士している。中期と後期は概して
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1. 宝満山遺跡群第23次調査地 2浦ノ田遺跡第 3次調地査・太宰府天満宮境内墳墓群 3. 浦ノ田迫

跡第 1・2次調査地 4. 太宰府天満宮境内遣跡 5. 太宰府天満宮参道遺跡 6. 筑紫野市原遺跡

7筑紫野市原経塚出土地点 8宝満山遺跡群第24次ほか調査地 9宝満山経塚出土地 10寵門山寺

（下宮） 11. 宝満山遺跡群第16次調査 12. 宝満山遺跡群第14次調査地 13. 宝満山遺跡群第18次調

査地 14. 宝満山旧石器遺跡（第 2次調査） 15. 根本中堂 16. 「有智山」城 17. 妙見原祭祀遺跡

18. 辛野祭祀遺跡 19. 一の烏居東祭祀遺跡 20本谷 1号祭祀遺跡 21. 升方城 22. 頭巾山城 23. 宝
満山上宮祭祀遺跡 24. 寵門嶽祭祀遺跡 25. 中宮跡 26. 龍ヶ城 27. 高尾城 28. 大野城跡 29. 岩屋

城 30水瓶山経塚出土地 31. 原山無量寺・原経塚出土地 32. 水城跡 33. 筑前国分寺跡 34. 国分

瓦窯跡 35. 大宰府政庁跡 36. 学校院跡 37. 観世音寺 38. 鉾ノ浦遺跡 39. 御笠川南条坊遺跡

40榎寺 41搭原廃寺 42米噛城 43. 池田遣跡 44吉ヶ浦遺跡 45武蔵寺 46天判山城 47.飯
盛城 48. 柴田城 49. 阿志岐シメノグチ遺跡 50. 御笠遺跡群

第 2図 周辺遺跡地図（古代以降を中心に）（国土地理院発行1/50,000「太宰府」「甘木」を一部改変）
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第3図 宝満山遺跡群第23次調査地・浦ノ田遺跡第 3次調査地及び周辺調査地位置図 (1/7,500)

遺跡が少ないが、中期・後晩期を通して、原遺跡、城ヶ原遺跡があり、後期では筑紫野市大島遺跡、

同市八ヶ坪遺跡、同市御笠地区遺跡A地点などがある。後期末から晩期前半には、当遺跡と同じ宝

満川流域に存在する筑紫野市御笠地区B遺跡と、同市阿志岐シメノグチ遺跡があげられ、シメノグ

チ遺跡では竪穴住居も見つかっている。

当遺跡周辺では弥生時代の遺構はほとんど確認されていない。ただ、『百錬抄』等の記述によると、

安元元 (1175)年に安楽寺の南東側の峰から銅鉾10本が出土した記録があり、浦ノ田遺跡地内の可

能性もある。古墳時代の遺跡も当調査地の北側に三浦古墳群、菅谷古墳群、南側に塚口古墳群が見

られるくらいで、分布は密ではない。

古代になると、宝満山は大宰府を守る鬼門よけとして律令的祭祀の対象としてさらに重要視され

るようになった。宝満山にある寵門神社の縁起では、 664年に寵門山頂に八百万神を祀ったという伝

承も残されているし、実際に祭祀遺物、経筒など数多くの遺物が出土している。なお、宝満山の歴

史については、当調査地に隣接する筑紫野市原遺跡の報告書（赤司1994) に詳しいためそちらに譲

ることにし、ここでは今回検出した製鉄・鋳造関連遺跡を中心に説明する。

太宰府周辺の金属生産関連遺跡としてまずあげられるのは大宰府史跡蔵司・来木地区の製銅工房

である。蔵司・来木地区は大宰府政庁の西側の丘陵上にあたり、大宰府史跡第19・159・160・169次

調査において 7世紀末--9世紀の青銅の鋳造関連遺物が出土しており、大宰府政庁に直接関わる鋳
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造・鍛冶関連の官営工房と考えられる。また 9-10世紀頃には大宰府政庁内においても鋳造や鍛冶

の活動が行われている。

また、古代の製鉄遺跡としては、太宰府市梅香苑の池田遺跡があげられ、製鉄炉 l基と横口付木

炭窯 4基が出土している（栗原1970)。当遺跡との関連が注目される。

中世になると太宰府市内、特に五条周辺を中心に青銅や鉄の鋳造遺跡が目立つようになってくる。

鉾ノ浦遺跡では、 13世紀後半から14世紀にかけての、鉄製鍋や梵鐘を鋳造した工房群が出土してお

り、大規模な鋳造活動が認められる。観世音寺前面や御笠川南条坊遺跡においても青銅関連の鋳型

が多く出土しており、工房があったと考えられる。その一方で、宝満山遺跡群第19・24次調壺地に

おいても鎌倉時代の鍛冶工房群が見られるようになる。

以上のように大宰府及びその周辺地域は古来より製鉄や鋳造の盛んな地域であったといえよう。

また、 10世紀初頭には菅原道真の霊廟として安楽寺、後の太宰府天満宮が建立される。浦ノ田遺

跡は天満宮の裏山に位置することから中世以降、墳墓地として機能するようになったと考えられる。

【参考文献】

赤司善彦編1994『原遺跡』（福岡県文化財調査報告書第119集） 福岡県教育委員会

栗原和彦1970「池田遺跡」『南バイパス』第 1集 福岡県教育委員会

狭川真一編2001『大宰府条坊跡xvnー鉾ノ浦遺跡ー』 太宰府市教育委員会

筑紫野市史編纂委員会2001『筑紫野市史』考古資料編 筑紫野市

太宰府市史編纂委員会1992『大宰府市史』考古資料編 太宰府市

吉田東明2000『浦ノ田遺跡II』（福岡県文化財調査報告書第155集） 福岡県教育委員会

第 4図 調査地周辺地形図（明治34年大日本帝国陸地測量部発行1/20,000「太宰府」を一部改変）
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宝満山遺跡群第23次調壺



III . 宝満山遺跡群第23次調査

1調査の概要
(1)調査の方法

県道建設の予定地内の内、大字内山の範囲について、宝満山遺跡群第23次調査として調査を行っ

た。予定地内には町道が原川等があるために、いくつかの調査区に分割して調究を行うこととなっ

た。調査区の区割りは、調査を開始した順番に、原川の西岸で市道の南側を I区、原川の東岸を 1I

区、原川の西岸で市道の北側の範囲で、西半分を皿区、原川に近い東側を1V区とした。なお、 II区

は道路建設事業と排土処理の関係上、 4回に分けて調査せざるを得なかった。よって、調査時には

北から、 II-2区 ・II-1区・ II-3区の 3地点と呼び分けて調査を行った。調査区の表記はこれ

に従い、本文中では、 II区北部・ 1I区中央部・ 1I区南部として報告する。

調査面積は I区がl,960m2、 II区が3,210m2, 皿区が3,170m2、IV区が134m2、合計8,474面である。

なお、 II区以北、 II区と原川に挟まれた地点、皿区と 1V区に挟まれた地点、皿区以北の地点につい

ては、試掘調査を行った結果、遺構は確認できなかったが為に、調査対象地から除外した。

(2)基本層序及び遺構の概要

当調査地は、原川の氾濫原及び河岸段丘にあたる。よって、上層から表士→耕作土の堆積は基本

的にはどこも同じだが、それより下層の堆積土は、各調査区によって大きく異なる。基本的には耕

作土の下層に歴史時代の遺構面が存在し、それより下層で縄文時代の遺物が包含される。その土層

の堆積状況を模式的に表したものが第 6図である。なお、層序の詳細については各調査区ごとにそ

の都度、説明していくことにする。

また、検出遺構の概要は次の通りである。

. I区 縄文時代の風倒木痕、奈良時代の製鉄関連遺構群（木炭窯、製錬炉、鍛冶炉）、焼土坑、自

然流路等

縄文時代の遺物包含層、奈良•平安時代前期の竪穴住居、焼土坑、自然流路等

縄文時代の遺物包含層、奈良時代の段状遺構、平安時代後期の鋳造関連遺構（鋳造土坑）、

焼土坑、溝、鎌倉時代の溝等

奈良時代の土坑及び自然流路

. II区

・ill区

・N区

88.0m-

86.0m — 

84.0m — 

82.0m — 

80.0m-

主な追構

〈凡例〉

rrn 
表土陪

歴史時代包含層

縄文時代包含層

無迫物層

区n
 

ー>
[
 

碑
□

一
塁言

坑

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

幌
川
叫

＼
 

第 6図 宝満山第23次調在地基本土層柱状図（模式図）
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2縄文時代の遺構と出土遺物
(1) I区

1)調査区の設定（付図 1)

歴史時代の遺構調査時において、 12・13号土坑やその周辺を中心に、縄文士器が出土していたた

め、歴史時代の遺構面よりも下層に縄文時代の遺物包含層ないし遺構の存在が想定された。

よって、歴史時代の遺構の調査終了後、縄文土器が出土する箇所を中心に、 4mX4mを1グリッド

とする調査区を田の字形に 4グリッド設定し、掘り下げた。出土遺物はそれぞれ番号をつけてレベ

ルと出土位置、出土層位を確認しながら取り上げた。

2) グリッド調査（第 7図）

グリッド調査を行った範囲の土層は上層に黄褐色系のシルト層、下層に礫層が広がる。遺物は総

数約160点の内、そのほとんどが土器で、石器や剥片は数えるほどしかない。設定グリッドの南西方

向から北東方向にかけて遺物が帯状に集中する領域が存在するが、 A-2グリッド付近に遺物が少ない

のは、そこが自然流路にも近く、少し掘り下げただけで礫層が広がる状況だからであろう。遺物の

レベルの下限が一律に標高79.8mなのもそこから下に礫層が始まるからである。土器の時期は縄文時

代後晩期のもののみである。土器は細片が多く二次堆積の可能性が高い。
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第 7図 I区縄文時代遺物分布図 (1/80) (図中番号は遺物の取り上げ番号を示す）
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84.0 

-----‘‘‘ 

ー 5m 

84.0m 

X X 
● x 

•x X 
X 
． ．． 

• ～土器
x~石器

84.75m 

2m 

層位番号 色調 土色帳表記 粒子 質 粘性 しまり 炭化物 焼士粒 礫 その他

1 にぶい黄褐色 10YR5/3 細砂 粘質

゜
△ 3% 

2 灰黄褐色 10YR4/2 細砂 粘質

゜
X 5% 2% 

3 黄褐色 lOYRS/6 細砂 粘質 ◎ △ 10% 5% 

4 灰黄褐色 10YR4/2 細砂 粘質 ◎ △ 10% 30% 

5 にぶい黄褐色 lOYR5/4 シルト 粘質 ◎ X 鉄分•水分を含む
6 褐色 10YR4/6 極細砂 粘賎

゜
X 3% 3% 

7 にぶい黄褐色 10YR5/3 シルト 粘質 ◎ X 水分を含む
8 にぶい黄褐色 10YR5/3 細砂 砂質 △ X 30% ， にぶい黄褐色 10YR5/4 細砂 砂質 △ X 20% 鉄分を含む
10 暗褐色 IOYR3/3 極細砂 粘質

゜
X 3% 

11 黒褐色 10YR2/3 細砂 砂質 △ 

゜
3% 30% 

12 灰黄褐色 10YR4/2 細砂 砂質 X 

゜
30% 

13 明黄褐色 10YR6/6 細砂 砂質 X 

゜14 黒褐色 10YR3/l 細砂 砂質 △ 

゜
10% 

第8図 I1区北部縄文包含層遺物出土分布図 (1/100) ・ 士層図 (1/60)
（図中の番号は遺物の取り上げ番号を示す）

3)縄文時代の遺構

風倒木痕（第 7図） B-1、B-2グリッドにまたがる形で検出された。風倒木痕は東西長1.8m南北

1.8mの不整円形で、底面のレベルは標高79.7m付近である。埋土の堆積状況から、木は北へ向かっ

て倒れたと考えられる。この風倒木付近を中心に特に土器が多く出土している。

(2) II区

1) II区北部縄文包含層（付図 2. 第8図）

II区北部西端には、黄褐色系の粘質土の広がりがみられる。この土層は原遺跡で見られたものと

類似しており、また I1区北部では黒曜石のスクレイパーが遺構面で見つかっていることから、縄文

の包含層であることが予想された。そこでまずトレンチを東西に 4本入れたところ、黄褐色士であ

る第3層の厚さは10cm----60cmで、中央で厚く、北へ行くにつれて薄くなることが確認できた。この

層以下は礫を多く含むようになり、遺物は認められなくなるため、第3層までをBからDトレンチま

で掘り下げた。

遺構については明確なものは確認されなかった。遺物は地形の傾斜に沿う形で、標高83.00mから

84.00mのあいだに分布する。平面的にはあまりまとまらない。土器 4点、石鏃が3点、剥片 5点が出

土した。士器は山形の押型文を施す。

2) II区南部縄文グリッド（図版11、付図 2、第 9図）

調査区の設定 II区の遺構面は礫層の上に広がるややにぶい黄褐色の砂質土である。調査区北側は

古代の遺構面であり、南半分は縄文の包含層となっている。北側古代の遺構面はやや砂の粒子が細

かく、南側はやや粗いという違いはあるものの、明瞭な境はないことから、当初全体を古代の遺構

面と考えて調査していた。しかし、古代の遺構がほとんど見つからず、黒曜石の剥片が表採される

ことから、縄文時代の包含層と判断、グリッド調査を行うことにした。調査区は4mX4mを1グリッ

ドとし、東西4列、南北4列（西端は3列）の計15グリッドを設定した。 D-1は礫層のため、調査を行
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第 9図 11区南部縄文グリッド遺物出土分布図・土層図 (1/120)
（図中の番号は遺物の取り上げ番号を示す）
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わなかっtふ出i・.辿物はそれぞれ番りを付け、レペルと出.L位Wt、出J:)凶位を確認しながら取り上

げた。

グリッド調査 縄文時代の遣物を己含するのはにぶい黄褐色系の砂質上 (1・21M)で、 D-2・3、A・

2・3、B-2・3に広がる このMより Fは礫府になり、辿物をほとんど含まない。グリッドより Pりftllj
とグリッドの東側部分 ・南側部分は礫府が広がる

か、あるいは、礫附までの層原がうすく、逍物の分

布も点的である。

辿構については、明確なものはみられなかった。

断面 (B-B')にかかる第9・10・11層はピットになる

可能性もあるが、迫構と認定するには路躇する。

逍物は分布の中心はA-2グリッドにあり、先に述

ぺた上附の 'l'・lffl的な）ムがりと・致する。標 ，岱 は

83.lmから83.5mの間に集中している。辿物は、総数

307点が出七しており、内訳は七器92点、伍器5点、

剥片128、r,'!:、礫等は82点である。

上器は押刑文七器とそれに伴う無文七器が出上し
II区縄文グリッド湖在風蚊

ている。いずれも、比較的残りの良い破片が/-111:.している。また忠曜石の石核と剥片という石器製

作に関わる査料が非祁に多いことが注Hされる。

迫物が第1・2陪にまとまること、上器が押型文土器とそれに伴う無文上器にほぼ限定されること、

および多f1i:の浪1rn・の出上から、縄文時代早期に石器製作が行われた場であると考えられる。

(3)皿区

1)調企区の設定（付図 l、第10・11図）

歴史時代の辺構潤布時において、閥査区北側の鋳造上りしの南側周辺を中心に、縄文七器が出上し

ていたため、歴史時代の辿構面よりも下培に縄文時代の迎物包含附ないし迫構の存在が想定された。

よって、斜而に束西方向のトレンチAを人れると共に、歴史時代の遺構の調査終r後、縄文 t器が

出七する箇所を 1ド心に、 4mX,1mを1グリッドとする調査区を東西 3列、南北 2列、 itGグリッド設

定し、掘り下げを行った。出ヒ追物はそれぞれ番号をつけてレベルと出上位散、出げ1位を確認し

ながら取り上げた。

2)斜面トレンチA (第10図）

グリッド調査を行った南直側の斜面に、 卜・mの堆積を確認するために斜面に対して垂直（東西）J

向）にトレンチを人れて r.Tr1を確認した。当初は人））による掘り下げを試みたが、期間と予紅の都

合により、無追物肘に達したと判断した所で I寺中断し｀他の全ての瀾究が終了した後に煎機で掘

りドげを行い、分附、写真撮彩、実測、 L壌サンプル採取を行った。

/i:1位を見ると、 I:. 料より、表上ー客土（真砂七）一耕作七と続き、歴史時代の包含h~はこの箇所に

は削 •ti..によりなく、歴史時代以前の黄褐色 (10YR5/6)シルトヘと紐く 。即ら歴史時代の追構は第

6~ の上面にて検出された。貨褐色上は斜面によって途切れており、後世の斜面造成により削,,,:さ

れていると椎測された。下段の縄文グリッドにおいて災褐色七が面的に検出されなかったものこれ

に起因するものと思われる。政褐色七の卜府には褐色ないし黒褐色七の堆梢があり、蚊 f)(1 (第21

附）は明貨褐色シ）レトが2m近く検出され、それよりド陪は検／」1できなかった。

なお、火山灰分析によると、 10陪（暗褐色シルト）と19)f;(褐色シルト）は約24,000-25.000年

-13-



前に降 Fした姶良丹沢火山灰 (AT府）に山来する

ものである (P.261参照）。そして、その日8の 6層

（黄褐色シルト）は分析ではIれ接火Ill灰との捌係を

証明することはできなかったが、下段の縄文グリッ

ドで類似する黄褐色シルト（第11柊l第 2附）は鬼界

アカホヤ火JII灰に111米するものであることから、斜

血トレンチの第 6~もこの肘と同じ陪序にあると考

えられる。

以上のように、姶良丹沢火illl火 (ATW!) と鬼界

アカホヤ火111灰の降灰JM序を確認できたが、斜面の

堆梢状況を見ると、これらの料があたかも流れてき

たかのような様相を見しているため、それぞれの降

灰時から時をおかず．．次堆積したものである可能性

も指摘しておきたい。

＂似縄文グリッド上器 /-Pr上状況

,, 
｀ ＇ 

上討名 I . It}褐色 UOYR3/3)微粒砂（礫況じる） 【l<-1:l
2. 明臼褐色 (IOYR(i/{j)細杓砂（しまり弱） ［客上］
3. J火色 OOY4I)微粒砂 [!If作_!:]
I. Iii褐色 (i.5¥I I) 細t~砂（しまり弱） ［客土l
5. 3 層にl•I じ
ti. 此褐色 (H>YK56) シルト

7. 褐色 (7.5YR1・4)シルト（しまり強、白色践 ．没褐色霞視じ幻

R. ro色 (7.SYK43)シルト（しまり淑、貨褐色礫視じる）

9, にぷい褐色 (7JぅYR5I)徴杓砂 ((1色既 ・貨褐色代視じる）

10. 昭褐色 (IOYR-13)微柁砂（口色霞況じる）

ll. にぶい貨出色 (10¥l<-1':l)微粒砂（白色霞illじる）

87.0m 

< • Pl~ レンチ＂鷺＞

" 
部.Om

g
 

<Ill区トレンチA.1tDi!lill>

12. :l:i褐色 (7.5YR32)シルト（しまり政）

1:i. /I.I渇色 (7.5YR32)微粒紗 (i'I色環況じる）

14. 照色 (7.5YR2I)シルト（債褐色礫混じる）

15. 船色 (IOYR44)細柁砂

16. にぶい貨褐色 (IOYR1:l)細杓砂（しまり弱）

17. 煤褐色 UOYR3I)シルト（しまり浚黄褐色務汎じる）

18 . .'1.1褐色 (IU)R:li) シルト（しまり強、貨褐色代洗じる）

19. 褐色 OOYIW4)シルト（しより弦、白色礫乱じる）

ゅ．用褐色 C7.5Yl<:l2) ンルト（しまり俎白色礫汎じる）

21. 明賀因色 (IOYR66)シルト (1'.J色靡混しる）

<Ill区トレンテAlCII●●~-

゜I I II II I 

2 m 

第10[~] III区トレンチA+.IM図 (1/60)
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I無遺物厨1
15.灰色組粒砂(しまり弱)
16.灰色微粒砂(しまり弱)
17.貨褐色シルト
18.賞褐色微粒砂

19.灰褐色微粒砂
20.白色粗粒砂
2U古橋色粗粒砂

7.オリーブ掲色 (2.5Y4/6)机粒砂

8.貨灰色(2.5Y5/l)納粒砂

9.褐色(10YR4/6)細粒砂(しまり弱、粗粒砂混じる)
10.賞褐色(JOYR5/6)シJレト

11.賛褐色(lOYR5/6)シルト(しまり弱)
12.にぷい賞褐色(10YR5/4)細粒砂
13.暗褐色(lOYR3/3)徴栓砂(粗粒砂多く混じる)

14.褐色 (JOYR4/4)微粒砂

I歴史時代の府1
1.暗褐色(7.5YR3/4)微粒砂(ピット組土)

[縄文時代の土脳l
2.貨褐色(10YR5/6)シルト(白色諜混じる)
3.黒褐色(10YR212)微粒砂(傑混じる)

4.明賞褐色(lOYR7/6)細粒砂(しまり弱、磯混じる)
5.浅黄色(2.5Y7/3)細粧砂(しまり弱、諜混じる)
6.:1世褐色(2.5Y5/4)細粒砂(しまり弱、諜・3屑が混じる)

第11図 E区縄文時代遺物分布図・士層図 (1/80)
(図中の番号は遺物の取り上げ番号を示す)

F
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官
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3) グリッド調査（第11図）

グリッド調査区内は、上面において、黄褐色、黒褐色、灰褐色などの様々な土が複雑に混ざり合

い、歴史時代の基盤層を成していた。

グリッドを掘り下げ、土層の堆積状況を見ると、遺物の出土する層と無遺物層では土層の堆積の

あり方が異なっていた。第14層までの遺物の出土する層は、大きな溝ないし土坑とも思える掘り込

みの中に堆積した状況で、層位の逆転など、層位がかなり乱れている。風倒木などの痕跡などを想

定できるかもしれない。それに対して、 15層以下は主に灰白色系の砂層や黄褐色系の粗粒砂などが

互層となって水平に堆積している状況を読みとることができる。そして、 B-1グリッドの南西隅、黄

褐色土が良好に堆積する箇所を選んで土壊サンプルの採取を行った。

次に遺物の出土状況を見ると、一定の分布の偏差が認められる。土器については、大半が押型文

土器ないし曽畑式土器であったが、両者に層位的な差は認められず、黄褐色土層 (2層）を中心に

調査区内南東部を除いてほぼ均等に分布するが、 A-1グリッドのみ礫とともに集中する状況が確認で

きる。一方石器は、土器が集中したA-1グリッドにはあまり見られず調査区南側B-2、B-3グリッドを

中心に偏って出土した。層位的には土器と石器に違いは認められない。

なお、第 2層の黄褐色の土層は火山灰分析の結果 (P.260参照）、約6,300年前に降下した鬼界アカ

ホヤ火山灰に由来するものであることが判明したが、埋土中からはそれよりも新しい縄文時代晩期

の士器なども出土しており、層位が乱れている状況から考えても二次的な堆積の可能性は高い。

(4) 出土遺物

1)土器（図版31----33、第12----14図）

宝満山遺跡では 1I区を中心に427点の縄文土器が出土している。このうち残りの良い80点を報告す

る。遺構に伴う士器は少なく、ほとんどが包含層から出土したものである。時期は地区侮に若干の

偏りは見られるものの、報告可能な個体数が少ないため、地区と関係なく、時期毎に纏めて報告を

おこなう。縄文土器は、 12類に分類することができた。第 1-----3類は縄文時代早期の押型文土器、

第4類はそれに伴う無文土器、第 5・6類は早期末、第 7類は前期前半の轟B式、第 8類は前期後

半の曽畑式、第 9 類は後期の三万田式、第10類• 第11類は後晩期と思われる一群、第12類は晩期で

も刻目突帯文の一群である。

第 1類 楕円押型文土器を一括して第 1類とし、 a)楕円押型文を外面に横位に施すもの、 b)縦位

に施すもの、 c)大型の楕円文をもつものに分類した。

第 1a類（図版31、第12図1----16) 楕円押型文を横位に施す一群である。口縁部内面には原体条痕

が施される。内面調整はナデである。 1・2は口縁部である。 3・4は内面が原体条痕であること

から、口縁部付近であることが 1より推測される。残りはほとんどが胴部破片であるが、文様の粒

の小さいものから大きいものへと並べた。 5----14は粒の小さいもので、 8と9は屈曲部にあたり、

屈曲部以下の外面調整はナデが施されている。

第 1b類（図版31、第12図17) 外面は楕円押型文を縦位に施す。内面も楕円押型文を施文し、ロ

縁部には原体条痕を施す、下菅生B式である。

第 1C類（図版31、第12図18----19) 楕円押型文の楕円が特に大きいもの。口縁部には原体条痕をも

つが、こちらも幅が広い。田村式か。

第 2類（図版31、第12図20----27) 山形押型文を施文するもの。外面は横位に施文されている。山

形文がシャープなもの (20----23) とゆるいもの (24----27) に分けられる。 20は口縁部で、原体条痕

と山形文を施文し、以下はナデを施す。 24は傾きから口縁部付近と考えられるが、内面の山形文は

斜位に施している。
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第3類（図版31、第13図28---32) 格子目の押型文を施す一群。外面は押型文、内面はナデ。

第 4類（図版32、第13図35---36) 両面を粗いナデで仕上げる無文士器である。 11区で押型文にと

もなって出土する。 35は原遺跡出土の厚手無文土器とよく類似している。 36は深鉢の底部同様の形

態を呈するが、口縁がある。使用の痕跡はみられない。

第5類（図版32、第13図37) 外面は沈線による施文、口縁端部に刻目を施す。平桁式か。

第6類（図版32、第13図38) 外面は沈線で施文される。塞ノ神式土器か。

第7類（図版32、第13図39----41) 口縁外面にミミズ腫れ状突帯を施す、轟B式。

第 8類（図版32、第13図42---55) 曽畑式である。 42----52は外面に平行沈線を施し、その下に複合

鋸歯文を施すものと考えられる。 44・45は口縁部で端部に刺突を施し、内面は44は縦、 45は横に刺

突を施している。 53は胴部でも下方かと思われるが、内面が剥離しているため不明である。 54・55

は刺突の下に斜線を施すものである。

第 9類（図版32、第14図56----59) 無文で沈線を施し、三万田式と思われるものの一群である。 56

と57は深鉢口縁で58は波状口縁である。

第10類（図版33、第14図60---64) 後晩期と考えられるもので、無文で型式不明のものを並べた。

61は逆三角形を呈し、意図的に打ち欠いた可能性もある。 63は精製深鉢の口縁端部であり、内面に

は沈線が施される。

第11類（図版33、第14図65----70) 後晩期に属すと考えられる型式不明のもので、調整は貝殻条痕

を施すものを並べた。 64は口縁で69は底部である。

第12類 突帯文土器を一括した。器面調整が a)貝殻条痕のもの、と b)ナデのもの、に二分した。

第12a類（図版33、第14図71---75) 条痕はすべて二枚貝条痕である。

第12b類（図版33、第14図76---80) 調整は丁寧なナデである。非常に焼きが良い。

2)石器（図版34、第15---18図）

今回の調査で素材を含む石器は全部で306点出土した。うち、石器64点、石核6点、剥片236点であ

る。とくに 11区南部の縄文グリッドでは多くの剥片が確認されている。ここでは石器・剥片・石核

のうち主要なものについて報告する。それ以外のものについては、出土位置と重量を掲載するにと

どめた（第 1表）。なお、高橋豊氏の協力を得て、石材の産地同定を行っているが、この番号は整理

番号に従っている。

石鏃（図版34、第15図1..........,29)

宝満山遺跡で出土した石鏃は、形態から 4類に分類できる。

1類 凹基で両基端部が幅広く、丸みを持つもの (1..........,11、26・27)

2類 両基端部が尖るもので二等辺三角形を呈するもの (12-----15)

3類 両基端部が鋭く尖るもので三角形を呈するもの (16-----20)

4類平基のもので側縁部の剥離が雑なもの (21-----24) 

当遺跡における各分類と石材の関係をみると、 1類においてやや黒曜石が多いものの、他は黒曜

石・サヌカイトを用いるものがほぽ同数でており、石材の使い分けはみられない。また欠損が多く、

全29点のうち先端部を欠損するもの16点、脚部を欠損するもの17点で、ほとんどの個体が欠損する。

10は縦長剥片を素材とする。石鏃とするのには躊躇したが、基部の挟りの加工から判断した。 26・

27は欠損しているが、 1類と思われる。 4類は二等辺三角形のもの (21・22) と三角形のもの (23・

24) に分けられるが、 23・24は先端部・基部の袂りが作り出されず、厚みもあり、未成品の可能性

がある。 25・28・29は上の分類に当てはまらないもので、 25は五角形鏃。 29は基部を欠損する石鏃

としたが、凸凹が少なく丁寧な押圧剥離を施し、チャートを使用することから、 トロトロ石器の可

-20 -
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能性が指摘できる。ただし、磨きは入っていない。

石匙（図版34、第16図33------38)

比較的厚手の剥片を素材とし、扶りの加工は雑で、風化があまり進んでいないもの (33------35) と、

比較的薄手の剥片を用い、刃部加工を丁寧に施すもの (36------38) に大別できる。 37は扶りはないが

刃部加工を丁寧に施し、 36と同じ技術的特徴をもつことから縦長の石匙と判断した。

スクレイパー（図版34、第15図30・31、第16図39・40)

剥片の端部あるいは側縁部に二次加工を施すものをここではスクレイパーとして報告する。

30は比較的整った縦長剥片を素材としているが、打面部にも剥離が及んでいるため、その形状は

不明である。主要剥離面には礫面の表皮を残す。背面の観察から縦長に一定の連続剥離が行われて

いる事が解る。素材表裏面を見る限り 10と同じ縦長剥片剥離を行い、同一の技術基盤にもとづく可

能性がある。 31は打面から側縁部にかけて刃部加工を施している。表裏に素材面を残す。加工の特

徴としては30に近い。 39は押圧剥離が認められ石鏃未製品とも考えられる。ただし上下両端部には

整形加工と異なる剥離があることから、スクレイパーと判断した。 40は剥片を利用し、左側縁部に

わずかな刃部加工がみられる。

楔形石器（図版34、第15図32)

背面あるいは主要剥離の一部と、剥片端部付近に素材面を残す。主要剥離の表皮の形状から小形

の角礫が石核素材となった可能性が高い。剥離は比較的上端部に集中している。

微細剥離のある剥片（図版34、第16図41、第17図43------52)

43は一定方向の連続剥離を行う縦長剥片。全体に風化が進む。 34は縦長剥片の端部に微細剥離が

認められる (34------40)。50は両端部に表皮面があり、打面を両極に設定して剥離を行っている。剥離

は側縁部に集中している。 51は分割剥片で両端部に微細は栗が集中している。 52は角礫状の石核か

ら剥片剥離が行われている。 41は剥片剥離を行う面を有し、石核として使われたものが、軸を変え

て敲打され、剥片になったものと考えられる。

石核（図版34、第16図42、第17図53------55)

42は珪質頁岩製の分裂礫片を礫素材とし、縦長剥片を作出した石材である。平坦な分割面を打面

とし、小型で石刃状剥片の連続剥離を行っている。旧石器時代に位置づけられる可能性が高い。

53は打点を一点に固定し、やや寸詰まりの幅広剥片を剥離する。側縁の一部はヒンジフラクチャー

をおこす。 54は剥片端部より剥離を行う。定形的な剥片は得られなかったであろう。

45は両端部に礫面が残る。寸詰まりの幅広剥片を剥離している。

磨製石斧（図版34、第18図56------58)

いずれも薄手で小形の石斧基部片で、刃部は欠損する。使用による摩耗がみられる。 56、57は蛇

紋岩製、 58は緑泥片岩製。

磨石（図版34、第18図59)

砂岩礫を利用している。表裏にフラットな面が観察される。
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第 1表縄文土器観察表
目番号 地区 出士位岡 取上番号 分類 部位 外面謁整 内面調整 色調（表） 色調（裏〕 胎土 混和材 焼成 備考

I 11-3 J.G.A-2・J.G.B-2 5、14、19、 第la類 口緑部～胴邸 楕円押型文（横位） 原体条痕、ナデ にぶい賀褐色 黄褐色～暗褐色 やや密 石英チャート 角閃石 やや良好

157 1]3 

2 11-3 J.G.B-3 3第la類 口緑 梢円押型文（横位） ナデ 暗褐色 暗褐色 密 白色土粒をわずかに含む 良好

3 11-3 J.G.A-2 91第la類 口緑部付近 楕円押型文（横位） 原体条痕 黄褐色 黄褐色 やや密 長石 li・英 灰色土粒 良好

4 11-3 J.G.B-3 6第la類 口緑部付近 楕円押型文（横位） 原体条痕 黒色 黙色 やや密 石英の微細粒 良好

5 III ].G. 4第la類 胴部 楕円押型文（横位） ？ 淡灰褐色 淡灰褐色 やや密 角閃石• 石英を微祇 やや良 IIと類似

6 11-3 J.G.A-2 63第la類 胴部 楕円押型文（横位） ナデ 淡赤褐色 淡黄褐色 やや粗 石英 良好

7 11-3 JG且3 46第la類 朋部 楕円押型文（横位） ナデ にぶい褐色 暗褐色 粗 石英 不良 全体に磨滅

8 11-3 J.G.l 土器l第la類 胴部 楕円押型文（横位） ナデ 淡灰褐色 淡灰褐色 やや密 角閃石 わ・英を微飛 やや良 12と類似

9 D-3 J,G.B-3 9第la類 胴部 楕円押型文（横位） ナデ にぶい白褐色 にぶい白褐色 やや密 石英を微且 良好 一部煤付苅

10 11-3 B-3 B-4 G. 第la類 胴部 楕円押型文（横位） ナデ 淡赤褐色 淡赤褐色 やや密 角閃石 石英を多く含む 良好

11 m B-6 G. 第la類 胴部 楕円押型文（横位） ナデ にぶい明褐色 にぷい明褐色 やや粗 石英の大粒長石 良好

12 11-3 J,G.A-3 7第la類 胴部 楕円押型文（横位） ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 やや密 石英 やや不良

13 II-2 杭No.14付近表採 第la類 胴部 楕円押型文（横位） ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 やや密 角閃石石英金裳母 良好

14 11-3 J.G.A-2 139、140第la類 胴部 惰円押型文（横位） ナデ 淡赤褐色 淡赤褐色 やや密 長石石英を多く含む やや良

15 11-3 J.GA-2 114第la類 朋部 柑円押型文（横位） ナデ 淡褐色 淡赤褐色 やや密 長石の細粒石英 やや不良

16 11-3 J.G.A-3 27第la類 胴部 楕円押型文（横位） ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 やや密 長石石英角閃石 良好

17 11-3 J.G.B-2 27第lb類 口緑 楕円押型文（縦位） 楕円押型文 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 やや粗 石英灰色褐色土粒の やや不良 ート↑柁EB

大粒を含む

18 11-3 J.G.A-1 第le類 口緑 楕円押型文 原体条痕 暗褐色 暗褐色 粗 石英チャート 不良 全体に磨滅

19 11-3 J.G.B-2 9第le類 胴部 楕円押型文 ナデ にぶい明褐色 黒褐色 やや粗 石英チャート やや良 全体に底滅

20 11-3 J.GB-2 49第2類 口緑 山形押型文 原体条痕、山形 にぶい明褐色 黙褐色 やや粗 石英灰色土粒 良好 表衷の一部に煤

文、ナデ 付苅

21 Il-3 J.G.A-2 150第2類 胴部 山形押刑文 ナデ 淡明褐色 暗褐色 やや粗 金丞丹石英粒 やや不良

22 11-3 J.G.D-2 第2類 口緑付近？ 山形押型文 111形文 馬褐色 黒褐色 やや粗 石英 良好

23 U-3 JG.B-3 1第2類 胴部 山形押型文 ナデ 明褐色 暗褐色 やや密 石英灰色土粒 やや良

24 m B-2 G. 遺構西 第2類 胴部 山形押型文 ナデ、山形文 明褐色 にぶい質褐色～賠掲 やや密 長石石英角閃石 やや不良

25 皿 退構検出面 第2類 胴部 Iii形押型文 ナデ 明褐色 暗褐色～にぶい やや密 角閃石 長石の大粒、石 良好

褐色 英赤色士粒

26 m JG. 43第2類 胴部 山形押型文 ナデ 明褐色 明褐色 やや密 長石角閃石赤色土粒 良好

石英

27 11-2 西端B C問 D5第2類 服部 山形押型文 ナデ 明褐色 暗褐色 やや密 長石角閃石 やや不良

28 11-3 J.G.D-2 4第3類 胴部 格子目押型文 ナデ 淡黄褐色 淡黄褐色 やや粗 石英の大粒 やや不良

29 11-3 B-3 B-4 G. 鉄 第3類 胴部 格子H押型文 ナデ 淡明褐色 淡暗褐色 やや粗 金雲丹石英粒 良好

分混の土

30 D-3 J.G.A-2 11第3類 胴部 格子目押型文 ナデ にぶい明褐色 にぶい明褐色 やや粗 石英の大粒 良好

31 11-3 J.G.A-2 23第3類 胴部 格子H押型文 ナデ 淡明褐色 灰貨褐色 やや密 長石石英 良好

32 I P-50下府 第3類 胴部 格子目押型文 ナデ 淡明褐色 淡明褐色 やや粗 石英を多く含む 長石 良好 全体に府滅

33 U-3 J.G.A-2 108、110、 第4類 IJ縁～胴部 やや枡いナデ ナデ にぶい黄褐色 黄褐色 粗 石英 チャートを多枇 やや,i;良

lll、119

34 11-3 J,G.H-3 22第4類 口縁～底部 ナデ ナデ 賠褐色 暗褐色 やや密 石英チャート 良好

35 11-3 JG.A-3 21第4類 口緑 粗いナデ 粗いナデ 黄褐色 灰黄色 やや粗 石英長石の大粒を多く 良好

含む

36 11-3 J.G.D-2 7第4類 口緑 粗いナデ 粗いナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 やや粗 石英長石 やや,i;良

37 第5類 口緑部 沈線 ナデ 暗灰褐色 にぷい灰褐色 やや密 石英 やや良

38 第6類 口縁部 沈線 ナデ 明褐色 淡暗褐色 やや粗 長石 やや不良

39 11-2 調査区東 第7類 口縁部 ミミズ腫れ状突帯 ナデ 暗灰黄褐色 にぶい黄褐色 やや粗 石英 角閃石を多く含む ,j, 良 全体に磨滅

40 m J.G. 47第7類 口縁部 ミミズ腫れ状突帝 ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 やや粗 石英金喋紺 やや良 全体に磨滅

41 63第7類 口縁部 ミミズ腫れ状突帯 ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 やや粗 石英角閃石 やや不良 全体に府滅

42 m J.G. 16第8類 口緑付近 沈線文 丁寧なナデ 暗赤褐色 賠赤褐色 密 滑石を多枇に含む 非常に良好 表面に煤付沿

43 皿 pit58 第8類 口緑 沈線文 T京なナデ 賠赤褐色 暗赤褐色 密 滑石を多批に含む 良好

44 m J.G. 第8類 口緑 沈線文 剌突 暗赤褐色 暗赤褐色 密 滑石を多飛に含む 非常に良好 口縁端に刺突

45 11~2 pit56 第8類 口緑 沈線文 刺突 明褐色 明褐色 密 滑石を多凪に含む 非常に良好 口縁端に刺突

46 Ill J.G. 22、25第8類 口緑付近 沈線文 j・寧なナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 密 滑石を多祉に含む 非常に良好

47 皿 C-3 G. 第8類 胴部 沈線文 丁寧なナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 密 滑石を多祉に含む 良好

48 皿 JG. 5第8類 胴部 沈線文 丁中なナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 密 滑石を多枇に含む 非常に良好

49 m pit57 第8類 胴部 沈線文 丁寧なナデ 黄褐色 黄褐色 やや粗 滑石 角閃石を少伍含む やや不良 磨滅激しい

so m JG. 2第8類 胴部 沈線文 丁寧なナデ 暗赤褐色 哨赤褐色 密 滑石を多且に含む 良好

51 ll-2 pit55周辺 第8類 胴部 沈線文 ]求なナデ 明褐色 明褐色 密 滑石をごく多枇 非常に良好 非常に1求な作り

s2 m C-2 G. 第8類 胴部 沈線文 丁寧なナデ 赤褐色 暗赤褐色 密 滑hを多且に含む 良好

53 11-2 杭8 周辺 第8類 胴部 沈線文 剥離により 1消明 明褐色 明褐色 やや粗 滑石を多祉に含む 良好

54 m J,G. 第8類 胴部 沈線文 T寧なナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 密 滑石を多祉に含む 良好

55 m B-4 G. 遺構面 第8類 口緑付近 沈線文 丁寧なナデ 暗赤褐色 賠赤褐色 密 滑石を多批に含む 非常に良好

56 l J.G.2 6、26、9、 第9類 口縁部～ ナデ ナデ 思褐色 黒褐色 密 角閃石 白色土粒 良好

1、19 胴部

57 皿 造成面西 G. 3第9類 口舷部～胴郎 ナデ ナデ 暗褐色 黒褐色 やや密 石英角閃石 やや不良

58 II 束端焦茶包含附 第9類 波状口緑部 ナデ 沈線、ナデ 赤褐色 にぶい黄褐色 やや粗 石英チャート やや,t,良 一部煤付箔

59 I 炉l 南側 第9類 口緑付近～尉菰 沈線 ナデ 賠黄褐色 賠黄褐色 やや密 長石角閃石 良好

60 皿 磁成面ド展（床面） 第10類 口緑部 ナデ ナデ 息褐色 黒褐色 やや密 チャート 石英 良好

61 J 北醤郎JG褐色土層 第10類 口緑部 ナデ ナデ やや粗 石英角閃石 良好

62 I J.G.2 20第10類 口緑部 ナデ 沈線？ 黒褐色 黒褐色 やや密 黄褐色 白色土粒 良好

63 I 灰色包含屈 、第10類 胴部 沈線 ナデ 朋褐色～暗褐色 にぶい灰褐色 やや粗 石英の微細粒 良好

64 皿 JG. 南北断面図 2屈第10類 口縁部 丁寧なナデ 沈線、ナデ 灰褐色 黒褐色 密 微細な白色土粒 良好 精製品

65 I J.G.2 96第11類 口緑部 貝殻条痕 貝殻条痕 黒褐色 ！、し＼褐色 密 長石石英 良好

66 I J.G.2 121第11類 胴部 貝殻条痕 貝殻条痕 灰褐色 灰褐色 やや粗 金槃屈角閃石赤色土粒 良好

67 I J.G.2 90第11類 胴部 貝殻条痕 貝殻条痕 暗灰褐色 にぶい黄褐色 密 石英 良好

68 JG.2 84第11類 胴部 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 やや密 チャート 石英 やや良

69 11-3 J.G.D-2 2第11類 胴部 貝殻条痕 ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 やや密 石英チャート やや不良

70 1 J.G.2 155、159、 第11類 底部 貝投条痕 ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 やや密 石英 やや良

139、138

71 I ].G.2 131第12a類 口縁部付近 突帝、条痕 条痕 灰褐色 にぶい灰褐色 密 石英チャート やや良

72 I ].G.2 141第12a類 口緑部付近 突帯、条痕 条痕 淡灰褐色 にぶい黄褐色 密 石英 良好

73 I JG.2 116第12a類 口緑部付近 突帯、条痕 条痕 灰褐色 にぶい黄褐色 やや密 石英長石 やや不良

74 I J.G.2 82第12a類 口縁部付近 突帝、条痕 条痕 灰褐色 灰褐色 やや密 艮石 やや良

75 I JG.2 116第12a類 口縁部付近 突帯、条痕 条痕 灰褐色 にぶい黄褐色 密 長 石 石 英 良好

76 11-3 潤査区東 第12b類 口縁部 突帝、ナデ ナデ 淡灰黄褐色 淡灰黄褐色 密 チャート 長石石英 非常に良好 80と同一個体？

77 ll-3 調究区束 第12b類 口縁部 突帯、ナデ ナデ 淡灰褐色 暗灰褐色 密 チャート 長石石英 非常に良好 79と同一個体？

78 11-3 繭査区東 第12b類 口縁部付近 突帯、ナデ ナデ 淡灰褐色 淡灰褐色 やや粗 長石チャート やや良

79 I 谷部トレンチB 62第12b類 口綽部付近 突帝、ナデ ナデ 赤褐色 淡黄褐色 やや粗 長石チャート 良好 全体に磨滅

80 皿 C-2G 第12b類 口緑部付近 突帯、ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 やや密 角閃石長石 良好
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第2表石器観察表

図番号 整理番号 器種 区 グリッド 取上番号 長 (mm) 幅(mm) 厚(mm) 重飛(g) 備考

1 3 石鏃 II区 東端焦茶包含層 36.5 21 6 2.7 先端部と左基部を欠損

2 15 石鏃 皿区 C-2グリッド 32 17 5 17 先端部と右甚部を欠損

3 14 石鏃 m区 溝l下庖 29 17 4.5 1.4 先端部と右基部を欠損

4 4 石鏃 II区 谷灰馬色包含陪 30 20 5 1.6 先端部と右基部を欠損

5 31 石鏃 l区 縄文グリッド 97 33 23 5 2.1 先端部を欠損

6 20 石鏃 m区 縄文グリッド 67 38 19 5 2.2 先端部と右基部を欠損

7 11 石鏃 11-3区 東端トレンチ 25 21.5 5 1.6 先端部を欠損

8 12 石鏃 m区 溝1上層 20 14 4 1.0 先端部と両基部を欠損

， ， 石鏃 II -3区 pit23 26.5 16 5 1.2 右基部を欠損

10 5 石鏃 11-2区 Sl南 26 15.5 3 0.8 

11 16 石鏃 Jll区 C-1グリッド 19.5 17.5 3 0.6 

12 7 石鏃 Il-3区 JG.A-3 24 30 15.5 5 1.0 先端部と左甚部を欠損

13 32 石鏃 I区 縄文グリッド 76 20 17 3 0.9 先端部を欠損

14 10 石鏃 Il-3区 A-1グリッド 26 18 4.5 1.3 先端部を欠損か？

15 8 石鏃 II-3区 JG.A-3 25 25.5 14 3 0.9 左基部を欠損

16 2 石鏃 11区 谷灰黒色包含附 17 15 2 0.2 右基部を僅かに欠損

17 39 石鏃 II-2区 BC[M] 17 8 2 0.4 右基部を欠損

18 6 石鏃 ll -2区 S1南 20 19 2.5 0.9 右基部を欠損

19 l 石鏃 II区 住l 22 20 3 0.8 先端部を欠損

20 34 石鏃 11-2区 BClllJ 24.5 20 6 1.4 基部を欠損

21 37 石鏃 11-2区 CD間 19 15 2 0.6 先端部を欠損

22 13 石鏃 m区 溝1 22 14 3 0.8 左基部のみ残る

23 36 石鏃 II-3区 JG.B-2 18 15 7 1.7 先端部を欠損か？

24 35 石鏃 11-3区 B-2G 17.5 16 6 1.2 

25 18 石鏃 m区 北東部浴込み埋土内 20 17 4.5 1.2 左甚部を欠損

26 38 石鏃 m区 A-3グリッド 17 18 3 0.6 右基部のみ残る

27 40 石鏃 II-3区 JG.A-2 123 17.5 12 2.5 0.6 左基部のみ残る

28 21 石鏃 11-3区 A-1グリッド 19 11.5 2.15 0.4 先端部を欠損か？

29 41 石鏃 m区 試掘 15 15 4 0.9 

30 17 スクレイパー II-3区 JG.A-2 37 23 5 3.4 

31 19 スクレイパー Il-2区 調究区北端 28 46 11 9.0 風化面を持つ

32 27 楔形石器 11-2区 Sl 28 21 ， 5.8 

33 253 石匙 11-3 1号住 52.5 81 17 71.7 

34 251 石匙 11区 東端こげちゃ包含層 42 69.5 ]] 32.2 

35 293 石匙 皿区 B-3グリッド退構面 42 50 10.5 21.3 

36 30 石匙 11区 谷灰黒色包含屈 49 76.5 8.5 26.1 

37 29 石匙 皿区 溝1 66 32 10 20.0 

38 252 石匙 II区 東端灰褐色包含屑 43 59 8.5 18.7 

39 255 スクレイパー II -3区 A-2 39 43 39.5 ， 12.3 
40 254 スクレイパー 11-3区 A-2 31 37 48 8.5 13.5 

41 265 剥片 11 -2区 SICトレ 92 38 59.2 風化面を持つ

42 298 石核 皿区 F-11グリット 25.5 28.5 14 11.1 

43 33 剥片 II-3区 1号住 40 19 5.5 3.5 風化面を持つ

44 49 剥片 m区 斜面トレンチ 44 19.5 11 5.1 

45 57 剥片 II-2 SIBトレ北（東側） 33 22 5.5 3.8 

46 42 剥片 JI -3区 JG.A-2 56 17.5 9.5 0.3 

47 25 剥片 I区 縄文グリッド 2 29 34.5 11 7.8 

48 26 剥片 II -2区 BC間 32 20 8.5 3.7 

49 47 剥片 II -3区 B-3 15 51 22 10.5 11.0 

50 80 剥片 m区 北東部落ち込み埋土内 41 25 13 11.2 

51 28 剥片 m区 斜面トレンチ 26 35.5 13.3 

52 75 剥片 II-3区 北壁セクション第7附 39 42 8.5 119 

53 24 黒曜石石核 II区 谷灰黒色包含屈 34.5 41 11 13.2 

54 23 黒曜石石核 II -3区 JG-1 (C-2) 32 40.5 15.5 17.3 風化面を持つ

55 22 黒曜石石核 II .3区 杭3周辺 54 35 20 29.6 

56 石斧 m区 北西部逍構面清掃時 58 45 15 30 

57 石斧 m区 A-5グリッド遺構面 83 28 12 54.8 

58 石斧 II区 谷 67 47 13 56 

59 磨石 m区 表採 110 128 65 1528.7 

※Slとは自然流路をさす。
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第3表石器・剥片類一覧表 (1)
整理番号 器種 区 グリッド 取上番号 重量(g) 図番号 整理番号 器種 区 グリッド 取上番号 重量(g)図番号

1 石鏃 II 住l 0.8 19 77 剥片 m 斜面トレンチ 12.9 
2 石鏃

＂ 
谷灰黒色包含層 0.2 16 78 剥片 m 西側斜面包含層 3.3 

3 石鏃 II 東端焦茶包含屈 2.7 1 79 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 1.8 
4 石鏃 II 谷灰黒色包含層 1.6 4 80 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 11.2 50 
5 石鏃 11-2 S1南 0.8 IO 81 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 5.7 
6 石鏃 11-2 S1南 0.9 18 82 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 1.2 
7 石鏃 II -3 JG.A-3 24 1.0 12 83 剥片 出土地不明 2.7 
8 石鏃 II -3 JG.A-3 25 0.9 15 84 剥片 出土地不明 1.5 ， 石鏃 II-3 pit23 1.2 ， 85 剥片 I 縄文グリッド1中層（黄褐色：I:) 4.1 
10 石鏃 II-3 A-1グリッド 1.3 14 86 剥片 I 縄文グリッド 2 3 0.9 
11 石鏃 Il-3 東端トレンチ 1.6 7 87 剥片 I A~C-1包含層 0.7 
12 石鏃 皿 溝1..t層 1.0 8 88 剥片 I A-1・B-1包含層 0.6 
13 石鏃 皿 溝1 0.8 22 89 剥片 I A-1・B-1包含層 2.2 
14 石鏃 皿 溝l下層 1.4 3 90 剥片 Il-2 SIAトレ 2.8 
15 石鏃 m C-2グリッド 1.7 2 91 剥片 II -2 SIBトレペルトセクション 1.2 
16 石鏃 m C-1グリッド 0.6 11 92 剥片 II -2 S18トレペルトセクション 1.8 
17 スクレイパー 11-3 JG.A-2 3.4 30 93 剥片 II-2 SIBトレペルトセクション 3.5 
18 石鏃 m 北東部落込み埋土内 1.2 25 94 剥片 Il-2 SlBトレ北（東側） 1.2 
19 スクレイパー II -2 調査区北端 9.0 31 95 剥片 II-2 SJ Bトレ北（東側） 1.2 
20 石鏃 m 縄文グリッド 67 2.2 6 96 剥片 II。2Sl Bトレ北（東側） 2.3 
21 石鏃 II -3 A-1グリッド 0.4 28 97 剥片 II -3 縄文グリッドA-1 1 1.3 
22 黒曜石石核 II-3 杭3周辺 29.6 55 98 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 17 1.7 
23 黒曜石石核 II-3 JG-1 (C-2) 17.3 54 99 剥片 ll -3 縄文グリッドA-2 20 0.7 
24 黒曜石石核 II 谷灰黒色包含屈 13.2 53 100 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 21 2.2 
25 剥片 I 縄文グリッド 2 7.8 47 101 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 35 0.9 
26 剥片 II -2 BC間 3.7 48 102 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 36 0.6 
27 楔形石器 II -2 S1 5.8 32 103 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 59 0.9 
28 剥片 m 斜面トレンチ 13.3 51 104 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 62 1.5 
29 石匙 皿 溝l 20.0 37 105 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 64 1.0 
30 石匙 II 谷灰黒色包含屈 26.1 36 106 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 65 11 
31 石鏃 I 縄文グリッド 97 2.1 5 107 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 68 1.3 
32 石鏃 I 縄文グリッド 76 0.9 13 108 剥片 IJ-3 縄文グリッドA-2 78 1.3 
33 剥片 11-3 1号住 3.5 43 109 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 90a 0.1未満
34 石鏃 II-2 BC間 1.4 20 110 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 90b 1.0 
35 石鏃 II -3 B-2G 1.2 24 111 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 130 0.5 
36 石鏃 II -3 縄文グリッドB-2 1.7 23 112 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 153 0.5 
37 石鏃 II -2 CD間 0.6 21 113 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 154 0.7 
38 石鏃 m A-3グリッド 0.6 26 114 剥片 IJ-3 縄文グリッドA-2 162 1.9 
39 石鏃 II -2 BC間 0.4 17 115 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 172 0.4 
40 石鏃 II -3 縄文グリッドA-2 123 0.6 27 il6 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 184 0.8 
41 石鏃 m 試掘 0.9 29 ll7 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 185 0.4 
42 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 56 0.3 46 118 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 187 1.3 
47 剥片 II-3 縄文グリッドB-3 15 11.0 49 119 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 240 0.6 
49 剥片

＂ 
斜面トレンチ 5.1 44 120 剥片 11-3 縄文グリッドB-2 8 0.6 

45 剥片 I 杭11周辺黒色最下層 7.0 121 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 40 0.1 
46 剥片 II 東灰褐色包含層 2.2 122 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 46 0.5 
47 剥片 11-3 縄文グリッドB-3 15 11.0 123 剥片 ll-3 縄文グリッドB-2 48 0.9 
48 剥片 皿 溝7下屈 8.1 124 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 52 0.3 
49 剥片 m 斜面トレンチ 5.1 125 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 53 1.2 
50 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 3.1 126 剥片 II -3 縄文グリッドB-3 7 0.8 
51 剥片 m 溝l 1.0 127 剥片 II -3 縄文グリッドB-3 13 1.2 
52 剥片 I 灰色包含層 7.2 128 剥片 II -3 縄文グリッドB-4 2 1.0 
53 剥片 I P-8 1.9 129 剥片 11-3 縄文グリッドH 20 1.2 
54 剥片 II -2 SIAトレ 2.0 130 剥片 Il-3 B-2グリッド東西トレンチ 1.5 
55 剥片 II -2 SIAトレ 3.8 131 剥片 II -3 C-4グリッド 0.1 
56 剥片 II -2 SIAトレ 1.6 132 剥片 II -3 縄文グリッド遺構面上 11 
57 剥片 Il-2 SIBトレ北（東側） 3.8 45 133 剥片 II -3 出土地不明 2.2 
58 剥片 II -2 SIBトレ北（東側） 0.9 134 剥片 m 縄文グリッド 8 2.0 
59 剥片 II -2 SIBトレ北（東側） 1.8 135 剥片 m 縄文グリッド 15 1.0 
60 剥片 II-2 SIBトレ北（東側） 1.4 136 剥片 m 縄文グリッド 20 0.5 
61 剥片 II -2 SIBトレ北（東側） 1.2 137 剥片 m 縄文グリッド 31 2.4 
62 剥片 Il-2 SlBトレ北（東側） 3.9 138 剥片 m 縄文グリッド 34 0.6 
63 剥片 II -2 SIBトレベルトセクション 0.7 139 剥片 m 縄文グリッド 51 0.4 
64 剥片 II -3 A-1グリッド灰褐色土 14.3 140 剥片 m 縄文グリッド 58 5.3 
65 剥片 II -3 C-4グリッド 2.0 141 剥片 m B-2グリッド遺構面 6.3 
66 剥片 11-3 C-4グリッド 2.7 142 剥片 m C-2グリッド 黒曜石no2 0.9 
67 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 159 3.3 143 剥片 m D-11グリッド攪乱 1.5 
68 剥片 II-3 縄文グリッドB-2 32 3.4 144 剥片 m 斜面たちわり 1.4 
69 剥片 Il,3 縄文グリッドB-2 35 7.8 145 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 0.9 
70 剥片 II -3 縄文グリッドB-3 8 10.9 146 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 2.1 
71 剥片 IJ-3 縄文グリッドD-3 6 2.8 147 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 0.4 
72 剥片 II-3 縄文グリッドD-4 7 3.8 148 剥片 m 表採 1.5 
73 剥片 II -3 縄文グリッドE • 4 7.5 149 剥片 出土地不明 0.3 
74 剥片 II-3 縄文グリッドH 13 5.2 150 剥片 I 仮P6 1.6 
75 剥片 11-3 北墜セクション第7恩 11.9 52 151 剥片 I C-2グリット包含層 1.0 
75 剥片 II-3 北壁セクション第7屈 11.9 52 152 剥片 II -2 SlAトレ 1.6 
76 剥片 皿 縄文グリッド 42 5.0 153 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 4 0.2 
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第 4表石器・剥片類一覧表 (2)

整理番号 器種 区 グリッド 取上番号 重量(g) 図番号 整理番号 器種 区 グリッド 取上番号 重最(g)図番号

154 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 28 0.4 229 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 178 0.1未満

155 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 33 0.4 230 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 180 0.1 

156 剥片 n -3 縄文グリッドA-2 47 0.3 231 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 182 0.1 

157 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 51 0.5 232 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 186 0.1 

158 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 53 0.4 233 剥片 II -3 縄文グリッドA-3 26 0.1 

159 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 54 0.1 234 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 2 0.1未満

160 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 73 0.4 235 剥片 ll -3 縄文グリッドB-2 5 0.1 

161 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 80 0.4 236 剥片 II-3 縄文グリッドB-2 6 0.1未満

162 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 81 0.6 237 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 11 0.1 

163 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 92 0.1 238 剥片 II-3 縄文グリッドB-2 13 0.1未満

164 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 94 0.1 239 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 14 0.1 

165 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 97 0.6 240 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 19 0.1未満

166 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 102 0.1 241 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 21 0.1 

167 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 128 0.5 242 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 36 0.1 

168 剥片 II-3 縄文グリッドA.2 129 0.3 243 剥片 Il-3 縄文グリッドB-2 37 0.1未満

169 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 133 0.4 244 剥片 Il-3 縄文グリッドB-2 41 0.1未満

170 剥片 ll-3 縄文グリッドA-2 146 0.1 245 剥片 II-3 縄文グリッドB-2 42 0.1未満

171 剥片 ll-3 縄文グリッドA-2 167 0.2 246 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 43 OJ未満

172 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 169 0.2 247 剥片 II -3 縄文グリッドB-2 45 0.1 

173 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 179 0.1 248 剥片 II -3 縄文グリッドB-3 19 0.1 

174 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 181 0.2 249 剥片 Il-3 縄文グリッドB-1 ? 0.1未満

175 剥片 II -3 縄文グリッドD-2 3 0.7 250 サヌカイト石器 I 自然流路西岸（トレンチA-Drill) 21.6 

176 剥片 Il-3 縄文グリッドH 4 0.1 251 石匙 II 東端こげちゃ包含層 32.2 34 

177 剥片 II -3 1号住 1.3 252 石匙 II 東端灰褐色包含屈 18.7 38 

178 剥片 m 溝2 1.9 253 石匙 II -3 1号住 71.7 33 

179 剥片 m P-82 0.1 254 スクレイパー II -3 A-2 31 13.5 40 

180 剥片 皿 鋳造土坑IAグリッド 0.4 255 スクレイパー II -3 A-2 39 12.3 39 

181 剥片 m 鋳造土坑lAグリッド 0.7 256 サヌカイト石器 II -3 D-4 6 28.7 

182 剥片 m 溝1 0.2 257 サヌカイト石器 m 縄文グリッド 14 29.7 

183 剥片 m A-5グリッド遺構面 0.5 258 サヌカイト石器 m 縄文グリッド 29 25.5 

184 剥片 m D-11グリッド攪乱 0.1 259 サヌカイト石器 自然流路フク土 9.2 

185 剥片 m 北東部落ち込み埋土内 0.2 260 サヌカイト剥片 I Pl6 1.5 

186 剥片 I A~Cl包含層 0.2 261 サヌカイト剥片 II 東灰褐色包含層 7.4 

187 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 19 0.1未満 262 サヌカイト剥片 ll -2 SlAトレ 9.0 

188 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 22a 0.1未満 263 サヌカイト剥片 II -2 SIAトレ 12.9 

189 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 22b 0.1未満 264 サヌカイト剥片 Il-2 SICトレ 42.3 

190 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 38 0.1未満 265 サヌカイト剥片 II -2 SICトレ 59.2 41 

191 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 41 0.1未満 266 サヌカイト剥片 II-2 Sl中央部 29.7 

192 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 42 0.1未満 267 サヌカイト剥片 11-2 調査区南 2.4 

193 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 46 0.1未満 268 サヌカイト剥片 JI -2 黒色礫層 10.1 

194 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 57 0.1未満 269 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドA-2 24 0.9 

195 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 60 0.1未満 270 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドA-2 29 1.8 

196 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 77 0.1未満 271 サヌカイト剥片 Il -3 縄文グリッドA-2 67 1.3 

197 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 83 0.1未満 272 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドA-2 147 0.8 

198 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 84 0.1未満 273 サヌカイト剥片 Il-3 縄文グリッドA-4 2 0.7 

199 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 86 0.1未満 274 サヌカイト剥片 Il-3 縄文グリッドB-1 1 0.1 

200 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 87 0.1未満 275 剥片 11-3 縄文グリッドB-2 1 2.7 

201 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 89 0.1未満 276 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドB-2 4a 1.4 

202 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 93 0.1未満 277 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドB-2 4b 2.0 

203 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 95 0.1未満 278 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドB-2 7 2.7 

204 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 101 〇.1未満 279 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドB-2 33 0.6 

205 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 103 0.1未満 280 サヌカイト剥片 II -.3 縄文グリッドB-2 55 0.1 

206 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 104 0.1未満 281 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドD-2 5 0.2 

207 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 105 0.1未満 282 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドD-2 8 0.1 

208 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 115 0.1未満 283 サヌカイト剥片 II -3 縄文グリッドD-3 4 0.1 

209 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 117 0.1未満 284 サヌカイト剥片 II -3 1号住 0.2 

210 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 119 0.1未満 285 サヌカイト剥片 II -3 A-2・B-2グリッド褐色土 1.0 

211 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 125 0.1 286 サヌカイト剥片 II -3 A-2・B-2グリッド褐色土 3.5 

212 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 127 0.1未満 287 サヌカイト剥片 Il-3 B-2グリッド東西トレンチ内 1.9 

213 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 131 0.1 288 サヌカイト剥片 III 縄文グリッド 19 2.1 

214 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 132 0.1 289 サヌカイト剥片 m 縄文グリッド 28 0.5 
21、5 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 135 0.1 290 サヌカイト剥片 m 縄文グリッド 32 0.5 

216 剥片 11-3 縄文グリッドA-2 136 OJ 291 サヌカイト剥片 皿 縄文グリッド 37 0.2 

217 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 138 0.1未満 292 サヌカイト剥片 皿 B-1グリッド 1.3 

218 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 144 0.1 293 石匙 皿 B-3グリッド遺構面 21.3 35 

219 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 145 0.1 294 サヌカイト剥片 皿 D-11グリッド攪乱 0.2 

220 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 158 0.1未満 295 サヌカイト剥片 m 北東部落ち込み埋土内 5.7 

221 剥片 0-3 縄文グリッドA-2 163 0.1未満 296 サヌカイト剥片 m 鋳造土坑IAグリット 1.1 

222 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 165 0.1 297 サヌカイト剥片 m 鋳造土坑lAグリット 2.8 

223 剥片 II -3 縄文グリッドA-2 168 0.1未満 298 石核 皿 F-11グリット 11.l 42 

224 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 170 0.1 299 剥片 皿 試掘 0.5 

225 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 171 0.1未満 300 石核 m 東端こげ茶色包含培 5.5 

226 剥片 Il-3 縄文グリッドA-2 174 0.1 301 剥片 II -2 B・Cトレ間（東側） 7.5 

227 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 175 0.1未満 302 石核？ II -2 B・CトレIMJ (東側） 18.5 

228 剥片 II-3 縄文グリッドA-2 177 0.1未満
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3歴史時代の遺構と出土遺物
(1) I区検出遺構と出土土器・陶磁器

1)調査区の概要（付図 1)

I区では調査区中央から南側にかけて奈良時代の製鉄関連遺構が検出された。また、調査区南側

下段では大きく蛇行する南北に流れる自然流路も検出された。以下、製鉄関連遺構、その他の遺構、

自然流路の順で報告する。

2)製鉄関連遺構（第19図）

I区の製鉄関連の遺構は、登り窯の木炭窯 1基、焼土坑12基（竪穴状遺構含む）、製錬炉 1基 (2

令。
鯰
＼

／ 

＼
 

／ 

＼
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＼
 

10m 

第19図 I区製鉄関連遺構平面図 (1/200) (トーン部分は鉄滓・炉壁の集中部）
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号炉）、製錬炉にともなう排滓土坑 2基、鍛冶炉 l基 (1号炉）、鍛冶炉に伴う土坑 1基、性格不明

の炉 1基 (3号炉）が検出された。いずれも 8世紀第 1四半期のものであると考えられる。これら

の遺構のおおよその立地は、西側斜面の上方、標高88.0m付近に木炭窯があり、そこから東側、すな

わち斜面の途中の谷部に焼土坑が 3基、更に斜面を下りきった所に製錬炉、その北側平坦面に焼士

坑 4基と鍛冶炉、自然流路を挟んだ対岸に焼士坑 2基、調査区南端に焼土坑 1基である。

a)木炭窯（巻頭図版 1・2、図版 2・3、第21・22図）

調査区の一番西側、谷部の上に位置する。基盤層である花岡岩バイラン土を剖り貰いた地下式の

登り窯である。窯は標高86.7m-89.0mの間に造られ、等高線にほぽ直交する形で窯は築かれ、窯体

の主軸方向はN63°Wで東側に焚口を設ける。窯体の全長は奥壁側が残っていないため不明だが、

現状で5.0m以上あり、窯本体の傾斜角は約30゚ と非常に急な勾配を持つ。

構造が須恵器窯に非常に類似するため、当初、須恵器窯ではないかとも考えられたが、本体ない

し前庭部から須恵器や瓦などがほとんど出土しなかったことや、窯体の床面に木炭窯によく認めら

れるカーボン吸着面があったこと、類似する構造の木炭窯が全国各地で報告されていることから考

え合わせても、木炭窯であることはまず間違いないであろう。以下、各部位に分けて説明する。

燃焼部 焚口の左右の壁には、 3ないし 4個の石を積み、その上に天井石をのせ、その上に置き土

を施し、非常に頑丈に築いており、あたかも古墳の石室の玄門ないし古代山城の水門を思わせる。

焚口の幅は0.65mである。第22図のD-D'の断面を見ると、積んである石の裏込め土の第26層は焼けて

いないのに対し、その外側にあたる花岡岩バイラン士の表面は赤く焼けており、石を積む前に壁面

が火を受けている可能性がある。つまり、一定の操業後に石を積み直したか、窯の構築中に窯体を

空焼きしていると考えられる。

焼成部 窯体の平面プランは、中軸線を中心としてほぼ左右対称な細長い長方形となる整ったもの

である。焚口から中に入ったところで床面の幅が広がり、そこから奥の残存部まではどの箇所にお

いても幅約l.Omで推移する。焚口付近から約2.5mまでの箇所にかけては、側壁はかなり内傾し、断

面形は蒲鉾形であるが、それよりも奥になると、側壁が直立してくる特徴を持つ。天井部が残存し

85.5m A' 

］．暗褐色 (7.5YR3/4)細粒砂

2. にぶい黄褐色 (IOYR5/4)粗粒砂（しまり弱、白色礫混じる）

3. にぶい黄褐色 (IOYR5/4) 粗粒砂（白色礫視じる）

4. 褐色 (7.5YR4/6)粗粒砂（白色礫混じる）

5. にぶい黄褐色 (IOYR6/4)粗粒砂（白色礫多く混じる）

6. 暗灰黄色 (2.5Y5/2)細粒砂

7. にぶい黄褐色 (!OYR4/3)細粒砂（白色礫混じる）

8. にぷい黄褐色 (IOYR4/3)微粒砂（白色礫混じる）

9. 暗掲色 (IOYR3/3)微粒砂（白色礫・木炭混じる）

IO. 黒褐色 (IOYR3/2) 微粒砂（白色礫・木炭混じる）

］］．第10層のプロック

12. にぶい黄褐色 (IOYR4/3)粗粒砂（白色礫混じる）

13. 第12/(1に同じ
14. にぶい黄褐色 (JOYR5/4)細粒砂

A
 
2号炉西側平坦面

24 84.5m B' 

84.0m C' 

第20図 I区斜面谷部土層図 (1/80)
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A
 

16 

<A-A'土屈＞

1. 灰黄褐色 (lOYR4/2) シルト（粗砂況じる） 12. にぷい黄褐色 (IOYR5/3)微粒砂（粗砂滉じる）

2. にぶい黄褐色 (IOYR5/4)細粒砂（しまり弱、粗砂混じる） 13. 浅黄色 (lOYR7/4) シルト

3. 黄褐色 (!OYR5/8)細粒砂 14. II層と 13庖の互層

4. 黄褐色 (IOYR5/6)細粒砂（しまり弱） 15. にぶい黄褐色 (IOYR5/3)微粒砂

5. にぷい黄褐色 (IOYR5/4)徴粒砂 16. にぶい黄褐色 (IOYR5/4) シルト（粗砂視じる）

6. 褐色 (10YR4/6)微粒砂 17. 明黄褐色 (10YR6/6)細粒砂（しまり弱）

7. にぶい黄褐色 (IOYR5/4)微粒砂にオリープ褐色 18. にぷい黄褐色 (10YR5/4)細粒砂と 13層と礫層の互層

(10YR5/4) シルトがプロックで混じる 19. にぶい黄橙色 (IOYR6/4)細粒砂

8. にぶい黄褐色 (IOYR5/4)微粒砂（しまり強、白色礫混じる） 20. にぶい黄橙色 (IOYR7/4)細粒砂（粗砂況じる）

9. 褐色 (10YR4/6)細粒砂 21. にぶい黄褐色 (IOYR5/3)細粒砂（租砂混じる）

10. 賞褐色 (IOYR5/6)細粒砂（しまり強） 22. 褐色 (7.5YR4/3) シルト（粗砂混じる）

11. にぶい黄橙色 (IOYR6/4)細粒砂 • I 1-22屈は 2号溝埋土】

ヽヽ ------・ 

、_,/ -------・ 一
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25. にぶい黄色 (2.5Y6/3)粘土（しまり強）
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第21図 I区木炭窯・ 2号溝実測図 (1/80)
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I区木炭窯土附

J. 黄褐色 (2.5Y5/3)シルト（租砂混じる）
2. オリープ褐色(2.5Y4/6)微粒砂
3. にぶい黄褐色(lOYR5/4)細粒砂（土師器油色礫況じる）

4. にぶい貨褐色(lOYR4/3)シルト（白色蝶滉じる）
5. 黄褐色(10YR5/6)シルト（白色礫視じる）
6. にぶい賀褐色(IOYRS/3)細粒砂（しまり弱、白色礫混じる）

7. 褐色(JOYR4/4)微粒砂

8. にぶい黄褐色(10YR6/4)租粒砂（しまり弱）
9. にぶい黄褐色(IOYR6/3)細粒砂

10. 明褐色(7.5YR5/6)微粒砂（粗砂混じる）
JI.Iこぶい黄褐色 (JOYR5/4)シルト
12朋黄褐色(IOYRG/6)細粒砂

13. 明黄褐色00YR6/6)徴粒砂（しまり強、白色礫i昆じる）
14. 橙色 (7.5YR6/6)微粒砂（しまり強、盛壁片・白色礫混じる）

(1-14層は2号溝埋土］

c
 15. にぷい黄褐色(IOYR4/3)微粒砂（柑砂混じる）

16. 褐色(IOYR4/4)シルト（粗砂混じる）
17褐色(IOYR4/4)微粒砂

18. にぷい貨褐色(IOYR5/4)細粒砂（しまり弱、白色礫混じる）
19. にぶい黄褐色(IOYR5/4)シルト（しまり弱）
20. にぶい黄橙色(IOYR7/4)細粒砂（しまり弱）

21. 賀褐色00YR5/6)シルト（花尚岩パイラン士・滋様片多く況じる）

22. 褐色(IOYR4/6)微粒砂（窯壁片多く混じる）

゜23. オリープ褐色(25Y4/3)シルト（粗砂・木炭混じる） t 
24. 明褐色(7.5YR5/8)微粒砂（窯墜片多く視じる）
25黒色木炭庖

26褐色(IOYR4/4)微粒砂（しまり強）［石積みの衷込め士I
27. 明褐色(7.5YR5/8)微粒砂（木炭・焼ナ混じる）

（石を積んだ後に閉いた匝き±I
28. 花尚岩バイラン土【地山岡1

3m 
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第22図 I区木炭窯実測図 (1/60)



ていた箇所における高さは0.9mであったが、北壁が一部ずり落ちており、本来はこれより高かった

と考えられる。床面は焚口から約1.5m付近までは赤く焼けた酸化面であるが、そこから奥側はコー

ルタールが付着したような黒いカーボン吸着面が広がる。側壁は床から高さ0.5mほどまでカーボン

吸着面で、その上に青灰色の還元面となり、それらが剥落した箇所については、赤い酸化面が露出

している。天井部も基本的に、内側に還元面、その外側に酸化面が形成されている。貼床等の修復

の痕跡は認められず、操業回数については不明である。

また、窯体中の埋土を見ると、焚口付近の下層付近で木炭の層や天井部などの窯壁片が混じる層

も見られるが、上層ないし奥側では細砂とシルトが幾重にも互層になって堆積しているため、奥側

で崩落した天井部から幾度となく、流水が流れ込んだことを示している。

煙道部 焚口から5.0m地点で窯体は 2号溝に切られ、奥壁ないし煙道部は残存していない。

前庭部土坑 焚口から0.5m前面に位置し、東西長約4.5m、南北幅約3.0mの不整形を呈する。焚口に

近いくぽみは赤く焼けており、燃焼部にあたる可能性もある。また、一部赤く焼けた石がまとまっ

て出土しており、おそらくは窯の最終操業時に焚口に蓋をした石が掻き出された状態を示すものと

思われる。これらの石は土坑の底面からかなり浮いた状態で検出されたので、幾度も操業を繰り返

したことを示していると思われる。

また、前庭部土坑の東側には、炭が混じった灰褐色の層が谷部全体にわたって堆積し、この層が

いわゆる「灰原」であると考えられる。

b) 2号溝（図版 2、第21図）

木炭窯の北隣には、幅約l.0----2.8mの溝 1条 (2号溝）があり、北側から北西側へ窯を取り巻く形

で確認され、窯体の奥壁側を切っていた。溝の出土遺物を見ると、 8世紀後半以降のもので、 2号溝

の埋没年代はこの時期に当てることができるため、窯より後の時代の山道とも考えられる。しかし

その溝は斜面からの流水が窯へ流れるのを防ぐ位置にあり、元来は窯の防水対策に掘られたものが

窯の廃絶後に流水により幅を広げ、窯体をも浸食してしまった可能性を考えておきたい。なお性格

2号炉北側土坑

1号炉周辺 2号溝

゜
10cm 

第23図 I区製鉄関連遺構及び周辺出土士器実測図 (1/3)
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第24図 I区1号炉周辺図 (1/40)、1号炉実測図 (1/20)
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は不明だが、前庭部土坑の北隣にあたる箇所で石がまとまって出土している（第22図C-C')。

出土遺物（図版15、第23図7,8)7は赤褐色を呈する土師器杯。外面下半部は、意図的かどうかは不

明だが、段が形成されるようにケズリを施した後にユビナデする。 8は木炭窯の上層にもあたる層か

ら出土したもの。底部はヘラ切りで、板状圧痕を残す。

c)鍛冶炉 (1号炉）（図版4・5、第24図）

調壺区のほぽ中央、 2号炉の北側約10mの平坦面上に位置する。南北長0.8m、東西長1.05mの範囲

にいくつも穴が掘られたような構造を呈する。その西側直径約0.5mの範囲は被熱により赤変してお

り、上層より輔羽口が出土している。また、焼けている範囲の中でも真ん中の一番深い穴は被熱に

より黒色に硬化している。おそらくこの直径約0.3m、深さ約0.2mの穴が鍛冶炉であると想定される。

またそこからaとbに向けて細長い溝状の穴がのびており、羽口を炉に差し込んだ痕跡であると考え

られる。また炉の上面に 3つの石が置いたように並んで出土した。石の一部は被熱していたが、お

そらくば炉の廃絶の際に置いたものと考えられる。

炉内の埋士については、全て持ち帰り、水洗選別を行ったところ、粒状滓や鍛造剥片が見つかっ

た。また、炉の周辺からも椀形鍛冶滓が出土しており、この炉が鍛冶炉であることは確実である。

また、炉の南東側には鉄床石（第71図270) が倒れた状態で検出され、この付近にカナトコが想定で

きそうである。また 1号炉南側土坑からは、完形に近い鍛冶羽口が出土している。炉の付近には、

柱穴は検出されなかったが、おそらくは覆屋のような構造物が存在したと考えられる。

出土遺物（図版15、第23図5・6) 1号炉本体からの土器の出土はないが、その周辺から出土したも

のを報告する。 5は須恵器杯身。低い高台を持ち、底部に当て具痕を残す。 6は須恵器ハソウ。頸部

付近の内面にシボリの痕跡を残す。底部はナデを施す。

d)製錬炉 (2号炉）（巻頭図版 1・2、図版 3・4、第26図）

斜面谷部の一番下の平坦面に位置する。炉の本体の両側に排滓坑がつく、いわゆる鉄アレイ型の

箱形炉で、古代の北部九州には一般的な形態の製錬炉である。炉本体の主軸方向はNl8°Eで、炉の

周辺にはいくつかのピットは検出されたが、建物が建つ配置では検出されなかった。しかし、操業

を考える上ではおそらく簡易的な覆屋のような施設が存在したと考えられる。

炉本体（図版 3・4、第26図）

炉は谷部の上から流れるように堆積した木炭混じりの灰褐色土を掘り下げていた際に検出した。

炉の本体は、地上部分は全く残存せず、基盤層である黄褐色土を掘り込んだ地下部分のみ残存し

ていた。掘り方の大きさば焼けた床面の範囲から判断すると、長軸1.7m、短軸0.95mで、かなり大

型の部類に属する。平面プランは基本的に長方形で、南端部が若干狭く見えるのは、この箇所が上

層の溝に削られて、検出のレベルが低くなっているためである。炉内の状況は、上層において須恵

器長頸壺の頸部の破片と輔の羽口を検出し、東壁に平行するように非常に大きな炉底塊（炉内生成

物）が残存していた。

炉内埋士の堆積状況を断面図D-D'を見ると、基盤層（第15層）は炉の掘り込みに接する箇所に

おいて被熱し、赤く酸化する（第14層）。その内側の第13層はそれより内側の第10層が火を受けて還

元しているために少なくとも最終操業以前の埋土であることがわかる。これより内側には一回り小

さい掘り込みがあり、壁面ないし底面は明黄褐色に還元している（第10----12層）。その掘り込み内の

下層は粉炭状を呈した木炭層が厚く堆積する（第 8層）。その上層の左右に炉壁と最終操業時に生成

された炉底塊が残存するため（第 6・7層）、最終操業時の炉底面は第 8層の上で、この高さから炉

壁が積み上げられたものと考えられ、木炭層である第 8層ば炉の下部構造ということになる。最終

操業時の炉床は、操業後に炉内生成物を取り出す際に、それらとともに剥がされてしまったのであ
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ろう。第10--12層が還元しているのは、第11層が最終操業以前の操業における炉床面であったか、

それとも操業前の炉内の空焼きの際に被熱したものであろう。

第 6・7層を最終操業時の炉壁と考えると、炉の大きさは長軸約0.9m、短軸0.5m程度である。な

お、炉体の構造等については出土遺物の項目でも説明を行う。

また、炉の北側に東西に並ぶ小さいピットを 2つ検出した。深さは0.15m-0.2m程度である。炉

の南側には見られず、性格については不明である。

出土土器（図版15、第23図1,3) 1は本体内黒褐色埋士から出土した破片と、斜面谷部北側鉄滓集中

部から出土した破片と接合した須恵器長頸壺の頸部。頸部に 2条の沈線を巡らすが、一部 1条にな

る箇所もある。外面にシボリ痕を残す。炉の廃絶時期を示すものと考えられる。 3は須恵器杯身。

炉の北側の鉄滓集中部から出土した。端部が外側に強く張り出す高い高台を持ち、外面下端には回

転ヘラケズリが認められる。

北側土坑（排滓坑）（図版 4、第26図）

炉の本体の北側に取り付く土坑は、南北長約4.0m、東西長約5.0mを超す大きなもので、土坑の東

側には溝が取り付き、自然流路の方向へと続く。土坑の中心部分はかなり深く、一番深いところで

は、炉の床面よりも更にI.Omも低い。基盤層の土は非常に粘性があるため、炉壁を造るための粘土

採掘によるものかもしれない。土坑内で、鉄滓や炉壁が集中するところば炉に一番近いところと、

土坑の中心部分から東側の溝にかけての部分であった。土坑内の土層は測図していないが、鉄滓は

土坑の中でもかなり上層に集中し、深い部分ほどまばらになっていく。土質も深いところほど粘性

が高くなる。土坑の最下層では、樹皮のついた木材片が出土した（第25図）。材質は鑑定によるとネ

ジキで (P.247参照）、製鉄活動に直接関係があるかどうかは不明である。

出土土器（図版15、第23図 2)2は須恵器杯身。やや大型か。外側に強く張り出す高台を持つ。土坑

上層の砂層から出土した。

南側土坑（排滓坑）（図版 3、第26図）

炉の本体の南側に取り付く士坑は、南北長約2.5m、東西長約3.0m以上の楕円形であると考えられ、

南東側は周溝状遺構に切られている。土坑の西側は斜面を大きくオーバーハングするように掘り込

んでおり、南西側は一部

袋状を呈する。大きさも

さることながら北側土坑

とは対照的に、土坑底面

のレベルが炉の本体の床

面とほとんど高さが同じ

であり、土坑の底面一帯

には炉から流れてきたと

考えられる流動滓が広が

っていた。埋土の堆積状

況をA-A'に見ると、流

動滓の上面に厚く木炭が

堆積しており、これは操

業後に炉内から掻き出さ

れたものか、操業に使用

する木炭の置き場であっ

たことを示していると思

われる。
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第25図 I区2号炉北側土坑内木片出土状況図 (1/20)
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I区2号炉全体図 (1/60) 、2号炉本体および南側土坑検出状況図 (1/30)
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そして、南側土坑の南西約4mに位置する自然流路内には、大量の炉壁や鉄滓が出士している。

出土土器（図版15、第23図4) 4は土師器杯。底部は糸切り。明らかに新しいものであり、混人し

たものと思われる。

西側平坦面 炉の西側には、斜面を造成して平坦面が形成されていた。平坦面の南北長は約2.7m、

東西長は水田の攪乱溝までで約1.7m、炉の西側まで含めると約3.8mとなる。若干の鉄滓の出土はあ

ったものの大量に集中する状況は見られないが、北西隅には焼け石を含む平たい石が 6個検出され

た。炉の操業に関係するものであろう。柱穴や輔座のような痕跡は見あたらなかった。なお、炉の

東側は、自然流路に向かって傾斜しており、遺構の痕跡はない。

e) 3号炉（図版 5、第27図）

2号炉北側土坑の東側に接するように位置する。直径約0.4mの正円形で、壁面は橙褐色に堅く焼け

る。深さは0.2m程である。埋土は暗褐灰色シルトで、

下層になるほど炭の堆積が多くなる。底面ば焼けて

いない。当初、精錬炉ないし鍛冶炉と想定して発掘

し、埋士も全て持ち帰って水洗したが、粒状滓や鍛

造剥片、椀形鍛冶滓などの出土はなく、どのような

性格の炉か判断しかねる。

f)焼土坑

I区の南側を中心に合計12基検出された。大きさ

や形などにバリエーションがあるものの、そのほと

んどが、製炭のための伏せ焼き窯であると考えられ、

製鉄炉・鍛冶炉から離れたところに位置する15-------18

号土坑は明確ではないが、これらの土坑は製鉄に関

連するものであると考えられる。
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6号土坑（図版 5、第28図6)

谷部の斜面西側に位置する。南北長0.65m、東西長

0.8mの円形の焼土坑。周囲の士坑壁面は非常によく焼けており、焼士の厚さは約5cmもあり、内面

は還元したために黄褐色を呈している。最下層には木炭が堆積し、そのせいもあって底面は全く焼

けていない。

6 号土坑は斜面に位置しながらも、その周囲約1~2mの範囲は平坦であることから、土坑の周囲

第27図 I区3号炉実測図 (1/20)

を人為的に平坦にしていると考えられる。

8号土坑（第28図6)

谷部の斜面ほぽ中央、 6 号土坑の東側約2.5mに位置する。直径l.15m~l.2mの円形を呈する。土

坑壁面は焼けていたが、剥落したせいもあり墜面全てば焼けていない。また、最下層には 6号士坑

と同様に、木炭の層があり、底面は焼けていない。土坑内埋土からは石や鉄滓なども検出された。

9号土坑（図版 5、第28図9)

8 号土坑の東側約2.5mに位置する。長さが0.75m~0.8mの隅丸方形を呈する。東側に土坑とは異

なるピットを検出したが、ピットが土坑を切っており、ピットの埋土は谷部包含層の最下層（第20

図第19層）と同じであった。土坑の底面ないし壁面ば焼けていなかったが、最下層に木炭の堆積
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に灰白色(IOYR8/I)礫と木炭が混じる

／ 
3. 黒色(5Y2/l)シルト（しまり極弱）

／ 
4. にぷい黄褐色(IOYR5/4)微粒砂（しまり強）に

灰白色(IOYR3/2)礫がやや混じる【碁盤府1
5.4岡の焼成部分

84.5m (内側よりにぶい黄褐色(IOYR4/3、還元部分）

→黒色(IOYR2/l)

→にぶい赤褐色(5YR4/4酸化部分）

と推移する）

山 8℃8

8号士坑
1. にぶい黄褐色(IOYR5/4)

細粒砂

2. 黒褐色(IOYR3/2)

微粒砂

（しまり強、白色礫・木炭・

7眉のプロックが視じる）

3. オリープ黒色(7.5YR3/I)

シルト（しまり弱、木炭混じる）

4. 暗褐色(IOYR3/4)

シルト（しまり弱、白色礫多数混じる）

5. 黙褐色(IOYR3/2)

シルト（しまり弱、粉炭多く混じる）

6. 黒褐色(IOYR2/2)

シルト（しまり弱、白色礫多く混じる）

7. 褐色(7.5YR4/4)

シルト（白色レキ含む、

しまりあり［基盤層I)
8.7府の焼成部分

（内側より黄褐色(2.5Y5/6還元部）

→黒色→赤褐色(2.5Y4/6)と推移する）
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9号士坑
I. 暗褐色 (10YR3/3)

シルト（木炭・鉄滓・白色礫視じる）

2. 黒色木炭層

3. 褐色(7.5YR4/4)

シルト（白色礫混じる） 1基盤附l

/ 

，
 

83.lm 

12サ士坑
1./1(褐色粘質土（黄褐色粘質土が

斑状に多く混じる）

2. 褐灰色粘質士（黄褐色粘質土・

木炭少し混じる）

3. 木炭屈

4. 赤褐色焼士

5. 灰褐色士（炭化物・焼土混じる）

6.5屈に同じ

（炭化物がより多く混じる）

I 
------

‘ 

8
0
.
9
m
 80.9m 

lm 

第28図 I区焼土坑実測図 (1) (1/30) 
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13サ土坑

1. にぶい黄褐色(IOYR5/4)シルト

（粘性あり、木炭混じる）

2. にぶい黄褐色 (10YR4/3)微粒砂

（しまりやや強、木炭・白色礫滉じる）

3. 黒色木炭層（粉炭状、しまり弱）

4. 焼土附

（赤褐色(5YR4/6)微粒砂、しまりやや強）
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15号土坑

1. 明黄褐色(lOYR6/8)細粒砂

（しまり強、白色礫混じる）

2. 暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂

（しまり強、木炭・白色礫混じる）

3.f/.¥色木炭陪（粉炭状）

4. 明黄褐色(10YR6/8)細粒砂

（しまり強、白色礫混じる）［基盤層I
5. 焼土屈

（内面よりオリープ黄色(5Y6/3)→黒色へと推移）

Im 

EV.ooo 

EV.ooo 

80.4m 

16号土坑

］．にぶい黄褐色(10YR5/3)細粒砂

（しまり強、木炭・白色礫混じる）

2./:k黄褐色 (lOYR4/2)微粒砂

（しまり強、木炭・白色礫混じる）

3. 暗褐色(lOYR3/3)微粒砂

（しまり強．木炭・白色礫混じる）

4. 木炭屈（粉炭状、2層をやや含む）

5. 黄褐色(lOYR5/6)微粒砂（しまり強、

河原石が多く混じる）［基盤層】

6. 焼土屈（河原石の部分は黒く焼ける）

（内面より明賀褐色(2.5Y7/6)→黒色→明赤褐色へと推移）

第29図 I区焼土坑実測図 (2) (1/30) 

（第2層）が認められたので、他の焼士坑と同じ性格を有するものと考えられる。土坑内からは鉄製

品（第69図244,245) が出土した。

12号土坑（図版 6、第28図12)

1号炉の南約4m、斜面と自然流路に挟まれた平坦面上に位置する。南北長1.25m、東西長1.4mの

隅円長方形の焼土坑。士坑の断面形はやや袋状になる構造で、壁面の下半部と底面西半分が赤く焼

ける。最下層には木炭が堆積し、特に土坑の東側は木炭が非常に厚く堆積しており、土坑の東側底

面が焼けていないことと関連があると思われる。また、底面においていくつかの焼土の混じった小
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17号土坑

］．にぶい黄褐色(IOYR4/3)細粒砂（しまり弱。木炭混じる）

2. 黒色木炭屈（しまり弱。粉炭状）

3. 朋黄褐色(IOYR6/6)細粒砂（しまり弱。礫混じる）

4. 赤褐色 (IOYR4/4)焼土(3附が被熱したもの）

~/ 
Uif,'6l 

18 

18号土坑

1. 暗オリープ褐色(2.5Y3/3)微粒砂

（礫、木炭少し混じる。下屈は2屈が況じる）

2. 明黄褐色(lOYR6/6)微粒砂（河原石混じる）

［碁盤~)

E
 
P
"
6
l
 

E
 
v
"
6
l
 

19号士坑

l. オリープ闊色(5Y3/2)微粒砂

（しまり弱。小さい河原石混じる）

2. 明黄褐色(10YR6/6)徴粒砂

（河原石混じる）［基盤庖I

UI9"6L 

17 
ws・6L 

7
9
.
5
m
 

゜
lm 

第30図 I区焼士坑実測図 (3) (1/30) 

さいピットや落ち込みを検出した。中からは縄文土器が出士したが、下層から混入したものである

と思われる。

13号土坑（図版 6、第29図13)

12号士坑の東側約3.5mの平坦面上に位置する。南北長1.75m、東西長1.6mの隅円長方形の焼土坑。

土坑の断面形は袋状で、 12号士坑と構造的に非常に類似するが、この土坑の方がひと回り大きい。

壁面ないし底面の中央が赤く焼ける。最下層（第 3層）に木炭が堆積する。そして、底面の焼けた

箇所とほぽ重なる形で、焼土や炭が混じった落ち込みやピットが検出され、中から縄文土器が出土

した。これもまた下層から混入したものであろう。

15号土坑（第29図15)

調査区の最南端自然流路の南岸に位置する。直径0.7m---0.75mの円形土坑。上面がかなり削平さ

れており、本来はもっと大きかったと推測される。

土坑の東側と南側の壁の一部が焼けていたが、焼け面は内側がオリーブ黄色に還元していた。最

下層（第 3層）には木炭が堆積していた。出土遺物はなく、時期は不明だが、他の焼土坑と同時期

と考えられる。

-40 -



16号土坑 （図版6、第29悩]16)

14号土坑の東側約2.5mに位骰する。南北長0.9m、東西長0.75mの不整円形を生する。土坑の東側

を中心に壁面、底面が焼け、地山の河原石も焼けており、焼け面の内側は明黄褐色に遥元していたu

また、最ドK可（第4陪）には木炭が粉炭状で堆積していた。

17号土坑 （第30図17)

16り七坑の南側約4mに位閤する。南北長約0.8m、束西長約0.7mのイ遠籾］形を展する。七坑南束側

の一部が赤く焼け、最下層には粉炭状の木炭層が認められる。既に大きく削平を受けていたようで

あり、かなり浅く、深さはO.lm以下である。

18号土坑 （第30図18)

調介区南側、自然流路の束岸にあたるM原状になった迫構面のヒに位四する。南北長0.95m、東西

一貶0.85mの桁円形を旱する。蝿十．中に木炭が堆積していたり、培面や底而の七が焼けているようなこ

とはなかったが、十．坑に接する基盤附中の礫の表面は赤く焼けた痕跡が認められたため、この士坑

内で火を焚いたと考えられる。

19号土坑 （第30悩19)

18号土坑の東側約2mに位骰する。南北長約1.3m、

東西長約l.Omの桁円形を呈する。埋上中に木炭が堆

積していたり 、陪面や底面のヒが焼けているような

ことはなかったが、 1カ．坑に接する悲盤附中の礫のよ

而は赤く焼けた痕跡が認められ、 18り士坑と阿じよ

うなあり方をホす。

g)竪穴状辿構 (14号土坑）（図版6、第31図）

1号炉の東側約6.5m地｝位で、 •部は 2 号住居跡の

下層に位阻する。南北長約4.3m、東西長約3.2mの桁
T l>f 18号上坑

円形ないし隅円長ガ形を呈する。竪穴内の埋土は基盤陪に似た貨褐色形の細砂であった。竪穴の中

央に焼士坑 1店が認められたが、柱穴と想定されるような確実な迫構は検出されなかったが、覆屈

のようなものがあったかもしれない。

中央の焼十，坑は南北長0.9m、束西長0.65mの桁円形で、断面形は束培ないし北喉部分はオーバーハ

ングしていた。埋上の最下肘は木炭が多く混じる附で、その部分から Kの整而は全体的に赤く焼け

ており、焼けた面の一番内側は黄褐色に迫元してい

た。また、上坑の上面において 3つの平たい石が検

出され、その•部は赤く焼けていたが、この石が士

坑の廃絶の際におかれたものか、採業に閑わるもの

なのかは不明である。竪穴内からは須恵器、上師器

の細片が出七した。

h) 斜面谷部包含~(I又］版 7 、第20図）

木炭窯と 2号炉の間の斜面には、谷状に包含附が

検出された。そのJ.:附を兄ると、全体的に下）刊の堆

積に木炭が多く滉じる肘が認められる。この堆栢の

-41 -
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第31図 I区竪穴状遺構 (14号土坑）実測図 (1160、中央土坑は1/30)

始まりが木炭窯の前庭部土坑付近であることから考え合わせると、窯の操業によって窯から掻き出

されたものによって、谷全体が覆われていることがわかる。焼土坑や 2号炉はこの炭混じりの層の

下から検出された。上層には黄褐色系統の層が堆積するが、注目すべきは 2号溝（第 4層）が包含

層の上層を切っていることである。これは、 2号溝の埋没が谷部の埋没後、ひいてば焼土坑や 2号

炉の埋没後であることを示している。

3)その他の遺構

a) I区北部（付図 1)

I区の北側においては、遺構内埋土ないし包含層より銅滓がいくつか認められた。この場所が、

銅滓などの金属生産関連遺物が多く出土したm区1号溝の下流にあたる箇所であり、銅滓はおそら

く」区から流れ込んだものであると考えられる。主な遺構として土坑が4基検出された。

1号土坑（第32図1)

ほぽ正円形を呈し、直径約0.8----0.95m、深さ約0.2mを測る。下層に黄灰色砂質粘土、上層に炭の

混じった黒色土が堆積する。出土遺物は認められなかった。

2号土坑（第32図2)

1号土坑の北側lmに位置し、南北1.9m、東西0.95m、深さ0.3mの長方形のプランを呈する土坑。

暗黄灰色土の上層に褐色砂質土が堆積する。埋土中より、銅塊が出土している。

3号土坑（第32図3)

1号土坑の東側lmに位置し、南北1.3m、東西0.8mの楕円形。 2段に掘られ、深さは約0.25m。
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第32図 I区北部 1----3・7号土坑実測図 (1----3は1/30、7は1/60)

7号土坑（第32図 7)

I区の北西端に位置する。東西に長い楕円形の土坑であるが、南側は既に失われていた。東西

1.55m、南北（現存長） 0.35mを測る。削平のため深さは浅いが、土坑の中央部分とその北側の 2箇

所に、赤褐色を呈する粗砂が堆積したピットが検出され、 P-2では、銅塊が出土した。赤褐色を呈す

る粗砂が見られた、それは自然の堆積のものか、鋳型の中子砂に使用する等の目的のために、人為

的に埋められたものかは不明である。

出土遺物（図版15、第34図11、12)下層から出士。 11は須恵器杯の底部。 12は須恵器の甕の口縁部。

外面調整はカキメの後に波状文を施す。

b)土坑

I区からは19基の土坑を検出した。

た 3基を報告する。

ここでは既に製鉄関連遺構と I区北部で報告したものを除い
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4号土坑（図版 5、第33図4)

1号炉の北側約4mに位置し、直径約

l.Om-----1.lmの正円形の土坑である。粘土が

3層に分かれて堆積し、第 2層は炭が混入

していた。

出土遺物（図版15、第34図 9)須恵器の杯

身。焼きが甘く、黄褐色。底部には不明瞭

ながらも高台の痕跡が残る。

5号土坑（図版 5、第34図5)

1号炉の西側約lmに位置する。西側の

斜面を大きく掘り込んでおり、東西長1.4m、

南北長1.05mを測る。埋土は暗黄褐色の粘

質士で、中から須恵器の破片が出土してい

る。

出土遺物（図版15、第34図10)須恵器の長

頸壺ないし短頸壺の底部から胴部に欠けて

の破片。高台の張り出しがきつく、古い特

徴を持つ。

10号土坑（図版 6、第33図10)

斜面谷部、 6号士坑の西約3mに位置す

る。土坑の上面において土師皿・杯が多数

が重なり合うようにして検出された。ただ、

この土師皿群は層位的に見て土坑とは無関

係のものと思われ、むしろ谷部の最終埋没

に伴うものと考えられる。士坑は東西約

1.2m、南北約0.55m、深さ0.9mで、いくつ

、か切り合っている。

出土土器（図版15、第34図13-----22) 14-----21 

は小型の土師llll。底部は14がヘラ切り、 15

-----21は糸切り。全てに板状圧痕が見られる。

13,22は土師器の杯。 13の底部はヘラ切りな

のに対し、 22の底部は糸切りと異なる。こ

れらは良好な一括資料といえる。詳細は第

5表の通り。

c) 竪穴住居

I区では竪穴住居は調査区東側の平坦面

に2棟を検出した。層位やレベル、出土遺

物等から考えて、 2棟はほぼ同じ時期のも

のと考えられるが、 2号住居の下層におい

て、製鉄に関連すると思われる14号土坑が

第33図 I区4・5・10号土坑実測図 (1/30)
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第5表 I区10号上JJ(出上上帥・1IIl、t師器杯寸法等観察表

砂CT '{~積 底部 flff. 底径 r;ljさ 板状J±jfi 番サ 器種 底拙 ! 11径， JJki令 ti, さ 板状Jt痕

13 杯 ヘラ切り 16.5 12.0 3.1 あり 13 坪 ヘラ切り 16.5 12.0 3.1 あり
~-~ 

M 小Jill ヘラ切り 9.1 6.8 1.4 あり 14 小皿 ヘラ切り 9.1 6.8 1.4 あり

15 小lfil 糸切り 9.1 7.5 1.7 あり 15 小冊． 糸切り 9.1 7.5 1.7 あり

16 小皿 糸切り 8.7 7.l 1.0 あり 16 小IUL 糸切り 8.7 7.1 1.0 あり

17 小皿 l糸切り 8.6 6.4 1.1 あり 17 小1lll 糸切り 8.fi 6A 1.1 あり-

I区 1号上坑 I区3号土坑

検出されたため、おそらくこの 2棟は製鉄関連遺構よりも新しい時期のものと思われる。出土迎物

は極めて少ない。これらの住居跡に共伴する追構として、 1号溝が考えられる。

1号住居 （図版7、第35図 1)

渦企区ほぽ中央、 1号溝の束側に位爵する。大きく削平されており、束側の墜は全く検出できな

かった。完イfする西岐の長さは4.4m、北岐現存長2.7mで、柱穴の間隔から考えてほぽ正方形のプラ

ンを？．していたと考えられる。カマド等の施設は検出されなかった。

出土土器 （第34図23)図化できたのは、黒色上器の底部 1点のみである。内外面共に黒色で、いわ

ゆるB類に分類される。閥台から底部にかけてはヨコナデの調整が品められる。

2号住居 （図版7、第35図2)

1号仕届の南側約4mに位皿する。住居跡の1¥i半分は、調企区を反転した際に、下料まで掘りドげ

てしまったがために、検出できなかった。完存する西照の長さは5.45m、南蹄の長さは2.0m以 Kで

ある。柱穴の位骰から考えて、ほぼ正）j形のプランを旱していたと考えられ、 1り住居よりもひと

阿り人きい寸法であったと考えられる。捌化できる出＋．辿物はない。

住居の床面からさらに約0.3mドMにおいて14り七坑か検出された。

d)清

I似では 3本の溝が検出された。 2号溝は既に報岩した為、ここでは 1・3号溝について報告す

る。

1号溝 （付図 1)

調査1凶下段の平坦面を南北に走る。南端については、調在区反転時に卜.層まで掘り下げたために

検出できなかった。
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出土土器（第34図24)黒色土器が 1点出土している。内面のみ黒色で、いわゆるA類。復元径は約

16.0cmを測る。

3号溝（第21図）

調査区西端、 2号溝と直交する。深さは約10cmと浅く、切り合い関係は図化してはいないが 2号

溝や木炭窯よりも新しい。

出土陶磁器（図版24、第34図25) 白磁の口縁部。口縁部は小さめの玉縁状で、復元径は17.2cm。溝

の埋没時期を示すものか。

e)周溝状遺構（第36図）

2号炉の南側、 2号炉南側土坑を切る形で検出された。南東側を除いて周壁溝が平坦面を取り囲

む構造だが、南東側は削平されていたので、元は完全に取り囲んでいたと考えられる。南北長7.85m、

東西長3.4mを測る。遺構内の埋士は褐色土の混じった白色砂で、遺構面は、西半分は花巌岩培乱土

の地山であるが、東半分は青灰色や暗灰色を呈する自然流路の堆積土で、自然流路が埋まった上に

構築された遺構であることがわかる（第39図）。西側の溝に遺物が集中する状況が認められた。また、

遺構内平坦面のほぽ中央に焼土塊が集中する状況が確認できた。掘り込みなどは確認できなかった

が、その位置から考えても炉のような遺構が存在した可能性があるかもしれない。柱穴などは確認

できなかった。なお、遺構面より下層に製鉄炉の炉壁や鉄滓が大量に堆積する状況が看取でき（第

39図）、切り合い関係からも、この遺構が 2号炉の操業時よりも新しいものであると考えられる。

出土土器（図版15、第34図26----29)全て周溝内からの出士。 27は須恵器皿。完形で口径は14.0cmを

測る。 29は須恵器甕。外面に格子目タタキ、内面に青海波文タタキを施す。 26は褐色の土師器杯身。

ナデか回転ナデで調整し内面中央には当て具痕が残る。 28は士師器椀。底部はヘラ切り。

Pti 
露。焼土魂

8
1
.
5
m
 

〇鉄滓

81.5m 

゜
第36図 I区周溝状遺構実測図 (1/80)
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f)段状遺構 (11号土坑）（図版 6、第37図）

13号土坑の南西約1.5mに位置する。東側の自然流路に面した斜面を掘り込む形で造られる。南北

長約4.lm、東西長約2.5mのやや歪んだ長方形を呈する。埋土は上層には褐灰色シルトが、下層には

暗褐灰色シルトが堆積する。柱穴がどのように並ぶかは不明ではあるが、検出されたピットが柱穴

である可能性は高い。鉄滓は認められたものの、ごくわずかで、製鉄関連の遺構であるかどうかは

不明である。図化できる出土土器はない。

g) ピット出土土器（図版15、第38図30-----43)37はP-1、31はP-5、43はP-7、32,38はP-14、30はP-22、

33はP-26、44はP-27、40,41はP-37、35はP-45、40はP-62、34,36,39はP-72からそれぞれ出士した。 30

-----38は須恵器。 30------32は杯薔。 30はかえりを持つ古い形態。上面に回転ヘラ削りが認められる。 33

は杯身で、 34は皿。どちらもナデないし回転ナデが施される。 35は壺ないしハソウの口縁部。外面

に楕円形の線刻が見られる。 36は高杯の脚部。 37は小型の壺の胴部から底部にかけての破片。胴部

下端に回転ヘラ削りが見られる。 38は甕胴部の破片。形状から転用硯かとも思われたが、墨痕や擦

ぐ）
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第37図 I区段状遺構 (11号土坑）実測図 (1/40)
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痕がないため、そうではないと考えられる。 39------43は土師器。 39------42は土師器の杯。 39------41の底部

はヘラ切り離し。 40,41は底部にやや丸みを帯びる。 42は底部は糸切り痕が残る。反転資料のため、

やや径に不安が残る。 43,44は土師器椀。 44は黒色土器で、内外面とも黒色で、ヘラ磨きが認められ

る。鉄分沈着により、砂粒が多く銹着する。

4) 自然流路（第39図、付図 1)

調査区の南側には、幅約10m---15mの一条の自然流路の痕跡が検出された。流路は現在の原川の

方向から南西に調査区内へ流れ、 2号炉の南側あたりで崖面ぎりぎりの所を流れた後、南東方向へ

蛇行し、調査区南端で区外へ出ていくルートで、現在の原川を更に蛇行させた形となっている。流

路北端では幅約10mであるのに対し、中程から南端にかけては、幅が15mに広がっている。この自

然流路の調査については、調査期間、土捨て場等の問題により、流路の肩部を全て検出し、幅約2m

程のトレンチを 4本入れるにとどまった。

流路の底面は基本的に礫層で覆われており、下流の一部については花尚岩バイラン土ないし青灰

色の粘土が見られた。埋土からは、主に古代の遺物が大量に出土したが、南端の方では、一部幕末

以降の遺物も見られ、北側の上流部は早い段階で埋没したが、南側の下流部については新しい時代

まで沼のような状況を呈していたものと考えられる。また、 C-C'の断面においては、周溝状遺構の

下層に、 2号炉に属する炉壁や鉄滓が大量に投棄された状況が認められた。
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出土土器・陶磁器 (I以1版15・16・24、第40図45~

65) 45~55は須恵器。45は杯蓋。11縁部はほんの

少し内側に折り曲げる。ナデないし阿転ナデが施

される。 46~48は閥台のつかない杯， ~9はJll1。 46

~49はナデないし回転ナデの調整が認められる。

50も杯の破片だが、 n縁部内面に黒色の1111煙が付

ぷし、』H明llllとして使われたと考えられる 外rirf

F部にはヘラ描きが兄られる。51、52は壺の口柑

部。53は長頭壺の胴部から底部破片。焼き歪みが

激しいが、"」部の稜は比較的鋭く、科台は底部端

に付くが、外側に強く張り出し、 8世紀第 1四半

期の特徴を備える。2号炉出tの1の査料と同一個

体のものかもしれない。II尉1部から底部には回転へ

ラ削りが認められる。54は鉢。口緑部がやや内傾

する。55は炎。外面は格 f-H文タタキを施した後、

一部同転ナデ梢しを行う。内曲は行灰波文タタキ

を施した後、指押さえを行うu 器原はやや薄い狩

科である。56~63は士師器。56~58は杯。底部は

全てヘラ切りで、 56の内面の名rsにはヘラ／弁きが

認められる。59.60は椀。60は内外面とも黒色の

黒色十器B類。底部にはタタキらしき痕跡が残る。

61は完形の麻杯（図版 7)。赤褐色の胎上で、調

整は庶滅気味だが、脚部内liiiにはシボリ痕が残る。

62,63は甍。外血はタテハケ、内面は「l縁部付近

にナナメハケ、胴部にヘラ削りを施す。64は白磁

I区自然流路全娯 (l)

I区n然流路全娯 (2)

椀。門縁部は屯縁状を呈する。65.66は弥生上器。 ともにBトレンチから出＋．。65は刻み日を口縁部

に持ち、弥生時代前期後半の：介料。当瀾奔唯一の弥LI=_l: 器である。

5)包含州出 tt器・陶磁器

斜面谷部包含層出土土器・陶磁器（図版16,24、第41図67~74)67~70は須忠器。67は杯益。つまみ

が残る。68は拙鉢底部。底部にはT共痕が残る。69,70は売。69の外面は横h柏］の平行タタキ、内面

には縦方向の線亥I]が残る。71は上師皿。底部はヘラ切り 。72は越州：密系の仔磁椀。暗緑色の釉がか

かり、内面には 3つの胎 L口が残り、高台底面には胎土目を削った痕跡が認められる。73.74は白磁

椀。73は玉綽状の口綽部を持つ。74は麻い翡台を持つ底部で、見込みに文様を持つ。

その他包含層・試掘時出土土器（図版16、第41図75~89)75~79は須恵器。75は杯澁。外面 1-.部に

回転ヘラ削りを残す。76.77は杯身底部,,76は窃く、外側に強く張り出す店台を持つ。78は小型の並。

内面にシボリ痕を残す。79は横瓶。内面に粘七接合痕が明瞭に見える。80~83は上師器。80は小lill。

底部はヘラ切りで、板状！土痕を残す。81・82は朴で、 81は丸底状の底部で、ヘラ切り、板状圧痕を

残す。82は平底状で、底部は糸切り、板状圧痕を残す。83は免の口緑部。内面にヘラ削り、外面に

タテハケが確認できる。84~85は白磁椀。共に玉縁口縁だが、 84は玉縁が小さく、古い特徴を持つ。

86は龍呆窯系廿磁椀。外面n縁部近くに 2本の横方向の線が入る。87~89は近世以降の追物。87は

擦鉢。 内面に抽り溝が見られる。 88.89は甕。 同•個体である。
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(2) I区出土金属生産関連遺物（第42------71図）

宝満山遺跡群第23次調査では、各調査区において鉄や青銅の生産に関連する鉱滓等の遺物がパン

ケースにして約100箱以上も出土した。これまで鉱滓等の遺物は調査経験に乏しいということもあり、

分類及び図化することはあまりなかった。当教育委員会の報告書では、 1996年に徳永川ノ上遺跡の

報告において椀形鍛冶滓の実測が行われたほか、若干の報告書において鍛冶関連の鉄滓等の図化に

よる報告は行われてきた。しかし、製錬工程を含む製鉄遺跡においては、ごく一部の例外を除き、

金属生産関連遺物の分類・図化はなされてこなかった。今回報告するにあたり、例言にも記したと

おり、穴澤義功氏、大澤正巳氏の多大なる協力の下に整理、報告が実現する運びとなった。特に穴

澤氏には分類のみならず、遺物の観察表の作成にまで協力を頂いた。なお、遺物の分類については

穴澤氏の指導の元、その外観やメタル度（註 1)、磁着度（註 2)等によって選別を行った上で、全

体の遺物醤については集計表によって示すことにした。

以下、分類表に従って大澤正巳氏、鈴木瑞穂氏の分析結果を加味した上で、各遺物の概要につい

て説明を行う。

I区では、製錬炉 (2号炉）、鍛冶炉 (1号炉）が検出されたとおり、主に製鉄関連の遺物がその

ほとんどを占める。その重量はltを超える。 1.......... 7zは製錬炉（箱形炉）の炉壁である。炉内の被熱の

具合は炉の下部にある通風孔の付近が一番温度が高く、上部になるに従って温度が下がる、すなわ

ち被熱具合が弱くなるため、上部から被熱 (1-----4) →被熱発泡 (5---.:9)→砂鉄焼結 (10.......... 15)→滓

化弱 (17.......... z4)→滓化強 (25-----37) と推移し、それより下部は通風孔ないし炉底の位置を勘案して、

通風孔上 (38-----53)→通風孔下 (54-----61)→通風孔下（炉底塊付） (62-----72) と推移する。 38-----57あ

たりは通風孔が残存しており、その形態が楕円形であることがわかる。また、 58からば炉の長辺側

の平面形がわかり、箱形炉として通有の長楕円形であることもわかる。なお、 28の分析結果からは

炉壁の耐火度（その物体が高温により軟化変形を起こす温度）は1305℃であり、古代の製鉄炉とし

ては一般的である (P.187参照）。

73 .......... 106は炉底塊。炉底塊とは操業時に製錬炉内の炉底に生成されるもの。操業後に炉壁を打ち砕

いて取り出される。分類構成図にば炉底塊の各破片を炉内のどの部分にあたるか想定をし、炉の形

態がおおよそわかるように並べており、それぞれが同一操業時のものにあたるわけではない。この

製錬炉は複数回の操業を行っていたので、傾向の違いから炉底塊のセットは 3つ構成した。流出孔

（製錬炉から流動滓（ノロ）を掻き出す孔）も両短辺側にそれぞれ 2つあると想定される。

水洗弁別により検出された砂鉄 (107,108) や炉内で生成された砂鉄焼結塊 (109-----113) は、砂鉄

が当遺跡の製鉄工程の始発原料であることを示す。このことは、炉底塊 (82) の分析結果によって

も明らかである (P.188参照）。

流動滓 (114-----158) は生成部位不明の流動状の滓で、炉内・炉外の生成の両者含んでいる。滓が

固まった時の場所により流出孔滓 (119-----138)、流出溝滓 (139-----149)、たまり滓 (150.......... 152) など

に分類される。単位流動滓 (114.......... 118) は滓の流れの最小単位を示すものと考えられる。

炉内滓 (159-----214) は、炉内で生成された滓の中である。製錬滓と精錬滓との区別がつかないも

のは含鉄鉄滓とした。明黄褐色の酸化土砂に覆われ、メタル度が高いものの中には黒錆がにじみ、

放射状のひび割れを持つものもある。これらの炉内滓（含鉄）や鉄塊系遺物 (215)が次の精錬、鍛

冶工程で利用されるものである。

木炭 (216-----219) は言うまでもなく、製鉄の燃料として使われる。樹種同定の結果によると、ア

カガシ亜属が優勢的に利用されたと考えられる (P.251参照）。

また、黒鉛化木炭 (220) は銀黒色の磁着する木炭のことで、強い還元雰囲気の炉内で、鉄と粘土

と木炭が反応して生成される特殊な遺物である。

221 ......... 236,252,253,270は鍛冶工程に伴う遺物である。椀形鍛冶滓 (221-----230) は鍛冶炉の炉底に形
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成される椀形の滓のことで、 ・般的には粘錬r今程、鍛錬T程の双方に付随する遣物であるが、

221.230の分析結果では鍛錬上程によるものであることがわかった (P.192参照）。よって鍛冶滓 (231

~234) も鍛錬鍛冶によるものであろう 。粒状滓 (235)、鍛造剥片 (236)は共に鍛冶炉 (1号炉）の

埋上から水洗弁別により検出されたもの。水洗弁別は1号炉内の埋上しか行わなかったが、炉の周辺

にももちろんこれらの辿物はあったと考えられる。粒状滓は鍛冶炉の中で赤熱状態にした鉄索材の

酸化等を防ぐ滋味合いで、表面に塗布された粘土汁と鉄の酸化物が反応し、索材の鍛打の際に飛散

してできた球状化した迎物で「湯玉」とも日われる。鍛造剥片は鉄塊や鉄板を加熱鍛打する際に鉄

索材の表面から渕離した鉄中の不純物の簿い酸化被股のことである。共に鍛錬T程で生成される。

252,253は鍛冶炉炉壁0 253は疑似粒状滓が含まれ、鍛冶炉のものであることがわかる。270は鉄床石

で鍛冶を行う際に鍛打する台石として使われた。一部が強く被熱し、鍛打された痕跡が残る。

羽口 (255~263)は中刑 (255,256) と細型 (257~263)が兄られる。中型は製錬炉付近から出 I・.

しているため、製錬炉に用いられた送風行の可能性が高いが、類例がなく、判断に悩む。細咆 (257

~263)の中でも、先端部が細くすぼまるもの (259,260.263) と、そうでないもの (261.262) との 2

種類が認められる。その形態と出上位骰から後者 (261.262)は鍛冶炉に用いられたものと考えられ、

一方、前者 (259,260,263)はHI土位設と259の分析結果 (P.194参照）から製錬炉の送風管の可能性

が協い。なお、土製品 (26'1)は製錬炉内から出 l孔．したが、今ひとつ性格は不明である。

237~246は鉄製品。鉄釘 (237~241)、鉄鎌 (242)、口金 (244)、鉄針 (245)等がある。調査区

内で作られたものもあるであろうが、全てということではないであろう。

砥石 (268,269) は研）~l程に用いたもの。 被熱石 (265~267) は製鉄工程のいずれかの..C程によ

って被熱したものと考えられる。詳細はよくわからない。

247~254は廿銅1月辿の追物。254が自然流路から出土したことを除き、ほぼ全てが l区の北部から

出tする。これらに関連する追構も調査区l村にはなく、前述したとおり 1l1区からの流入と考えられ

る。銅滓 (247,248)、銅塊 (249.250)、炉壁 （青銅系）(254)、青銅製品 (251)等がある。

（註 1) メタル度とは、金属そのものの址と1立inを測定し、評価する相対的な忍準である。なし→銹化（△)→

11 (0)→ M (◎） → L (●）ー特L(*)の顛に対象金属祁が多いことを示し、特殊な整準をした埋蔵文化財

専用の小型特殊金屈探知器を）]jいて判定したものである。

（註 2)磁れ度の測定方法は特定の椋準磁石を用い、 35cmの｛ぶさから糸でつりドげた状態で測定する。行料を

徐々に磁石の側面に接近させることにより揉準磁石が強く動き始める距離れ位 (1単位16mm)を同心円を記し

た評価台紙上で品みとり、数値化するものである。

金属生産OO辿迅物分類構成作業風屈 l 金属生産関連追物分類構成作業風批2
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第44図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (1) (1/ 4) 

I区金属生産関連遺物観察表1(炉壁）

図No.
出土位槌（層位） 長さx幅x原(mm):煎さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁箔度

1 
I区2号炉北側土坑下屈tr東側 51 X 37 X 21:26.1 石英粒子と滓片混じる。ざっくりとした胎：Iこ。内面はやや弧

1 
炉壁（上段上半・被熱帝） なし I 2 状で指頭痕？残る

2 
I区2号炉北側土坑鉄浮No.l下層 37 X 45 X 21:35.4 硬質の胎土。内面は平坦。わずかにスサを含む。内面下端部

2 
炉壁（上段上半・被熱帯） なし I 1 は赤褐色に被熱。

3 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓柑 92 X 109 X 64:560.1 2と胎土が似る。中心部は吸炭。内外面とも酸化。スサは5cm

3 
炉壁（上段上半・被熱帯） なし I l 以上のものが散見。

4 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 178 X 103 X 108:1847.2 プロック状。下面と両側面は平坦気味内面から3cmほど内側に

4 
炉壁（上段上半・被熱帯） なし I 1 は全面スサ痕。内貼ありか？。

5 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 125 X 140 X 51:729.2 内側の剥離物。内壁は発泡。下面は平坦気味で粘土単位か？

5 
炉殷（上段下半・被熱発泡帯） なし I 2 スサ痕は水平方向。

6 
I区自然流路tr.C南堅鉄滓層 94 X 82 X 49:273.6 内面1111lの破片。内面は発泡からやや滓化気味。

6 
炉壁（上段下半・被熱発泡帯） なし I 1 

7 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 108 X 101 X 45:310.1 6と同様。内面の剥離物その他の状況も 6に似る。

7 
炉壁（上段下半・被熱発泡帯） なし I 1 

8 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 97 X 102 X 45:248.7 内而の剥離物。内面は発泡し、一部は禅化。斜め方向にナデ

8 
炉壁（上段下半・被熱発泡帯） なし I 1 痕。内部は吸炭。

， I区自然流路tr.C西部鉄滓層 137 X 113 X 39:399.8 平面はわずかに弧状。内面はわずかに発泡し、上下方向に細 ， 
炉堅（上段下半・被熱発泡帯） なし I 2 い筋が並ぶ。裏面側は吸炭。

10 
I区2号炉北側土坑崩れ炉壁 123 X 99 X 24:203.4 炉壁内面の剥離物。内面はやや厚く、砂鉄が焼結。上端方向

10 
炉壁（中段上半• 砂鉄焼結帯） なし I 7 に焼結粒子が明瞭。過半部は滓化気味。

11 
I区 2号炉北側土坑崩れ炉壁 74 X 82 X 15:80.8 内面の剥離層。砂鉄焼結部から最下層にかけて部分的に斑点

11 
炉墜（中段上半•砂鉄焼結帯） なし I 6 状に銹化。

12 
I区2号炉北側土坑崩れ炉壁 76 X 68 X 21:69.9 11とほぽ同様。右側が焼結層。砂鉄粒子は0.15mm大以上が13

12 
炉壁（中段上半• 砂鉄焼結帯） なし I 6 立つ。

13 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 64 X 49 X 39:85.7 平面、内面がやや弧状で、砂鉄が焼結。焼結沼は3.5mm程度と

13 
炉整（中段上半•砂鉄焼結帯） なし I 3 薄い。内部の吸炭部はごくわずか。
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第45図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (2) (1/ 4) 

I区金属生産関連遺物観察表2(炉壁）

図No.
出土位置（層位） 長さX幅X原(mm):重さ(g)

特 吾n"]し 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

14 I区2号炉北側 58 X 41 X 17:40.5 分析No.1(P.172参照）
14 

※ 炉壁（中段上半・砂鉄焼結帯） なし I 5 

15 
1区自然流路tr.C南壁鉄滓層 47 X 62 X 37:75.6 滓化した炉壁の小片。右上方側部に砂鉄焼結部。胎土は石英

15 
炉壁（中段上半•砂鉄焼結帯） なし I 3 質の粒子のみが溶解せずに残る。

16 
I区自然流路tr.C西部鉄滓沼（下屈？） 91 X 131 X 59:447.2 平面、かなり強い弧状。内面は1cm以上の滓化府。上端寄りは

16 
炉壁（中段上半•砂鉄焼結帯） なし I 3 砂鉄焼結層。内面下半部は弧状が緩い。

17 
T区自然流路tr.C南壁鉄滓層 149 X 136 X 66:1048.8 平面、直線状の炉壁片。内面は薄く滓化し、一部が青黒い光沢有

17 
炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 5 り。下半部はわずかにえぐれ気味で、平面的には緩やかな波状。

18 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 156 X 177 X 70:1233.1 内面が滓化して、たれの目立つ炉壁。スサは横方向。一部に

18 
炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 4 滓の差込みあり。

19 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 183 X 101 X 56:503.7 横方向に割れた炉壁片。平面形は直線上。内面は簿い滓化層

19 
炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 3 と砂鉄焼結よりやや進んだ滓なりかかり。上下に細い筋。

20 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓陪 ] 60 X 124 X 48:663.2 平面、直線状からやや逆反り。内面は19と同様、悪い発泡庖

20 
炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 1 と滓化屈の混在。内部は吸炭。

21 
1区自然流路tr.C西部鉄滓層（下層？） 150 X 81 X 35:349.0 内面の剥離物。平面、やや弧状。内面は薄く滓化。胎土は全

21 
炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 2 体にくすみ、一部が吸炭。

22 
1区自然流路tr.C南壁鉄滓用 ] 25 X ]29 X 75:820.6 平面、わずかに逆弧状。内面は上半部が滓化が強い。上下逆

22 
炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 3 の可能性もあり。下端は粘土単位の接合部。

23 
I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 107 X 121 X 73:843.8 平面、わずかに弧状。内面は下半部が滓化し、たれが瘤状。

23 
炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 2 上半部には滓中に石英粒子が目立つ。下端部が接合部。
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第47図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (4) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表3(炉壁）

図No.
出土位置（園位） 長さx幅X厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁済度

24 
I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 164 X ]62 X 54:1166.Q 内面の剥離物。平面、わずかに弧状。内面は全体に簿＜滓化。一部

24 炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 2 がたれ。

25 
I区自然流路西岸tr.C以南黄褐色鉄滓層 140 X 178 X 56:884.5 平面、やや強い弧状。内面は滓化し、ややえぐれ気味。滓化層の裏

25 炉壁（中段半ば・滓化弱） なし I 1 面はくすんだ紫紅色。

26 
I区自然流路西岸tr.C以南（下H!J?) 182 X 183 X 52:1338.Q 平面、ごく緩やかな波状。上面は粘土単位の接合部。内面は焼結砂

26 炉壁（中段下半・滓化強） なし I 6 鉄が滓化し、細い筋状に下に垂れる。結品がやや肥大。

27 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 148 X 113 X 56:738.7 平面、わずかに弧状。内面は滓化が強く、ツララ状の垂れが目立つ。

27 炉墜（中段下半・滓化強） なし I 3 一部がねじれ気味。衷面は明赤褐色。

28 I区自然流路tr.C南側 119 X 112 X 57:540.0 分析No.2(P.172参照）
28 ※ 炉壁（中段下半・滓化強） なし I 5 

T区自然流路tr.C西部鉄滓屈 160 X 113 X 53:469.9 平面、直線状。内面は滓化した垂れが目立ち、27に似る。衷面も同様。
29 29 

炉整（中段下半・滓化強） なし I 4 

30 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓爵（下層？） 111 X 78 X 57:303.3 平面、やや逆弧状。内面は浮化し、垂れる。裏面の一部が平坦で、本

30 炉壁（中段下半・滓化強）（含鉄） H (0) I 4 来の裏面か？。

I区自然流路tr.C西部鉄滓層 176 X 260 X 94:2812.8 上下に長い炉壁片。平面、わずかに弧状。内面は上部が瘤状の滓層。下半部は
31 31 

炉墜（中段下半・滓化強） なし I 垂れ気味で、中段がえぐれる。被熱状況がよくわかり、上半1/3の芯部が吸炭。3 

32 
I尻自然流路lr.C南壁鉄滓層 208 X 184 X 57:1523.3 平面、ごくわずかな弧状。内面は博＜滓化し、光沢を持つ。下端寄り

32 炉壁（中段下半・滓化強） なし I 4 は浮が瘤状。外面が残り、原みは5cm前後。

33 
I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓屈 196 X 106 X 76:1155.0 平面、わずかな弧状。上面は接合部か。斜めに落ちる。内面は滓化し、

33 炉壁（中段下半・滓化強） なし I 3 ややツララ状。部分的に紫紅色。

34 
I区自然流路tr.C西部上層？鉄滓層（黄褐色） 159 X 154 X 62:1201.0 平面、直線状。内面は滓化し、やや凹凸がある。スサは横方向。

34 炉壁（中段下半・禅化強） なし I 2 

35 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓府 ]44X 141 X65:849J 平面、やや弧状で、左側が1単い。内面はきれいに滓化。炉壁の長軸

35 炉壁（中段下半・滓化強）（含鉄） H (0) I 4 側から短軸側への変換部か。

36 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層（下層？） 121 X 108 X 52:513.2 平面、わずかに弧状。裏面のみ炉壁土で資料そのものは半溶解物。

36 炉壁（中段下半・滓化強） なし I 1 内面上半部に左方からのエ具痕。先の尖った棒状を呈する。

37 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 90 X J15 X 35:345.3 平面、やや弧状。内面は滓化し、澄んだ紫紅色。裏面下半寄りは赤

37 炉壁（中段下半・滓化強） なし I 3 褐色。

38 
I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 116 X 95 X 51:440.9 下面中央部に上下に長い楕円形通風孔の上半部。内面は薄い滓

38 炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 4 層が重層。通風孔まわりは突出気味。

I区2号炉本体北側 113 X 101 X 32:428.5 下面左寄りに通風孔天井部の痕跡。内面は目立つ垂れ。裏面は全
39 39 

炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 4 体に::=:箇所ある。
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第48図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (5) (1/ 4) 

I区金属生産関連遺物観察表4(炉壁）

図No.
出土位置（層位） 長さX幅x厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

40 
I区2号炉南側土坑焼土塊No.I 165 X 145 X 79:967.7 下面中央部に通風孔の天井部。通風孔径は大きめ。内面は垂

40 
炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 4 れが激しく、荊状。通風孔部の左右がえぐれ気味。

41 
I区自然流路tr.C西部鉄滓恩（下附？） 137 X 144 X 55:772.1 下端部に通風孔の天井部。内面はきれいに滓化し、ツララ状。

41 
炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 5 通風孔部寄りは滓が突出。スサは水平方向。

42 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓屈 61 X 124 X 42:201.5 41と極めて似た資料。下半部に通風孔部の天井。前者と同一

42 
炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 5 操業時の炉壁片か。

43 
I区自然流路tr.C西部鉄浮層 154 X 157 X 62:812.5 乎面、きれいな弧状。下面中央部に通風孔部の天井。通風孔

43 
炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 4 方向は平面的にも斜め。炉墜長軸端部の通風孔か

44 
I区自然流路tr.C西部鉄滓屈 81 X 70 X 37:103.2 下面左端寄りに通風孔部の天井部が残欠。残りは悪い。内面

44 
炉堅（下段上半・通風孔上） なし I 4 は垂れ。

45 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 72 X 72 X 41.162.7 上面中央部に通風孔部のアゴ。炉壁が溶損し、内領したため

45 
炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 4 か通風孔部が逆角度となる。

46 
I区2号炉南側土坑流出滓No.2 64 X } }1 X 37:171.6 左側部に通風孔部の壁、内面は滓化し、下半部は滓化層が欠落。

46 
炉墜（下段上半・通風孔上） なし I 3 

47 
I区自然流路tr.C西部鉄浮層 140 X 93 X 119:648.7 左右側部に通風孔部の整、壁問隔は5.8cm前後。内面は垂れが

47 
炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 2 ツララ状に突出。本来の角度より壁が外傾したものか。
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第49図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (6) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表5(炉壁）

図No.
出土位個（層位） 長さX幅x厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.遺 物 名 メタル度 I 磁精度

48 
I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 ]64 X 123 X 47:743.8 下面左方に通風孔部の天井。裏面右端部寄りに通風孔部の天井部

48 炉壁（下段上半・通風孔上）（含鉄） H(O) I 2 の璧内面は滓化し、石英粒子が点在。

49 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓庖 176 X 123 X 132:1670.6 異形の炉墜片。右側部に通風孔部の壁？。内面下端の一部が本米の内

49 炉壁（下段上半・通風孔 t) なし I 1 面か？。上端寄りの芯部は吸炭。左側部のへこみも通風孔部の残欠か？。

50 
I 区自然流路tr.~南壁鉄滓層 J 78 X 167 X 53:927.3 平面、弧状をした炉璧片。通風孔部は確認できず。短軸側の通風孔

50 炉聖（下段上半・通風孔上） なし I 4 レペルと推定。右寄りが原みあり。

51 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓屈 186 X 261 X 96:1917.9 平面、内面が強い弧状に溶解。裏面は直線状。左側部は肥匝。右側

51 炉壁（下段上半・通風孔上） なし I 4 部はややえぐれ気味で異形。

52 
I区 2号炉北側土坑下層tr.東側 151 X 203 X 96:1512.3 全体に異形の炉壁。左下半部は不自然な被熱壁。流出孔部の天井

52 炉壁（下段ヒ半・通風孔上） なし I 2 部から側部にかけてか。平面・内外面とも弧状。
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第50図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (7) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表6(炉壁）

図No.
出土位置（層位） 長さx幅x厚 (mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 磁滸度

53 
I区自然流路tr.C西部鉄滓沼 164 X 123 X 47:743.8 半溶解の滓層主体。下面に斜め方向のエ具痕。90゚ 右回りの可能性

53 
炉壁（下段上半・通風孔上）（含鉄） H(O) 3 もあり。滓の一部はコパルト色。

I区自然流路西岸tr.C以南黄褐色鉄滓層 176 X 123 X 132:1670.6 平面、外面が弧状。内面は激しい凹凸。下面は粘土単位の接合痕で、

54 炉壁（下段半ば通風孔下）
なし 3 

炉の基底部の可能性もあり。厚みは9.0cm前後。短軸コーナー付近 54 

が原位置。粘土単位の上下厚さは13.5cm前後か？。

I区自然流路tr.C西部鉄滓屈 178 X 167 X 53:927.3 上面から裏面に3孔の通風孔部。平面に対する角度は3孔とも斜め

炉壁（下段半ば・通風孔下） 左向き。下面は部分的に剥離面。裏面は本米、箱形炉の外面を残す。

55 
なし 3 

通風孔間隔は9~9.5cm前後。先端系は2.7~3.3cm。通風孔下がえ 55 

ぐれて陸全体が内傾してしまったものか？。炉体甚部での炉体厚は現

状で14cm前後と確認。
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第52図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (9) (1/ 4) 

I区金属生産関連遺物観察表7(炉壁）

図No.
出土位置（層位） 長さX幅x厚(mm)重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 磁着度

I区自然流路tr.C南壁鉄滓屈 290 X 210 X 155:6900.0 平面、内面が直線状。外面は弧状。上面に2孔の通風孔部。アゴ部を残す。炉壁

炉壁（下段半ば・通風孔下） 厚みは14cm強。通風孔邸は炉壁平面形に対し、斜め右寄り。通風孔間隔は

56 
なし

9.6cm前後。下面は炉基底部の接地面できれいな平坦面。内面はゴツゴッした浮 56 
1 

か？。左寄りにえぐったような径皿cm大の半円形のエ具痕。炉壁長軸端部寄りの

良好の資料。

1区自然流路tr.C南壁鉄滓屈 207 X 174 X 200:3980.0 56に似た条件の資料。分匝い炉基底部上面には通風孔部が2孔残る。通風孔

57 炉壁（下段半ば・通風孔下）
なし

部下アゴは内面に向かって登り角度。下面はほぽ平坦で接地面となる。内面は 57 
1 

滓化し、垂れが瘤状となる。現状で厚みは15.6cm前後。

I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 608 X 180 X 164:8518.6 3片が接合し、横長の炉壁片となる。平面は緩やかな弧状。上面には通風孔部の

炉壁（下段半ば・通風孔下） アゴ部付近の被熱痕を持つが、通風孔部そのものは遺存せず、縦断面形は弧状

58 
なし l 

で内側に向かい上端寄りは内傾する。内面の下半部はゴツゴツした塊状の浮が 58,59,60 

見られる。一部は不自然に割れている。下面左端寄りには幅3cm前後の棒状の

工具痕が2条、直角方向に残される。
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第53図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (10) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表8(炉壁）

図No.
出土位置（層位） 長さX幅X原(mm):重さ (g)

特 記 事 項 登録No.遺 物 名 メタル度 1 磁着度

59 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓屈 161 X 219 X 89:1798.8 平面、 「＜」の字状に折れ曲がったコーナ一部の炉壁片。内

59 
炉壁（下段半ば・通風孔下） なし I l 面は滓化して垂れが残る。スサは横方向。

60 
1区自然流路tr.C西部鉄淫層（下層？） 139 X 158 X 65:893.9 平面、わずかに弧状。内面は逆弧状で、下半部には滓が厚い。

61 
炉壁（下段半ば・通風孔下） なし I 2 
I区2号炉北側土坑鉄滓No.I 160 X 165 X 99:2013.9 平面、弧状をした内面が折れ曲がったような炉壁片。左側部

61 
炉壁（下段半ば・通風孔下）

I 
は流出孔の天井から側面。右側部には通風孔の残欠。内面は

62,63 
なし 1 滓化し、全体表皮にチリメン状のしわ。通風孔側部の径は

9.0cm以上の円孔。

62 
I区自然流路tr.C西部鉄滓屈 236 X 154 X 120:2463.1 平面、直線状の炉壁片。上面の方は厚く、＇下面右側は部分的

62 
炉壁（下段下半・炉底塊付） なし I 1 に滓化。内面は滓化し、一部が垂れる。上下逆の可能性もあり。
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第54図 I区出士金属生産関連遺物実測図 (11) (1/ 4) 

I区金属生産関連遺物観察表9(炉壁）

図No.
出土位置（層位） 長さX幅x厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

I区自然流路tr.C西部鉄滓層 332 X 138 X 70:4230.0 平面、やや弧状をした横長の炉壁片。下面は滓層が2cmほどの厚み

63 炉壁（下段下半・炉底塊付）
なし I 

で差し込む。接地面、上面の通風孔部は不明。内面はゴツゴツした 66 
1 

凹凸の激しい半溶解の滓沼。裏面は比較的きれいな表而。

I区自然流路tr.C西部鉄滓層 355 X 163 X 120:4140.0 平面、ごくわずかな弧状をした横•長の炉壁片。下面はやや厚く士．面

64 
炉壁（下段下半・炉底塊付）

I 
は狭い破面となる。下面は接地面で水平。スサ痕が目立つ。内面は

67 
なし 1 全体に斜め上に向かって溶損し、表面は不定方向に伸ぴる滓。この

内面は通風孔下のえぐれと推定。通風孔部は不明。

I区自然流路西岸tr.C以南 270 X 130 X 111:2294.1 64とやや似た資料。下面はほぽ水平な接地面でスサ痕は長軸方向

65 炉壁（下段下半・炉底塊付）
なし I 

に揃う。内面は分厚い炉壁質の滓層で炉内側は炉壁基部よりも―ドに 68 
l 

下がる。上端部は狭い破面で通風孔部は不明。

I区自然流路tr.C西部鉄滓層 212 X 114 X 102:2169.8 滓主体の炉壁片。炉壁基部から炉底塊にかけての資料。下面は水

66 炉壁（下段下半・炉底塊付）
なし I 

平気味の接地面で裏面にば炉壁土の痕跡が残る。一部にひぴ割れ 69 
1 

有り。
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第56図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (13) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表10(炉壁）

図No.
出土位罹（層位） 長さX幅x原(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

67 
I区2号炉北側土坑鉄滓No.2 288 X 140 X 86:1618.5 全体に異形の炉墜片。下面は不規則な滓層。炉竪部は右寄りの裏面

70 
炉壁（下段下半・炉底塊付） なし I 1 に位置する。内面は不規則な滓部で中央付近には銹色の部分を持つ。

68 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓眉（下附？） 252 X 192 X 147:2970.4 平面、弧状。下面は水平な接地面内面は滓化し、部分的にツララ状。

71 
炉壁（下段下半・炉底塊付） なし 4 下部がえぐれ気味。最下部は棚状に突出する滓恩。炉のコーナ一部。

I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 220 X 160 X 152:3470.0 平面、外面は直線状。内面はわずかに弧状。下面は長軸方向に伸

69 炉壁（下段下半・炉底塊付）

I 
ぴる筒状のへこみで、表面にはスサ痕が密集。内面は炉壁質の半溶 72 

なし 2 
解物がゴツゴツしている。外面は吸炭層。

I区自然流路西岸tr.C以南鉄淫囲 205 X 122 X 147:2377.9 平面、弧状。下面は不規則な1厚みを持つ滓屈の接地面。全体的に炉

70 炉壁（下段下半・炉底塊付）
なし I 

壁内面の滓化が厚く、最大で10cm近い箇所は右側部に位骰し、内面 73 
2 

上半部は瘤状の滓層。右側部は流出孔滓の一部をなす可能性有り。

71 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層（下層？） 150 X 148 X 73:1267.1 浮主体の遺物。下面は接地面。左側部には水平方向に伸ぴる樋状

74 
炉壁（下段下半・炉底塊付） なし I 4 のエ●痕。流出孔滓の一部をなす可能性も大。

72 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓沼 }48 X 165 X 86:14]2.4 平面、わずかに弧状。内面は不規則に滓化し、隙間も存在。左側部

75 
炉壁（下段下半・炉底塊付） なし I 2 下半の滓表面はコパルト色。90゚左向きの可能性もあり。

（炉底塊）

73 
I区2号炉本体南東部炉壁 634Xl50X205:23500.0 箱形炉の炉床の原位置に残された一種の炉底塊の大型破片である。正面観は細

76 
炉底塊 なし I 1 長い不整三角形。上面観は緩やかな弧状のプロックである。横断面形は上面が平

坦気味で、炉内側は直立気味。炉床外壁側は急角度に傾斜する弧状。上面から見

ると内側8.5~10.5cm程の不規則な炉壁の基底部とその下面から外側に向かい肥

原した棒祁の二者から成っている。滓郎の最大厚は17cm繭後で、左側1/3付近に

ある。そこから右側に向かい徐々 に薄くなり、30cmの位置で8.2cm(!)厚みを持つ。炉

壁そのものの甚部は右半分の方が残りが良好。炉壁の外側と内側にはきれいな流

動状の棒屑が面的に溜まり、あたかも棒層の上に炉壁基蔀が乗ったような形となって

いる。右側の部分では滓屈と炉壁基部のずれはほとんどなく、左に行くにつれ、炉壁

基蔀が滓層の内側に広がっている。内面は全体的には面を成すものの、ここには凹

凸が激しく、銹色の突出部も各所に見られる。部分的には銹膨れや銹膨れによる欠

損から含鉄部の存在を窺わせる。また丁寧に見ると、内側の立ち気味の壁そのもの

が全体として破面で、12.5cm程の原みを持った破面であることがわかる。側面から

裏面は、微細な木炭痕の密集した弧状の面で、肩郎寄りのl.5~7.5cmの高さの都

分が角度が強く、本来の炉床土接していたものと考えられる。

事実この面には他の面には認められない石英質の石粒を含んだ灰白色の硬質

土が貼り付いている。底面中央付近は船底状に突柑し、左寄りは炉底塊の破面から

流動滓が突柑している。炉壁土はスサを多且に含んだ粗めのもので、石英質の粒子

の比率が半分程度と多い。結論的に言えば、やや短軸片側に肥厚部が偏った炉底

塊で、炉壁の甚蔀の一部が炉底塊の上にずれてしまったものと考えられる。炉底塊

そのものの原みは13.5cm前後。含鉄部はl-4cm程度の塊状で、手前側都の破面

に名残が見られる。炉底塊の原みから首えば中段あたりである。遺跡で遺構に張り

付いた状態で出土した時点では全体が炉壁のようにも見えたが、炉壁部は上面の

最大4cm程の郁位で、それ以外は短軸片側が割り取られた炉底塊の半欠品である。
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第57図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (14) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表11(炉壁）

図No.
出土位慨（層位） 長さx幅x厚(mm):重さ (g)

特 記 事 項 登録No.遺 物 名 メタル度 1 磁着度

I区自然流路tr.C南壁鉄滓府 70 X 90 X 46:288.0 左側部に流出孔滓に向かう破面が残る。流出孔径は4.4cm前後
77 74 

炉底塊 なし I 1 の円形の断面を呈する。

I区自然流路tr.C南墜鉄滓層 186 X 183 X 69:1693.9 5cm前後の原み。上手方向は斜め下に向かう流動滓状の滓の広
78 75 

炉底塊 なし I 2 がり。炉底塊側本体は手1iiJ側に位骰する。

T区自然流路tr.C南壁鉄浮層 159 X 96 X 88:1185.Q 上面に炉壁基部の接地面を示すスサ痕が並ぶ。下面中央部に
79 76 

炉底塊 なし I 2 は径4cm程のエ具痕流入滓。エ具方向は左から右。
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 163 X 130 X 85:2135.3 しっかりした炉底塊。匝みは6cm前後。上手側部には炉壁土が

80 77 
炉底塊 なし I 1 面的に固沿。下面はきれいな弧状を呈する。

I区自然流路tr.C西部鉄禅層（下扇？） 147 X 107 X 71:958.Q 下面は波状の滓層。上手側面は斜め上方に伸ぴる炉壁土の痕跡。
81 78 

炉底塊 なし I 2 平面形はやや弧状を呈する。

I区 2号炉北側土坑鉄滓No.I 154 X 140 X 89:JQ29.9 上手側部は弧状。下面に長軸方向に伸ぴるエ具痕。流入滓。
82 79 

炉底塊 なし I 1 径は3cmから最大で5cmの棒状を呈する。
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第58図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (15) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表12(炉壁）

図No.
出土位慨（層位） 長さx幅x厚 (mm):重さ (g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

80 
I区 2号炉北側土坑鉄淫No.I 138 x ll8 x 73:973.5 下面は接地面でやや不規則。上面中央は突出。また上面全体

83 
炉底塊 なし I 2 に炉壁粉が点在。

81 
I区 2号炉北側土坑鉄滓No.I下層 161 X 100 X 93:722.8 流出孔滓の突出する炉底塊端部。流出孔滓は幅5.5cm前後の棒

84 
炉底塊 なし I 3 状。上面には瘤状の炉熙質の浮。

82 I区2号炉北側土坑 106 X 89 X 71・10311 分析No.3(P.172参照）
85 

※ 炉底塊 なし I 1 

I区 2号炉内中屈（褐色焼土混） 148 X 86 X 134:1215.8 炉底塊の側部片。上面が流動状。手前側面は1lil状の炉底塊側部。
86 83 

炉底塊 なし I 2 本来は厚手か？。

84 
1区自然流路tr.C南壁鉄浮層 256 X 167 X 84:2884.3 平面、弧状。炉壁基部から伸ぴる炉底塊側端部。下面には炉

87 
炉底塊 なし I 3 壁土が固着。内面中段には瘤状の滓と銹。

I区 2号炉北側土坑鉄滓No.l 128 X 91 X 77:932.7 やや異形の炉底塊の側部片。手前側部は弧状で、上面の一•部
88 85 

炉底塊 なし I 4 と共に炉墜の痕跡あり。流出孔滓の可能性もあり。

I区 2号炉北側土坑鉄滓No.3 71 X 78 X 67:428.9 下面に流出孔を残す。上面は層状の滓層。流出孔滓として炉
89 86 

炉底塊 なし I 1 底塊セットに入れたもの。

I区 2号炉南側土坑流出滓No.7 140 X 108 X 51.1313.9 流動性の高い密度の高い滓。下面は炉床土または地面の接地
90 87 

炉底塊 なし I 1 痕で上手下面に径2cm前後の棒状工具痕が残る。
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第59図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (16) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表13(炉底塊）

図No.
出土位置（庖位） 長さX幅x厚(mm):煎さ(g)

特 記 事 項 登録No.
逍 物 名 メタル度 1 磁滸度

88 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓屈 156 X 202 X 67:]594.9 やや扁平な炉底塊。上面中央は樋状に凹む。上面は全体に1'
炉底塊 なし I 2 規則。

91 

89 
I区2号炉内北側 106 X 124 X 86:1256.6 ゴツゴツした表面観を持つ炉底塊。破面がはっきりせずやや

炉底塊 なし I 1 特殊か？。
92 

I区2号炉・ 2号炉南側土坑流出滓 352 X 230 X 73:6015.5 扁平な炉底塊上面は部位による変化が大。左端はきれいな流

90 
No.24 

I 
動滓。中央部には炉壁片が落下して固滸。右側は木炭痕を残す。

炉底塊 なし 1 こんもりとした滓層。側部の一部に炉壁土が不自然に固消し、
93,94 

炉外流動滓の要素も併せ持つ。

91 
I区2号炉北側土坑 86 X 105 X 60:402.7 樋状のエ具痕を残す炉壁質の炉底塊。手前上面は斜め左方に

炉底塊 なし I 2 傾斜。エ具は木質か？。
95 

92 
I区自然流路tr.C南堅鉄滓層 14QX 153X78:1797.5 やや厚手の炉底塊側部片。上手側部が本来の側部。上面には

炉底塊 なし I 3 炉壁質の禅が煎層。内部にも木炭をかむ。
96 
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第60図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (17) (1/4) 

I区金属生産関連遺物観察表14(炉底塊）

図No.
出土位置（暦位） 長さx幅x厚 (mm):煎さ(g)

特 記 事 項 登録No.
逍 物 名 メタル度 1 磁着度

93 
1区自然流路tr.C南壁鉄滓沼 224 X 212 X 203:2979.3 下面が不規則に割れる。左側部には炉殷土。それに沿って上

97 
炉底塊 なし I 2 面が盛り上がる。 90゚ 方向が異なる可能性もある。

I区 2号炉北側土坑鉄滓No.l下層・ 232 X 267 X 145:6387.Q 炉底塊の中核部破片。やや厚手。下面中央に 2箇所突出部。

94 No.3 
なし

I 
l 

これはエ具痕の可能性あり。最下半部は密度が高く上半部に 98.110 

炉底塊 は隙間あり。

95 
I区 2号炉北側土坑鉄滓No.2 ] 32 X 177 X 87:2335.3 薄い炉底塊が2~3枚重層した炉底塊端部。上面は右下に向か

99 
炉底塊 なし I 4 う流動状。短軸方向に楊あり。

96 
I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 86 X 90 X 60:270.1 流出孔海の痕跡を残す炉底塊端部片。流出孔滓は幅56cm前後

100 
炉底塊 なし I 2 の樋状。

97 
I区自然流路西岸tr.C以南下屈 83 X 57 X 53:248.Q 流出孔滓の小片。内部には隙間や木炭を残し、滓質は粘土質。

102 
炉底塊 なし I 1 
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第62図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (19) (1/ 4) 

I区金属生産関連遺物観察表15(炉底塊）

図No.
出土位置（層位） 長さX幅x原(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁消度

I区2号炉北側土坑鉄滓No.l 180 X 224 X 73:2812.8 上面が扇状に右下に流動する。下面はやや不規則で細い流動

98 炉底塊
なし I 

滓単位を巻き込む。炉外流出滓の可能性もややあり。右突出 101 
3 

部上面にはエ具痕あり。

99 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層（下層？） 106 X 103 X 97:1121.6 炉底塊のコーナ一部付近。右手前角の下部より流出孔滓が突出。

103 
炉底塊 なし I 3 径は高さが3.3cm、幅が3.5cm程度。

100 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓屈 230 X 151 X 106:3460.0 長手の炉底塊側部片。上面は不規則な波状の面。下面の一部

104 
炉底塊 なし I I は風化が激しい。

IOI 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 85 X 136 X 92:1115.1 100と同様の炉底塊側部片。側部が立ち、破面と自然面が紛ら

105 
炉底塊 なし I 1 2 わしい。右側部中央には炉壁土の溶解物。

102 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 22 X J 59 X 96:} 065.2 下面にエ具痕流入滓を残す炉底塊端部片。エ具痕は短軸方向

106 
炉底塊 なし I 1 に残る。やや軽屈。方向が異なる可能性もある。

103 
I区2号炉南側土坑流出滓No.22 130 X 159 X 58:932.8 蓮手の炉底塊端部片。手前半分は扁平な流出孔浮か、または

107 
炉底塊 なし I 1 全体が流出溝滓。

104 
I区2号炉北側土坑鉄滓No:2 ll8 x 157 x 95:1555.6 上面に炉壁土質のやや厚い滓屈を重屈する炉底塊端部寄りの

108 
炉底塊 なし I I 破片。下面は粉炭層が主体。

105 
I区自然流路tr.C西部鉄滓眉 119 X 162 X 100:1441.0 きれいな皿状の底面を持つ。上面には炉堅土質の浮が残り、

109 
炉底塊 なし I 2 上手側部は薄い端部。

I区2号炉北側土坑鉄浮No.I 147 X 235 X 81:2974.3 上面がきれいな流動状のしっかりした滓。結品は肥大。下面
11 I 

106 炉底塊

I 
は粉炭痕。上而の流動状の滓は上手、下手の 2条に分かれる。

なし 2 
滓質の炉底塊か？。

112 

土埋坑

土

土

剛

埋

側

内

南

結

炉

炉

焼

吟

咋“氾”
6.lg 

なし I 3 
113 

20.0g 

砂粒と砂鉄粒子の混在。見かけ以上に鉄滓片や黒色の石粒が

多い。砂鉄粒子は被熱し、 0.2-0.3mm大の球状になる。

分析No.4(P.173参照）

なし I 5 
114 

109 
I区2号炉南側土坑焼土塊No.I 20 X 15 X 12:4.8 ごく小さな砂鉄焼結の破片。焼結が進み、滓化が進んで、滓

115 
砂鉄焼結塊 なし I 2 化が見られる。砂鉄粒子はO.l~0.15mm大。

llO 
I区2号炉南側土坑焼土塊No.2 28 X 29 X 15:12.9 焼結が進み、部分的に滓化している。一部に銹がある。砂鉄

砂鉄焼結塊 なし I 3 粒子は0.15mm大前後。
116 

lll 
I区2号炉本体北側 49 X 30 X 12:14.1 炉壁表面の砂鉄焼結の剥離物。裏面は炉壁土。表面の焼結は

砂鉄焼結塊 なし I 3 進んでいる。
117 

112 
I区自然流路tr.C南壁 36 X 50 X 15:25.0 扁平塊状。やや厚い焼結層。焼結が進むが、磁着は弱め。錆

砂鉄焼結塊（含鉄） H(O) I 4 が多い。
118 

113 
I区自然流路tr.C南壁 48 X 43 X 21:34.2 112と同様。厚みは1.8cm。裏面に炉壁土。表面は焼結状態が

119 
砂鉄焼結塊（含鉄） H(O) I 4 まちまち。右側は栗疱癒状。
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I区金属生産関連遺物観察表16(単位流動滓）

図No.
出土位箇（層位） 長さx幅x厚 (mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁滸度

114 
I区2号炉北西部とりあげ炉堅 35 X 7 X 8:2.7 先端部破片。下面や側部に炉壁片をかむ。半流動状。

120 
単位流動浮 なし I I 

115 
I区2号炉内下層埋土 53 X 16 X 10:5.0 114と同様。側部や下面に炉壁土。内部は上半部に気孔。

121 
単位流動滓 なし I 1 

116 
I区2号炉南側土坑焼土塊No.I 39 X 22 X 11.7.7 ll4と同様。側部や下面に炉槌土と木炭痕。色はくすんだ紫紅

122 
単位流動滓 なし I 1 色気味。

117 
I区2号炉南側土坑流出滓No.21 60 X 20 X 12:14.7 やや大きめ。両端部は破面。破面に炉壁粉。色はくすんだ紫

123 
単位流動滓 なし I 1 紅色気味。

118 
I区2号炉北側土坑鉄滓Nol 60 X 17 X 13:19.0 流れはややよいが、色調や破面の状況は117に似る。炉壁粉の

124 
単位流動滓 なし I 1 上を流れたもの。

（流出孔滓）

119 
I区 2号炉北西部とりあげ炉壁 40 X 25 X 21:24.8 流動性の悪い半流動状。外周部に炉整粉が固滸。工具痕流入滓の

125 
流出孔滓（細） なし I 1 可能性あり。

I区 2号炉南側土坑流出滓の下層 62 X 36 X 20:29.8 やや異形の資料。横断面形が仕上げる。側面に炉壁土。下面はエ
126 120 

流出孔浮（細） なし I I 具痕（？）様。

121 
I区 2号炉南西部とりあげ炉壁 112 X 40 X 21:76.0 短軸片側側面が直線状。流動性が悪い表面には炉壁粉が取り巻く。

127 
流出孔滓（細） なし I 1 炉整土に貼り付いた炉内滓の可能性あり。

122 
I区 2号炉北側土坑鉄滓No.I最下層 )27 X 47 X 30:1913 不規則な枠状。炉壁土中の石粒を目立ってかむ。下面右側に一丁具

128 
流出孔滓（細） なし I l 痕か？。

123 
I区 2号炉北側土坑 57 X 48 X 17:58.4 幅l-2cmの細い流動滓が重層。 9単位以上。浅い樋状の流動孔底

129 
流出孔滓（中） なし I 1 を流れたもの。上面の紫紅色が強い。

124 I区 2号炉北側土坑 55 X 32 X 21:62.9 分析NO.S(P.173参照）
130 

※ 流出孔滓（中） なし I 1 

125 
I区 2号炉南側土坑焼土塊No.1 61 X 44 X 22:68.3 扁平な流動孔滓。上面は3条。破面の横断面形は浅い樋状で、炉墜

131 
流出孔滓（中） なし I 1 粉が固着。粉炭も混じる。

126 
I区 2号炉北側土坑鉄滓No.l下層 91 X 45 X 18:71.3 数条の流動滓が重層。手前側部は欠ける。底面の横断面形は樋状。

132 
流出孔滓（中） なし I l 上面の色調は青黒く、還元色が強い。

127 
l区 2号炉北東外側 57 X 48 X 24:77.0 幅45cm程のきれいな樋状の流出孔底を流れたもの。最初に原さ4mm

133 
流出孔滓（中） なし I 1 程の滓が広がり、次いで本体の滓が重層。上面はきれい。下面は炉壁：I.:。

128 
1区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 52 X 61 X 26:109.3 上下面が二次的な酸化土砂に覆われる。上面は平坦。下面は浅い

134 
流出孔滓（中） なし I l 樋状。滓は級密で一部中空を呈する。

1~9 
I区 2号炉北東外側包含層 7 4 X 86 X 62:334.2 幅、匝みともしっかりした資料。厚みは最大5.2cm。底面の横断面形は深

135 
流出孔滓（中） なし I l い樋状。大きく3柑に分かれる。平面中央は幅4.5cm程の当初の溝底。

130 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 80 X 96 X 40:316.l 一段と幅広い資料。上而は浅い1lll状。ード面は深い樋状。上層の

136 
流出孔滓（中） なし I 1 0.7cm程が気孔が密。別単位の煎層か。

131 
I区 2号炉北側土坑鉄滓No.IT層 68 X 62 X 35:117.3 やや異形の滓。側部の両側に炉壁土をかむ。底面はきれいな浅い樋

137 
流出孔滓（太） なし I l 状。内部の気孔は横広がり。

132 
I区 2号炉北側土坑鉄滓No.l下屈 62 X 65 X 33:135.7 流出孔滓の破片は上面全体に平坦気味。下面は浅めの樋状。破面

138 
流出孔滓（太） なし I 1 の結晶が発達し、ギラギラする。奥寄りで生成化。

133 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 63 X 69 X 46:175.8 やや風化気味。上面は緩やかに盛り上がる。下面はきれいな樋状。

139 
流出孔淫（太） なし I 1 表面の付沿物は二次的。気孔は上皮側に集中。

134 
I区 2号炉北側土坑鉄滓No.l下庖 62 X 60 X 52:176.8 炉壁土質の滓。幅は狭く、_t.背あり。

140 
流出孔滓（太） なし I 1 

135 
T区鉄滓集中部 1 7l X 53 X 36:178.3 上面平坦気味。下面はほぽ樋状。一部に炉壁土。ガスはきれいに抜

141 
流出孔滓（太） なし I 1 ける。原みは一方に領斜する。

136 
I区鉄淫集中部 l 54 X 61 X 33:179.3 上面は気孔が露出した破面。横断面形はややV字状で、平面中央

142 
流l:H孔滓（太） なし I 1 に別巣位の滓。左側面側の結晶が発達。

137 
I区 2号炉内埋土 56 >< 69 >< 30:200.2 やや扁平で、底面は浅い樋状。左右と上手側部が欠落。破面は上方

143 
流出孔滓（太） なし I l に向かう気孔。

138 
I区 2号炉北側土坑 61 X 85 X 39:227.2 表面の凹凸が目立つ。炉壁のかみ込みも激しい。上面は一部紫紅色。

144 
流出孔滓（太） なし I 1 荒れた流出孔底を反映している。

（流出溝滓）

139 
I区 2号炉北西部とりあげ炉壁 40 X 66 X 28:88.8 孔滓に似た資料。 1~1.5cm幅の流動滓が煎屑。上肢は紫紅色が強

145 
流出溝滓 なし I 1 ＜炉外的。

140 
l区 2号炉北側土坑 51 X 77 X 21.130.5 流動性が強く、扁平。破面手前側は少なくとも2条の別単位の滓の脱

146 
流出溝滓 なし I I 落痕。表皮にはしわ。

141 
I区2号炉北側土坑鉄滓No.l 70 X 72 X 23:153.4 扁平で、やや不規則。荒れた溝底で、滓片や炉殷粉をかみ込む。上

147 
流出溝滓 なし I 1 面上手左方は幅3.8cm前後が樋状に窪む。

142 
I区 2号炉北東外側 61 X 75 X 28:214.7 やや扁平。上面は4単位前後が重附。一部に炉壁土中のスサ痕が

148 
流出溝禅 なし I I 強い。下面は圧痕で光沢あり。

143 
I区 2号炉北側土坑鉄滓No.l下沼 88 X 72 X 30:253.8 滓の先端部片。下而の手前側は欠落。 4条以上が煎周。上面の色

149 
流出溝滓 なし I 2 調は青黒く、光沢あり。

144 
1区 2号炉南側土坑流出滓No.21 97 X 145 X 41525.5 幅広く、上下面とも不規則。上面はl-4cm幅の滓単位が9条ほど重屈。

150 
流出溝滓 なし I 1 部分的に紫紅色。下面は凹凸の激しい炉壁粉が13立つ。 146と接合する。

145 
I区 2号炉北東外側 ] 07 X 84 X 22:228.5 非常に扁平な滓。上面は紫紅色でしわが目立つ。内部に横長の気孔。

151 
流出溝滓 なし I 1 下面は炉壁の圧痕が主体。

146 
I区 2号炉南側土坑流出滓No.21 80 X 88 X 40:341.5 手前側部は欠落。上面の流動滓は流動方向がまちまち。下面の溝

152 
流出溝梓 なし I 2 底も荒れ、側部寄りは炉壁片主体。

]47 
I区 2号炉北側土坑鉄禅No.I下層 97 X 60 X 39:371.8 扁平でしっかりした滓。手前側部は欠落。上面は緩やかな山なりで、

153 
流出溝滓 なし I 2 下面の結晶が上下方向に発達。底面は緩やかな樋状。一部が乱れる。
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図No.

I区金属生産関連迫物観察表17(流出溝滓）
出土位置（層位） 長さX幅x厚(mm):重さ(g)

遺物名 メタル度 磁着度
I区鉄滓集中部 1 89 X 91 X 49:536.3 

148 I 
流出溝滓 なし 2 
I区2号炉北側土坑鉄滓No.I 139 x 90 x 42:550.5 

149 
流出溝滓 なし 2 

（たまり滓）
口了五；百炉南側土坑流出滓No.10
150 たまり滓

特記事項

やや原みを持った滓。側面炉面は破面。両面はほぼ平坦で、

滓表面はさざ波状。下面は炉壁粉の固滸する浅い樋状。

流動性のやや悪い滓。滓片の巻き込みが目立ち、下面には全

面炉壁粉。底面の横断面形はごく浅い樋状。

登録No.

154 

155 

124 X 104 X 48:939.5 

なし I 2 

151 I 
I区鉄i宰集中部 1
たまり滓

152 
I区鉄滓集中部 1

Iたまり滓

（流動滓）

156 

浅い椀形のしっかりした滓。上面は不定方向に滓単位が重培。色調

はくすみ、一部紫紅色が強い。滓の撥ねがあばた状に点在。下面は

光沢を持った割面で、木炭痕が散在。

分原い滓。側部は基本的に破面。上面は平滑で、手前から上手に向

かい急激に厚くなる。下面には重層を示す筋目が横走する。

分厚い煎層滓。内部には水平に広がる気孔が目立つ。下而の横断

面形は椀形。表面には炉壁粉や炉壁片が目立って固箔。

157 

158 

153 
I区2号炉南側土坑流出滓No.23 64 X 49 X 16:48.2 2条の滓が接する。滓の表皮はくすんだ紫紅色。下面ば炉壁粉と木
流動滓 なし I 1 炭痕で平坦気味。

159 

154 
I区2号炉内北側崩れ炉壁 93 X 57 X 31:154.6 下面の凹凸が目立つ滓。大半は木炭痕。一部が炉壁粉。上面の滓
流動浮 なし I 1 は一定方向の重層。

160 

155 
I区2号炉南側土坑焼土塊No.I 71 X9QX24179.5 扁平な重層滓。上手側部が欠落。下面はやや波状で炉壁粉をかむ。
流動滓 なし I 1 流出溝滓的。 161 

156 I区2号炉南側土坑 77 X 70 X 30:277.1 分析No.6(P.173参照）
※ 流動浮 なし I 1 

162 

157 
I区2号炉北側土坑鉄滓No.I 90 X 113 X 51:425.6 形状の乱れた滓。内部に隙間を持ち、上面の流動滓は中央部で割
流動滓 なし I 1 れる。下面も全体的に不規則。

163 

158 
1区2号炉南側土坑流出滓No.10 lQQ X 92 X 31:497.7 原い板状の滓。表面の流動滓は紫紅色気味で浮のはねが目立つ。
流動滓 なし I 1 下面は光沢ある滑而。側部は基本的に破面。

164 
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I区金属生産遺物観察表18(炉内滓）

図No.
/ti土位置（層位） 長さX幅x厚 (mm)確さ(g)

特 記 市 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

159 
I区 2号炉北東外側 38 X 38 X 23:28.2 幅5mm前後の細い流動滓が重附した特異な滓。淫単位は9以上を

165 
炉内浮 なし I 2 数える。下面は気孔の露出した破面。

160 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 41 X 54 X 21:40.0 板状の滓端部が伸ぴた滓。表面は部分的に風化。下面は不規則で

166 
炉内滓 なし I 2 炉壁粉をかむ。やや炉外的。

161 
I区 2号炉南側土坑 45 X 39 X 36:43.Q 細い流動滓が小振りの木炭の隙間に伸ぴた禅。流動状の浮単位と

167 
炉内滓 なし I l 1cm前後の木炭痕が目立つ。ガスは一定批残る。

162 I区 2号炉内埋こL 54 X 40 X 23:79,4 分析No.7(P.174参照）
168 

※ 炉内滓 なし I 1 

163 
I 区 2 号炉内南側木炭~(下層） 66 X 50 X 40:811 161と近い資料。木炭痕は5cm以上のものが多く、シャープ。ガスはや

169 
炉内滓 なし I 1 や抜け気味。木炭痕は不定方向。

164 
I区 2号炉内下層埋土 62 X 65 X 40:122.0 1~2cm大の木炭痕の1お1立つ滓。上面から側面は全面破面。木炭痕

170 
炉内滓 なし I I の一部が銹化。

165 
I区 2号炉南側土坑焼土塊No.2 62 X 60 X 36:147.5 やや椀形の禅。上面は樋状。破面は浅い樋状で、全面に炉堅土が

172 
炉内滓 なし I 1 固箔。滓は緻密。

166 
I区 2号炉内下層埋土 44 X 63 X 51.156.3 表面や内部に小さな木炭痕を残す。部分的に銹化し、放射割れが確

173 
炉内淫 なし I 1 認される。

167 
I区2号炉北側土坑 70 X 46 X 44:203.8 しっかりした比爪の高い滓。全面が小破面に覆われる。2~3cm大の木

174 
炉内滓 なし I 1 炭痕が表面に点在。下面のごく一部が浅い皿状で、炉壁：I.: の圧痕。

168 
I区 2号炉内北側崩れ炉壁 80 X 142 X 60:588.4 銹色の表面をした半流動状の滓。上手側側部が主破面。下面には

175 
炉内滓 なし I 1 褐色の炉壁土が面的に固着。炉壁基部に接していたものか？。

169 
I区斜面CG埋土（包含層） 26 X 20 X ]5:7.3 酸化土砂が厚い。滓部は錆色。

176 
炉内滓 銹化（△） | 3 

170 
I区 2号炉内埋土木炭庖 34 X 29 X 23:20.1 小塊状の滓。表面には炉壁粉や粉炭が固滸。はっきりした破面は不

177 
炉内滓 銹化（△） | 4 明。

171 
I区 2号炉内中央上層 52 X 38 X 18:36.0 やや扁平な滓。上面には4.3cm大の木炭痕。下面左手は瘤状の酸

178 
炉内碑 銹化（△） 1 3 化土砂。部分的に磁滸が強い。

172 
I区斜面AG東平坦面 78 X 81 X 53:307.7 酸化土砂に1単＜覆われた塊状の行料。右側部が枠状の突出。手前

179 
炉内滓 銹化（△） | 1 側部に放射割れと銹膨れの欠け。

173 
I区自然流路西岸tr.C以南下層 47 X 34 X 16:]8.6 裏面に炉壁土を残す。炉壁表面の付着滓。風化が激しい。磁着は

180 
炉内滓（含鉄） H(O) I 4 強め。
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I区金属生産遺物観察表19(炉内滓（含鉄））

図No.
出土位置（層位） 長さx幅x厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
逍 物 名 メタル度 1 磁着度

I区2号炉北側東斜面包含培 49 X 35 X 21:26.l 内部に木炭をかみ込む。赤熱木炭に接した1~2mmの部分が鉄化し、
181 174 

炉内滓（含鉄） H(O) I 大半が銹化したもの。木炭は広葉樹か？5 

I区2号炉南方斜面包含陪 68 X 45 X 34:91.4 表面状態がまちまちな資料。左側部は炉壁土質。上手側部は4cm大
175 

炉内滓（含鉄） H(O) I 3 の木炭痕。右窃りが磁滸が強い。
182 

I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 44 X 42 X 45:101.7 風化が激しく崩壊しかけている。磁消は極めて強い。鉄部は不明。
176 

炉内滓（含鉄） H(O) I マグネタイト系逍物の可能性あり。
183 

5 

I区2号炉南方斜面包含陪 98 X 7] X 43:193.2 一見、椀形。全体が酸化土砂に覆われる。内部に木炭をかむ。磁滸
177 

炉内淫（含鉄） H(O) I 2 は下面左手が強い。孔滓の可能性もあり。
184 

I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓附 112 X 188 X 88:1966.6 分肛い滓。上面は緩やかな皿状。側面は全面破面。下面は上手側

178 炉内滓（含鉄）
I-1(0) 

I 
l 

と下手側の二条が突出気味。滓は上半2cmが別単位か？。下面には 185 

炉壁土が固着し、放射割れが発達しかける。炉底塊の中核破片か。

179 
l区杭3北側鉄浮集中部 19 X 14 X 12:3.3 ごく小さな滓片。側部に斑点状に黒鉗がにじみ、酸化液が認められる。

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 
186 

I区2号炉北側土坑鉄滓No.l 12 X 25 X 14.5.l 黒錆に覆われた数mm大の木炭痕の目立つ費科。斑点状に酸化液
180 

炉内滓（含鉄） M(◎） I がにじむ。
187 

3 

1区杭3北側鉄滓集中部 25 X 13 X 13:5.J 一見、普通の滓片。表面には炉壁粉が固滸。炉墜表面で生成された
181 

炉内淫（含鉄） M(◎） I 2 と推定。
188 

I区2号炉北側土坑鉄滓No.1 22 X 25 X 11-7.5 やや扁平な含鉄の滓。下面の一部に酸化液がにじむ。炉壁表面の
182 

炉内滓（含鉄） M(◎） I 生成物か。
189 

2 

183 
I区斜面谷部A-CG間 23 X ]9 X 12:8.7 小塊状の含鉄の滓。放射割れが発達し、一部に鉛膨れ。

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 
190 

I区2号炉南方斜面包含層 29 X 25 X 13:13.8 やや扁平。一見滓に見える。特に含鉄ははっきりせず。
184 

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 
191 

185 
T区2号炉北東北側 23 X 28 X 17:14.7 黒錆のにじむゴツゴツした滓。破面の結晶は発達。ごく初段階の鉄

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 部か？。
192 

I区杭3北側鉄淫集中部 31 X 27 X 25:16.7 破面に覆われた含鉄の禅。表面は薄い酸化土砂で木炭痕が散在。
186 

炉内滓（含鉄） M(◎） I 6 
193 

187 
T区2号炉北側東斜面包含層 23 X 26 X 20:16.8 酸化土砂に覆われた塊状の資料。滓は風化。

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 
194 

I区2号炉北側束斜面包含層 34 X 24 X 22:26.4 187と似たコロコロした含鉄の淫。表面は二次的な酸化土砂。端部に
188 

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 わずかに滓部がのぞく。
195 

189 
I区斜面谷部遺構検出時 49 X 31 X 26:34.Q 酸化土砂に覆われたやや不定形な滓。放射割れが発達しかけ、端

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 部に銹化物がのぞく。凹部は木炭痕か？。
196 

190 
I区2号炉北東外側 55 X 36 X 20:40.0 やや扁平な含鉄の滓。表面には凹凸があり、放射割れや黒錆がにじ

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 む。
197 

191 
I区2号炉北側土坑鉄滓No.l 52 X 30 X 26:46.1 酸化土砂に覆われた資科で、各所から内部の滓がのぞく。滓は風化

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 気味。含鉄部は右側下部か？。
198 

192 
I区泊掃時 41 X 42 X 37:59.4 表面の土砂が厚い。側面は全面破面。下面は浅い樋状で、流出孔

炉内滓（含鉄） M(◎） I 3 淫の可能性あり。
199 

193 
I区自然流路tr.C西部鉄滓層 60 X 45 X 30:60.8 下面の一部にわずかに黒鉛化木炭痕を残す。左側部も突出。風化

炉内滓（含鉄） M(◎） I 4 した滓部が各所にのぞき、磁着は部分的。
200 

194 
1区斜面杭3東側谷部落ち込み包含層 47 X 39 X 29:77.8 表面がゴツゴツした塊状の資料。小破面と木炭痕が混在。含鉄部は

炉内滓（含鉄） M(◎） I 2 左側から手前にのぞく中層。黒銹あり。
201 

195 
I区鉄滓集中部2 64 X 49 X 37:104.2 酸化土砂に厚く覆われた資料。横断面形が深い樋状で孔滓の可能

202 
炉内滓（含鉄） M(◎） I 4 性あり。上手左側面に含鉄部がのぞく。比重高い。

196 
I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 81 X 91 X 54:633.9 表面の風化が激しい密度の高い滓。下面はややllil形。内部にわず

203 
炉内滓（含鉄） M(◎） I 2 かな銹化部を持つ。

197 
I区2号炉北側東斜面包含層 37 X 28 X 15:15.2 小塊状の含鉄の禅。見かけは澤だが、磁済は認められる。破面は樋

204 
炉内滓（含鉄） L(●） I 3 状。

198 
I区杭3北側鉄滓集中部 34 X 27 X 13:15.4 扁平な含鉄の滓。表面は破面が連続し、黒錯がにじむ。

205 
炉内滓（含鉄） L(●） I 3 

199 
I区2号炉北側土坑鉄淫No.l 31 X 27 X 21:18.2 酸化土砂に覆われた小塊。下面は突出し、上面には黒錯が点在。

206 
炉内滓（含鉄） L(●） I 3 

200 
T区斜面鉄滓 35 X 22 X 22:18.6 199とやや似た費料。側面や下面に放射割れが生じ、黒錆がにじむ。

207 
炉内滓（含鉄） L(●） I 3 

201 
I区鉄滓集中部2 34 X 32 X 19:22.4 酸化土砂に覆われた内部のわかりにくい資料。斑点状に黒錆が生じ

炉内滓（含鉄） L(●） I 
208 

4 る。

202 
I区2号炉内北側上屈（灰褐色） 25 X 27 X 16:17.6 流動滓の破片様の資料。上面は滓。下面は木炭痕の残る突出部。

209 
炉内滓（含鉄） L(●） I 3 わずかに黒錆がにじむ。

203 
I区1号炉南東側平坦面包含屑 33 X 28 X 20:23.8 全体にゴツゴツした含鉄の滓。粉炭痕や気孔が散在。側部から下面

炉内滓（含鉄） L(●） I 3 に黒錯。
210 

204 
I区2号炉北外側 29 X 30 X 21:26.0 上面に黒銹の目立つ小塊状の資料。下半部には酸化土砂が1虹1立つ。

211 
炉内滓（含鉄） L(●） I 4 

205 
I区自然流路西岸tr.C以南鉄滓層 34 X 27 X 23:27.8 土砂に覆われた粘土質の滓。表面にはわずかに木炭痕。

炉内滓（含鉄） L(●） I 3 
212 

206 I区1号炉周辺鉄滓群 39 X 25 X 25:33.9 分析No.8(P.174参照）

※ 炉内滓（含鉄） L(●） I 4 
213 

207 
1区1号炉南側 37 X 36 X 24:36.9 突出部を各所に持つ不定形の滓。下面はJlll形。上面にわずかに黒

214 
炉内滓（含鉄） L(●） I 3 鉗がにじむ。

208 
I区鉄浮集中部1 44 X 32 X 30:43.9 酸化土砂に覆われた塊状の資料。放射割れが強く入る。

炉内滓（含鉄） L(●） I 2 
215 
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第67図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (24) (1/4) 

I区金属生産遺物観察表20(炉内滓（含鉄））

図No.
出：I: 位置（層位） 長さx幅x厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁滋度

209 
I区2号炉北束外側 51 X 34 X 22:44.4 208と同様。酸化土砂が1厚い。わずかに気孔の残る滓部がのぞく。

216 
炉内滓（含鉄） L(●） I 3 

210 
1区斜面杭3東側谷部落ち込み包含附 4 7 X 39 X 33:68.8 板状の小塊。上面は小さな凹凸を持つ自然面。側部の一部は破面

217 
炉内滓（含鉄） L(●） I 3 で、下面に続く。磁着は全体に強め。

211 I区自然流路tr.C西部 51 X 35 X 32:73.2 分析No.9(P.174参照）
218 ※ 炉内滓（含鉄） L(●） I 3 

212 
I区斜面杭3北側（谷部）黒褐色包含庖 58 X 40 X 26:73.5 ギラギラに結晶の発達した破面に覆われた含鉄の滓。右端部寄りに

219 
炉内淫（含鉄） L(●） I 4 含鉄部を持つ。黒錯あり。

213 I区2号炉北東外側 45 X 42 X J 9:45.0 分析No.IO(P.175参照）
220 

※ 炉内滓（含鉄） 特L(*) I 4 
214 I区2号炉北側東斜面 50 X 45 X 35:101.9 分析No.11(P.175参照）

221 
※ 炉内滓（含鉄） 特L(*) I 4 

（鉄塊系遺物）

2三 tr.C西部
鉄塊系遺物

（木炭）

33 X 38 X 21:23.2 

なし I 2 

酸化土砂に覆われた小塊。側部は破面。磁着は弱い。
222 

216 
I区自然流路tr.C南壁鉄滓層 16 X 29 X 15:2.7 広葉樹の散孔材。炭化は良好。

223 
木炭 なし I 1 

217 
I区斜面杭3北側（谷部）黒褐色包含層 15 X 36 X 14:4.1 同一袋に細片あり。材は密度の高い常緑樹か？。端部に斜めのエ具

224 
木炭 なし I l 痕。

218 
I区2号炉周辺 37 X 30 X 23:12.5 常緑樹？の枝材か。炭化はやや不良。

225 
木炭 なし I 1 

219 I区自然流路西岸tr.C以南 12.5g 分析No.12(P.175参照）
226 ※ 木炭 なし I 1 

（黒鉛化木炭）

2日側土坑下肘
黒鉛化木炭

（椀形鍛冶滓）

49 X 29 X 23:18.0 

なし I 2 

酸化土砂に覆われた贅料。側部にキラキラした馬鉛化木炭気味の

部分がのぞく。磁箔は極弱。
227 

221 I区1号炉周辺 53 X 34 X 32:57.2 分析No.13(P.176参照）
228 ※ 椀形鍛冶滓 なし I 1 

I区1号炉周辺鉄滓群2 74 X 48 X 33:62.4 側部片側の欠けた椀形鍛冶滓。形状が発達せずに5~6mm大の
222 椀形鍛冶滓

なし I 1 
木炭沼の上で形成。被熱部側は底面が椀形。周辺部にひだ状 229 
に滓が突出。上面には粘土質の滓の風化物。気孔は微細。

223 
I区1号炉周辺鉄淫群2 52 X 70 X 18:64.1 扁平な悪皮状の滓。側部の 7割方が破面。上下面とも小さな

230 椀形鍛冶滓 なし I 1 粉炭痕。鍛冶炉底面に接しているのは下面のごく一部。

224 
I区斜面杭3北側（谷部）馬褐色包含層 56 X 47 X 40:107.2 223にやや似た資料。やや厚みを持つ。側部のごく一部のみが

231 椀形鍛冶滓 なし I 2 破面。下面はきれいで小振りの椀形。炉墜土が固滸。

225 
I区1号炉周辺鉄滓群2 86 X 73 X 30:173.Q 二段気味の滓。底面は皿形。滓の結品がやや発達。下面には

232 椀形鍛冶滓 なし I 2 灰色の鍛冶炉の炉壁土。

226 
I区1号炉周辺 87 X 54 X 47:197.4 やや不定形な滓。底面の一部が小さな椀形に突出。上面の椀

233 椀形鍛冶滓 なし I 3 形の滓部はずれて、部分的に222などと似る。
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第68図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (25) (1/4) 

I区金属生産遺物観察表21(椀形鍛冶滓）

図No.
1.1.l土位置（踊位） 長さX幅x限 (mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

I区斜面杭3北側（谷部）黒褐色包含層 39 X 37 X 21:25.9 酸化土砂に薄く覆われ、黒銹がにじむ。やや不規則な形状。
234 227 

椀形鍛冶滓（含鉄） H(O) I 4 側面の 7割方が破面。

228 
1区P-68 45X46X27: 酸化土砂に覆われた資料。椀形滓の肩部か？。含鉄部は小範囲。

235 
椀形鍛冶浮（含鉄） H(O) I 5 製錬系の滓の可能性もややあり。

I区斜面杭3北側（谷部）黒褐色包含層 74 X 59 X 39:]26.Q 突出部を持ち、凹凸の激しい滓。側部には瘤状の含鉄部。内
236 229 

椀形鍛冶滓（含鉄） H(O) I 2 部に木炭をかみ込む。磁着は弱め。炉内滓の可能性もややあり。

230 1区1号炉周辺 88 X 73 X 34.199.9 分析No.14(P.176参照）
237 

※ 椀形鍛冶浮（含鉄） M(◎） 1 5 

（鍛冶滓）
I区1号炉周辺 33 X 29 X }6:9.9 酸化土砂に覆われた小さな椀形の資料。磁滸は弱い。やや性

238 231 
鍛冶滓 なし I 1 格不安定。

232 
1区1号炉周辺鉄滓1 33 X 36 X 26:15.7 不定形で、微細な気孔を持つ。鍛冶滓片。側部は破面と自然

239 
鍛冶淫 なし I 1 面が共存。表面状態は典型的な鍛冶滓。

1区1号炉周辺鉄淫群2 4Q X 40 X 22:18.6 半流動状の滓。上面には石英質の半溶解物。下面の側部には
240 233 

鍛冶滓 なし I l 炉壁土の溶解物。

234 
I区1号炉周辺鉄滓1 47 X 44 X 25:34.3 銹色の海。全体的な外観は椀形禅の側部様。側面の一部に平

241 
鍛冶滓 なし I 1 坦な工具痕。上面にのるのは炉壁土質の滓。

（粒状滓・鍛造剥片）
235 I区1号炉内 1 分析No.15(P.176参照）

I 242 
※ 粒状滓 なし I I 
236 1区1号炉内 1分析No.16(P.177参照）

I 243 
※ 鍛造剥片 なし ＇ 

I 

（銅滓）

三247 銅滓（含銅）

45 X 25 X 7:8.8 一見鉄板状に見える資料だが、割れ口に明瞭に緑行が吹き、青銅系

H(O) I の遺物であることがわかる。その形状から肯銅製品の可能性もあるが、 1 248 
l 

不純物が多く、錆も激しいため、銅滓としておく。

248 I I区A・B-lG包含層 27 X 30 X 12:12.6 緑青の吹いた土塊。球状のくぽみの内側にはキラキラした結品が肥 I 
249 

銅滓（含銅） L(●） I 1 大。

（銅塊）

249 I I区灰色包含層 14 X 21 X 15:9.1 表面に灰白色の特殊な土砂が貼り付いた青銅系の滓。上面は平坦 I 
250 

銅塊 L(●） 1 1 気味。横断面形は深い椀形。鉄錆色と緑青の混在。

I区2号土坑 26 X 26 X 19:37.0 比重の高い塊状の銅塊。表面は紫紅色で、微細な粒状の青銅系酸

250 I銅塊
L(●） I 化物が点在。形状はやや違うが、全体観は249に似る。上面が平坦 I 251 

1 
気味で他は不規則なくぼみ。

（鍛冶炉炉壁）

252 11区1号炉 72 X 33 X 25:46.8 淡い赤褐色の弧状の炉堅片。内部に木炭や鍛造剥片を含む。 I 
253 

鍛冶炉炉壁 なし I 1 鍛造剥片は0.2mm前後の厚みで、黒色を呈する。

253 I 1区1号炉
72 X 51 X 24:69.1 253とほぽ同性質の資料。径7mm大の疑似粒状滓が含まれる。 I 

254 
鍛冶炉炉壁 なし I 1 側面は弧状で、本来の鍛冶炉のアールを示す。

（炉壁（青銅系））
I区自然流路西岸tr.C以南上層砂層 41 X 36 X 46:54.7 I上面に二枚の面を持つ。上面は最大厚1.1cmの青銅系の滓。下面

254 I炉壁（青銅系）（含銅）
H(O) I 

は炉床粘土滓化部。一部に5mm程下にもう一枚の滓化面が確認さ 1 255 

れる。炉床土は籾殻と石粒の混和。
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I区金属生産遺物観察表22(鉄製品）
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第69図 I区出士金属生産関連遺物実測図 (26) (1/2) 

図No.
出土位置（層位） 長さx幅x原(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁沿度

237 
I区2号炉南側土坑 22 X 5 X 5:Q,9 小型の棒状鉄製品。断面形は円形。先端部は丸くなってはい

仮A
鉄製品（鉄釘？） 銹化（△） | 1 るが、鉄釘の一部であろうか。

238 
I区p.34 24 X 14 X 14:2.6 小型の鉄釘。先端部は折損する。頂部の形態は正円形で比較

244 
鉄製品（鉄釘） 銹化（△） | 1 的平滑。身部の断面形は正方形。

I区斜面杭3北側（谷部）黒褐色包含庖 24 X 16 X J0:5.9 大型の鉄釘の頭部か？。やや折り曲げられているように見受

239 鉄製品（鉄釘か）
銹化（△） | けられる。内部は空洞で、一見高子小僧（擬鉄器）とも考え 245 

2 
られるが、形状から鉄製品とする。

240 
I区杭20東側包含層 80 X 20 X 11'16.2 大型の鉄釘。先端部は折損する。釘頭は丸く作り出される。

246 
鉄製品（鉄釘） 銹化（△） | 2 断面形態は長方形に近い。

241 
I区2号炉北包含庖 ]OQ X 9 X 8:9.3 細身だが大型の鉄釘。先端部は折損するが、完形に近いと推

仮G
鉄製品（鉄釘） 銹化（△） | 2 測される。釘頭は折り曲げで作り出される。断面形態は方形。

242 
I区周溝状追構周溝内 142 X 35 X 4:32.1 やや湾曲する刃を持つ鉄製の鎌。左上端部を若干折り曲げて

247-1 
鉄製品（鉄鎌） 銹化（△） 1 3 柄に装滸しやすい様にしている。若干木質が残る。

243 
I区P-17 26 X 25 X 2:3.5 薄く平板な鉄板状。一側面のみが残る。性格は今ひとつ不明

247-2 
鉄製品（タガ？） 銹化（△） | 3 だが、ここではタガとしておく。

244 
I ll9号土坑 28 X 35 X 14:22.3 刀子の口金部。非常にしっかりしており、断面は長方形。内

仮k
鉄製品（刀装具） H(O) I 2 側に刃に平行する方向に木質が認められる。

245 
I区9号土坑 30 X4 X 2:J.3 針状の鉄製品。一方の端部は丸く残る。もう一方は折損。断

仮L
鉄製品（鉄針） 銹化（△） | 3 面形態は不整長方形。

I区西拡張区包含層 60 X 21 X 17:26.3 先端が異形の盤状のエ具。頂部から刃部付近までソケット状

246 
鉄製品（エ具？）

H(O) I 
に柄の差し込み孔が認められる。頂部は折り曲げている様子。

247-3 
2 断面形はほぽ正円形。包含層出土ということもあり、新しい

時代の資料である可能性も麻い。

（青銅製品）
251 I I区西拡張区3号溝より西側黄褐色粘土（下附） 17 X 12 X 7:2.2 

青銅製品 I H (0) I 1 

性格不明の青銅製品。飾り金具の一部である可能性があるが、鋳造関

連で考えると、小型青銅製品の湯口部にあたる可能性も捨てきれない。
252 
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第70図 I区出士金属生産関連遺物実測図 (27) (1/3) 

I区金属生産遺物観察表23(羽ロ・土製品）

図No.
出土位置（層位） 長さx幅x原(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

255 
I区2号炉北外側 44 X 88 X 30:109.4 先端部は平らに溶損した硬質の羽口、通風孔部は径3.3cm以上。外

256 
羽口（中） なし I 1 面は軸方向への削り整形。

256 
I区杭3東側谷部落ち込み（平坦面） 38 X 60 X 28:42.5 255と極めてよく似ており、同一個体の可能性のある羽口先端部片。

257 
羽口（中） なし I 1 身原は255共々、部位により差があり、最大原は2.9cm。最小厚は2.1cm。

257 
I区自然流路tr.c以南鉄滓府 62 X 49 X 14:48.3 一見、通風管状の細身で身厚が薄い羽口。裏面には細い筋状の管

258 
羽口（細） なし I l 巻き？痕またはナデ痕。

258 
I区自然流路tr.C以南鉄滓層 114 X 58 X 24:163.2 257と似ており同一個体の可能性のある羽口片。胎土は石英質の石

259 
羽口（細） なし I 1 粒を多く含み、硬質。整形は257と共通。

259 I区2号炉北側土坑 82 X 58 X 62:189.6 分析No.17(P.177参照）
260 

※ 羽口（細） なし I 3 

260 
I区2号炉北側土坑 93 X 65 X 42:261.Q やや表面風化の激しい羽口。通風孔部は楕円形で、芯部から片側に寄って

261-1 
羽lごI(細） なし I 1 いる。裏面は軸方向への慨巻き？痕またはナデ。通風管の可能性もややあり。

261 
I区1号炉 85 X 66 X 65:191.6 先端が斜めに溶損した羽口先端部片。通風孔部は直孔で径2.5cm

262 
羽口（細） なし I 1 前後。胎土は石英質砂粒を混和。外面は軸方向のナデとケズリ。

262 
I区1号炉南鉄滓pit(南側土坑か） 113 X 66 X 64:391.3 しっかりした羽口の先端部。使用によりやや斜めに溶損。

263 
羽口（細） なし I 1 

263 
I区2号炉内上層埋土 90 X 58 X 45:99.2 紡錘形に先端の細くなる羽口様の遺物。使用痕なし。通風孔部の径

261-2 
羽口（細） なし I 1 は2.1cm前後と細め。胎土は260などに近い。

264 
I区2号炉内南側 46 X 52 X 41:81.5 こI:.質は262などの羽口に似るが、通風孔部を持たず、基部が広く平坦。

264 
土製品 なし I 1 性格不明。
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第71図 I区出土金属生産関連遺物実測図 (28) (1/3、265------267は1/4、270は1/6)

I区金属生産遺物観察表24(被熱石）

図No.
出土位懺（屈位） 長さx幅x原(mm):煎さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

265 
l区自然流路tr.C以南鉄滓層 65 X 45 X 20:79.7 花尚岩系の石質。上面には黒色の鉄滓が付着する。浮の一部風化。

265 
被熱石 なし I 1 下面は赤く被熱する。左側面を除く三側面は破面。

266 
I区2号炉南側土坑焼土No.2 109 X 103 X 42:775.6 花尚岩系の石。自然石ではあるが、上面は薄赤く被熱する。下面ま

266 
被熱石 なし I 1 で被熱は及ばない。

267 
1区自然流路tr.C以南 154 X 97 X 31:603. J 石質は266によく似る。上面及ぴ上手側面、右側面は強く被熱してお

267 
被熱石 なし I 1 り、暗赤色を呈する。裏面は破面だが、若千被熱し、滓が付着する。

戸区自然流路tr.C以南上屈砂屈包含層

塾
I区P-41

269 I砥石

114 X 44 X 22:147.0 

なし I i 

113 X 87 X 27:256.5 

なし I l 

灰白色の泥岩系の砥石。四面の使用が確認され、中央部ほど硝り減

る。上側面には粗く擦痕が残り、これも使用された痕跡かもしれない。

灰色の砂岩系の砥石。破面を除く五面の使川が確認され、中央部ほ

ど磨り減る。上面に2条の深い溝状招痕が認められる。研磨時に生じ

たものであろうか。

268 

269 

（鉄床石）
I 

I区1号炉周辺

鉄床石

568 X 260 X 230:46,000.0 

270 
なし

暗黄褐色の砂岩系の石質。鍛冶炉に伴う鉄床石。平面：不整四角

形の上面及ぴ下面が平滑な形状。上面中央に広く赤変する箇所が

目立つ。鍛打する際に使用された面と考えられる。その箇所は若干

割れており、その割れも鍛打の際に生じたものであろう。側面の一つ

は破面で、検出した時はこの面が下になって出土した。よって、原位

骰から若千転んだ状況であったと推測される。

270 
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(3) II区検出遺構と出土土器・陶磁器

1)調査区の概要及び基本層序

調査区中央部及び北部では、南北に走る自然流路が検出された。この流路からは奈良• 平安時代

を中心とした須恵器・土師器などが中心に出土した。また、古代の住居は各調査区から一棟ずつ検

出されたが、自然流路の東に 2軒、西に 1軒並ぶことより、古代ではこの流路を挟んで両岸に住居

が営まれていたと考えられる。特徴的な焼土坑も 8基確認されている。

基本層序（図版10、第72図）

II区は、古代の遺構面を中心に構成される。 1I区は宝満山から続く谷にあり、もとは原川の氾濫

原であったと考えられる。礫層の窪みに縄文・及び古代の包含層が重なり、複雑な堆積を呈する。

このため 1I区では、古代の遺構と縄文の包含層がほぼ同じレベルで確認される現象が起こる。にぶ

い黄褐色～暗灰褐色を呈する砂質土が古代の遺構面をなす。この遺構面は 1I区南北に広がり、 II区

北部東壁のA-A'では標高84.7mの位置で、北部南壁C-C'では83.6m、中央部の北壁D-D'では84.6m、

南部中央E-E' では83.7mで確認される。この遺構面は南部南半の縄文剋含層まで広がる。南北で

は南に向かって低くなり、東西では東端でやや高く、自然流路の両側では低くなるものの又高くな

り、西端に行くにつれ低くなっている。また、縄文の位含層は北部と南部で確認されているが、北

部では、調査区西端で黄褐色系の粘質士が露出する。 B-B'の16層以下、および第 8図3層が縄文の

包含層にあたる。また、南部のほぽ南半分は第 9図セクションに見られるにぶい黄褐色砂質土の広

がりがある。古代の包含層とほぽ同レベルで、一見同一層に見えるが、古代の遺構面のほうがより

砂分が多く礫が少ない。また、縄文グリッドを設定して掘り下げた結果よりも、この層が縄文の包

含層であることが裏付けられる。

2)竪穴住居

1号住居（図版10、第73図）

II区中央部に位置する。規模は長軸6.00m、短軸4.45mで長方形のプランをなす。住居の残りは検

出面より深さ30cm程残っている。柱穴はいびつではあるが方形に並ぶ 4基を検出した。いずれも円

形を呈し、床面から40cm程の深さである。うち 3基は柱痕と思われる小穴が確認された。住居北側

中央にはカマドが非常に残りの良い状態で確認された。カマド中央には長楕円形の支脚石が埋置さ

れ、またカマドの粘土内に須恵器の蓋が埋め込まれていた。

出土土器（図版16・17、第74・75図90.......... 123)住居内からは多くの土器が出土している。 90----112は

須恵器。 90.......... 97は杯蓋。口縁端部を折り返す形態がほとんどである。主に外面は回転ナデないし回

転ヘラ削りで調整し、ツマミの周辺はナデで調整する。内面は回転ナデ、内天井部はナデが施され

る。 90はカマド粘土内から出土したもの。 97の外天井部には墨痕が残り、転用硯として使用された

と考えられる。 98.......... 103は杯身。底部でもかなり端部寄りに高台を張り付ける。 ・101の底部中央には

タタキの痕跡が残る。 104----108は壺。 104,105は底部。 105はかなり小型のもの。 106は小型の短頸壺

の口縁部。 107,108は長頸壺の口縁部。 108は口縁部から体部上端まで残るもので、頸部中央に一条

の沈線が施され、内外両面にシボリ痕が残る。頸部と体部の境界にはユビオサエの痕跡も残る。

109,110は高杯の脚部。端部を折り曲げる形態。 111は提瓶胴部。胴部中央平面には蓋状にかぶせた

痕跡が残る。焼け具合はあまり良くない。 112は甕。胴部のみ残存し、外面には横方向の平行タタキ、

内面には青灰波文のタタキが施される。外面上部には自然釉が付着する。 113.......... 123は土師器。 113は

坪蓋。内外面共に横方向のヘラ磨きが施される。 114は大型の杯身。盤かもしれない。内外面共に横

方向のヘラ磨きが施され、外面下部には回転ヘラ削りも認められる。底部はナデの調整。 117.......... 123 

は甕。外面胴部にはタテハケ、内面には胴部に縦方向ないし斜め方向の削り、 118の内面口縁部には

斜め方向のハケが見られる。 121と122は同一個体と考えられる。 122の内面底部にはユビオサエが施
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mヽ"本名 “，潤 ＋伍ヽ2~只p 界 -f- ~ill の "'""' .. +., 礫

l砧9伍 IOYR4/4 
2灰黄褐 IOYR4/2 シシルルトト

て） 3% 2% 60% 
5にぶい 褐色 !OYR5/3 ヽ
3にぷい 凶 u, JOYR5/3 シルト △ 5% IO% 

4 にぷい~暉 IOYRS/3 翻 Iゆ △ 5% 
6にぶい IOYR6/4 細ゆ △ 30% 
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10YR3/2 シルト X 10% 
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゜
△ 

゜
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第72図 II区士層図 (1/80)
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屈位 備考

I 1:k黄罪色砂質粘土
2 i炎褐砂質粘土 焼土塊多
3 暗灰色粘質砂
4 灰黄色砂質粘十． 焼士塊粒多
5 灰黄色粘土
6 炭
7 褐色粘士 砂粒混・内側焼け面
8 褐黄色粘土 砂粒混
9 8と同 焼土粒を少凪含む
10褐灰色粘質砂 焼土粒を多く含む

＂ 灰黄褐旦質色極粘楚紗粘証質只十．質砂． 砂

焼—:I:粒を少飛含む
12 灰色砂
13 暗灰褐 粘土
14 褐灰色 鉄分脈あり

15 灰褐色
16 暗褐黄色粘質土
17 I 5と同

18 灰淡炭褐灰粒貿色黄粘色＋色焼砂質土砂．質＋．粒質シル ト
貼面床、？ 地ILL

20 19 シルト

21 粘 焼士少fil:含む

22 褐灰色粘旦質砂 焼土少凪含む
23 褐橙色砂士 焼面
24 灰白砂質土

゜
lm 

第73図 II区1号住居・同カマド実測図 (1/60,1/30)
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゜

第74図 1I区1号住居出土土器実測図 (1) (1/3、110,111は1/4)
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第75図 II区 1号住居 (2)、2・3号住居、 6号土坑出土土器実測図 '(1/3、123は1/4)

される。 123は完形に復元でき、把手が付く形態。黒色煤が付着。

2号住居（図版11、第76図）

調査区南部の北側東に位置する。南部北側に展開する包含層の下部にあり、住居規模は長軸4.82m、

短軸5.07mで、プランはほぼ正方形をなす。貼床は検出面から15cm、床面は30cmである。カマドは

住居の東中央に位置する。柱穴は北側の二基は確認できたが、南側は確認できなかった。この住居

は遺構検出面では剋含層に覆われていたため、住居という認識がないまま掘り下げてしまい、南側

3分の 1のプランは確認できなかった。住居は貼床面ではカマド正面及び北側に炭の広がりが見ら

れ、この住居が火を受けた可能性が考えられる。また、カマドは検出時に認定できなかったため、

気付いたときには右袖部分は掘り下げてしまっており、カマドの左袖と焼け面のみがかろうじて認

識できた。住居の東側中央に設けられている。焼け面の上部には板石が置かれていて支脚ないし蓋

石の可能性が考えられる。
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2号住居跡鼈南北セクション

83.5m 
面 1ヽー［ 伍 潤 土色般表記 ：．しまり 炭化物 焼士 礫 その他

21 灰に黄ぶ掲い色黄褐色
IOYR5/2 ＂ 

△ 

10YR5/3 砂 △ 

3にぶい苗布伍 IOYR6/4 砂 △ 3% ロームプロック10%

4567 灰ににに黄ぷぶぶい褐いい貿色黄貨橙褐褐色色色

IOYR5/3 e 匹 △ 5% 
IOYR5/4 砂 △ 40% 20% 
JOYR4/2 ゆ △ 20% 20% 
!OYR6/4 ＂ 

△ 3% 
8にぶい苗"'伍 IOYR6/4 

＇ 
△ 3% 

9黒 Nl.5/0 
" ;J;;'1'、,m々 IIIY I<ヽ

゜
lm 

第76図 II区2号住居・同カマド実測図 (1/60,1/30)
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出土土器（図版17、第75図124、125)124は須恵器杯蓋。ツマミ部は欠損。外面上部には回転ヘラ削

り、外面下部から内面にかけて回転ナデ、ナデで調整。 125は須恵器壺口縁部。

3号住居（図版11、第77図）

II区北側に位置する。南北2.72m、東西2.38mを測り、プランはほぽ正方形をなす。 1・2号住居

と比べ、非常に小型の住居である。全体に削平を受け、特に南側は削平が激しく、床面から3-----

15cm程しか残存していない。カマドの有無は確認できなかったが、床面は一部焼土と炭が確認され、

被熱したことがうかがえる。住居東側の床面直上からは、土師器の甕が検出されている。

出土土器（図版17、第75図126)126は土師器の甕。ほぼ完形で、口縁部径が最大径の形態。外面胴

部に縦方向ないし斜め方向のヘラ削り、内面胴部にユビナデ、底部にユビオサ工を施すかなり珍し

い調整方法のもの。赤褐色から黄褐色を呈し、胎土に角閃石を含む。器壁は粗く、胴部から底部に

かけては強く火を受けて黒斑が存在する。特異な資料である。

3)焼土坑

覆土に炭を多く含む土坑を焼土坑とした。地山が被熱によって赤化していないものも同様の性格

を示す物と考え、焼土坑に含めて報告する。比較的小規模で深さは浅く、不整楕円形を呈するもの

が多い。

II区では数多くの焼土坑が確認された。とくに自然流路の付近に焼土坑は分布し、河岸で何らか

の火を焚く行為があったことを示している。

c 

1 0 

g緊

゜

Ulf,f,8 

E
t．文
oo

84.4m 

冒――‘ 。
lm 

第77図 I1区3号住居実測図 (1/60)

-95 -



IIIX: 北部の焼上坑のLはウォーターセパレーションを行い、炭に燃料以外の炭化物が特定できな

いか講べたが、肉眼でこれと朋る辺物は検出されなかった。

焼上坑の性格としては、伏せ焼き烹といい、節易に白炭を焼くための施設との説もある。当調査

では、 I区で木炭窯が検出されており、関連を考えると非常に都合が良く、典味深い。 しかし、原

形を留める炭はごくわずかであり、燃料として使われた可能性が扁い。

なお、分析により、焼十．坑梃上のJ火中には稲の籾殻が含まれていることが確認．された (P.257参照）。

燃料として使われたnf能性と、米を曲理していた可能性の-:通りが考えられるが、燃料である炭の

火付け用に籾殻が使われたと考えるのが妥当であろう 。 いずれにせよ、焼上坑の性格の•端を明ら

かにできたと思われる。なお図化しうる追物はないが、イヤ居とluJ時期と考える。

1号焼土坑（図版11、第78[-Xj1) 

長軸0.51m短軸0.5mの不救円形を畢し、西側は礫にかかる。覆土の主体を炭が占めており、形状

がわかるものも見られた。

2号焼土坑 （第78図2)

長軸0.91m短軸0.79mの楕円形を屋する上坑である。炭が数点残る。

3号焼土坑 （第78図3)

長軋h知軸の梢円形を呈し、様而は北側を"I、心に被熱している。 F部には深いピットが見られるが、

覆上に炭化物などは含まれていない。

4号焼土坑（第78[>(]4) 

Il区北部の如岐にかかる焼 l:堀で長軸0.9m知軸0.88mのイ遠冬桁円形を足する。下端は束側の方が

テラス状になっており福く、西側が低い"Jilij方の平姐而にピットが造られる。

5号焼土坑（第78図5)

長軸0.79m短軸0.7mの桁円形を厄するピットであ

る。底l川には小礫がみられ、礫のよ面には炭が付府

している。

6号焼土坑 （第78図6)

長袖0.8m、艇l咄0.56mの桁円形を混し、東側がや

や低いc 炭の府が見られる。

7号焼土坑 （第78図7)

2り仕届の東に位脱する。礫肘を掘り込む形で作ら
n区7号焼 f-.坑

れており、同じ場所に 2[IJJ作られていることがわかる。上柑は長軸0.8cm、短軸0.56cmの不整桁円形

を、 flclの焼七堀は長方形で艮軸1.06m、知軸0.76mの長桁円形をばする。いずれも底部は被熱して

おり、赤化した被熱面が傾察できる。及}jとも投七に炭化物が含まれている。

8号焼土坑（第78似18)

長軸0.32m、短軸0.31mのほぼ正円形を呈する。 柑~I:に炭化物を含む。
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第78図 II区焼土坑実測図 (1/30)
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3) t坑
ll区では十．坑は全部で 9基確認された。 6-',:J土坑を除き、図化しうる追物の出上はない。 5号十．

坑は培位的に 1号仕｝廿よりは新しいが、これらの土坑の年代は、住屈と同時期、もしくはそれより

若f新しい時期のものと考えられる。

1号土坑 （第79図 1)

長軸1.8m、短刺11.0mの不柩桁円形を？し、求側は一段低くなる。

2号土坑（第79図 2)

長抽1.94m、短軸0.9mのイ速を桁円形を用し、底部は‘臼坦である。

3号土坑（第79図 3)

長軸1.02m、短軸0.37mの不整桁円形を旦する。西側は一部深い。

4号土坑（第79[叉14)

南側は調1f.区外であり、逍構の半分しか確認できなかった。長軸1.5m、短軸0.74mの半円形のプ

ランで実際は円形に近いプランを呈するものと思われる。

5号土坑 （節791叉I5) 

長,il1l.l8m、短軸1.14mの不整円形を呈する。 1号竪穴住居を切る七坑で、粘 tを允槙しており、

何らかの特殊な用途があったのではないかと思われ

る。

6号土坑（第80図 6)

長1前1.18m、短軸0.94mの杵；円形で、上抗中央に

は長さ42cmの長桁円形の石と径20cmの石が附かれ

ている。長杓円の石の方は被熱している。毅土には

焼十や炭も確認され、鍛冶関連過構の可能性も考え

られる。

出土土器（第75図127)127は須恵器翌の11縁部。内

面頭部にオサエの痕跡が残る。

7号土坑（第80図 7)

長軸0.88m、知軸0.62mの桁円形を呈する。南側

はテラスがある。

8号土坑（第801叉18)

長軋h0.72m、短軸0.68mの円形を呈する。深さは

0.50rnあり、上坑内には大礫が2}奴程見られる。

9号土坑（第80図 9)

長軸0.98m、短軸0.66mの杓円形を早する。底部

には小ピットがある。
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第79図 11区土坑実測図 (1) (1/30) 
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第80図 II区土坑実測図 (2) (1/30) 

ピット出土土器（図版17、第81図128--131)128はII-3 

区p-113、129はII-2区P-28、130はII-2区P~68 、 131

はII-2区P-32から出士した。 128は須恵器杯身。貼り

付けられた高台が、剥がれた痕跡が残る。 129--131は土

師器。 129,130は杯身。 129の内外面共に横方向の回転へ

ラ磨きが認められる。 130は回転ナデないしナデで調整。

口縁部付近に黒色の煤が付着する。 131は甕、把手部が

剥がれた痕跡が残る。外面はタテハケ、内面は斜め方向

のヘラ削りの調整。

5) 自然流路（第82図）

調査区中央部・北部の中央を南北に走る谷である。今

回の調査では南北55.5m東西最大幅18.0m、最小幅8.5mが

確認された。礫を多く含む暗灰褐色および灰黄褐色の覆

土を中心に古代の土器が多量に包含されている。包含層

の深さは20------60cmであり、それ以下は大礫が主体の層と

なり、遺物はほとんどみられない。次に報告する自然流
0 5cm 
I I I I I I 

第81図 II区ピット出土土器 (1/3)
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第82凶 ll I凶自然流路 L:/(jlil 0/80) 

路の束側に展淵する包含）けもこの谷にIll来するもの

と考えられる。上器は多種多様であるが長頭壺や硯

の存在および、 n区南部の位含It~で廿銅製品や金屈

生産関述遣物が若干ではあるが出上している。

出土土器・ 陶磁器 （囮版17~19・23・24、第83~87

図132~230)132~ 195は須恵器。132~145は杯器。

132,133には口緑部にかえりが付く占い形態。その

他のものの口縁端部は折り 1111げる形態。143の外面

にはヘラ描きが残り、内面にも横方向のヘラキズが

残る。147~165は杯身。1'17~160の底部には点台が

付く 。 147~1~9の高台は森く、外へ強く張り出すが、

160などの為｀台は低く、退化しており、口縁部の開

きも大きく、 ,1ir者に比べてかなり時期的に1むる様相

を持つ。155と160の底部にはヘラ描きが見られる。

161は高台が森く、若干特異な形態。164の底部には

タタキの痕跡が残る。166は椀。口絃J頁部は内傾す

る。底部はヘラりJりした後、 一部ナデH'lし。167~

177は壺。168~171は短男滋。168~170は小型のも 舌

ので、 168ば焼き歪みが激しく、 サ材悧円形を里す と
~ 

る。169は外l籠胴部中央に一条の沈線を持ち、下部

にはカキメが施される"170の外面胴部にもカキメ

が施され、頸部にはエ具痕が見られる。下部から底

部にかけては柚方向の平行タタキ、内面は上半部は

回転ナデだが、下半部には甘洵波文のタタキが見ら

れ、底部は沿状に継ぎ足している様子がf取できる。

可 E鰐ト―

II区自然流路発掘状況

IT区自然流路内迎物川上状況
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171は口縁部は欠損。高台は高く外側へ強く張り出し、古い形態を残す。胴部中央に一条の沈線を施

し、それより下部は回転ヘラ削りの調整。 172,173は長頸壺。 172は肩が強く張っており、肩部には

二条の沈線とその間に波状文が見られる。底部近くにはカキメが施される。 173の肩部には一条の沈

線と列点文が見られる。頸部には一条の沈線、内面にはシボリ痕が見られる。 174-----177の胴部下半

には回転ナデの調整だが、 175は削り後に回転ナデ、 176の下半部には横方向のヘラ削りが見られる。

178------180は鉢。 178の復元口径は31.4cmと大型。 179と共に外面下半部は回転ヘラ削り。 180はいわゆ

る鉄鉢形を呈するもの。 181,182は横瓶。 183は平瓶。 181の内面には胴部と頸部との接合痕が明瞭に

残る。 182の外面下部には横方向のヘラ削り、内面下部にはユビオサエが見られる。 183が肩は鋭く

張り、底部に高台、上部に把手が付く形態。外面下部には回転ヘラ削り、内面中央部にはエ具痕が

残る。 184-----190は硯・転用硯。 184は円面硯。上端部破片は接合関係にない為、同一個体でない可能

性もある。脚部には長方形の透かしを設ける。上面端部には一条の圏線状の沈線を設け、使用され

たためか非常に平滑である。横田賢次郎の分類では（横田1983)、 I類に属するものである。 185------

190は転用硯。 185-----189は杯蓋を転用したもので、内面に擦痕ないし墨痕が残る。 185の内天井部は

ナデ調整が消滅して平滑になる程に使用されている。 190は皿を転用したものであり、これも内面に

擦痕、墨痕を残す。 191------195は甕。 191の外面は格子目文タタキ、内面はナデ。 192の内面は青海波

文タタキで頸部にエ具痕を残す。 193の外面は横方向の平行タタキ、内面は同心円文タタキ。頸部に

ュビオサエが見られる。 194の外面は格子目文タタキ、内面は青海波文タタキ、 195は2つの破片を

同一個体として合成復元している。外面はカキメの後に格子目文タタキ、内面は同心円文タタキの

調整が見られる。

196------226は土師器。 196-----198は杯蓋。 196,198はかなり大型のもの。全て内外面共に回転ヘラ磨き

が見られ、 196はツマミを持ち、 196,197の外面上部は回転ヘラ削りを施す。 199------207は杯。 199,200

は口縁部が若干内傾し、古い特徴を残す。外面下部に横方向のヘラ削りが見られ、 200の口縁部周辺

の内外面に横方向のヘラ磨きが施される。 200,201は赤褐色を呈し、内面に放射状に広がる暗文状の

ヘラ磨きが施される。 201の外面下部にはかなり細かい横方向のヘラ磨きが見られ、 202の外面下部

にも横方向のヘラ磨きとヘラ削り、タテハケが見られる。胎土はあまり精良ではないため、おそら

く都城系の土器を模倣した在地系の土師器であろう。 203------207は底部が平底になる形態で、ヘラ切

り離し。 203------206の内外面には回転ヘラ磨きが入るが、 207にはなく、寸法から考えても207は時期

の下る資料である。 208-----212は1ill。208------210は口縁部が開き気味で、内外面に回転ヘラ磨きが施さ

れる。 211,212にはヘラ磨きは見られない。 211は口縁部があまり開かない形態である。 212の内面に

はエ具痕かと思われる窪みが認められる。 213-----215は高台を持つ杯。 212の内外面には回転ヘラ磨き

が見られる。 215は大型の盤とも言えるもので、高台が非常に高い形態。 216,217は鉢。赤褐色を呈

する。 216の内面下部には回転ヘラ磨き、外面下部には回転ヘラ削りが見られる。 217の内面には横

方向のヘラ磨きが施される。 218-----224は甕。主に外面にタテハケ、内面にヘラ削りの調整だが、 220

は内面はヘラ削りだが、外面の調整は格子目のタタキで、須恵器甕を模倣した土師器で、黄橙色。

225はカマドの鍔の部分。内面は黄褐色、外面は暗褐色を呈する。 226は甑の底部。外面はタテハケ、

内面はヘラ削りを施し、内面から口縁部にかけて黒斑がが見られる。

227は黒色土器。内面のみが黒色のA類。内外面共にヘラ磨きが見られる。

228は白釉緑彩。黄緑色の釉に二筋の緑色の釉の垂れが見られる。非常に珍しい資料である。

229,230は灰釉。共に胎土に黒色粒が混じる特徴的なもの。 229は椀。底部は回転ヘラ削り。 230は

甕。外面は格子目文タタキだが、一部にヨコハケらしきものも見られる。内面は青海波文タタキで

一部をナデ消す。内面全体には暗緑色の釉が濃厚に付着する。

231は龍泉窯系の青磁椀。明緑色の釉がかかり、外面には蓮弁、内面にも文様が施される。

232は褐釉。壺の胴部か。外面は暗褐色の釉。内面は部分的に灰色の釉がかかる。
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第87図 II区自然流路出土土器実測図 (5) (1/3、221---224、226は1/4)

6)包含層出土土器・陶磁器（図版19・20、第88---93図）

自然流路東岸包含層出土土器・陶磁器（図版19・20・23・24、第88---92図233---351)

II区自然流路の東岸側では灰褐色土層を中心として、大量の土器類が出土した。その数はパンケ

ースにして30箱にものぼる。ここでは自然流路の東岸の包含層を一括して報告する。

233---306は須恵器。 233---249は坪蓋。 233は口縁部にかえりが付く形態のもの。 234---249は口縁端

部を折り曲げる形態のもの。 234は高さがあり、形態的に珍しいもの。搬入品かもしれない。外面

上部は回転ヘラ削り、それ以外は回転ナデないしナデで調整する。 248の内外面には重ね焼きの痕

跡が残る。 250---274は杯身。その中でも250---265には高台が付く。 263の高台はかなり高さがあり、

外側へ強く張り出し、古い特徴を持つ。その一方で264は口縁部がかなり広がり、高台が低く退化

して底部端に寄るという 8世紀後半代以降の新しい特徴を持つものもある。 265の底部には渦巻き

状のヘラ描きが見られる。 267は復元径に若干の不安を残すが、復元口径23.2cmと非常に大型のも

の。 268---275は高台の持たない坪。 273---275は深さがあり、椀と呼ぶべきものかもしれない。 273
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の口縁部は若干内傾する。 275の底部には回転ヘラ削りが施され、 X印のヘラ描きが見られる。 276

----278は1IIl.。276,278の口縁部が開き気味なのに対し、 277の口縁部はやや直立気味。全てヘラ切り離

し。 276,278はヘラ切りの後にナデを施す。 279は杯の破片であろうか。非常に焼き歪みが激しい。

当調査の資料には、このように焼き歪みの激しい資料が散見されるが、実際に使われたものであろ

う。 280,281は円面硯。 280は胴部のみを残すもので、傾きについては不安が残る。透かしはなく、

やや厚みがある。 281は上部は欠損するが、上端から下端まで残る資料。下半部に方形の透かしが見

られる。前述の184の資料同様、横田賢次郎の分類の I類に分類されるが、同じ様な類例はあまり見

られない珍しい資料。 282,283は高杯。口縁部、脚部は欠損する。 283は白色を呈し、生焼けである。

284----287は小型の壺。 284は底部が丸底と想定されるもので、ハソウになるかもしれない。 285は小

型の短頸壺。回転ナデで調整。 286,287は底部。回転ヘラ削りを外面に残し、底部はナデで調整する。

288,289は鉄鉢形の鉢。共に口縁部が内傾し、外面胴部下半には回転ヘラ削りが施される。 290.......... 298 

は壺。 290,291は短頸壺。 290の口縁部は内傾する一方で、 291の口縁部は開き気味と想定される。

292----298は長頸壺。 292は頸部が残存し、外面に二条の沈線が入り、それより下部の内外面にシボリ

痕が残る。 293.......... 297は胴部のみ残存するもので、 293,294,297は肩が鋭く張る形態を呈する。 295は肩

部に一条の突帯を持ち、その上下に格子目のタタキが見られる。内面は頸部と胴部との境界と、突

帯の裏側にあたる箇所にユビオサエが認められる。白色を呈するもので、形態などから肥後地域か

らの搬入品かと思われる。 298は底部が残存し、底部にはタタキと見られる 2本の線が見られる。

299----306は甕。 299は2つの個体を同一個体として復元実測した。外面にはカキメの後に縦方向の平

行タタキを施す。内面は青海波タタキが認められる。 301は内外面共、上半部はヨコナデで下半部は

外面が斜め方向の平行タタキ、内面は青海波文タタキを施す。 302は復元径に不安が残るが非常に大

型のもの。外面は横方向の平行タタキ、内面には同心円文タタキが見られる。 300,303----306は口縁

部が残存する。 304の外面には 2列の波状文が見られる。

307----366は土師器。 307----310は杯蓋。摩滅で判然としないものもあるが、基本的に内外面とも回

転ヘラ磨きを施す。 308には重ね焼きの痕跡が残る。 310は大型の薔のツマミ部で、ツマミの径は

4.6cmにもなる。 311----318は杯。 311,312は高台を持つ。 311は回転ナデで仕上げ、須恵器の形態を模

倣したかのような形態を呈する。 312は内外面ともヘラ磨きが見られ、底部は回転ヘラ削りが認めら

れる。 313,314は口縁部が直立ないし内傾し、古い様相を見せる。 313はヘラ切り離し、 314の外面下

部には横方向のヘラ削りが見られる。 315は一見11世紀後半代の丸底状の形態をとるが、赤褐色を呈

し、外面下部には横方向のヘラ削りが見られ、他の土器と時期的にあまり隔たるものではない。 316

----318はヘラ切り離しの平底を呈するもの。 319は鉢の口縁部。内外面とも回転ヘラ磨きが見られる。

320----345は甕。口縁部形態や最大径の箇所などは様々であるが、基本的には外面にタテハケ、内面

にヘラ削りを呈するものがほとんどである。しかし、 322や324を見ると、外面にヘラ削りが見られ、

前述の126同様非常に珍しい。 320,322は平底状を呈する。 328の口縁部は土師器としては特徴的であ

り、須恵器を模倣したかのような形態をしている。 339は二つの別個体を同一個体として復元実測し

たもの。外面は頸部に布厚痕が残り、胴部にはタテハケ、底部にはタタキの痕跡が残る。内面は、

頸部にヨコハケとユビオサエ、胴部にヘラ削り、底部にユビオサ工を施す。 346は移動式カマドのロ

縁部。内面から口縁部には黒斑が見られる。

次に報告する347.......... 351は時期的に新しいものである。おそらく上層の出土ないし後世に混入した

ものと考えられる。 347は黒色士器。内面のみ黒色のA類。調整は図化できない程にはっきりしない

が、内面はヘラ磨きで仕上げているようである。

348は土師質の鍋の口縁部。口縁頂部にタタキの痕跡が残る。内面にはヨコハケが認められる。

349は土師皿。底部は糸切り。口径9.3cm、底径7.6cm、高さ0.9cmを測る。

350は白磁。外面には蓮弁風の文様を持ち、薄い緑色の釉がかかる。 11世紀頃のものか。
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351削泉窯系の廿磁。外面に蓮弁の文様を持ち、暗緑灰色の釉がかかる。

その他包含層出土土器・陶磁器 （図版20・24、第93図352~361)

ここでは自然流路束岸鉱含府を除く、包含罰、試掘時から出＋．したもののほかTIIX: 内で出上した

ものを報告する。352~355は須息器。352は杯沿。口絃端部を折り曲げる形態。353,354は杯身。353

は裔台を持ち、同転ナデないしナデで仕上げる。354は研合を持たない。復元径は21.8cmとかなり大

型。 外面下部に回転状のヘラキズが見られる。 ~55は売の脱部破片。 外面に格十目タタキ 、 内面に行

海波文タタキを施す。356~358は十直面器。356は杯。口緑部は直立気味。357は売。外而頭部はユピ

ナデ、外面胴部はエ具ナデで調整する。357は甑か。小さい把手は特徴的である。359はn磁椀。灰

白色の釉がかかる。360はluJ安窯系の百磁椀。緑灰色の釉で、内而下部に傾きの変換点がある。361

は龍泉窯系の行磁椀。暗緑灰色の釉で、内面に蓮弁文様とその上に横線が入る。

［参考文献］

横w骰次郎1983「福岡県内出土の似について一分類と編年に関する一試案ー」 「九州歴史脊料館研究論集」9

九州歴史汽料館

ご、

こ
こ三

二 拗

←゚ r r T r T 

10cm 
二 j

第93図 II区包含肘出十．七器実測図 (1/3、355は1/6)

II区自然流路東岸他含土庖断面 ll区空中写真搬影風娯
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(4) II 区出土金属生産関連遺物（第94~97図）

II区からは若干の金属生産関連遺物が出土した。大きく分けると鍛冶関連遺物と青銅関連の遺物

に分類できる。重量にして約3500g余りしかなく、生産活動を行うにはあまりにも少ない量である。

また、関連する遺構も検出されていないことから当調査区内では、金属関連の生産活動は行ってい

なかったと考えられる。しかし、近辺に鍛冶及び青銅鋳造の工房は想定できよう。以下順に遺物の

説明を行う。

鉄滓 (271)、椀形鍛冶滓 (272) は鍛冶工程に伴うもの。 271にはエ具痕が見られる。鉄製品 (271

~2s2) には、鉄釘 (273,274,277,279~282) 、刀子 (275,276) 等がある。

青銅関連遺物 (283~305) には、銅滓 (283~290) 、土塊（青銅含） (291,292)、銅塊 (293,294)、

銅湯こぼれ (295)、青銅製品 (296,297)、バリ (298,299)、炉壁（銅） (300~303) 、鋳型 (304) 、羽

口（銅溶解炉） (305) がある。青銅製品 (296) は一見非常に質が良く、明らかに297とは質が異な

る。銅匙の柄部とも考えられるが、そ

うするにはやや厚みが薄すぎる観があ

る。分析結果によると、青銅の鍛造品

であるという (P.195参照）。青銅製品

を鍛造して再加工したものかもしれな

ぃ。また、バリ (299) は、分析結果

で、ゲルマニウム (Ge)、ビスマス

(Bi) 等の特徴的な元素が確認されて

いる (P.202参照）。これら二者と後述

のIII区の青銅関連遺物とでは、元素組

成が異なり、原料産地が異なる可能性

が分析結果によって指摘されている。

このことは I1区の青銅関連遺物の所属

年代が、中世初頭と考えられる皿区と

は異なり、 II区で検出された遺構の年

代、つまり 8世紀にまで遡ることを示

唆しているのではなかろうか。銅滓

(288) が 8世紀の 2号住居の貼り床土

鉄滓 I鉄製品 I 銅滓 I毒銅塊 I炉壁 I羽口 I 砥石

（エ具痕付） M (0) ~L  (●） I (青銅系）I(銅溶解炉J
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第94図 I1区金属生産関連遺物分類構成図 (1/8)

から出士していることも、このこ

との傍証になろうか。鋳型 (304)

はあまりに小片過ぎて真土部もな

く、器種は不明。青銅製品の鋳造

に使われたものであろう。 306----

311は砥石。砥石は II区で一番多

く出土している。

第 7表 II区金属生産関係遺物数量一覧表 （単位：g) 

メタル度 1号住居 2号住居 自然流路 自然流路東岸包含肘 その他 小計

含鉄鉄淫
銹化（△） 11 0.0 113.8 874.8 115.3 1105.0 

H(O) 0.0 0.0 24.0 0.0 0.0 24.0 

』魯 流動滓
なし 0.0 16.3 3.9 8.3 433.0 461.5 

椀形鍛冶淫 銹化（△） 0.0 0.0 0.0 56.5 0.0 56.5 

鉄製品
銹化（△） 0.0 0.0 7.1 61.0 0.0 68.l 

L(●） 0.0 0.0 0.0 9.1 74.0 83.1 

小 計 11 16.3 148.8 1009.7 622.3 1798.2 

炉整（銅系） なし 0.0 0.0 94.4 679.6 0.0 774.0 

羽口（笛解炉系） なし 0.0 0.0 0.0 26.3 0.0 26.3 

鋳型 なし 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 4.0 

なし 18.8 46.3 7.5 27.9 0.0 81.7 I 宵銅滓
H(O) 0.0 0.0 0.0 43.5 0.0 43.5 

M(◎） 0.0 0.0 0.0 8.4 0.0 8.4 

土塊（行銅含） なし 0.0 0.0 201.0 0.0 0.0 201.0 

銅塊 L(●） 6.3 0.0 0.0 48.4 0.0 48.4 

銅湯こぼれ
H(O) 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 1.5 

銹化（△） 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 1.6 

青銅製品 特L(*) 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 1.0 

パリ なし 2.8 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 

小 計 27.9 46.3 306.9 837.0 1.5 11917 

砥石 なし 0.0 105.4 465.9 0.0 571.3 

合 計 29.0 62.6 5611 2312.6 623.8 3561.2 
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第95図 I1区出土金属生産関連遺物実測図 (1) (1/2、271,272は1/4)

II区金属生産関連遺物観察表1(鉄滓）
長さX幅x原 (mm):重さ (g)

メタル度 I 磁着度

50 X 57 X 34:72.2 

銹化（△） I 5 

出土位似渇位）

遺物名

271 
ll -3区JG.E

1鉄滓（エ具痕付）

（椀形鍛冶滓）

2~ 
（鉄製品）

図No. 特記事項

下面に突出部を持つ特殊な滓。上面は小範囲の平坦面。側面は小

さな破面が連続。突出部は丸棒状のエ具痕に流入した淫。

登録No.

271 

42 X 73 X 15:56.5 

銹化（△） I 4 

扁平な椀形鍛冶滓の半欠品。上面は不規則な波状。下面は全体的

には浅い皿状。内部は気孔が目立つ。
272 

273 
ll-3区遺構面 12 X 5.5 X 5:lJ 小型の鉄釘。身部のみが残存。断面形は方形を呈する。

鉄製品（鉄釘） 銹化（△） | 2 
273 

274 
II-2区自然流路西端B-Ctr.間 22 X 5.5 X 3:1.7 小型の完形の鉄釘。頂部を若干折り曲げて、釘頭を作り出す。先端

鉄製品（鉄釘） 銹化（△） | 4 はやや丸いが、完形品と推定。断而形は長方形。
274 

275 
II区東端（床土）黄灰色包含層 26 X 13 X 4:2.4 鉄製刀子の刃部。先端のみが残存する。刃は片刃に作り出される。

鉄製品（刀子） 銹化（△） | 4 
275 

276 
II -3区 A-lG斜面 42 X 10 X 4:3.6 鉄製刀子の柄部。刃部は欠損。やや横方向に湾曲するが、元来のも

鉄製品（刀子） 銹化（△） | 2 のかどうかは不明。木質等は残存せず。
275-2 

277 
11区東端（床土）黄灰色包含屈 58X 5X 5:5.7 大型の鉄釘。身部中程で折損し、先端部が残存。断面形態は丸い。

鉄製品（鉄釘） 銹化（△） | 4 
276 

278 
II -2区南壁sec.下（遺構面） 34 X 16 X 17:8.9 性格不明の鉄製品。断面は不整二角形を呈すると考えられるが、破

鉄製品（不明鉄製品） 銹化（△） | 7 面を見ると、鉄板を幾重にも折り重ねたような状況が認められる。
278-1 

279 
II-2区南壁sec.下（遺構面） 40 X 12 X 7:9.1 鉄釘の未成品と考えられる。頂部は折り曲げて釘頭を作り出すが、先

鉄製品（鉄釘未成品か） L(●） I 5 端部は分厚く丸い形状で、あたかも製作途上を思わせる。
278-2 

280 
II -3区B-2G灰褐色土土器集中部 82 X 16 X 10:25.3 大型の完形の鉄釘。釘頭は丸く作り出される。断面形は不整円形を

鉄製品（鉄釘） 銹化（△） 1 4 呈する。
279 

281 
II -2区西端北壁tr. , 84 X 21 X 17:74.Q 両端部とも丸く作り出され、どちらが頭部にあたるかは不明。製品とも

鉄製品（鉄釘未成品か） L(●） I ， 考えられるが、大型の鉄釘の未成品とする。断面形態は不整円形。
280-1 

282 
II -3区灰褐色土土器集中部 61 X 18 X 9:14.Q 一見、湯こぽれにも見える鉄製品。鉄釘などの鍛造品の製作途中の

鉄製品（鉄釘未成品か） 銹化（△） | 3 ものであろうか。
280-2 
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第96図 I1区出土金属生産関連遺物実測図 (2) (1/4、295----299は1/2)

II区金属生産関連遺物観察表2(銅滓）

図No.
出土位置（園位） 長さx幅x厚 (mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

283 
II -2区調査区南 18 X 16 X 10:2.5 ごく小さな塊状。緑青色が強く、風化が激しい。一部は紅色で鉄系の

銅滓 なし I 3 酸化色。
281 

284 
II -2区自然流路 22 X 15 X 12:3.8 風化が激しく、表面が顆粒状になった銅滓片。小さなくぽみの一部は

銅滓 なし I 1 木炭痕。
282 

285 
II -2区自然流路C-Dtr.間東側 22 X 26 X }3:3.4 木炭片と青銅系の滓の混合物。滓は風化が進み、表面の酸化土砂

銅滓 なし I 2 は鉄鉗色。
283 

286 
11区住 1内銅11 29 X 25 X 12:9.3 小塊状の銅滓。内部には隙間があり、二次的な緑青色の酸化物が

銅滓 なし I 1 流動気味。表面に薄く酸化土砂。
284 

287 
II区住 1内銅12 27 X 29 X 19:15.1 炉壁土の溶解物と銅滓の混合物。横部を中心に酸化土砂。銅浮の

銅滓 なし I 2 一部は酸化：t砂。 285 

288 
II -3区1号住（貼り床内） 38 X 41 X 37:45.Q やや風化気味の椀形滓様の銅滓。上面は一部平坦。下面は深い椀

銅滓 なし I 5 形。内部に木炭を含む。
286 

289 
II区東鉄1 灰褐色包含層 32 X 33 X 33:43.5 酸化土砂に覆われた塊状の滓。本来は銅塊の可能性もあり。下面に

銅淫（含銅） H(O) I 3 瘤状の酸化土砂。この土砂中にも数mm大の滓を含む。
287 

290 
II区東銅5 灰褐色包含附 28 X 22 X 7:8.4 扁平な銅塊。内部に気孔を持ち、湯こぼれ状。

銅滓（含銅） M(◎） 1 1 
288 

（土塊（青銅含））
291 I II-2区自然流路Ctr.南（東側） 72 X 48 X 36:91.6 灰色の土塊中に銅滓を含む。一部厚さ0.7mm前後の湖板状の製品 I 

土塊（青銅含） なし I 1 片？も覗く。土塊そのものは鋳造土坑の：I:. 砂か？。
289 

292 I II -2区自然流路Ctr.南（東側） 63 X 71 X 35:109.4 灰色の土塊中に銅浮を含む。土塊中には石英質の石片を主体に微 I 
なし I 

290 
土塊（青銅含） I 細な銅淫や木炭片あり。

（銅塊）
293 I 11-2区自然流路Ctr.南（東側） 20 X 18 X 6:6.3 扁平板状の銅塊。表面は風化。平面が浅い樋状。わずかに吸炭？小型の堆

土塊（青銅含） L (●） I 1 禍底の内容物か？。
291 

294 I JI -2区自然流路Ctr.南（東側） 30 X 23 X 20:48.4 塊状の比重の高い青銅塊。表面には土砂、側面の一部に青銅の一部分。 I 
L (●） I 

292 
土塊（青銅含） 2 紅色の酸化物が生じる。全体に樋状で鋳型へ注く樋中にとどまった背銅塊か？。

（銅湯こぼれ）
II .3区 19 X 8 X 4:1.5 やや扁平な滴状の青銅塊。典型的な湯こぼれの一種か。

I 295 銅湯こぼれ H(O) 1 
293 

（青銅製品）
296 I Il-3区A・B-2G灰褐色こI: 42 X 7 X J.5:1.6 分析No.18(P.177参照）

I 
※ 青銅製品 特L(*) I 1 

291 

II -3区逍構面 24 X 17 X 2:1.0 薄板状の銅製品。銅質が悪いせいもあってか、かなり風化が進んで

297 I青銅製品
銹化（△） | 2 

おり296とは明らかに質が異なる。表面には黒灰色の微砂が付着し、 1 292 

これを真土ないしクロミと見れば、鋳造失敗品とも考えられる。

（土塊（青銅含））

298 
II区東端銅6 灰色包含屈 14 X 13 X 1:0.3 1ごく藩い青銅系のパリ。全く平坦でなく端部平面が下に反る。地の原

296 
バリ なし I 1 Iみは025mm前後。横にはみ出したパリではなく、表面付着のバリか？。 I 

299 II区住 1内 28 X 22 X 1.5:2.8 1分析No.37(P.184参照）

※ バリ なし I 2 
7 I 297 
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第97図 II区出士金属生産関連遺物実測図 (3) (1/4、304-----311は1/3)

II区金属生産関連遺物観察表3(炉墜（青銅系））

図No.
出土位懺（層位） 長さx幅x厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

300 
II -3区A B-2G 灰褐色土 33 X 19 X 12:4.4 上面巾央に緑青の吹いた滓が残る炉壁片。裏面は籾殻をまじえた

298 
炉壁（青銅系） なし I 1 ザックリとした炉壁。内面の表層6mm程は滓層で、気孔が多い。

301 
11-3区A・B-2G 灰褐色土 25 X 25 X 28:11.5 表皮が紫紅色に発色する炉壁片。比較的硬質で、裏面は赤褐色に

299 
炉墜（青銅系） なし I 1 被熱。表面が山なりで、羽口の可能性もあり。

302 
II区東灰褐色包含層 45 X 60 X 34:46.0 黒色ガラス質滓が付滸する炉墜片。一部紫紅色の発色あり。灰色の

300-2 
炉壁（青銅系） なし I 1 炉壁胎土にはスサが混和される。

303 
II -2区自然流路Btr.北（東側） 48 X 57 X 47:94.4 炉壁質の溶解物。黒色ガラス質淫部分と表皮にやや紫紅色部あり。

301 
炉墜（行銅系） なし I 4 

瓢区自然流路Bt,北（東側）

（羽口（銅溶解炉系））
I 11-3区A・B-2G 灰褐色土

305 羽口（銅溶解炉系）

21 X 17 X 14:4.Q 

なし I 1 

鋳型の母型部。残存する面は鋳造面とは反対側か？。一部灰白色。

胎土は粗く、石英質、スサをまじえる。
301-0 

30 X 42 X 38:26.3 

なし 3 

断面が黒色ガラス質の滓に覆われた羽口先端部破片。胎土は石英

質の粒子の多い硬質土で、通風孔部は中口径か？。301に関連する I 302 
ものか？。

（砥石）

306 
II -2区南端 52 X ]3 X 10:9.5 黒色の泥岩質の砥石。三面の使用を確認。下面は破面。特に上側

303 
砥石 なし I l 面中央部が庖り減る。

307 
11-3区A-2G段上tr.南 58 X 38 X 16:44.4 灰白色の泥岩系の石質。表面は黒褐色。三面の使用を確認。下面

砥石 なし I 1 は破面ではないが、不使用か。中央部が磨り減る。
304 

308 
II区自然流路灰黒色包含陪 127 X 40 X 14:105.4 灰色の泥岩系の砥石。破面と端部を除く全面で使用が確認される。

306 
砥石 なし I l 平面中央部は特に磨り減り、窪みが生じている。

309 
II区住 1 84 X 34 X 12:70.2 緑灰色の軟質の砂岩質。その形状から弥生時代の石斧とも考えら

砥石 なし I 1 れたが、砥石であろう。端面を除く全面での使用を確認。
306-2 

310 
II -3区灰褐色土土器集中部北側西 80 X 55 X 23:134.9 暗緑色の軟質の砂岩質。自然の銹滸が激しい。四面での使用を確認。

307 
砥石 なし I 1 端面には横方向の擦痕が認められる。

II-3区遺構面 135 X 68 X 36:277.1 灰白色の泥岩質のやや大きい砥石。自然の銹倍が激しい。右端部

311 砥石
なし

I 
の横幅と中央部の横幅の差を考えると、大変使用されたと考えられる。 308 

1 
四面の使用を確認。
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(5) 皿区検出遺構と出土土器・陶磁器

1)調査区の概要（第98図、付図 1)

m区調査区の北端では、鋳造関連遺構が検出された。遺構の分布は、長さ 2----3 mにも及ぶ鋳造

土坑を中心として、木炭や鋳型が検出される土坑数基、焼土坑などがその周辺に検出された。鋳造

士坑の西側には南北に走る 2本の溝が検出されたが、鋳造に関係すると思われる土坑を切っている
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第98図 II1区鋳造土坑周辺遺構実測図 (1/80)
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ため、若干新しいものと考えられる。また、鋳造土坑の南側約10m地点でば焼土面と遺物の集中が

見られたが、これは鋳造に関係するかどうか不明である。

また、鋳造士坑の周辺には数多くのピットも検出されたが、建物跡として並ぶものはなく、わず

かに柱穴列が 1列検出されるにとどまった。しかし、本来鋳造を行う際には簡易的な覆屋を設営し

たものと思われる。

鋳造土坑から若干離れた所では、 13号土坑や 6号土坑で、埋土から鋳型や滓などが検出され、鋳

造関連の遺構を思わせるが、調査区中央付近は鋳造に関連すると思われる遺構は少なく、やはり操

業の中心は北端の鋳造土坑周辺であると思われる。また、調査区南部では、溝、土坑などを検出した。

なお、調究時には14号土坑は不注意から欠番となってしまったため、調査時の15,16号士坑は報告

時ではそれぞれ14,15号土坑として報告する。

2)鋳造土坑

鋳造土坑（巻頭図版 1、図版12、第98・99図）

東西3.lm、南北約2.2mの不整形の土坑で、いくつかの切れ合いが想定されたが、上面検出時には

その関係がはっきりしなかったために、十字に畦を残して土坑を 4分割して掘り下げを進めた。土

坑の中央には、羽釜の鋳型が途切れながらも円形状に取り巻き、鋳型の外型がほぼ原位置に近い状

況で残存していたことが判明した。そして、鋳型の内側には灰白色の砂（第 5層）が堆積しており、

その位置からガス抜きのための中子砂が残存している状況と考えられた。よってこれらの状況から

この士坑において実際に鋳造の操業が行われていたことは確実と考えられる。

土層断面を見ると、土坑中央部最下層に東西0.7m、南北0.4mの不整楕円形の掘り込みと黒褐色の

堆積土 (11層）が認められ、若干ではあるが鋳型片が出土している。この掘り込みの性格は今ひと

つわからないが、これと同じような下層の掘り込みは土坑南東側でも見られた。

そして、土坑全体の底面にも褐色の士 (9層）が堆積するが、この層には銅滓や鋳型片、溶解炉

壁片などが多く検出され、最終操業の際に防湿のために敷いた土であると考えられる。そして、 9 

層の上面に鋳型を据え、褐色ないし黄褐色の土 (7・8層）である程度裏込めをした上で鋳込みを

行っている。残存する鋳型の高さは10cmほどに過ぎないので、本来は掘り込みの深さはより深かっ

たと考えられる。第 1.......... 3層は鋳型片が大量に出土しており、その堆積状況から完成した製品を倒

して鋳型を外した時のものであることがわかる。この事実から類推すると、鋳込みが終了した時点

羽釜は東側へ倒され、鋳型が取り外されたと考えられる。

なお、この土坑の東側の突き出し部分は、土層から見て、西側の大きな土坑に切られていること

がわかる。

出土土器（第100図326)326は須恵器で杯身の口縁部か。回転ナデで仕上げる。混入したものか。

3)焼土坑

皿区でば焼土坑が 5基確認された。 2・3・4号士坑は調査区西側の上段から検出され、相互の

関連性が想定される。

2号土坑（図版12、第101図2)

調査区北西端部の斜面上に位置する。東西長約0.8m、南北長約0.7mの方形の焼土坑。土坑の側面

のみならず底面まで強い被熱を受けており、後述の 3・4号土坑とはあり方が異なる。埋土はオリ

ーブ褐色の単層で、木炭などの堆積は認められない。上層に集中して土器、石、瓦片、鉄滓等が出

土したが、土坑埋没時における流れ込みであろう。本来は土坑東側にも側壁があったが、斜面造成

時に削り取られてしまったものであると考えられる。性格については不明である。
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なお、この上坑の南側のP-10からは十．師器が梨巾

して出土している。

出土土器 （図版23、第IOOl:Xl363)上師器の把手。前

述の通り365に酷似する。

3号土坑 （第1011叉I3) 

調査Ii北西端から南側約18m付近の上段平坦面に

位骰する。東西長約0.5m、l対北艮約0.6mの桁円形を

呈する。西側側壁の一部のみ赤く被熱する。深さは

5cmあまりで、かなり削平を受けていると考えられ

る。顕著な遣物は認められなかった。

4号土坑 （図版13、第101似I4) 

3 乃＋．坑の北側約2.5mの上段 'I~坦面に位骰する。

束西長約0.65m、南北長約0.9mの隅丸長方形を呈す

る。上坑の南側を除く三カの側壁を中心に赤く被熱

する。蚊 f/r1に薄く木炭1M(第 5府）が広がる。顕

存な迎物は認められなかった。

10号土坑 （第101囮10)

鋳造土坑の南束側約2m、 1号土坑の束側に隣接

皿区 3号土坑

III区10号上坑
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する位置にある。直径約0.25mの不整円形で、底面を含め、土坑全体は赤く被熱している。深さは

5cm未満と非常に浅く、 1号土坑同様、非常に削平を受けている。遺構内の埋土は、全て水洗弁別

により確認したが、遺物はわずかに鉄滓が1.3g検出されただけで、鋳造に関連する土坑であると考

えられるが、決め手に欠ける。

11号土坑（第101図）

調査区南方、 4号溝の上層埋土から掘り込まれた東西長約0.4m、南北長約0.55mの楕円形を呈す

る。西側側壁を中心に側壁部分は赤く被熱する。最下層に薄く木炭層（第 2層）が広がる。土坑内

からは士師器の細片が出土したが、図化できるものはない。

4) 土坑

III区では、焼土坑や大型の鋳造土坑ではない士坑が 9基検出された。調査区南方に位置する12号

土坑を除けば、鋳造土坑の周辺に位置し、これらの土坑は鋳造に関連する遺構と考えられる。

E
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89.lm 

微粒砂

（梢砂視じる．焼土木炭•土器視じる）
2. 黒色木炭府

10号士坑

1. 黒色(JOYR2/l)微粒砂（粉炭混じる）

に3府がプロック状に混じる

2明赤褐色(25YR5/6)微粒砂(3府の被熱面）

3. 黄褐色(10YR5/6)微粒砂（礫混じる）【基盤府l

89.6m 

891m 

lrn 

89.lm 

第101図 1I1区焼土坑実測図 (1/30)
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第102図 m区上坑実測図 (1) (l/30) 

1号土坑（第981叉I)

鋳造上坑の南幽側に接するように検出された。輻約3mの小整形の土坑で、深さは5cm程度と非常

に浅かったが、土坑全面にわたって木炭の堆積が認められた。木炭の他に鋳型片や炉墜片、滓など

も検出されたことから、鋳造士坑における鋳造の際に、溶解炉を採業した痕跡か、もしくは排滓場

のような空間を想定できると思われる。

なお、土坑の下附からいくつかのビットが検mされている。

5号土坑 （第102図5)

調査区北端より南側へ約22m、鋳造関連逍構群の南端に位匝する。南北長1.9m、束西長約2.8mの

不幣形だが、埋十．は基盤肘に非常に類似する暗黄褐色系の上で、平面プランには自信がない。上坑

からは、七器片の他、鉄製品、鉱滓が柑土しており、鉄製品は七坑の底部の方から出上した。なお、

この七坑の I・.庖付近から罷泉窯系の陶磁器や上師皿

などが多く検吊されたが、この土坑に伴うものであ

るかどうかは不明なので、包含翔出 r:のものとして

報告している。確実に上坑に伴う十器で図化できる

ものはない。

6号土坑 （囮版13、第103liJ6) 

潤介区北端より南側へ約23m、鋳造関述辿構群の

南端に位i『する。直径約0.-15~0.Smとやや小さい円

形の十．坑だが、上附の、~Jヽ ~-褐色土からは土器片、鋳刑

片、鉱滓、被熱石等が出土した。 m区5サ土坑
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1. 暗褐色(10YR3/4)

微粒砂

（しまり弱、木炭多く混じる）

2. にぶい黄褐色

(lOYR4/3) 

微粒砂（しまり弱）

3. 明褐色(7.5YR4/3)
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第103図 m区土坑実測図 (2) (1/30) 
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/IU土器 (I甜版21、釘~100図364) 364は直器災。外面にナナメハケ、内而にナデが見られる。

8 号土坑（第103~] 8) 

鋳造 i—:l/Cの西約 2mに1州在する東西長約0.8m、南北長約0.75mのイ遠を円形の上坑で、 2~-溝に切ら

れる"J!fl. J・. から鋳型片、炉墜片、鉱滓等の他、 2点の把手が出十．している。

出土土器 (I叫l版24、第100図365.366)365.366とも、甑または移動式カマドの把手部。人きさや胎i:

が異なることからこの 2点が対になるのではない。むしろ365は後述する 2サt坑出上の363の把f-

と酷似する。ltiJ個体のものかもしれない＂調整は共にユピナデ、内面はヘラ削り 。

9号土坑 （第103図 9)

鋳込七坑の西側に隣接する位骰にある東西長約

0.35m、南北長約0.85mの長桁円形のJ.:坑。西側と北

側に中段を有する。 I舟りの賠褐色 Lを中心に錯nrn-、
鉱i求等が出十した。

IH十土器（第IOOlil367)367は須忠器皿。 白色の牛

焼け。混人したものと考えられる。

12号土坑 （第103岡訟）

1号溝の南側約5mに位罰する。束西長約0.95m、

,+J北長約0.7mのイ湘整円形の上坑で、南側の一部は、

他の不救形のピットに切られるようである。土坑底

而から芥T浮いた状態で完形の七師11111点が正位で

出十．した。人為的におかれたか流れ込みかはイ澗明。

出上上器 (l,.(j版21、第100囮370)370は完形の上師

器杯。底部は糸切り 。l」径13.2cm、底径8.7cm、高

さ2.4cmを測る。13世紀前半のものと考えられる。

13号土坑 （第103図14)

鋳造上坑の南束約10mに位骰する。東西艮約0.7m、

南北長約1.2mの桁Pl形で、埋上中から鉱滓等の鋳造

関述迫物が出十．した。なお、この13サ土坑は落ち込

みP-47を切っていたが、この落ち込みからは、鉄滓

や釘などの鉄製品が出J:したu

14号土坑 （第103図14)

鋳造上坑の北側約3mに俯岡し、東西長約0.65m、

南北長約I.Omの杓円形を早する上坑。北側でピット

に切られる。哩臼1からは鉱滓等の鋳造関連追物が

出上した。

15号土坑 (I叉1版13、第103図15)

鋳造七坑の北東側約2mに位四し、束西長約1.4m、

南北貶約1.4mの不整円形を呈する 1・坑。黒褐色上の

m区9号土坑
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埋土から多くの石の他、土器、輔羽口、鉱滓などの鋳造関連遺物も出土した。

出土土器（第100図368,369)368は土師器杯蓋。口縁部にかえりを持つ形態。赤褐色を呈する。 369

は土師器杯。外面下部に回転ヘラ削り。口縁部がやや内傾する珍しい形態。共に混入したものか。

5)段状遺構

段状遺構（図版13、第104図）

調壺区北西端より南側へ約25m付近、西側斜面に掘り込んで平坦部を形成する。斜面に平行する

方形を呈し、東側については、後世の耕作により削られているので、東西長は2.3m以上を測る。北

側については掘りすぎたために北西側コーナは不明だが、士層から想定して約3.5mであったと思わ

れる。いくつかのピットは検出されたが、確実に柱穴と目されるものはない。

土層図を見ると、土器を多く含む黒褐色系の包含層の上層に、主に褐色から黄褐色系の土が堆積

し、段状遺構がある程度自然に埋没した段階で一気に埋め立てて、斜面と上段の平坦面を造成した

ことがわかる。この面を境に、造成土上層と下層に分けて、出土遺物を報告することにする。

この遺構の性格であるが、遺構内ないしその周辺から鍛冶滓や釘などの鍛造品、鋳造失敗品など

が検出されているし、遺構内のP-18からは鍛冶羽口が検出されている。よって、鍛冶炉などは検出

されていないが、鍛冶に関連する遺構であった可能性が高いと思われる。

出土土器（図版21、第105図371------375)371-----373は段状遺構内、 374,375はそれに隣接するP-19から出

土したもの。 371は須恵器皿。底部には回転ヘラ削りが見られる。 372,373は士師器杯。外面下部か

ら底部にかけて回転ヘラ削りが見られる。 374は須恵器杯蓋。口縁端部を若干折り曲げる形態。 375

は須恵器杯身。高台が付き、口縁部が開く形態。

造成土下層出土土器（図版21、第105図376-----383)376-----381は須恵器。 376------378は杯身。 378を除き

高台が付く。 379は鉄鉢形の鉢。口縁部はかなり強く内傾する。 380,381は甕。 380の外面には格子目

文のタタキ、内面には同心円文のタタキを施す。 381の外面には波状文が見られ、内面には青悔波文

タタキが見られる。 382,383は土師器。 382は杯で、外面下部から底部にかけて回転ヘラ削り。 389は

稔
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[ 7恩と 8屈は基盤層l 2m 

第104図 III区段状遺構実測図 (1/60)
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第105図 1I1区段状遺構及び造成士下層出土士器実測図 (1/3、380,381は1/4)

甕。外面は斜めハケ、内面はヘラ削り。全て 9世紀までの資料である。

造成土上層出土土器・陶磁器（図版21・24、第106図384-400)384-389は須恵器。 384-388は杯

身で、 384-387には高台が付く。口縁部がかなり開く形態が多い。 388は高台のない杯。底部はナ

デで仕上げる。 389は甕。外面は横方向の平行タタキの後にカキメ、内面は横方向の平行タタキが

施される。 390-394は土師器。 390-392は杯。内外面とも、回転ナデあるいはナデで仕上げる。

393は椀。黄褐色を呈する。 394は甕。内面にヘラ削りが認められる。 395,396は黒色土器。共に内面

が黒色のA類。内面から口縁部付近にヘラ磨きが認められる。 397は土師皿。底部はヘラ切り。 398
は土師器の移動式カマドの鍔部。赤褐色を呈し、一部に黒斑が見られる。 399は龍泉窯系の青磁椀。

緑色釉で、外面に蓮弁文様が見られる。 400は灰釉の鉢。外面に暗褐色の釉が付着する。
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第106図 皿区造成士上層出土土器実測図 (1/3、389,394は1/4)

6)溝

1号溝（図版13、第107図）

調査区のほぽ中央部、南北に走る全長約25mの溝状遺構。幅は南端で約6m、北側へ行くほど狭く

なる。それと同様に、深さも北側へ行くほど浅くなり、北端では削平により途切れている。埋土の

上層では灰黄褐色系の土が堆積するが、最下層は概ね砂層であり水が流れた可能性を示唆する。

A-A'やB-B'の断面を見ると、この溝は幾度か掘られた痕跡が認められるし、溝の南端では、平面

で溝が 2本に分かれている状況が読みとれる。特に溝の西側最下層では、完形の土師皿が並ぶよう

にいくつか出土している。溝の上層からも鉱滓の他、古代の土器が多く出土しているが、これらの

完形の土師器の時期は11世紀後半から12世紀中頃にあたり、溝が掘られた時期のこのことに求める

ことができると思われる。なお、溝の北側最下層において完形の土師器杯が大きな銅塊（第123図
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1. 灰黄褐色(IOYR5/2)砂質土

2. にぶい褐色(7.5YR5/4)砂質土（しまり強）

3. 灰黄褐色(IOYR4/2)砂質士と黄褐色 (IOYR5/6)

砂質士が混じる

4. 灰黄褐色(IOYR4/2)砂質土

5; 黒褐色(IOYR3/2)粘土

6. にぶい黄褐色(10YR5/2)砂

86.5m D' 

1. にぶい橙色(5YR6/4)土

2. 暗灰黄色(2.5Y5/2)土

【I・2層はI□耕作士】
3. 灰黄色(2.5Y6/2)

砂質土（土器混じる）

◎ 

1. にぶい黄橙色(!OYR7/3)微粒砂

（礫・細粒砂・マンガン粒混じる）

2. にぶい黄褐色(IOYR5/3)細粒砂

（マンガン粒混じる）

3. 明黄褐色(!OYR6/6)シルト（しまり強、

灰色(7.5Y4/l)

シルトがプロックで況じる）

゜
第107図 皿区 1号溝実測図 (1/120) ・土層図 (1/60)
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第108図 rn区1号溝出土士器実測図 (1) (1/3) 
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第109図 m区1号溝出土土器実測図 (2) (1/3、453は1/4)

427) を伴って出土したのは、注目すべき事実である（巻頭図版 2)。

そして、溝の南端では道路の攪乱により溝は切られ、本来は I区の北部の方へ続いていたと考え

られるが、削平により I区では検出されなかったと考えられる。 I区の北部では、いくつか銅滓な

どの鋳造関連の遺物も出士したが、 1号溝からの流れ込みと考えられる。

出土土器・陶磁器（図版21・22・24、第108・109図401-----458) 401 -----422は小皿。底部は401-----419は

ヘラ切り。 420-----422は糸切り。 402-----407,411,412,4l 4-----420,422に板状圧痕が見られる。寸法等につい

ては第 8表の通り。 423-----443は土師器杯。主に丸底状を呈するものが大半だが、 433,437,442,443のよ

うに平底に近いものもある。底部は全てヘラ切りで、 423,425,427,430,432,440を除く全てに板状圧痕

が見られる。寸法等については第8表の通り。 444-----446は黒色士器。共に内面のみ黒色のA類だが、

445の黒色の範囲は内面下半部のみにとどまる。 446は内外面とも黒色のB類。全て回転ナデ又はナ

デの調整が見られ、ヘラ磨きなどの調整は見られない。 447は白磁椀。玉縁状の口縁を持つ。 448は

褐釉の盤。底部は糸切りで、内面には暗赤緑色の釉がかかる。

449-----458は溝の時期とは直接関連のないもの。 449-----453は須恵器。 449はJill。底部はヘラ切りの後

にユビナデを行う。 450は長頸壺。頸部の内外面に斜め方向のシボリ痕が入り、一条の沈線が見られ

る。 451-----453は甕。 452は頸部付近の破片で、外面にカキメを入れ、波状文と二条の沈線が入る。
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454-:--458は土師器。 454は杯。口縁部が内傾する。外面下半部にヘラ削りが見られる。 455,456は把

手。甑ないし移動式カマドと考えられる。 457はカマドの底部。外面には斜めハケが見られる。 458

は土師器杯。底部は糸切り。復元口径10.2cm、復元底径5.1cm、高さ1.9cm。

第8表 皿区 1号溝出土土師皿、土師器杯寸法等観察表

番号 器種 底部 口径 底径 高さ 板状圧痕 番号 器種 底部 口径 底径 高さ 板状圧痕,,≪ 

401 小皿 ヘラ切り (10.2) (7.5) 1.2 なし 423 杯 ヘラ切り 14.0 10.7 3.4 なし

402 小IDl ヘラ切り (10.0) (7.9) 1.3 あり 424 杯 ヘラ切り (15.0) (12.2) 2.5 あり

403 小皿 ヘラ切り 9.8 8.0 1.3 あり 425 杯 ヘラ切り 15.1 11.4 3.3 なし

404 小皿 ヘラ切り 9.7 7.6 1.4 なし 426 杯 ヘラ切り 15.1 10.1 2.4 あり

405 小皿 ヘラ切り 9.7 8.0 1.4 あり 427 杯 ヘラ切り 15.5 10.3 3.6 なし

406 小皿 ヘラ切り 9.6 7.8 1.4 あり 428 杯 ヘラ切り 15.5 13.0 3.2 あり

407 小1I1l ヘラ切り (9.6) 7.3 1.2 あり 429 杯 ヘラ切り 15.6 13.0 3.9 あり

408 小皿 ヘラ切り (9.6) (7.3) I.I なし 430 坪 ヘラ切り 15.6 11.9 3.2 なし

409 小皿 ヘラ切り 9.5 7.0 1.4 なし 431 杯 ヘラ切り (15.6) (10.4) 3.0 あり

410 小皿 ヘラ切り 9.5 8.9 1.0 なし 432 杯 ヘラ切り 15.7 9.2 3.7 なし

411 小皿 ヘラ切り (9.4) (6.9) 1.1 あり 433 杯 ヘラ切り 15.8 10.4 3.2 なし

412 小皿 ヘラ切り (9.4) (7.9) I.I あり 434 杯 ヘラ切り 16.0 12.5 3.5 あり

413 小皿 ヘラ切り 9.3 7.8 1.0 なし 435 杯 ヘラ切り 16.0 12.1 3.3 あり

414 小皿 ヘラ切り 9.0 7.4 1.3 あり？ 436 杯 ヘラ切り 16.2 12.6 3.2 あり

415 小1IIl ヘラ切り 9.0 6.5 1.2 あり 437 杯 ヘラ切り (16.3) (12.0) 3.5 なし

416 小皿 ヘラ切り (9.0) (6.9) 1.1 あり 438 杯 ヘラ切り 16.3 10.7 2.9 なし

417 小皿 ヘラ切り (8.9) (6.6) 1.2 あり？ 439 杯 ヘラ切り (16.6) (14.0) 3.1 あり？

418 小1II1 ヘラ切り 8.5 7.0 1.5 あり 440 杯 ヘラ切り (16.9) (13.4) 3.1 なし

419 小皿 ヘラ切り 8.0 6.3 1.2 あり 441 均 ヘラ切り 16.1 12.6 3.2 あり

420 小llil 糸切り 9.5 8.0 1.4 あり 442 杯 ヘラ切り 16.0 10.5 3.1 あり

421 小皿 糸切り 9.2 7.1 1.1 なし 443 杯 ヘラ切り 06.0) 11.0 3.3 あり

422 小11Il 糸切り 8.6 6.8 1.1 あり
※かっこ内の数値は復元値

4号溝（図版14、第110図）

調査区南西部、斜面から上段にかけて検出された。北北東から南南西へ走る長さ約18m以上、幅

約 6mの溝状遺構。溝の南側は調査区外へと続き、山の方へ向かっていると見られる。溝の断面形

はV字形で、深いところでは深さ 2mにも達する。最下層は黄褐色系の砂で、その上に旧表土と思

われる黒褐色の 8層が堆積する。その上層には再び黄褐色系の埋土が堆積するため、 8層から上層

は開墾などの人工的な造成により一気に埋められたと考えられる。また、溝の北端は斜面途中でな

くなるため、下段の造成の際に削られてしまったと思われる。

地形や溝の埋土の状況から考えて、水路というよりは山道などの機能を考えた方が良さそうであ

る。最下層の土器から見て、この溝の築造年代は13-----14世紀と考えられる。

出土土器・陶磁器（図版22・24、第111図459,460)459は土師器杯。底部は糸切り。復元口径12.4cm、

底径8.0cm、高さ2.4cm。460は黄釉の水注の把手か。外面に褐色の釉がかかる。内面の調整から推測

すると、把手は縦方向に付くが、一般的な水注の把手が横方向に付く為、珍しい例と言える。

5号溝（第112図）

調査区南部、最下段では 3本の溝が検出された。全て南北に走り、北側から 6号溝、 5号溝、 7

号溝と呼称する。

5号溝は長さ4.5m以上、幅約2.5mで、埋士中には人頭大の礫が北側に集中して認められた。埋土
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1. 明黄褐色(10YR6/6)徴粒砂（しまり強、白色礫混じる）

2: 黄褐色(10YR5/3)微粒砂（しまり強）

環黄褐色(10YR7/6)微粒砂（しまり強）

4. 明褐色(7.5YR5/6)シルト（しまり強）

5. にぶい黄褐色(10YR4/3)徴粒砂（しまり強）

~~。［言言言；!~';'表十I
11. 黄褐色 (10YR5/6)細粒砂（しまり弱）

12. にぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂（しまり弱）

13. 明黄褐色(10YR6/6)微粒砂（化尚岩バイラン士）［基盤附I
14. 花尚岩パイラン土［地山）

゜
第110図 皿区 4号溝実測図 (1/120)、士層図 (1/60)

は灰色系の土が主だが、青灰色のシルトなども見られた。 6号溝や 7号溝との切れ合い関係はなか

った。

6号溝（第112図）

5号溝の北側に、 5号溝と平行に位置する。長さ 5m以上、幅 2.5mを測る。 5号溝同様、北側

へ行くほど溝は浅くなり、最後は削平により途切れている。この溝にも北側に人頭大の礫が集中し

ている。流れ込みによるものであろうか。

7号溝（図版14、第112図）

5号溝の南側に位置する。東西長約3.lm以上、南北長約2.2mを測る。溝として扱っているが、西

側の壁面は非常に急に立ち上がっており、削平等により途切れている様子ではないことを考えると、

溝とするよりは土坑とした方が適切かもしれない。埋士中からは多くの礫、完形の士師器が検出さ

れた。遺物は西端から 1--2 mの間に集中しており、それより更に東側に調査区を拡張して掘り下

げたが、礫等がまばらに検出されただけであった。埋土は基本的に黒褐色系の土が堆積していた。

出土遺物の年代から考えて、 13世紀頃の埋没と考えられる。
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第111図 rn区4・7号溝、ピット出土土器実測図 (1/3)
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1. 灰オリープ色 (7.5Y5/2)細粒砂（しまり弱）

2. 灰白色 (7.5Y7/l)細粒砂（しまり弱）

3. 黄橙色 (7.5YR7/8)細粒砂 (2層が 7・8層と

の接触により変色したもの）

4. 褐灰色 (7.5YR4/l) シルト (3Imがやや混じる）

5. 灰オリープ色 (5Y5/2) シルト（一部明褐色に変色）

6. 暗青灰色 (10BG4/l) シルト

7 . i'f灰色 (5BG6/t) シルト • 
8. 黙褐色 (5YR3/l) シルト (6層がやや混じる）

85.0m A' 9・ 明褐色 (7.5YR3/l) シルト (11層が6・7滴との

接触により変色したもの）

10. 黒褐色 (7.5YR2/l)微粒砂

11. 明黄褐色 (lOYR6/6) シルト（マンガン粒混じる）

[10・11屈は基盤層l

2m 

第112図 皿区 5・6・7号溝実測図 (1/80)、 5号溝土層図 (1/80・1/40) 

出土土器（図版22・23、第111図461----474)461,462は土師皿。底部は共に糸切りで、板状圧痕を残

す。 462----477は土師器杯。底部は全て糸切りで、 466,468,471----475を除いて板状圧痕を残す。寸法等

については第 9表の通り。

なお、 5 ----7号溝の東側は道路により削平を受けており、 1号溝同様、 I区側ではその続きは検

第 9表 皿区 7号溝出土土師JII1、土師器杯寸法等観察表

番号 器種 底部 口径 底径 高さ 板状圧痕 番号 器種 底部 口径 底径 高さ 板状圧痕

461 小皿 糸切り 8.3 6.4 1.5 あり 470 杯 糸切り (12.4) 7.5 2.6 なし

462 小皿 糸切り 8.3 6.0 1.0 あり 471 杯 糸切り 7.2 なし

463 杯 糸切り (13.5) (7.6) 2.8 あり 472 杯 糸切り 7.8 なし

464 杯 糸切り (13.5) (10.0) 3.0 あり 473 杯 糸切り 13.4 8.5 2.9 なし

465 埒 糸切り (13.2) (9.0) 2.3 あり 474 杯 糸切り 9.4 なし

466 均 糸切り 13.8 9.0 2.8 なし 475 杯 糸切り 8.0 なし

467 均 糸切り 13.0 8.1 2.7 あり 476 杯 糸切り 13.0 9.0 2.8 あり

468 坪 糸切り (12.8) (8.0) 2.6 なし 477 杯 糸切り 12.8 9.0 2.9 あり

469 杯 糸切り (12.3) (7.2) 2.9 あり
※かっこ内の数値は復元値
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出されなかった。

7)柱穴列

柱穴列（第113図）

鋳造土坑の南側約lm付近から南

側へ並ぶ 3つの柱穴を検出した。当

初は掘立柱建物を想定し、周辺をか

なり丹念に精査したが、黄褐色系の

地山しか遺構が検出されないことも

あり、他の柱穴を検出することはで

きなかった。偶然のピット列かもし

れないが、西側の 2・3号溝と平行

することもあったので、何らかの遺

/ 
-({]) @ 口一

87.0m 

第113図 11I区柱穴列実測図 (1/60)

構であると判断し報告することにした。柱穴の距離は2.0m....._..2.05mで、全て黄褐色系の地山から掘

り込み、暗黄褐色系の埋土が堆積していたが、柱痕は検出されなかった。遺物は歴史時代の上器片

が若干出士しただけなので、この遺構の詳細な時期は不明である。

8) ピット出土土器（図版23、第111図478.......... 484) 

478はP-4、480----482はP-10、483はP-16、479はP-35、484はP-47からの出土。全て土師器。 473.......... 

481は杯。 478,479は高台を持ち、 478はかなり大型のもの。 480,481は底部ヘラ切りで、 480は復元口

径10.7cm、底径8.0cm、高さ3.5cm。481は復元口径11.4cm、復元底径6.6cm、高さ3.3cm。482は椀。

明黄褐色で高台を持つ。 483,484は甕。 484の外面はタテハケ、内面にはヘラ削りを施す。

9)包含層出土土器

III区の北東部の包含層からはまとまって遺物が出土した。よって、北東部包含層の遺物のみ、他

の包含層出土の土器と分けて報告する。

北東部包含層出土土器・陶磁器（図版23・24、第114図485------498)485------490は須恵器。 485は蓋。ロ

縁端部を若干折り曲げる。 486は杯。高台を持つ。回転ナデないしナデで仕上げる。 487は小型の壺

の頸部。内外面にシボリ痕を残す。 488は壺の口縁部か。 489,490は甕。 489は底部。外面から底面に

かけて回転ヘラ削りが見られる。 490は口縁部付近の破片。二列の粗雑な波状文が見られる。 490は

w区出士のものと接合する。 491------496は土師器。 491------493は杯。 491は赤褐色を呈し、底部はヘラ切

り。外面に刻書が見られる。一文字目は門構えに下と書かれている。「閉」の異体字と考えられる。

二文字目はおそらく「津」と書かれており、併せて「閉津」（へつ）と読む。具体的な意味は現在調

査中であるが、地名ないし人名かもしれない。 492の底部はヘラ切り。復元底径7.5cmを測る。 493の

底部は糸切り。復元口径14.4cm、復元底径9.0cm、高さ2.7cmを測る。 494は甑ないし移動式カマド

の口縁部。タテハケが認められる。 495は移動式カマドの底部。ユビナデないしユビオサエが見られ

る。 496は移動式カマドの鍔部。下部にヘラ削りが見られる。 497は越州窯系の青磁。器種は椀では

なく、不明。緑灰色の釉がかかる。 498は龍泉窯系の青磁。緑灰色の釉がかかり、口縁部が外に開く

形態を呈する。

その他包含層出土土器（図版23・24、第115図499------529)499------503は須恵器。 499------502は蓋。

499,500は口縁部にかえりが付く形態。 501,502は口縁端部を折り曲げる形態で、 502はやや小型。 503

は壺ないし甕の底部。外面から底部にかけて回転ヘラ削りを施す。 504------515は土師器。 504,505,507

------509は杯。 506は1IIl。504は底部端に高台を張り付ける。 505は外面から底部にかけて回転ヘラ削り

を施し、内面にはエ具痕が残る。 506,507の底部はヘラ切りか。 508,509は底部が糸切りで、 508には

-137 -



~=====三ご:--. :ヽ5

¥＼ 

八~;'、こI
,r~~ 尼

_J'~ 戊

、~こ三:,,

0 10cm 

6
 ，
 

4
 

1
1
1ー
ー

ー

1

1
ー

ー

ー

ー

一

ー

ぐ

＼ ,,/:98 
第114図 1I1区北東部包含層出土土器実測図 (1/3)

板状圧痕が見られる。 508の復元口径は13.1cm、底径9.1cm、高さ2.2cmを測る。 509の復元口径は

11.1cm、底径5.5cm、高さ2.1cm。かなり新しいもの。 509----513は甕。主に外面胴部にタテハケ、内

面胴部にヘラ削り、口縁付近にヨコハケを施す。 514は甑の底部。 3孔を確認できる。厚みは1.4cm

を測る。 515は移動式カマドの口縁部。内面はヘラ削り、外面はタテハケ。 516は瓦質の火鉢。外面

肩部に二列の菊花文が並ぶ。 517は土師質の土鍋。口縁部が残り、内面にヨコハケが見られる。

518,519は白磁椀。 520は白磁皿。 518は玉縁状の口縁を持つ。 519は底部が残る。 520は口縁部付近を

除いて青みがかった白色の釉がかかる。 521,523は龍泉窯系の青磁椀。 521は5号土坑周辺から出土

し、暗緑色の釉がかかり、見込みには不明瞭な文様が見られる。 523は外面に蓮弁文様が入り、緑色

の釉がかかる。 522は青白磁合子の口縁部。外面に蓮弁文様が入り、青みがかった緑色釉がかかる。

524は染付椀。釉の青みから勘案して明代のものである。青みがかった白色釉がかかり、青色の圏線

が入る。 525,....._,.529は近世のもので、 526を除いて陶器。 525は椀の底部。黒褐色の胎土に灰白色の釉

がかかる。唐津産のものか。 526は火鉢の脚か。内面にヨコハケらしき調整が見られる。 527,....._,.529は

高取系の陶器か。 527は椀で暗黄褐色釉がかかる。 528は把手部分で、褐灰色の胎土に内面に暗緑色、

外面に青緑色の釉がかかる。 529は壺。褐色の胎土に内面に暗黄灰色、外面に緑色の釉が厚くかかる。
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(6) N区検出遺構と出土土器・陶磁器

1)調査区の概要および出土土器（第116図）

m区と原川に挟まれた標高82m付近に位置する調査区で、当初は西隣の調査区には遺構が認めら

れなかったために遺構は存在しないと考えていたが、試掘の結果、明確な黄褐色の遺構面と土坑が

認められたので、本調査をすることになった。

調査区の東側には南北に流れる自然流路の痕跡が検出された。狭い面積にも関わらず、古代の土

器、製鉄関連の鍛冶滓や輔羽口などが出土している。また、調査区中央部から南側へかけて、ピッ

トや土坑が検出されている。遺物の時期は甚本的に I区や I1区と同じ古代であると考えて大過なか

ろう。なお、 m区北側の包含層で検出された須恵器とこの調査区で出土した須恵器とが接合したた

め、 m区とも層位的につながることを示している。

出土土器・陶磁器（図版23・24、第117図530-----544)530--532はP-1からの出土。 533--544は自然流

路ないし包含層からの出土。 W区の調査はm区の調査と同時並行で緊急的に行ったこともあり、遺

物の取り上げ方法に多少の問題があり、自然流路と包含層は一括して報告させていただく。

530,531は須恵器杯。 530には高台が付く。 532は士師器杯。外面下半部は回転ヘラ削りの調整。
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533~537は須忠器。533~536は邸台を持つ杯身。533,534の店台は外へ張り出す形態。537は須恵

器1Ill。底部はヘラ切り離し。538~543は上師器。538~541は杯。538は復元口径には若Tの+安を

残すが、かなり大型のもので、硲い点台を持つ。539は底部ヘラ切り後にユビナデで什 r.げるもの

で、復元口径11.7cm、復元底径7.3cm、．姦さ3.3cmを測る。540,541は邸台が付く形態のもの。542は

移動式カマドのfl縁部。黄褐色を呈する。543は甑又は移動式カマドの把手。暗褐～赤褐色を呈す

る。544は緑釉陶器の小破片。佃かに釉が残る。今回の潤査では唯一の緑釉陶器。

、、三~~~ー／--~-- ---- "'-= =J. ,., 
ビ ：＼ 二

·~:~、~a三~
＼三~'~二乙

~ 

’’ ~-ゴ......,,536

L-=ー\—:I 

□

5̀42 
ロー
ハ
1
/

／ロ

こ

碑三

り

/J / I 544 

゜卜 T 1―T" r・r 
10cm 
.::J 

54:l 

第117図 N区出＋．＋．器実測閃 (1/3)

-141 -



(7) ill・N区出上金屈生産関連迫物（第ll8~132岡）

皿区及びNiiからは120kgを超える金属生廂関迪辿物が出上している。逍構検出時に既に鋳造上

坑の付在に気づいていたため、鋳造 J力．坑をはじめとする鋳造に閾述すると考えられる上坑等の埋 K

については全1111収を行い、持ち柑った tで水洗分けLJした→結呆、遺樅埋十．については微細な迫物ま

でかなりの部分、阿収することができた。/H_l辿物はここでも大きく分けて鉄関係追物と竹銅関係

辿物に分けることができる。以 F他の区1叶様、分析結果も勘案しつつ、迫物の説明を行う。

炉壁（鉄） (312~317) は鋳澁のために鉄を溶解した溶解炉の炉岐片~ :炉睾表面に鉄粒が存在する

が、 317の分析結果からは鉄か鈴1かの判断はできないとされている (P.195参照）。炉壁溶解物（鉄）

(:ns~321)は鉄の溶解炉内で生成された浴解物と考えられるが、炉竪1月様、決め手に欠く。

羽口（銅溶解炉） (322) はその大きさ、形態から銅の溶解·~,のものと考えられる。土器転用増塙

(323.32'1)は2点の出土しかなく、 ltt渦の出十．も他にはない。321は分析結果によると銅関連の琲禍

と考えられる (P.196参照）。 土塊 (325)には各所から緑百が吹く 。溶解した銅が上にしみこんだも

のか炉壁（銅） (3i6~336) は炉墜に緑?r-が吹くことや赤銅色の溶解物の付杵から肉眼観察でも銅

関連と推察できる。鉄関辿のものと共に甑炉型式の溶解炉と考えられる。

羽口（鍛冶系） (337~342)は溶解炉の様のものに比べ小lりのもの。分類時には鍛冶用としたが｀

分析を行った337は鉄の:tll禍溶鮒羽口の可能性を指摘されている (P.196参照）。また、 342は段状逍

構内のビットから/11上しており、鍛冶炉の検出はないにせよ、段状遣構周辺における鍛冶作業が想

定される。椀形鍛冶滓 (343~345)もlll上しているが、 344の分析結呆では鍛冶作業の決め手に欠く u

また炉内滓 (3'16)、鍛冶滓 (347~351) もあるが、いかなるTA'差で生）成されたかは断定できない。

352~392は含鉄鉄滓。鋳造士坑ないし北束部包含附に多く出上するJ 多くは酸化上砂に覆われる。

鉄塊系遺物 (393~396)も出七する。

疑似粒状滓 (397)、粒状滓様遺物 (398)、鍛造剥片様遺物 (399)は水洗弁別によって得られた逍

物であるn 杵迎、粒状滓、鍛造剥片といえば鍛冶関連追物とされるが、 398,399の分析結呆からは鉄

泊解物の表面剥離からの派生物と判断され、鉄鋳造の根拠となるものである (P.198参照）。

400~428は百釦関述迎物で、銅滓 (400~415)、銅湯こぼれ (416~419)、青銅塊 ('120~427)、パリ

(428)等は、存銅の鋳造を行った際に生成されたものである。

429~'162は鉄製品し鍛造品としては鉄釘 (429~448)、鉄鎌 (4.52)、ヤリガンナ (457)等がある。

ャリガンナは一般的なものだが、遺跡の性格を考えると鋳型の整形に用いたものかもしれない。451

は刀チと分類したが、分析結果では鋳磁品と判H)jした (P.201参照）。 458~462は鋳造品で、 ft!.甲状

のひびが入り、酸化上砂に覆われる。 木炭 (463~467) 及び黒鉛化木炭 (468~471) も出 1~する。

砥石 (472)は研/JtC程に使）TIするもの。被熱石 (173-4.75)はI区同様、用途不明である。

鋳型 (467-518)はそのほとんどが鋳造上坑を中心とする鋳造l関連迫構から出十．している。また、

図化できた大・1らは、鈎造上坑から什I1.: した羽釜等の

鉄製容器と考えられる鋳型だが、 518はその形態か

ら容器等のnn部の鋳型で、本調査「え唯・、形のわ

かる廿銅製品の鋳型と言えよう。鋳刑は令平梨70kg

を超え、 illIを金屈生産関連追物の 6割近くにも卜．る。

逆に言えば、鋳股以外の炉隙等の追物が鋳型に比べ

てあまりにも少ない。これは、鋳造が行われた当時

の追構而が後世に削平され、深く掘られた鋳造l..坑

等が残存した為と考えられよう。また、 IV区からは

鉄滓 (519.520)、鉄釘 (521.522)、羽口 (523)が出

tする。
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皿区金属生産関連遺物観察表1(鉄溶解炉）

図No.
出土位置（屈位） 長さX幅X原(mm):重さ (g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 l 磁滸度

312 
m区8号土坑 48X55Xl218.2 溶損して石英質の粒子が露出した炉壁表面破片。スサを混和したも

炉堅（鉄溶解炉） なし I 2 の。
309 

313 
皿区鋳造土坑DG 37 X 38 X 17:18.9 濃緑色のガラス質滓を主体とする炉壁片。表面は波状で、側面から

炉壁（鉄溶解炉） なし I 3 裏面も破面。
310 

314 
m区造成面グリッド 2 42 X 23 X 24:26.2 輪積み単位で剥離したものか、あるいは取瓶などの口緑部片。内面

炉壁（鉄溶解炉）（含鉄） M(◎） I 3 ～両端部にかけても滓化し、硬質。滓は錆色でごくわずかに緑青。
311 

315 
m区8号土坑 75 X 59 X 19:44.7 炉壁表面の剥離物。長めのスサを混和。炉壁内面は鉄錆色。

炉壁（鉄溶解炉） なし I 4 
312 

316 
m区鋳造土坑BG 56 X 54 X 27:82.9 やや厚手の炉壁片。胎土にはスサと籾殻。硬質。内面はガラス質に

炉壁（鉄溶解炉） なし I 2 滓化し、凹凸あり。錆色を呈する。
313 

317 m区鋳造土坑CG外側 83 X 74 X 41:216.Q 分析No.19(P.178参照）

※ 炉壁（鉄溶解炉） なし I 3 
314 

（炉壁溶解部（鉄系））

318 
m区P-85 60 X 38 X 17:31.2 炉壁表面の溶解物が剥離したもの。表裏とも木炭痕を持ち、銹色が

315 
炉壁溶解部（鉄系） なし I 4 強い。

319 
m区P--85 70 X 56 X 26:89.8 318と似た質感。屈はやや厚い。全体に錯色が強い。

316 
炉墜溶解部（鉄系）（含鉄） H(O) I 5 

320 
皿区P-85 65 X 50 X 31:75.7 やや塊状の炉壁表面の滓屈。木炭痕や木質が固滸。表面の黒色は

317 
炉壁溶解部（鉄系）（含鉄） H(O) I 7 二次的な酸化液による。

321 
Ill区P-85 78 X 50 X 46:143.6 凹凸の激しい溶解物。表面や内部には木炭痕を残す。全体が鉄錯色。

炉壁溶解部（鉄系）（含鉄） H(O) I 5 
318 

（羽口（銅溶解炉））
322 m区鋳造土坑A-BG間（水洗） 47 X 71 X 31:72.8 羽口外面破片。外而は半溶解で、軸方向へのナデ痕が残る。胎土 I 

319 
羽lコ（銅溶解炉） なし 3 の混和物は籾殻主体。径は比較的大か？。

（土器転用柑禍）
m区P-44 I 27 X 21 X 21:7.6 表面に土器転用堆禍の口縁部片を含む滓。土器厚3mmで灰白色の胎土。

323 I土器転JIJ:l:lt禍
1 銹化（△） | 裏面は椀形の滓端部。火床中に設置された土器転J1J対禍がそのままに 1 320 

4 
なったものか？単なる巻き込みとは見られない。内面付着物は黒色で面的。

324 I皿区P-57 I 45 X 29 X ]2:10.7 分析No.20(P.178参照）
I 321 ※ 土器転用均禍 I 銹化（△） | 2 

（土塊（青銅含））

325 m区重機掘削こI: 42 X 41 X 18:29.3 緑青が各所から吹く土塊。上面には鋳型真土と見られる灰色の砂質 I 
322 土塊（青銅含） なし 2 土が筋状に存在。緑青の吹く母体は粉状から小塊状までまちまち。
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第120図 I11区出土金属生産関連遺物実測図 (2) (1/ 4) 

m区金属生産関連遺物観察表2(銅溶解炉）

図No.
出土位置（層位） 長さX幅x厚 (mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

326 
皿区6号：t坑 51 X 36 X 29:31.2 弱い被熱をした炉壁片。内面は黒色に被熱。外面は淡い紫紅色。溶

323 
炉壁（銅浴解炉） なし I 2 解炉としては頂部付近を想定。

327 
m区6号土坑 72 X 63 X 22:69.3 板状の炉墜内面破片。被熱は弱く、内面は灰白色に被熱。外面の剥

324 
炉壁（銅溶解炉） なし I 3 離面はやや吸炭した紫紅色。胎土にはスサと籾殻。

328 m区6号土坑 81 X 53 X 52:150.3 分析No.21(P.178参照）

※ 炉壁（銅溶解炉） なし I 2 
325 

329 
m区1号土坑 51 X 36 X 25:25.5 内面の滓化した強い弧状の炉壁片。表面から7~8mmの所に緑青

326 
炉整（銅溶解炉） なし I 2 が残る。取瓶の内壁の可能性もあり。

330 
皿区8号土坑 76 X 57 X 24:52.Q 表面が紫紅色に溶解した炉壁内面の剥離物。アールは強い。胎土

327 
炉壁（銅溶解炉） なし I 2 には横方向にスサ。

331 
m区鋳造土坑BG 25 X 21 X 13:6.5 炉壁表面の小破片。内面は博＜滓化し、胎土には緑行が残る。内面

328 
炉壁（銅溶解炉） なし I 2 の色は鉄錯色。

332 
m区8号土坑 42 X 33 X 23:21.Q 輪積み単位の残る炉壁片。両端が接合部で、接合部には真土質の土が確認

329 
炉壁（銅溶解炉） なし I 4 され、内面は黒褐色に滓化し、左側部に銅粒がのぞく。溶解炉の巾段付近か？。

333 
m区鋳造土坑CG 44X31 x ll-14.4 青銅系の溶解炉の炉壁表面に貼り付いた付着物。炉壁の弧に沿っ

330-1 
炉壁（銅溶解炉） なし I 3 て反り返る。裏面は炉壁土。全面に緑背。

334 
皿区鋳造土坑BG 56 X 5] X 20:54.7 一見椀形の資料。全体に酸化土砂に覆われ、部分的に斑点の緑青

330-2 
炉壁（銅溶解炉） H(O) I 3 に覆われる。

335 
m区P-57 51 X 51 X 26:74.2 内面に銅塊が固滸し、緑青の吹く炉墜片。2cm厚に滓化し、裏面は

331 
炉壁（銅溶解炉） なし I 4 緑青の点在する炉壁土。溶解炉の下半部を想定。

336 
m区鋳造土坑AG 39 X 32 X 15:25.2 やや334と似た資料。滓が二重にあり、炉壁炉底の可能性大。凹部に

332 
炉堅（銅溶解炉） なし I 3 緑行を確認。

羽口（鍛冶系）
337 m区15号土坑（水洗） 44 X 41 X 12:20.9 分析No.22(P.179参照） 333 
※ 羽口（鍛冶系） なし I 4 

338 
m区15号土坑（水洗） 55 X 45 X 2]:37.5 羽口体部片。胎土は緻密。外面は軸方向へのナデと削り。。区のも

334 
羽lこI(鍛冶系） なし I 2 のと湛本的に同じ。

339 
m区P-73 49 X 52 X 16:33.8 羽口の先端寄り破片。通風孔部の径は2.2cm以上。外面は面を持つ

335 
羽口（鍛冶系） なし I 2 削り。肉匝が先端へ向けて薄くなる。

340 
m区P-85 29 X 6] X 25:40.4 羽口体部片。内径は極めて小さく1.8cm前後。ほとんど使用していな

336 
羽口（鍛冶系） なし I 2 い先端部側か？。眉部が面取りされる。

341 
m区1号溝 55 X 54 X 21:44.1 石英質の砂粒を多屈にまじえた羽口先端部片。未使用か？。通風孔

337 
羽口（鍛冶系） なし I 3 部はしっかりしている。

342 
皿区 P-18 62 X 37 X 19:26.4 羽口体部片。先端側は赤褐色から灰褐色に被熱し、通風孔部に近

仮a
羽口（鍛冶系） なし I 1 いことを示す。その他の部分は黄褐色～褐色。

（椀形鍛冶滓）

343 
皿区P-44 30 X 35 X 15:20.5 椀形鍛冶滓様の小片。上下面の質感は椀形滓に似る。破面は結品 I 

338 
椀形鍛冶滓 銹化（△） | 3 が光る。

344 m区造成面グリッド 43 X 34 X 19:35.1 分析No.23(P.179参照） I 339-1 
※ 椀形鍛冶滓 銹化（△） | l 

皿区E-6G 62 X 49 X 21:43.4 炉煎質の滓。下面は椀形となるが、溶解部の炉墜内面の付済物の I 
339-2 

345 椀形鍛冶滓 なし I 4 可能性もあり。
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m区金属生産関連遺物観察表3(炉内滓）

図No.

346 

出土位置（層位）

遺物名

皿区造成面グリッド l

1炉内滓

（鍛冶滓）
Ill区FG

347 
鍛冶淫

348 
m区造成面グリッド 1

鍛冶滓

349 
m区北東部落ち込み埋土内

鍛冶淫

350 
皿区D-lOG

鍛冶滓

351 
m区］号土坑

鍛冶滓（含鉄）

（含鉄鉄滓）

352 
m区FG

含鉄鉄滓

353 
m区1号溝

含鉄鉄滓

354 
m区鋳造土坑B-CG問

含鉄鉄滓

355 
m区P-12

含鉄鉄滓

356 
皿区1号溝南側上層

含鉄鉄淫

357 
m区5号土坑下層

含鉄鉄滓

358 
III区落ち込み埋土

含鉄鉄浮

359 
m区鋳造土坑CG

含鉄鉄滓

360 
m区鋳造土坑C-DGrJJ

含鉄鉄滓

361 
m区鋳造土坑C-DG間

含鉄鉄滓

362 
m区鋳造土坑CG

含鉄鉄滓

363 
皿区8号土坑

含鉄鉄滓

364 
m区8号土坑

含鉄鉄滓

365 
m区15号土坑

含鉄鉄滓

366 
m区P-79

含鉄鉄滓

367 
m区15号土坑（水洗）

含鉄鉄滓

368 
rn区鋳造土坑DG

含鉄鉄滓

369 
皿区14号：L坑

含鉄鉄浮

370 
m区鋳造土坑CG(中央側）

含鉄鉄滓

371 
m区鋳造土坑CG

含鉄鉄滓

372 
m区北東部落ち込み埋土内

含鉄鉄滓

373 
m区P-68

含鉄鉄浮

374 
m区鋳造土坑A-BG間

含鉄鉄滓

375 
m区14号土坑

含鉄鉄滓

376 
m区鋳造土坑DG

含鉄鉄滓

377 
m区14号土坑

含鉄鉄滓

378 
m区3号溝

含鉄鉄滓

長さx幅x厚(mm):重さ(g)

メタル度 I 磁着度

57 X 40 X 43:137.3 

なし I 3 

32 X 36 X 14:12.7 

銹化（△） | 3 

29 X 36 X 11•11.Q 

銹化（△） | 3 

32 X 49 X 16:24.6 

なし I 3 

65 X 51 X 27:61.9 

銹化（△） | 5 

30 X 21 X 8:5.7 

L(●） I 3 

24 X 17 X 11:4.9 

銹化（△） | 5 

29 X 2) X 17:11.5 

銹化（△） 1 6 

27 X 24 X 14:9.1 

銹化（△） | 5 

35 X 29 X 20:17.0 

銹化（△） I 3 

38 X 35 X 29:42.4 

銹化（△） | 6 

34 X 44 X 32:45.Q 

銹化（△） | 4 

51 X 38 X 36:55.7 

銹化（△） | 8 

45 X 38 X 34:45.5 

銹化（△） | 6 

14 X 19 X 18:6.7 

H(O) I 4 

29 X 18 X 13:9.7 

H(O) I 4 

38 X 27 X 22:18.1 

H(O) I 6 

42 X 36 X 32:32.9 

H(O) I 4 

41 X 36 X 27:35.5 

H(O) I 4 

87 X 73 X 35:177.6 

H(O) I 7 

19 X 15 X 12:4.6 

M(◎） 1 4 

15 X 16 X 15:5.4 

M(◎） I 4 

25 X 18 X 12:6.6 

M(◎） 1 4 

17X 17X 14:7.5 

M(◎） 1 4 

30 X 23 X 17:13.5 

M(◎） I 3 

27 X 30 X 20:18.2 

M(◎） I 6 

22 X 21 X 13:8.4 

M(◎） 1 2 

29X 17X 11:7.9 

L(●） I 4 

23 X 15 X 12:8.8 

L(●） I 3 

23 X 22 X 13:9.4 

L(●） I 4 

21 X 22 X 14:9.5 

L(●） I 4 

25 X 23 X 14:12.9 

L(●） I 5 

28 X 22 X 17:13.4 

L(●） I 3 
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特記事項

やや比璽の高いしっかりした滓。上面の一部を除き破面。破面はシャ

ープで結晶がキラキラする。鉄系か？。

やや流動状の薄手の禅。鍛冶滓としているが、他の種類の可能性も

あり。

やや異形の扁平な滓。端部はそれぞれ突出し、錯色。

椀形鍛冶禅の中核部破片か？。側部は破面。下面には灰色の炉壁

土が点在。

扁平な滓。左側部は立ち気味で一部がえぐれる。表面には酸化土砂。

椀形滓の一種か？。

ごく小さな扁平な含鉄の滓。全体に鉗色。

351と同様。一見内部に鉄器片を思わせる。

やや塊状の資料。側部は炉墜土の圧痕か？。左側部に小さな黒錆

部分。

放射割れの激しい含鉄の滓。表面には酸化土砂がやや目立つ。銑

鉄系の鉄器片の可能性もややあり。

酸化土砂に覆われた含鉄の滓。内部は不明。

塊状の含鉄の滓。左側部に内部がのぞく。それ以外は酸化土砂。放

射割れが強い。

356とやや似る。表面は全体が酸化土砂。内部は不明。

端部が三方に張り出した小塊。一部に黒鉗がにじむ。表面は酸化土

砂。

上面に馬錆や放射割れが目立つ含鉄の滓。下面は全面酸化土砂。

指頭大の小さな滓。酸化土砂があり、内部は1消明。

360とほぼ似た条件。表面の酸化土砂には木炭片が目立つ。

酸化土砂に覆われた小塊。内部から錆膨れや放射割れが発達。

やや不定形の塊状。隙間が多く、土砂が内部に固着。

全体にスポンジ状の丸みを持った小塊。比韮も低い。

やや椀形滓気味の含鉄の滓。側部の形状が丸みを持たない。下面

は浅いUll状。上面は一部平坦。

ごく小さな小塊状の含鉄の滓。表面には木炭片が固滸。滓は風化。

一部に放射割れ。

366と似る。側部は破面。わずかに黒錯。

小塊。ややガラス質の滓。左側面は破面。

小塊。表面は滓。左側部に付滸物が多い。

酸化土砂に瑕われた小塊。内部から放射割れがわずかに生じる。

放射割れが目立つ含鉄滓。表面には酸化土砂が厚い。

一部流動状の小さな滓。上下面とも平坦気味。側部に木炭痕。

ねじれた薄板状の含鉄の滓。表面は銹色で、小さな錆膨れが点在。

裏面には木炭粉を含んだ土砂。

小塊状の含鉄鉄滓。表面に赤錆が目立つ。裏面に錯膨れが顕著。

表面が酸化土砂に覆われた小塊状の含鉄鉄滓。上面の一部にかろ

うじて内部の禅が見える。黒錆に覆われている。

375とほぽ同様。右側部にかろうじて滓部が見える。下面はきれいな

椀形。

やや扁平な含鉄の滓。炉壁表面の剥離物のためか、左側部に炉壁

土を残す。表面は小さな木炭痕。

酸化土砂に覆われた塊状の資料。芯部は平板な滓。これも炉壁表

面の滓か？。

登録No.

340 

341 

342 

343 

344-1 

344-2 

345 

346 

347 

348 

349 

350 

351 

352 

353 

354 

355 

356 

357 

358 

359-1 

359.2 

359-3 

359-4 

359-5 

360 

361 

362-1 

仮〇

362-2 

362-3 

362-4 

362-5 
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第122図 1I1区出土金属生産関連遺物実測図 (4) (1/4) 

m区金属生産関連遺物観察表4(含鉄鉄滓）

図No.
出土位皿（層位） 長さx幅x原(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁滸度

皿区鋳造土坑DG 29 X 21 X 15:15.6 酸化土砂に覆われた塊状の含鉄鉄滓。側部には木炭をかむ。
仮N379 

含鉄鉄禅 L(●〉 I 2 

380 
川区鋳造土坑 26 X 29 X 22:22.5 やや比重の高いサイコロ状の含鉄鉄滓。側部は破面。部分的に黒

362-6 
含鉄鉄滓 L(●） I 5 錯が吹き、比較的しっかりしている。

皿区8号土坑 36 X 22 X 18:24.3 やや横長の小塊状の含鉄鉄滓。左右の側部は破面。部分的に黒錯
363-1 381 

含鉄鉄滓 L(●） I 6 が見える。

382 
m区鋳造土坑DG 25 X 26 X 20:25.1 比重のかなり高い塊状の含鉄鉄滓。酸化土砂で覆われる。一部に木

仮M
含鉄鉄滓 L(●） I 3 炭をかむ。

皿区鋳造士坑AG 34 X 24 X 20:26.9 381とやや類似。ややゴツゴツしており、側部は破面。一部に黒釣。
363-2 383 

含鉄鉄滓 L(●） I 6 

384 
m区北東部包含府 37 X 26 X }8:34.9 薄い酸化土砂に覆われた塊状の含鉄の滓。上面は平坦で、下面が

363-3 
含鉄鉄滓 L(●） I 6 斜め右下に伸ぴる。側部は基本的に破面。

皿区鋳造土坑C-DG間 35 X 37 X 24:36.3 厚い酸化土砂に覆われた含鉄の滓。上手側部から黒鉗。
364 385 

含鉄鉄淫 L(●） I 6 

386 
m区鋳造土坑B-CG間 35 X 34 X 25:37.6 厚板の小塊。上下面は平坦で、側部三面が破面。上手側部は黒錆。

365 
含鉄鉄滓 L(●） I 4 

m区8号土坑 35 X 32 X 25:37.8 酸化土砂に覆われた小塊。断面形は蒲鉾状。左右側部が急角度で
366-1 387 

含鉄鉄浮 L(●） I 6 途切れている。左側部側の釣が強い。

388 
m区鋳造土坑DG 41 X 33 X 25:40.0 不整竺角形をした含鉄の浮。側部には目立つ木炭痕あり。内部にも

366-2 
含鉄鉄滓 L(●） I 5 確認される。比較的均質で、各所から小範囲の黒錯。

m区鋳造土坑C-DG間 47 X 37 X 31:50.7 酸化土砂に覆われ、石片なども固消させた含鉄の浮。右手前側部に
367 389 

含鉄鉄滓 L(●） I 6 滓部がのぞく。わずかに黒錆あり。

390 
m区鋳造土坑A-DG間 44 X 42 X 38:57.3 酸化土砂に覆われた斜め下に伸ぴる滓。上面は平坦気味。側部には

368-1 
含鉄鉄滓 L(●） I 2 3.5cm以上の木炭をかむ。右下端部にわずかに滓がのぞく。錆膨れあり。

391 
m区鋳造土坑DG 70 X 42 X 27:86.9 やや扁平で横長の資料。表面はイガイガした砂粒主体の酸化土砂。

368-2 
含鉄鉄滓 L(●） I 4 側部は破面。炉壁表面の剥離物と想定。

m区北東部包含層 44 X 43 X 37:87.8 ゴツゴツした塊状の資料。下面の一部に炉壁土質の付府物。側面は
368-3 392 

含鉄鉄滓 L(●） I 7 基本的に破面で、小割りされた印象。

（鉄塊系遺物）

393 
皿区14号土坑ピット 21 X 24 X 10:6.9 不定形のごく小さな含鉄資料。表面は赤錆と錆膨れがあり、凹凸部

369-1 
鉄塊系遺物 L(●） I 4 は木炭痕の可能性あり。

394 
皿区北東部包含層 30 X 21 X 19:15.5 凹凸のある小塊状の選物。上面は波状。下面は不規則な凸部を持つ。

369-2 
鉄塊系遺物 L(●） I 5 わずかに馬錆あり。

395 m区北東部落ち込み埋土内 28 X 25 X } 7:30.9 分析No.24(P.179参照）
369-3 

※ 鉄塊系遺物 L(●） I 3 
396 m区1号土坑 9 X 74 X 48:424.5 分析No.25(P.180参照）

370 
※ 鉄塊系遺物 L(●） I 3 

（疑似粒状滓・粒状滓様遺物・鍛造剥片様遺物）
m区鋳造土坑、9・14・15号土坑、P-86 4.5g (合計） 小袋にして17袋。3~6mm大のやや大ぷりの球状の滓。形状が不規

397 
疑似粒状滓 則で表面にわずかながら木炭痕状のへこみあり。一部割れたものも

371 
なし あるが、内部の気孔が一定せず、まちまち。表面に二次的な付着物も

あり。鍛冶炉・溶解炉の両者から派生する可能性あり。

398 m区鋳造土坑DG 分析No.26(P.180参照）
粒状滓様遣物 なし I 

372 
※ 

399 m区鋳造土坑AG(水洗） 分析No.27(P.180参照）

※ 鍛造剥片様遺物 なし I 
373 
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第123図 II1区出土金属生産関連遺物実測図 (5) (1/4、413----415,428は1/2)

皿区金属生産関連遺物観察表5(銅滓）

図No.
出土位置（層位） 長さX幅x厚 (mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

400 
m区鋳造土坑DG 23 X 24 X 15:12.l 上下面の平坦気味な小塊。表面は酸化土砂。側面は破面でわずか

374 
銅滓（含銅） L(●） I 5 に緑青が確認される。

皿区鋳造土坑AG(水洗） 29 X 27 X 22:19.3 小塊状。酸化土砂の付滋しない左側部に緑青が吹く。本来の形状
375 401 

銅滓（含銅） L(●） I 2 は1.3cm程の厚みを持つ。平板なもの。

402 
m区鋳造土坑CG 28 X 25 X 15:16.5 側部に緑背の吹く小塊。上面はV字状。下面は1Ill状の剥離面。

376 
銅滓（含銅） L(●） I 2 

m区1号溝 30 X 29 X 21.10.5 緑行が目立つ一種の再結合滓。内部に木炭や炉壁土、鋳型呉土な
377-1 403 

銅梓 なし I 1 どを混在し、部分的に銹色。密度は低い。

404 
m区鋳造土坑CG 37 X 22 X 15:12.9 やや扁平な銅滓。右側に向かい流動状で、端部は瘤状に突出部あり。

377-2 
銅滓（含銅） M(◎） 1 2 緑青は強い。湯こぼれか？。

405 
皿区南側試掘溝埋土 37 X 29 X 15:16.9 扁平でやや反り気味。明らかに炉壁表面の剥離物。上面には小さな

378 
銅滓 なし I 3 木炭痕。1llll部から下面は皿状の緑青の吹く剥離面。

m区鋳造土坑BG 35 X 30 X 24:19.3 下面に斑点状の緑青が吹いた滓。上面には木炭痕。ややガラス質で、
379 406 

銅滓 なし I 1 端部に紫紅色の酸化物。

407 m区鋳造：I: 坑DG 39 X 35 X 12:25.9 分析No.28(P.181参照）
380 

※ 銅滓 なし I l 

408 m区鋳造土坑CG中央側 65 X 46 X 13:36.4 分析No.29(P.181参照）
381 

※ 銅滓（含銅） L(●） I 1 

409 
m区8号土坑 47 X 39 X 28:37.8 表面に分匝＜緑青を含んだ酸化土砂が固滸。下面に大きな放射割れ。

382 
銅淫（含銅） L(●） I 2 土砂中には粉炭が目立つ。

m区6号土坑 57 X 26 X 21:37.7 長手の銅滓。扁平で両端には不規則な突起やへこみ。側面は破面。
383-1 410 

銅滓 銹化（△） | 3 下面は炉堅土の剥離面。各面とも小さな斑点状の緑青。

m区鋳造土坑周辺 50 X 30 X 23:41.l 上面が平らな流動状の滓。下面は歪んだ舟底状で、緑青が認められ
383-2 411 

銅滓（含銅） L(●） I 3 る。上半部の滓は右方向に流動気味。

皿区8号土坑 39 X 52 X 55:60.5 褐色の酸化土砂に覆われた資料。二片が二次的に接合か？。一方

412 銅滓（含銅）
L(●） I 

は淫主体の平板状のもので、もう一方は外面に酸化土砂が激しい塊 384 
2 

状のもの。緑青は周辺の土砂に点在。
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皿区金属生産関連遺物観察表6 (青銅製品）

図No.
出土位箇（層位）

遺 物 名

413 m区A-2遺構雨i
※ 銅製品（破片）

m区鋳造土坑C-DG問

414 
銅製品（鋳造失敗品）

皿区1号溝下層（砂層）

銅製品（鋳造失敗品）

415 

（銅湯こぼれ）
m区鋳造土坑DG

416 銅湯こぽれ

m区P-62

417 銅湯こぼれ

418 m区1号溝下層（砂層）

※ 銅湯こぽれ（含銅）

419 
m区鋳造土坑AG(水洗）

銅湯こぽれ（含銅）

（青銅塊（溶解炉））

420 
m区5号土坑付近

青銅塊（溶解炉）（含銅）

421 
m区北東部包含層

青銅塊（溶解炉）（含銅）

422 
m区北東部包含庖

青銅塊（溶解炉）（含銅）

423 
皿区北東部包含層

青銅塊 (i容解炉）（含銅）

424 
m区重機掘削土

青銅塊（溶解炉）（含銅）

425 
皿区A-5G遺構面

青銅塊（溶解炉）（含銅）

426 
m区北東部包含眉

肯銅塊（溶解炉）（含銅）

427 皿区1号溝下層

※ 青銅塊 (i容解炉）（含銅）

（バリ）

口区鋳造土坑BG
パリ

（鉄製品（鍛造品））

429 
皿区北東部包含層

鍛造品（鉄釘）

430 
皿区FG逍構面

鍛造品（鉄釘）

431 
皿区B-6G遺構面

鍛造品（鉄釘）

432 
m区D-llG攪乱

鍛造品（鉄釘）

433 
皿区1号溝

鍛造品（鉄釘）

434 
m区1号溝

鍛造品（鉄釘）

435 
m区鋳造土坑A-DG間（外型内）

鍛造品（鉄釘）

436 
m区P-57

鍛造品（鉄釘）

437 
皿区A-5G逍構面

鍛造品（鉄釘）

438 
m区A-5G遺構面

鍛造品（鉄釘）

439 
m区最上段遺構検出時

鍛造品（鉄釘）

440 
皿区D-8G遺構面

鍛造品（鉄釘）

長さX幅x厚(mm):重さ(g)

メタル度 磁滋度

14X9X3:l.2 

L(●） 1 

18 X 24 X 21:8.Q 

M(◎） 1 

40 X 40 X 3.5:lQ.0 

銹化（△） 1 

14 X 38 X 4:J.9 

なし
I 

1 

32 X 24 X 9:7.6 

M(◎） I 3 

33 X 17 X 9:8.2 

L(●） I 1 

44 X 19 X 16:18.4 

L(●） I 3 

11 X 8X 7:1.9 

M(◎） I I 
21 X 18 X 10:8.5 

M(◎） 1 1 
37 X 17 X 5:8.5 

L(●） I 2 

21 x 32 x 9:9.l 

L(●） I 4 

27 X 19 X 12:12.2 

M(◎） I 2 

33 X 24 X 12:13.7 

L(●） I 4 

32 X 37 X 6:15.2 

L(●） I 4 

139 X 73 X 23:607.5 

特L(*) I 

21 X9X5:0J 

銹化（△）
I 

32 X 6 X 4.5:1.7 

銹化（△） | 

2 

3 
21 X 11 X 9.5:1.7 

銹化（△） | 3 

28 xgx 3:2.6 

銹化（△） | 2 

20X6X6:2.7 

銹化（△） 1 3 

29X 11X4:3.5 

銹化（△） | 3 

31.5 X 6.5 X 5:4.Q 

銹化（△） | 3 

27 X 7.5 X 6:6.1 

H(O) I 2 

24 X 23 X 6.5:7.4 

H(O) I 6 
32 X 9 X 9:9.9 

銹化（△） 1 . 3 

29 X 5 X 4:2,4 

銹化（△） | 4 

36X6X5:3.7 

銹化（△） | 3 

32 xgx 7:6.2 

銹化（△） | 3 
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特 記 事 項

分析No.30(P.181参照）

表裏面に真士を残す失敗品。青銅部分は上面に貼り付く3mm弱の

板状で側部に一部差し込む形状。但しこの部分はパリの可能性あり。

行銅部分はわずかに屑部に向かい弧状。真土中にも細い差込あり。

真土は灰白色で、0.5mm以下の微細な砂粒主体。

薄い板状の銅製品破片。上面はほぽ平坦で、微細なくぼみを持つ。

中央部に緑青。下面は緩やかな波状で、黒色の光沢の表皮を持つ。

但しこれはクロミの影咽か？。横部の一部に灰白色の真土。湯こぽれ

か鋳造失敗品か紛らわしい形状だが、裏面のクロミと真士痕を重視

して失敗品とする。

扁平で細長い湯こぼれ、下面の形状は整いながらもやや湾曲し、溶

解炉内の壁面などを反映したものか。下面にコパルト色の発色が認

められる。

扁平な湯こぽれ。上面は波状で、下面は顆粒状の表面。右側に向か

いやや流れ気味？。緑肯主体で、一部が赤銹。上面の波状部が鋳造

品の文様である可能性も予想可能。

分析No.31(P.182参照）

右側が二股に分かれた流動状の滓。下面はきれいな樋状。左側部

が破面で流動性は縣い。

表面が風化した小さな銅塊。側部にわずかに滓が固滸。表面は風

化して顆粒状。

420と同様、風化の激しい小塊。上面は緩やかな山形で、部分的に黒

褐色。下面はきれいな椀形。小型の対禍の固消物か？。

平面、不整楕円形の扁平な銅塊。やや風化しているが、暗緑色を呈し、

比重はかなり高い。

平面、不整五角形の扁平な銅塊。表面銹色だが、ごく一部に緑行を

吹く。比重はやや高い。

平面、不整三角形の扁平な銅塊。 421とやや似た形状ながら風化は

甘い。また、上面手前には、土砂をかみ込み、生成9原因は421と異なる。

扁平な銅塊。若干銹色が目立つが、一部緑青色を呈する。比重はか

なり高い。

423に似た査料。表面は銹色がH立つが、所々に緑青が認められる。

比重はとても高い。

分析No.32(P.182参照）

一見鉄器片状の青銅系のパリ。平面系・断面形とも不整三角形。表

面には銹色と緑行が混在。

小型の完形の鉄釘。頂部をやや折り曲げる。断面形態は頂部付近

で三角形、身部で不整方形。

小型の鉄釘。頂部を折り曲げてやや広めに釘頭が作り出される。先

端部は折損。断面形態は不整方形。

やや細身の小型の鉄釘。頂部を折り曲げて釘頭が作り出される。先

端部は折損。断面形態は円形に近い。

小型の鉄釘。頂部も先端部も折損。身部中程で折れ曲がる。断面形

態は不整円形。

小型の鉄釘。頂部はやや曲がっている。身部中程で折損。断面形態

は正方形。

小型の鉄釘。頂部を折り曲げて釘頭が作り出されている。先端部は

1so・ に折れ曲がり、先端は折損か？。断面形態は長方形。

小型の鉄釘。頂部を若干折り曲げる。先端部は折損。断面形は正方

形を呈する。

小型の鉄釘。頂部を折り曲げているが、頂部先端は折損。身部中程

でも折損する。断面形は長方形。

鉄釘。身部に鉄銹が大きく付箔。釘頭は折り曲げで作り出される。身

部中程で折損。断面形は不整方形。

鉄釘。身部も先端部も折損か。断面形は方形ないし長方形。

鉄釘。釘頭は折り曲げで作られる。先端部は折損。断面形は長方形

を呈する。

中型の鉄釘。頂部と先端部がそれぞれ残存。釘頭は上からの叩きつ

ぶしにより作り出される。断面形態は共に方形。

登録No.

385 

386-1 

386-2 

D-141 

387 

388-1 

388-2 

389-1 

389-2 

仮c

仮F

389-3 

仮E

仮D

389-4 

390 

391 

392 

393 

394 

395 

399 

400 

401-2 

402 

仮H

396 

401-1 



m区金属生産関連遺物観察表7(鉄製品（鍛造品））

図No.
出土位置（屈位） 長さX輻x厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

441 
皿区造成面G2 P-57 57 X 10 X 6:5.4 中型の鉄釘。先端は折損するが、かなり完形に近いと考えられる。釘

408 
鍛造品（鉄釘） 銹化（△） | 3 頭は折り曲げて作り出される。断面形態は方形。

442 
m区北東部落ち込み埋土 38 X 13 X 7:16.5 鉄釘か。頭部はやや丸く作り出される。先端が丸いため、製作途中の

418 
鍛造品（鉄釘） 銹化（△） 1 3 ものかもしれない。

443 
皿区1号土坑 55 X 19 X 7:20.8 中型の完形の鉄釘。釘頭は折り曲げで作られる。

420 
鍛造品（鉄釘） 銹化（△） | 2 

444 
m 区A•5G遺構面 20 X 9 X 11:6.9 大型の鉄釘の頭部か？。釘頭は折り曲げて作られる。身部上半部で

仮I
鍛造品（鉄釘） H(O) I 4 欠損。断面形態は長方形。

445 
皿区4号溝中層 81以上X13 X 8:19.2 3片に分かれる大型の鉄釘。若干折り曲げて頭部を成形する。断面

405 
鍛造品（鉄釘） 銹化（△） | 2 形態は方形ないし長方形。

446 
m区B-7G遺構面 42 X 10 X 7:19.7 先端部が残存する大型の鉄釘。断面形態は不整方形を呈する。

419 
鍛造品（鉄釘） H(O) I 3 

447 
m区鋳造土坑CG(水洗） 10 X 2 X 2:Q.2 非常に微細な製品。先端部は残存か？。鉄の湯こぽれの可能性もあ

406-1 
鍛造品（鉄針） 銹化（△） I 3 り。

448 
m区鋳造土坑（外型内） 9x5x 1:0.1 447に似る。90°に曲がった針状製品か？。447同様、鉄の湯こぽれの

406-2 
鍛造品（鉄針） 銹化（△） | 2 可能性もあり。

449 
I11区鋳造土坑AG(水洗） 23 X 14 X 2:2.2 身部中程で約60°ほど曲がる製品。断面は長楕円形。性格不明。鉄

407 
鍛造品（不明） 銹化（△） | 3 の湯こぼれの可能性もあり。

450 
m区鋳造土坑AG(水洗） 18X9X2:0.6 刀子の柄の先端か？。性格は確定不能。断面は長楕円形を呈する。

411 
鍛造品（不明） 銹化（△） | 2 

451 m区5号土坑 40 X ]3 X 6:4.9 分析No.33(P.182参照）
412 

※ 鍛造品（刀子？） 銹化（△） 1 3 

452 
m区1号溝上層 72 X 23 X 1.5:9.7 曲刃の鉄製の鎌。刃部のみ残存する。かなり薄手の刃部である。

413 
鍛造品（鉄鎌） 銹化（△） | 3 

453 
m区5号土坑下層 52 X 2] X 6:10.0 刃を持つ製品の柄の部分。刃部に移行するところで折損。若干横方

414 
鍛造品（柄部） 銹化（△） | 3 向に折れ曲がっているのは銹膨れによるものか？。

m区造成面Gl 34 X 41 X 2:10.8 円形の鉄板状の製品と思われるが、性格不明。片面には木質が付
415 454 

鍛造品（不明） 銹化（△） I 3 沼するが、二次的なものか？。

455 
皿区鋳造土坑AG 29 X 26 X 2:6.3 銹化の激しい鉄板状の鉄製品。左側が45°ほど折れ曲がるが、二次

416 
鍛造品（不明） H(O) I 6 的なものか？。鋳造品の可能性も捨てきれない。

皿区造成面G2下層 40 X 22 X 3:3.8 不整形の鉄板状の製品。形状が非常にいびつで、原型を想定するこ
仮J456 

鍛造品（不明） 銹化（△） | 4 とはできない。

457 
m区5号土坑下層 ]29 X 21 X 8:37.8 鉄製のヤリガンナ。両刃を持ち、刃部は横方向に湾曲する。基部には

422 
鍛造品（ヤリガンナ） H(O) I 4 木質が残存し、断面形態は長方形を呈する。

（鋳造品）
458 m区造成面Gl 29 X 28 X 15:13.7 分析No.34(P.183参照）

424 
※ 鋳造品 銹化（△） | 3 

m区E-5G 26 X 24 X 7:25.4 鉄製鋳造品の小破片。製品の表面には亀甲状のひぴが入る。厚み
425 459 

鋳造品 H(O) I 4 は5mm程である。

460 
m区造成面G1 39 X 48 X 5:53.9 鉄製鋳造品の小破片。459によく似る。酸化土砂が激しく、詳細はわ

426 
鋳造品 銹化（△） I 2 かりづらい。

皿区造成面Gl 45 X 54 X 8:65.6 鉄製鋳造品の小破片。459によく似る。酸化土砂が激しく、詳細はわ
427 461 

鋳造品 H(O) I 6 かりづらい。

462 
m区造成面G1 39 X 20 X 7.5:46.2 鉄製鋳造品の小破片。459によく似ており、同一個体の可能性あり。

428 
鋳造品 銹化（△） 1 3 亀甲状のひぴが激しく、もろい。

（木炭）

463 
m区鋳造土坑A-BG間 23 X 11 X 9:0.9 径9mm程の枝材。端部に斜めのエ具痕。炭化良好。

木炭 なし I 1 
424 

464 
皿区鋳造土坑AG 26 X ]4 X 15:1.5 広葉樹の散孔材。材の表皮側破片。炭化良好。

木炭 なし I l 
425 

465 
m区鋳造土坑CG中央側 16 X 22 X 9:11 464とほぽ似た散孔材。木取り位爵はミカン割りされた表皮側。炭化

木炭 なし I 1 は普通。
426 

466 
m区鋳造土坑DG 20 X 18 X 12:2.l 材・木取りとも465に似る。炭化は良好。

木炭 なし I l 
427 

467 
m区 48 X 19 X 10:13.2 同一袋に5点あり。付滸土砂も少なく、きれいな炭化をしている。材は

木炭 なし I 1 散孔材。わずかに菊割れあり。
428 

（黒鉛化木炭）

468 
m区鋳造土坑BG 9 X 7 X 3:0.4 粉末状の小片。わずかに木部の形状がわかる。

馬鉛化木炭 銹化（△） | 1 
434 

469 
I11区8号土坑（水洗） 20 X 14 X 9:0.9 木炭の表面側の小片。外面には瘤状の錆膨れ。

黒鉛化木炭 銹化（△） 1 1 
435 

470 
m区鋳造土坑AG(水洗） 11 X 11 X 4:0.6 薄皮状の木炭の表層が黒鉛化したもの。黒鉛化の程度は甘い。

黒鉛化木炭 銹化（△） | 1 
436 

471 
m区鋳造土坑BG 14 X 13X 1 l.Q 剥片状の黒鉛化木炭片。これも本米の表皮側。

黒鉛化木炭 銹化（△） | 1 
437 
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m区金属生産関連遺物観察表8(砥石）

図No.
111:1:. 位置（層位）

遺物名

長さx幅X厚 (mm):重さ(g)

メタル度 I 磁着度
特記事項 登録No.

m区造成面G3

412 I砥石

83 X 47 X 35:317.Q 

なし

灰色の砂岩質の砥石。破面と端面を除く四面の使用が確認できるが、

下面ないし上側面は自然面が目立つ。上面及び下側面はよく使われ I 438 

たのか光沢が目立つ。一部被熱らしき赤変が認められる。

（被熱石）
m区 8号土坑 76 X 112 X 44:508.2 灰白色の砂岩系の石質か？。破面を含む全面が被熱し、赤ないし、青

473 被熱石
なし

I 
黒く変色する。表面の一部に擦れた痕跡とも考えられる箇所も存在 439 

1 
するが、とりあえず被熱石とする。

皿区C-3GNo.4 196 X 92 X 74:2244.Q やや粗い砂粒を包含する砂岩質。表面及び破面の一部が被熱する。

474 被熱石
なし

I 
破面でない三面は非常に平滑で、人為的に割り出された面と推測さ 441 

l 
れる。

m区1号溝 480 X 290 X 184:32000.0 灰白色を呈する花尚岩系の石質。平面：長方形。上下面、側面とも平

475 
被熱石

I 
滑で、人為的に成形された可能性が高い。薄いが全面的に赤変部

442 
なし 1 が認められ、被熱したことがわかる。形状などから鉄床石とも考えられ

たが、明確な鍛打面を残さないため、ここでは被熱石として報告する。
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III区金属生産関連遺物観察表9(鋳型（外型））

図No.
出土位置（屈位） 長さx幅x厚 (mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 磁着度

m区鋳造土坑鋳型No.5 222 X 125 X 88:2200.Q 羽釜の鍔の部分は幅3.5cmの所で欠落。条線が伸ぴる。条線間隔

鋳型（外型） は1.5mmから最大で3.0mm。高さは1mm前後。現状で13条を確認。

巾木側の段の高さは約1.0cm。上部の肩に一条の条線。巾木の幅は

476 
なし

21cm前後。母型はザックリとした山土で、スサをわずかにまじえる。 443 
1 

真土はO.l-0.15mm大の微細な砂粒主体で、最大厚は6mm程度。

鍔部分で1.5mmである。 RT―J木と鍔の段差を口縁厚と見れば1.1cm程

の原みとなる。片面には薄くクロミが残る。

皿区鋳造土坑鋳型No.3 148 X 133 X 107:845.6 比較的残りが良い。巾木から鍔部分、更に体部上半の有段部が残る。

鋳型（外型） 巾木の幅は21cm、高さは1.0cmで左側が11cmと高い。鍔の最大幅

は5.9cm強で、本資料では欠けているが、肩部に幅のある有段部が

二段の可能性が高い。本資科は下段の緩やかな弧状の傾斜面が

477 
遺存しており、横走する挽き目が確認される。鍔にある横筋は径20本

444 
なし 1 で、基本的には15mm間隔程度であるが、二箇所5mm程の幅広い

場所も残る。高さは1mm前後。この部分は挽き目なのか文様をかね

ているのか判断しにくいが、後者の可能性が強いと思われる。全体に

ill木部以外はクロミが海く残る。有段部の真土層は3mm程度。母型・

呉士共に：I.: は前者と同様。

m区鋳造土坑DG 81 X 63 X 35:146.7 鍔部から上段の幅13cm程度の段部にかけての外型片。基本的に

鋳型（外型） は477・478と同様な母型と真土愚の表面に片面が残る。477・478で

478 
は鍔部と口緑側上下二段の有段部の関係がはっきりしなかったが、

445 
なし 2 本資料により幅広い鍔部から、傾斜する二段の有段部を経て体部に

移行する製品の肩であることがわかる。有段部の上半は幅1.1cm前

後。下半部は少なくとも4.7cm以上と考えられる。

479 
皿区鋳造土坑AG 94 X 35 X 28:67.7 476~478と同種。鍔の部分のみが残存。沈線状の圏線が巡り、現状

仮f
鋳型（外型） なし 1 で9条ほどを数える。胎土は476-478に同じ。
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III区金属生産関連遺物観察表10(鋳型（外型））

図No.
出土位置（屈位） 長さx幅x厚 (mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 磁箔度

皿区鋳造土坑AG 44 X 20 X 31:21.3 476-478とは器種の異なるやや小型の鋳型。羽釜の鍔部から口緑

480 鋳型（外型）
なし I 

部にあたるものと思われる。現状では幅5mIllの沈線が2条認められ 仮b

る。表面にはクロミが良好に残存する。

m区鋳造土坑DG 68 X 51 X 51:47.5 鍔が平板で、二条の有段部と一条の突線部を経て、体部に至るものか？

鋳型（外型） 逆位で傾斜した二段ないし三段の口縁側有段部を経て、立ち気味

の体部に至る鋳型のどちらかである。各面とも横走する挽き目は確認

481 
なし 2 

できるが、比較的密度の高い真土で弱めである。真土層は微細な砂 446 

粒が主体で、0.05~0.lmm大の粒子に0.3mm大の石英質の粒子を

含むものである。真土層の原みは2~7mm程度、母型胎土はやや粗

いもので、内部は吸炭している。片面全体に薄くクロミ痕を残す。

皿区鋳造土坑DG 45 X 49 X 14:27.Q 有段部を持つ外型破片である。肩部の幅7mm程の横走する段部を

482 
鋳型（外型） 境に上下二面の面を持つ。表面には二次的に固着した可能性の高

447 
なし 2 い砂が面的に固着。真土の被熱は弱い。表面のみ灰色。0.5mm程

奥側は、黄褐色に被熱。段部の一部にクロミ痕。母型土は同様。

483 
皿区鋳造土坑DG 22 X 29 X 46:45.2 有段の鋳型のに1縁部外型破片。裏面に瘤状に母型が残る。上面に

448 
鋳型（外型） なし 2 はクロミがわずかに認められる。肩部の窪みは幅8mm。わずかに窪む。

484 
m区鋳造土坑CG 29 X 36 X 19:9.8 484とほぼ同種の有段部肩部破片。上面に肩部が幅8mm程の帯と

449 
鋳型（外型） なし 2 して残る。

m区鋳造土坑C-DG間 68 X 47 X 14:29.7 屑部から体部にかけての外型片。上下がはっきりしない。凹線と有段

鋳型（外型） の面からなり、凹線は二条となる可能性大（本来は製品側では突線、

485 
なし 2 

断面蒲鉾状）。この凹線上部は幅2.9~3.0cmの緩やかな平坦面。更 450 

にわずかな段を持つ。屈曲部の途中で欠けている。真土屈はl~

5mm程である。母型部は吸炭気味。

m区鋳造土坑A-BG間 73 X 35 X 28:61.7 ほぼ水平の上面から急角度で体部に至る無断の外型片である。上

鋳型（外型） 面にもクロミが確認され、羽釜である可能性もある。特に488と形状や

486 
被熱状況が似ており、同一種であろう。真土は全体に薄く、厚みは1.5

451 
なし 2 -2.0mmと悪い。母型側は籾殻を大塁にまじえたもので、477-480な

どとは異なり、密度の高いものである。なお体部側のクロミは隅部から

8mm程下で途切れている。

m区鋳造土坑BG 57 X 39 X 29:64.7 484とほぽ同様の鋳型片。挽き目は上側面とも非常に丁寧で、きれい

鋳型（外型） な仕上げである。片面はややくすんだ吸炭部と褐色の被熱部が混在

487 
なし 3 

し、部分的にクロミがはっきり残っている。真土は前者と同様遮く、ほぽ 452 

1mm近い場所もある。母型も同様。体部中央に沈線状の窪みがある

が、銘などではなく二次的なものか。

488 
m区鋳造土坑A-DG間 49 X 32 X 44:46.8 486とほぼ同種の鋳型片。上面にもクロミが確認される。胎土も486に

仮c
鋳型（外型） なし 1 酷似。

489 
皿区鋳造土坑BG 64 X 37 X 52:73.Q 486・488と同種の鋳型片。上面にもクロミが確認される。胎土も酷似

仮d
鋳型（外型） なし 1 する。

490 
m区鋳造土坑鋳型No.2付近 80 X 59 X 34:141.2 486・488・489と同種の鋳型片。胎土も酷似する。体部側が残りがよい。

仮e
鋳型（外型） なし 1 

m区鋳造土坑DG 4 7 X 30 X 28:22.l 未使用の外型か？。鋳型面が淡い赤褐色である。上面と体部のなす

491 
鋳型（外型） 角度が直角ではなく、やや開き気味で、善に者とはやや形態が異なる。

453 
なし 1 上面幅は現状で2.2cmあり、羽釜なのか単なる巾木なのか区別しが

たい。真土は体部が薄く、上面が2.5mmと厚い。

m区鋳造土坑DG 39 X 22 X 25:13.3 上面に横走するはっきりした筋目があり、479-482の羽釜に似るが、

492 
鋳型（外型） 体部側は段が高く、両者の角度も494と同様、開き気味で別個体と考

454 
なし 2 えられる。真土屈は全体的に駆く、最大1cmの箇所もある。色調は黄

褐色気味。上面筋目の底にクロミがわずかに残る。

皿区鋳造土坑AG 33 X 25 X 16:12.Q 491・494と似る。被熱も弱く、未使用の可能性もあり。真＿七層が二面あ

493 鋳型（外型）
なし 2 

り。当初の方が土が密である。但しこれは再使用を意味せず、軽く真 455 

土層をなでつけて挽いた後に再度形状を調整したものか。

494 
m区鋳造土坑BG 29 x 20 x ll・5.5 491と極めてよく似た口縁部破片。被熱状態も淡い紫紅色である。ゎ

456 
鋳型（外型） なし 1 ずかにクロミ痕を残す。

m区鋳造土坑CG 29 X 20 X lJ:5.5 羽釜の鍔部の鋳型片。胎土は476などと酷似するが、沈線のあり方

鋳型（外型） が異なるため、別種の羽釜のものである。二条連続する幅3mmの深

495 
なし 1 

い沈線の両側に幅2mm程の浅い沈線が連続する。片側では浅い 仮i

沈線が4条連統した後、再ぴ幅3mmの深い沈線が巡る。浅い沈線は

表面が磨滅しているためにわかりにくい。

496 
m区鋳造土坑DG 45 X 38 X 16:22.Q 平板な羽釜の鍔部分の外型片。わずかに横走する挽き目があり。486・

457 
鋳型（外型） なし 2 487とはやや異なる。全体に吸炭気味。全体の形状は不明。

皿区鋳造土坑AG 72 X 50 X 39:108.9 外型体部破片と推定されるが、小片のため、不明点が多い。横走す

497 
鋳型（外型） る緩い挽き目が二条あり、一、見沈線様。意図的なものかどうかは不明。

458 
なし 2 また左上に斜めの窪みを持つ。これも文様かどうか不明。内面の被

熱は弱目ながら使用後のものか？。

m区鋳造土坑鋳型No.7 268 X 178 X 96:3780.0 鋳型外型の大型の体部片。上端は削られて口縁部側は欠落。体部

鋳型（外型） の約4cm幅が遺存。下端部に幅1.5mm程のわずかな突出部を持つ

が、意図的なものかどうかは不明。それから下12cm程は真土庖が欠

蒋し、母型の肌が出ている。中段の幅5cm程の部分は淡い赤褐色に

498 
被熱し、それ以下はくすんだ母型の地が露出。真土恩は原さ1.5mm

459 
なし 1 程と薄く、母型にかけて黄褐色の酸化分→ぼんやりした吸炭部→淡

い紫紅色の酸化分の順に変化しそれより後ろの4cmの厚みは濃褐

色の舟型部である。真土部は粒子が細かく、O.l~0.2mm大の微砂

粒が主体。母型はやや粗い石粒や木炭粉を含む山土状。内面の弧

状部は鋳型外型の弧を反映している。
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III区金属生産関連遺物観察表11(鋳型（外型））

図No.
出土位趾（層位） 長さX幅X}且(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.遺 物 名 メタル度 磁藩度

m区鋳造土坑鋳型No.8 228 X 173 X 89:381.3 498と似た大型の体部破片。異なる点は上半1/3に密度の高い真土

鋳型（外型） 附が残り、下半2/3はとぴとぴながらも真土屈が残り、全体で上下

10cm近い体部の片面の状況がわかることにある。上面は498と同様。

499 人為的な削り面。真土層の挽き目は極めて微細で、上半1/3の3.1cm
460 

なし 1 程が残り、色調も灰白色気味。下半部の真土府は面的にはとぴとぴ

で迫存し、色調も淡い黄褐色気味。これは被熱が弱いということと、真

土庖の形成が不完全であったことを示している。クロミはわずかに斑

点状。母型は498と同じ。
500 l11区鋳造土坑鋳型No.5 54 X 53 X 32:46.4 分析No.35(P.183参照）
※ 鋳型（外型） なし 1 

461 

皿区鋳造土坑鋳型No.6 278 X 125 X 44:967.Q 498・499と同様の外型の体部下半部。真土層は残り全体に甘く吸炭
501 鋳型（外型）

なし
するが、やや荒れ気味で不自然な擦痕が残る。いわゆるガジリ痕の可 462.463 1 
能性もある。

502 
皿区鋳造土坑DG 82 X 63 X 35:153.6 体部破片。真土層に一部吸炭とクロミが認められる。挽きl用1は認めら

仮g鋳型（外型） なし 1 れるが、磨滅気味で不明瞭。

503 
m区鋳造土坑DG 78 X 84 X 32:169.6 体部破片。真土培は全体的に甘く吸炭する。一部暴痕らしきものも

仮h鋳型（外型） なし I 認められる。

504 
皿区鋳造土坑A-BG間 84 X 79 X 38:254.2 体部破片。真土層は厚いが、磨滅気味。母型は赤く被熱する。外型のR

仮o鋳型（外型） なし 1 の強さと被熱具合から湯口に近い体部底部付近の資料かと思われる。

（鋳型（中子））
m区鋳造土坑CG 57 X 39 X 21:28.7 やや小振りの鋳型の中子の巾木部から口縁部片。巾木部そのもの

505 
鋳型（中子）

I 
は残っていないが存在は予想できる。鋳型の肩部はやや丸みを持ち、

464 
なし 2 直線状の体部へ移行。真土層は2mm前後としっかりしたもので、や

や黄色みを持った褐色に被熱。屈型は強い吸炭。
m区鋳造土坑AG 37 X 28 X 17:10.9 505と似る中子片。但し上端部の平坦面は1.0cm程水平に伸ぴる。羽釜

506 鋳型（中子）
なし I 2 

状？。内面の真土庖は厚く、最大厚7mmの間に少なくとも4枚の重層が 465 
認められる。加層を行うことで鋳造品そのものの厚みを調整したものか？。

m区鋳造こI.:坑DG 83 X 56 X 35:201.0 無段の中子口縁部。上而の平坦部から端部上半にかけてはクロミが
507 鋳型（中子）

なし I 
残る。肩部は緩やかな丸み。きめは細かくきれい。真土層は上面が原 466 1 
く、2'---4mm。体部はl-3mmと薄め。
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m区金属生産関連遺物観察表12(鋳型（中子））

図No.
出土位置（層位） 長さX幅x厚(mm):煎さ(g)

特 記 事 項 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁着度

508 
m区鋳造土坑 97 X 65 X 30:107.0 体部片。やや黄色みを持った褐色に被熱。真土層は博<o.5-1.0mm。

467-2 
鋳型（中子） なし I l 

509 
m区鋳造土坑DG 79 X 58 X 50:155.4 中子体部片。真＿七層は磨滅しており、クロミや挽き目はやや不明瞭。

仮m
鋳型（中子） なし I 1 やや黄色みを持った褐色に被熱する。

510 m区鋳造土坑A-DG間（外型内） 107 X 41 X 36:103.5 分析No.36(P.183参照）
467 

※ 鋳型（中子） なし I l 

m区鋳造土坑DG 94 X 73 X 43:187.3 やや母型を厚く残した中子体部下半の破片。被熱は弱く部分的に

511 鋳型（中子）
なし I 

吸炭から酸化。真土屑は15~2mm。母型はざっくりとした胎土で507 468 
2 

~515と共通し、大型の鋳造品か。

512 
皿区鋳造土坑CG 71 X 74 X 44:115.4 中子体部破片。胎土などは次の513などと似る。挽き目は明瞭。真土

仮l
鋳型（中子） なし I 1 層は2mm。
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m区金属生産関連遺物観察表13(鋳型（中子））

図No.
出土位値（層位） 長さx幅X厚(mm):重さ(g)

特 記 事 項 登録No.
逍 物 名 メタル度 磁着度

513 
m区鋳造土坑CG 105 X 80 X 27:151.3 真土層が大きく剥離し、一部のみ残存する中子体部下半の鋳型片。

仮j
鋳型（中子） なし l 真土榊は甘く吸炭し、一部クロミが残る。

514 
皿区鋳造土坑A-DG間（外型内） 106 X 97 X 32:321.3 母型を厚く残す中子体部破片。下半部は真土屈が剥離する。真土

仮k
鋳型（中子） なし 1 層は全体的に吸炭し、一部筋状にクロミとおぽしき愚痕が認められる。

515 
m区鋳造土坑鋳型No.4 135 X 129 X 45:681.2 中子体部破片。被熱状態は511に似る。上下に長く、下半部は真土

鋳型（中子） なし l 用が脱落。また、残る真土層直下の母型は吸炭気味。
469 

皿区鋳造土坑BG 260 X ] 50 X 92: J 548.J 中子の大破片。下端は二次的に削れているが、これは中子が放棄さ

鋳型（中子） れた段階で上下逆転していたためである。鋳型としては体部半ばか

516 
ら下半で476-479.498-500に対応する中子と推定される。次の517

470 
なし 1 とも同様、被熱状況は外面のアールの大きさ（推定）。真土層は薄く、

比較的均質。部分的に真土を重ねて屈厚を調整している。母型は籾

殻の目立つくすんだ色調のもの。内側は調究時に誤って削られる。

517 
m区鋳造土坑鋳型No.2 239 X 148 X 82:1,600.0 ほぼ516と同様の中子体部片。外周部には別の鋳型片が大きく固滸。

471 
鋳型（中子） なし 1 外側に固消する鋳型は外型と中子の両者あり。

（鋳型（その他））
Im区鋳造土坑DG

518 鋳型（注口？）

70 X 65 X 48:172.1 

なし

真土層が大きく内湾する特異な鋳型。真土層の原みは7mm。真土

は吸炭し、緑青かとも思える付着あり。冑銅製の鍋の注口の鋳型の 1 仮n

可能性が考えられる。

w区金属生産関連遺物観察表（含鉄鉄滓）

図No.I 
出土位置（層位） 長さx幅x厚 (mm):重さ(g)

特 者p9し 事 項 I 登録No.
遺 物 名 メタル度 1 磁滸度

519 I N区自然流路 20 X 36 X 16:14.8 被膜状の鉄滓。上面は瘤状の酸化土砂。下面には木炭痕とわずか I 
472 

含鉄鉄滓 銹化（△） | 8 な木炭。

520 I 含IV区鉄鉄自然滓流路
30 X 28 X 18:14.6 丸みを持った塊状の含鉄鉄滓。表面の酸化土砂にも内部の黒錆が I 

銹化（△） 1 6 にじむ。上手側部に銹膨れの欠け。
473 

（鉄製品）
I IV区自然流路 48 X J 4.5 X 4.5:7,1 完形の鉄製品。形状から鉄釘と推測されるが、先端部が薄く、丸いた I 

521 鍛造品（鉄釘？） 銹化（△） | 1 めにやや不確定。断面形態は長方形から長楕円形。
474 

522 I w区自然流路tr. 38 X 7X6;4.6 中型の鉄釘。頂部は折損。先端部は約60°ほど折れ曲がる。断面形 I 
銹化（△） I 2 

475 
鍛造品（鉄釘） は長方形に近い。

（羽口）

523 w区自然流路 51 X 43 X 21:41.4 羽IこI体部破片。胎土にはスサが混利され、石英質の砂粒や裳母が I 
羽口 なし 1 目立つ。外面は軸方向のナデ。

476 
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(8) その他の遺物

1)瓦（図版28、第133----136図）

I -----III区から多く出土しているが、遺構に伴うものも少なく年代も様々である。よって、調査区

外からの流入によるものと考えられる。

平瓦 (1----23) 1-----11は凸面に縄目を残す。 4は色調から鴻腿館式併行か。 12-----18は凸面に縄目を

残す。 14---16,18は凸面の斜格子文から軒平型式541(九州歴史資料館2000)併行期の平瓦と考えら

れ、側面に面取りがなされる。 23は凸面に布目が残る珍しい資料である。

丸瓦 (24-----36)29-----32,36には玉縁部が残り、 29には釘孔も残る。丸瓦にしてはやや厚い。 36の凸

面には斜格子文が残るが、調整方法、胎士などから考えて中世末期まで下る資料である。

軒丸瓦 (37,38,40)37は軒丸型式170Aと同種で、外区に連珠文、内区には単弁が巡り、間弁が付

く。中房は欠損により不明。同種の資料は、大宰府政庁及びその周辺、筑後国府、鴻腿館等に見ら

れる。 38は丸瓦先端部分で、瓦当部分は欠損。瓦当部分との接合部には1.2---2.0cm間隔で瓦刀（瓦

当接合のためのヘラ目）が現状で 5本確認できる。瓦当面周縁にあたる凸面には櫛目があり、この

櫛目は軒丸型式275Bに特有のものである。 40は剣菱巴文の中世瓦。三巴文の周囲に剣頭文が巡る。

13世紀代のもので、近辺では安楽寺、観世音寺、香椎宮等に類例が見られる。

軒平瓦 (39)偏行唐草文。軒平型式541と同種の資料。瓦当裏側破面には瓦箔に粘土を詰めた際に

生じたと考えられる指頭圧痕が見られる。観世音寺に類例が見られる。

文字瓦 (41) 凸面に斜格子文と「安楽」の銘が見られる平瓦。一部ナデ消しにより不明瞭だが、

銘は二重の枠で囲まれていたと思われる。安楽寺の類例から「安楽寺」と記されていたであろう。

道具瓦 (42)面戸瓦。復原寸法は、・長さ約26cm、幅約14.5cmを測る。他に道具瓦の出土はない。

【参考文献】

九州歴史資料館2000『大宰府史跡出土軒瓦・叩打痕文字瓦型式一覧』九朴1歴史資料館

第11表瓦観察表 (1)

No. 出士地点 種類 凹面調整 凸面調整 色調 特記事項 登録番号

1 I区2号炉内中央上層 平瓦 布目痕・ナデ 横方向の縄目痕・ナデ 灰色 577 

2 I区斜面谷部CG灰褐色土 平瓦 布目痕 縄目痕 黒灰色 一枚作り平瓦 679 

3 I区杭3北側馬褐色包含庖 平瓦 布 l~I 痕 縄目痕 黒灰色 675 

4 m区F:13G 平瓦 布目痕 縄目痕 黒灰色 色調から鴻臆館式併行か？ 566 

5 I区自然流路西岸tr.C以南上層砂層 平瓦 布目痕→擦り消し 縄目痕 灰色 凸面の一部に縄目のつぶれ。 671 

6 I区斜面DG灰褐色土 平瓦 布目痕・糸切り 縄l封1痕 黒灰色 一枚作り平瓦。完形に近い。 545 

7 II -2区自然流路tr.C北（東） 平瓦 ナデ消し 縄目痕 灰白色 555 

8 JI -2区自然流路 平瓦 布目痕→擦り消し 縄目痕（一部指押え状） 青灰色 硬質で胎：I:. 緻密 669-2 ， II -2区北側表採 平瓦 布目痕・ 糸切り 縄目痕 暗褐色 模骨桶単｛立が見られる 666 

10 II区自然流路灰黒色包含恩 平瓦 布l封1痕→擦り消し 縄目痕 宵灰色 硬質。模骨桶単位あり。端部はヘラ切り。 642 

11 I区斜面谷部DG埋土 平瓦 布目痕→擦り消し 縄目痕 暗灰褐色 模骨桶単位が見られる。 551 

12 m区北東部落ち込み埋土 平瓦 破面 斜格子文 灰色 562 

13 I区西拡張区包含層 平瓦 庶滅 斜格子文 灰色 547 

14 皿区1号溝 平瓦 庶滅（擦り消しか） 斜格子文 褐灰色 側面に 3面の面取りが見られる。 578 

15 I区包含層 平瓦 布目痕→擦り消し 斜格子文 黒灰色 模骨桶製平瓦 670 

16 m区4(?)号溝上屈 平瓦 布目→擦り消し？ 斜格子文 黄褐色 模骨桶製平瓦 553 

17 I区2号溝 平瓦 布目痕 斜格子文 灰白色 円筒桶製平瓦。側面、端面はヘラ切り。 549 

18 II区東端こげ茶色包含庖 平瓦 布目痕→擦り消し 斜格子文 黒灰色 側面に面取りあり。 654 

19 II区東半灰色包含府 平瓦 布目痕 ナデ消し 行灰色 表面黒色 644 

20 m区北東部落ち込み埋土 平瓦 擦り消し 破面 暗褐色 端面にヘラ描きの沈線あり 650 

21 m区F-llG 平瓦 布目痕→ナデ消し 布1封1痕→ナデ消し 黄褐色 胎土梢良 373 

22 I区自然流路西岸tr.A以南上層砂庖 平瓦 布目痕→擦り消し 擦り消し 灰色 673 

23 l区西拡張区包含層A・BG黒褐色土 平瓦 摩滅 布目痕 黒色 側面はヘラ切り 552 

24 I区自然流路tr.C以南上恩 丸瓦 布目痕 縄目痕→擦り消し 白 側面に面取りと植物痕あり。 6Z7 

25 II区灰黒色包含屈 丸瓦 布目痕？ 布目痕 灰色 663 

26 I区JGl中層（黄褐色土） 丸瓦 ナデ？ 糸切り 灰褐色 678 

27 m区4号溝中屈 丸瓦 糸切り→ナデ消し 斜格子文・板状圧痕 灰色 側面に面取り 570 

28 1区斜面谷部遺構検出面 丸瓦 布目痕 斜格子文 灰橙色 斜格子叩きの単位が明瞭 672 

29 皿区試掘 丸瓦 ユビナデ ナデ→ハケ 黒色 釘孔が一部残存。丸瓦にしては原い。 656 

30 II区自然流路灰黒色包含層 丸瓦 布目痕 縄El痕？→擦り消し 灰白色 647 
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第136図 軒瓦・文字瓦・道具瓦実測図 (1/2・42は1/4)

第12表瓦観察表 (2)

No. 出土地点 種類 凹面調整 凸面調整 色調 特記事項 登録番号

31 II-2区自然流路tr.B 丸瓦 布目痕 擦り消し 黒色 側面に折った痕跡あり。 C型成形 550 

32 I区斜面谷部DG埋土 丸瓦 布目痕 横ナデ 灰褐色 548 

33 II区自然流路灰黒色包含層 ，丸瓦 布目痕 縄目痕→擦り消し 灰白色 凹面布目に縫い合わせらしき痕跡あり 662 

34 皿区2号土坑 丸瓦 布目痕→ナデ消し 摩滅 赤褐色 広端外側に面取りあり 668 

35 II -3区北壁sec.第15層 丸瓦 糸切り 擦り消し 褐色 凸面の一部にユビオサエあり。 659 

36 m区北側試掘トレンチ 丸瓦 ユピナデ・コビキ 斜格子文・横ナデ 青灰色 硬質。側部にけずり。 888 

37 I区北部包含層 軒丸瓦 灰色 瓦当裏面はナデ。軒丸170Aと同種か。 887 

38 II区谷灰黒色包含屈 軒丸瓦． 布目痕→横ナデ 櫛目 灰色 瓦当面側に瓦刀の痕跡 643 

39 11区東端こげ茶色包含層 軒平瓦 擦り消し ユビナデ・ユピオサエ 暗灰色 軒平瓦541と同種。 886 

40 II-2区試掘土 軒丸瓦 灰色 剣頭巴文軒丸瓦 661 

41 皿区試掘 文字瓦 斜格子→ナデ消し 布目痕 暗灰色 側面はヘラ切り後に折る。 「安楽」銘あり 554 

42 11区束半黒褐色 こげ茶色包含層 面戸瓦 縄目痕→ナデ消し 布1封1痕 暗褐色 面戸瓦。端部は削り、面取りあり。 642,653,660 
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2)製塩土器（図版29、第137図）

調壺区内から約100点ほどが出土している。出土地点はその大半がII区の自然流路ないしその東側

の包含層からの出土であり、非常に偏った出土を見せる。

それ以外では、 I区の自然流路から数点と、皿区の造成面グリッド下層で 1点出土しており、 W

区からの出土は全く認められない。なお、未報告分の内、製塩土器が出土した遺構には、 II-2区P-

17、P-42、P-56があげられる。

ここでは出土したものの内、実測可能である35点を報告する。

1-----12、24-----26は逆円錐形を呈するもので、内外面とも、ユビナデないしユビオサエの調整が見ら

れる。

13、18-----21は円筒形の砲弾状を呈する肉厚丸底の形状で、「六連式土器」とも称され、固形塩生産

用の土器と考えられているものである。外面はユビオサエ、内面は大半が摩滅するが、ユビナデな

いし布目の調整であると思われる。

14-----17、34は内面に布目痕が認められる。 34はIII区から出土した唯一のもので、口縁の一部を左

上方へつまみ上げたような珍しい形状を呈する。胎土の状況や調整から製塩士器としたが、二次的

な被熱の痕跡はなく、確実ではない。

27-----33は底部の破片。いずれも被熱した痕跡が見受けられる。

35はいわゆる「玄界灘式製塩士器」とも称されるものの体部。赤褐色を呈し、外面調整は格子目

の叩き、内面調整は青海波の叩き。鍼水煎然用の製塩土器であり、これが今回の調壺では唯一の出

土となるが、隣接する筑紫野市原遺跡の調査でも出土している。

第13表製塩土器観察表

No. 出土地点 種類 外面調整 外面色調 内面色調 備考 登録No.
1 11区東端こげ茶色包含層 ユビナデオサエ 赤褐色 ユビナデ・オサエ 赤褐色 胎土内部は吸炭。 863 
2 11-2区自然流路B-Ctr.問 ユビナデ 赤褐色 ユビナデ 赤褐色 口緑部破片。 876 
3 11-2区自然流路C-Dtr.問 ユビナデ・オサエ 赤褐色 ユビナデ 赤褐色 口縁部破片。胎土に角閃石含む。 856 
4 II -2区調査区南端下層 ユビナデ・オサエ 赤褐色 摩滅 黄褐色 口縁部破片。 874 
5 II -3区B-2G褐色土層土器集中部第2陥 ユビナデ・オサエ 赤褐色 摩滅 赤褐色 口縁部破片。 862 
6 II区東半灰色包含層 ユビナデ・オサエ 赤褐色 摩滅 黄褐色 口縁部破片。胎土内部は吸炭。 861 
7 II区東端床土（黄灰色包含層） ユビナデ・オサエ 赤褐色 床滅 赤褐色 口縁部破片。 857 
8 II区東側灰褐色包含層 ユビナデ・オサエ 褐色 庶滅 赤褐色 877 ， 11区東端こげ茶色包含層 ユビナデ・オサエ 褐色 磨滅 赤褐色 口縁部破片。胎土は吸炭気味。 864 
10 II -2区自然流路B-Ctr.間 臨滅 赤褐色 庶滅 赤褐色 口縁部破片。外面は強い被熱、発泡。 872 
11 11-3区A・B-2G灰褐色土層 ユビナデ・オサエ 黄褐色 ユピナデ 赤褐色 口縁部破片。 869 
12 II-3区A・B-2G灰褐色土附 摩滅 黄褐色 庶滅 赤褐色 口縁部破片。 867 
13 II区東端黄灰色包含層 摩滅 赤褐色 庶滅 赤褐色 口縁部破片。 858 
14 II-2区自然流路B-Ctr.間東 ユビナデ 赤褐色 布目痕 黒灰色 881 
15 I区自然流路酉岸tr.C以南 ユビオサエ 褐色 布目痕 褐色 755 
16 II区自然流路灰黒色包含屈 ユビオサエ 暗赤褐色 布目痕 暗褐色 753 
17 I区自然流路西岸tr.C以南上層 ユピオサエ 赤褐色 布l封l痕 褐色 732 
18 Il-3区A-lG ユピオサエ 黄褐色 摩滅 赤褐色 860 
19 II区束端灰色包含層 ユビオサエ 暗赤褐色 ユビナデ 暗褐色 721 
20 II区束端灰褐色包含層 ュピナデ・オサエ 灰褐色 摩滅 黄褐色 873 
21 II -3区A-1 2G斜面 ュピオサエ 赤褐色 底滅 暗黄灰色 22に似る。同一個体の可能性大。 754 
22 II -3区A-lG北端tr第1確認面直下 ュピナデオサエ 黄褐色 摩滅 暗黄灰色 径5mm程の砂岩系の小円礫含む。 751 
23 I区自然流路南側上面埋土 ユピオサエ 暗灰色 ユビナデ 暗褐色 865 
24 Il-3区A-2G束西secベルト内 ユビオサエ 赤褐色 摩滅 赤褐色 871 
25 II -3区A-2G東西sec.ペルト内 ユピナデ・オサエ 赤褐色 摩滅 赤褐色 26に似る。同一個体の可能性大。 870 
26 II -3区A-2G東西sec.ベルト内 ユビナデ・オサエ 赤褐色 磨滅 赤褐色 外面の一部に吸炭あり。 879 
27 II -3区A・B-2G灰褐色土層 摩滅 赤褐色 ユピオサエ 赤褐色 底部破片。 868 
28 11区東側灰褐色包含層 ナデ 暗褐色 ユピナデ・オサエ 暗褐色 底部破片。外面に黒斑あり。 878 
29 II区束端こげ茶色包含層 ユビナデ・オサエ 黄褐色 破面 赤褐色 底部破片。 720 
30 II区東端床土（黄灰色包含層） ユビナデ・オサエ 黄灰色 ナデ 赤褐色 底部破片。胎土に角閃石含む。 885 
31 II -3区A・B-2G灰褐色土層 ユビナデ・オサエ 明褐色 ュピナデ・オサエ 暗褐色 底部破片。厚みは薄め。 866 
32 II -2区自然流路B-Ctr.間西部 ユピナデ・オサエ 暗赤褐色 ナデ 赤褐色 底部破片。外面に黒斑あり。胎土内部は吸炭。 859 
33 JI-2区自然流路中央部 ユピナデ・オサエ 褐色 ユビナデ・オサエ 褐色 底部破片。胎こI.:内部は吸炭。 875 
34 m区造成面G 下屈（床面） 庶滅 明黄褐色 布目痕 明黄褐色 界形の製塩土器。曲がった口縁部が残る。 711 
35 ll-3区2号溝 格子目タタキ 赤褐色 青海波タタキ 暗赤褐色 外面に一部黒斑あり。玄界灘式製塩土器。 569 
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3)石製品（図版30、第138図1-----7)

石製品の内、縄文時代に属するものや金属生産に関係すると考えられるものについては、既にそ

れぞれの箇所で報告したので、ここではそれらに属さないものを報告する。

1は石斧状の石製品。両端部とも折損。断面形から石斧と考えたが、弥生時代の混入品か。あくま

でも古代のものと考えると、カマド等に伴う石製支脚の可能性もあるが、被熱痕が全くなく、可能

性は低い。 2はサイコロ状を呈し、 6面の面取りが見られる。 3は扁平な円板状を呈する。 7は、

全面に磨かれた痕跡が残る。 2,3,7は人為的な加工痕が認められるが、機能、用途は不明。

4 -----6は滑石製品。 4は石鍋内外面とも縦方向の削りの調整が見られる。口縁部付近の一部とし

て復元したが、胴部側の破片である可能性もある。 5,6は滑石製石鍋からの転用品。 5は平面、断

面ともに長方形。表面は非常に平滑。厚みも石鍋に近い。 6は平面が長方形、断面が円形で、上面

中央に短辺側に平行する例り込みを入れる。上面の一部が黒色で、石鍋の外面を反映したものであ

ろうか。 5,6とも用途、機能は不明である。

4)士製品（図版30、第138図8-12)

土製品も石製品同様、ここでは縄文時代に属するものや金属生産に関係するもの以外のものにつ

いて報告する。

8は容器等の把手部分であろうか。中央に盲孔が穿たれ、孔の内面にはシボリ痕が見られる。外面

にはユビナデによる約10面の面取りが見られ、下面はユビオサエで調整する。上面の盲孔付近には

丸く黒斑が残り、被熱したことがわかる。出士箇所から奈良時代のものと考えられるが、胎土はか

なり密で、それよりも新しいものである可能性もある。 9は手づくね土器。明褐色を呈し、内外面

とも指ナデ、オサエの調整が見られる。製塩土器とも考えられたが、胎土の状況や被熱が認められ

ないことからその可能性は低いと思われる。 10はミニチュアの土器。内外面ともナデで調整する。

11はミニチュアの土製品。移動式カマドの袖の部分と思われる。右側面はカマド本体との接合面か。

12は断面が不整円形で、側面にヘラ削りの調整が見られる。上面は剥離面か。胎土が非常に精良か

つ密で、精製品であることはわかるが、どのような性格のものかは不明。

第14表石製品観察表

図No. 出土地点

l II -2区自然流路中央部

2 II-3区JG.D-3

3 I区P-26

4 m区A-2G遺構面

5 II区東側灰褐色包含府

6 m区北西部遺構面消掃時

7 m区P-26

第15表土製品観察表

No. 出土地点

8 I区自然流路tr.D下恩（礫層）

, II区灰黒色包含層

10 I区灰色包含層

11 m1i1号溝下層

12 m区C-lG

種類 備考

石斧または支脚 灰白色の凝灰岩製。断面形は楕円形。高さ11.9cm、幅8.1cm、厚み4.8cm。重さ938.7g。

不明石製品 灰白色の砂岩製。高さ6.6cm、幅6.3cm、厚み6.2cm、重さ525.lg。

円板状石製品 灰色の凝灰岩製。高さ8.2cm、幅7.3cm、厚み0.9cm、重さ87.9g。

滑石製石鍋 外面は黒色、内面は灰色。内外面共に削り調整。重さ30.7g。

滑石製品 褐灰色。多く巣が認められる石材。長さ4.3cm、幅4.1cm、厚み1.3g、重さ35.5g。

滑石製品 上面の一部黒色。それ以外は暗青灰色。長さ3.1cm、幅1.5cm、厚み1.3cm、重さ11.6g。

不明石製品 灰色の砂岩製。高さ1.8cm、幅1.4cm、厚み0.4cm、重さ1.7g。

種類 備考

：ごご旦品 1 号き豆三豆瓦号庫匡豆呈：亙翌毛言舌音言号号誌こここ~·を令む。
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(9) 宝満山遺跡群第23次調査出土金属生産関連分析資料詳細観察表

穴澤義功・野口未幾

本節は、金属関係の遺物を分析するにあたり、なぜこの資料を分析するのか、その意図や個体の

詳細な事前記録と分析指定を行うために設けた項目である。後章の分析結果とあわせて参照してい

ただきたい。

資料番号

1:1:!士状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 14 項目 滓 ：胎士

出土位置 I I区炉2北側 時期：根拠 8世紀前半：出土土器 マ-ク--ロ

検鏡： HOM-00 表・灰黒色～
分-検--- -鏡------------

長径 5.8cm 

色調 --------茶---色---～----褐---色---

遺存度 破片 硬 度

試料記号 化学．
法

・CX・・M・・線・・A・回・・・・折・・・・・・・・ 
短径 4.1cm 地：灰黒色～

茶色～褐色
破面数 5 

化 学
放射化・

批厚さ 1.7cm 
-耐---火----度------------磁 着 度 5 前含浸 一 ------------------------

逍物種類 炉壁 析カロリー
重羅 40.5 g 

メタル度 なし 断面樹脂 一
放射化

（名称） （砂鉄焼結付） X線透過

観察所見 平面、ゆるやかな弧状をした炉壁の小破片である。表面にはやや厚く砂鉄が焼結している。側面4面と裏面の都合 5面が破面

である。砂鉄焼結部の厚みは最大で1.3mm程になる。生きている内面は全体が焼結した砂鉄で、還元が進んでいるため、各粒子は滓化気
味である。また、平面中央側がゆるやかな弧状に突出し、左右方向が低くなっている。焼結の弱い部分の砂鉄粒子の粒径は、 0.1~
0.14mm大で、極めて微細な砂鉄粒子である。磁着は強め。炉壁部分は衷面右手に張りつくような形で残されている。胎土はスサをわず
かに混じえたもので、数mm大以下の石英質の粒子をやや多めに含む粘土質のものである。練りは甘め。色調は表面が灰黒色で、裏面の

胎土部分は褐色、砂鉄側は茶色である。地も同様。

分析部分 長軸端部1/5を直線状に切断し、砂鉄焼結部を中心に分析に用いる。残材返却。

備 考 砂鉄粒子は微細で、やや角の取れた粒子が 7割方を占める。こ資うした状態は分析資料No.4の砂鉄と、ある程度類似している。
但し、本資料側は、焼結砂鉄の為、情報は限られる。炉墜の胎士は、分析 料No.2の内面滓化層の内側部分と、質感や色調は類似する。

資料番号 2 

出士状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 28 項目 滓 ：胎士

出土位罷 II区自然流路トレンチC南側 時期：根拠 8恨紀前半．出土士器
分 ー検マ・・・-ク---鏡ロ------------

検鏡： HOM-2 表茶褐色～

...............◎... ― ・ - ・  

長径 11.9cm 辿存度 破片 硬度

試料記号 化学： HOM-2 
法 色調 ・・・・・・・・・・・・・・・暗・・・褐・・・・色・・・・ 

呵C・X・M・・線・・A・回・・・・折・・・・・・. 
短径 11.2cm 地：暗褐色

破面数 12 
放射化：

化学
屈原さ 5.7cm 

磁着度 5 前含浸 一 析 -耐カ----火ロ---度-リ---ー-------------------------゚----・--遺物種類 炉壁
重量 540.0g 

メタル度 なし 断面樹脂 一 放射化
（名称） X線透過

観察所見 平面、直線状をした炉壁破片である。内面のみ生きており、側面から裏面は全面破面である。破面数は12を数える。内面は

全体が滓化しており、細いつらら状の垂れが下方へ向かい顕著である。側面は破面となり外面に向かい大きく 4種の熱変化を示してい
る。内面から順に灰黒色の滓化層、次いで1.5cm前後の厚みをもつ褐色層、更に 6mm前後のくすんだ赤褐色陪、次いで衷面側の 2mm
強の厚みをもつ明るい赤褐色層の順である。裏面はやや波状で、生きている可能性もあるが、はっきりしない。胎士はスサをわずかに
混じえる粘土質のもので、籾殻もやや目立つ。数mm大の石英質の粒子は、褐色～赤褐色の中間層にやや多い印象を受けるが、これは見

かけ上の事で、実際は全体にかなり多く混じえてる可能性が高い。内面の垂れの目立つ滓化層の表面は、灰黒色をベースに一部は紫紅

色が目立つ。色調は前記各部の通り。

分析部分 長軸端部1/4を直線状に切断し、炉壁として分析に用いる。残材返却。

備 考 箱形炉の長軸側の通風孔上部付近が原位置と推定される炉壁片である。内面の上下方向の断面形は、つらら状の垂れから見

ると、本来はやや内傾気味となる可能性が木あ舞ろ孔うが。残こされれはる資¥料の下半部が、通風孔上の滓化による袂れの上端部付近と予想される事に
よる。福岡市域の 8世紀代の箱形炉には、 事例が知られているが、本遺跡では全く確認されない。

資科番号 3 

出士状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 82 項目 禅 ！メタル

出土位置 I I区炉 2北側土坑 時期：根拠 8・ill: 紀前半．出土土器 マ-ク--ロ

検 鏡： HOM-3 表’茶褐色～

分.検... ・鏡・・・-・・ …… .....゚....... ・・・・・・・・・・・・ 
長径 10.6cm 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学. HOM-3 
法 色調 ---------------暗---褐----色---- ・CX・・M・・線・・A・回・・・折・・・・・・・・・ 

短径 8.9cm 地．暗褐色
破面数 7 

放射化：
化 学

罰原さ 7.1cm 
磁着度 1 前含浸 一 ・耐・・・・火・・・度・・・・・・・・・・・ ・

遺物種類 炉壁 析カロリー
童最 1031.lg 

メタル度 なし 断面樹脂 一 放射化

（名称） X線透過

観察所見 平面、不整台形をした流動状の炉底塊の側部破片である。上面と手前側部は生きており、下面は破面と自然面が共存する。
それ以外は、側面を中心に 7面の破面を数える。上面は流動状で、ゆるやかな波状である。手前側面ば炉壁士の圧痕が残る自然面で、

上下 2層に分れるように中間部に段を持っている。下面は1.5cm大前後の木炭痕がやや目立ち、破面と混在する。側面の破面はシャープ
で、気孔の少ない緻密な滓部が露出している。側面の下端寄りには、明るい灰色に被熱した炉壁土が、二所に確認される。費料は含鉄
部を持たない流動状の滓質の為か、磁着度は低い。右側部下半に 6mm大の黒錆の部分が確認される。色調は表面が茶褐色～暗褐色、地

は基本的に暗褐色である。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 箱形炉の炉底塊の、直線状の側端部破片と推定される。上面は生きているが、下面は厚みを完全には残していない。手前側部に
残る不規則な段が、右側に傾いている点や滓質などから見て、炉底塊の中でも、やや流出孔に近い部位を原位置と想定しておきたい。
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資料番号 4 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 108 項目 滓 ：メタル

出土位置 I I区炉 2南側士坑埋士 時期：根拠 8世紀前半 出士士器 マ-ク--ロ

検鏡： HOM-4 表：灰黒色

分-検--- -鋭------------

長径 遺存度 一 硬度

試料記号 化学. HOM-4 
法 色調……--…---…………

-CX--M-線---A-回----折--------
短径 地灰黒色

破面数 一
化学

放射化：
拭厚さ -耐---火-・・-度------------

遺物種類 砂鉄
磁着度 5 前含浸 一

析カロリー
重抵 20.0g 

メタル度 なし 断面樹脂 一
放射化

（名称） （迫跡） X線透過

観砂94察粒%4に所が-当見わイたずる灰かI。黒区に非色の混磁箱の在着微形しの細炉て砂なのい粒砂、るは鉄南汽全で側料2あ排0で.0る滓あg。の坑る粒うの。度ち埋こl.lは士れ最gををを大水再占0洗度.9めmし、5m.て精5大%得密にからに当られ磁た最た石る小砂で。0鉄.分0前3汽離m者料mしを大でた4であ結ー、る果イ中。は、心水、後的洗磁者な後沿を粒、す4度磁る-は石砂口0で鉄.と13粗粒しmくて子m回大記が収録前全さ後2し0れてで0たgおあのたるくうめ。。ちか光1、沢8.8非のg 磁着の
を占め

ある粒

子は全体の 3割程度で、無光沢の角が丸みを持った黒褐色の粒子が主体を占める。中には球状の形態を示すものがあり、主体をなす砂

鉄粒子は被熱している可能性が高い。光沢のある粒子は角がとがったものが多く、自然砂鉄であることがわかる。磁着が全体に弱いの

は砂鉄粒子の多くが被熱しているためであろうか。
4ーロ 0.6mm大以下の様々な色調の砂粒である。透明な石英質の角張った粒子が 6割以上を占め、そこに半透明の白色の粒子が 1割

程加わっている。 3割程は、黒褐色の不定形な無光沢粒子で、磁滸しないものである。全体に様々な色調の粒子を含む為、淡褐色気味

の色調を示す。

分析部分 必要撒を選択し、砂鉄として分析に用いる。残材返却。なお、分析には 4ーイと 4ーロを合わせて用いること。

備 考 排滓坑から回収された砂鉄資料で、光沢のある粒子の比率は低く、粒径から見て、本来の使用砂鉄の粒度が極めて微細であ

ったことを示している。角が摩耗しているのか、被熱によるものなのかははっきりしないが、両要素がカII昧されたものと見ておきたい。

粒度の微細さから見ると、近隣の母岩から分離して間もない砂鉄資料ではなく、かなり淘汰された砂鉄である可能性が高い。太宰府と

いう立地から採取地を再検討しなくてはならない。なお分析資料No.lとは類似点が確認される。那珂川河川等が採取候補地であろうか。

資料番号 5 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 124 項目 滓 ：メタル

出土位置 I I区炉 2北側土坑 時期根拠 8世紀前半 出土土器 分 -検マ----ク---鏡ロ------------

検鏡. HOM-5 表暗褐色～
-----゚-------------------

長径 5.5cm 青黒色 逍存度 破片 硬度

試料記号 化学・
法 色調-------------------------

-CX--M-線---A-回----折--------
短径 3.2cm 地：青黒色～

黒褐色 破面数 4 
化学

放射化：
最厚さ 2.1cm 

・耐・・・・火・・・度・・・・・・・・・・・・ 
遺物種類 流出孔滓

磁着度 l 前含浸 一
析カロリー

------------ --・・・・ —~ 囀----

重量 62.9 g 
メタル度 なし 断面樹脂 一

放射化

（名称） X線透過

観察所見 平面、不整台形をした蓮手の流出孔滓の破片である。上下面と短軸側側面の半分程が生きており、長軸の両端部と短軸側の

一部が破面である。破面数は 4を数えるが、うちー所は新しい破面である。流出孔底に貼りつくように形成された禅で、底面中央が細

い樋状に突出するのが特色である。上面は右半分がきれいな流動状で、表皮は長軸方向へ向かう筋目と、微細なチリメン状のしわが生

じている。左半分は不規則な形状で、炉壁士の噛み込みや、圧痕が残されている。この部分のみ、色調が紫紅色気味である。短軸側側

部は徐々に蒋くなり、終息している。下面は全体に樋状で、石英質の炉壁片や炭粉痕が残されている。更に注目される点は、先にも示

したように、底面中央が幅 2cm強の範囲で一段と突出する点である。これは幅 6cm以上の流出孔底を、更に径 2cm強の径の何らかの

工具により突いている証拠であろう。破面の気孔は上下で異なり、上半は微細なものがまばらに存在し、下半はやや大ぶりなものが点

在する緻密な滓である。色調は表面が暗褐色から青黒色、地は青黒色から黒褐色である。

分析部分 長軸端部1/5を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 流出孔滓の、中程度の幅を持つ滓の一つである。流出孔内の比較的奥側で生成されたものと推定される。本遺跡の流出孔滓

は、同時代の他遺跡例に比べてやや幅の狭いものが多いという特色を持ち、炉底塊の原みも比較的薄めであるという特色に連動する可

能性があろう。また、本資料の底面に残されたエ具痕様の滓の突出部は、数少ない操業技術をうかがわせる証拠である。エ具痕付の滓

の頻度は少ないのも、本遺跡の特色である。

資料番号 6 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 156 項目 滓 ：メタル

出土位置 I I区炉 2南側士坑 時期：根拠 8世紀前半：出士士器 マ．ク．． ロ

検鏡. HOM-6 表．紫紅色～

分-検--- -鏡------------.....゚•••••••••••••••••• 
長径 7.7cm 遺存度 破片 硬度

゜試料記号 化学 ・HOM-6
法 色 調 -----------淡黒褐色 -CX--M--線--A-回---折---------____ Q ゚____ ------------

短径 7.0cm 
地．淡黒褐色 破面数 5 

化 学
放射化：

飛厚さ 3.0cm ヽ ・耐-・・火・・・・度・・・・・・・・・・・・ 
遺物種類 流動滓

磁着度 1 前含浸 ー
析カロリー

重屈 277.lg 
メタル度 なし 断面樹脂 一 放射化

（名称） X線透過

観察所見 平面、不整六角形をした流動滓の破片である。上下面は生きており、側面は前面がシャープな破面である。破面数は 5を数

える。上面はきれいな流動状で、中央部には幅1.8cm前後の浮が流れている。部分的にわずかなチリメン状のしわが生じているが、全体

的には流れが良い状態である。表皮の色調は、灰黒色と紫紅色が相半ばする。側面の破面は、気孔の極めて少ない、結晶の発達気味の

もので、中層上半部には横方向にのびる大形の気孔が確認される。下半の滓は結晶がキラキラと輝いている。下面は浅い皿形で、全体

に炉壁粉の圧痕や滓あるいは炉壁粉そのものの噛み込みが散在する。一部は 1cm大の木炭痕である。非常に緻密で、比重の高い滓とな

っている。色調は表面が紫紅色から淡黒褐色、地は淡黒褐色である。

分析部分 長軸端部1/5を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 磁着度の低いきれいな流動滓である。上面の紫紅色や、下面に残る炉壁士や滓片の噛み込みなどからみて、流出孔の出口に

比較的近い流出溝中で生成されたものと推定される。滓の結晶の成長がみられるのは、流動性の高さと炉外温度（気温）などの高さを

物語るものであろう。
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資料番号

7 
出土状況

遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 162 項目 滓 ：胎士
出士位置 I I区炉 2内埋土 時期：根拠 8世紀前半：出土土器 マ-ク--ロ

検鏡： HOM-7 表：青黒色～

分-検--- -鏡-----------------゚------------------
長径 5.4cm 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学・
法 色調 暗褐色

・CX--M--線--A-回---折・・・・・・・・・ 短径 4.0cm --------------ー・・・'-----. 

地暗褐色 破面数 3 
放射化： 化学

罰厚さ 2.3cm .耐...火....度............ 
逍物種類 炉内滓

磁着度 1 前含浸 ー
析カロリー

・・・・・・・・・・・・ ----・・------

重爵 79.4g 
メタル度 なし 断面樹脂 ー

放射化
（名称） X線透過

観察所見 平面、不整多角木形をした流動状の炉内滓の小破片である。左側面寄りに 3面の破面を持つ以外は、自然面である。木炭痕が
顕著で、流動状の滓は、 炭のすきまに形成されたものであり、炉内滓であることを示している。木炭痕は滓内部や側面に明瞭に残さ
れており、小さい滓資料ながら、都合二十所以上が確認される。大きさは大きいもので 3cm大以上で、使用木炭のサイズを反映してい
ると考えられる。右側部側は流動状の滓端部が目立ち、下面は灰色に被熱した炉壁粉の付着と木炭痕が残されている。滓は緻密で、結
晶は発達気味である。色調は表面が青黒色から淡褐色で、地は暗褐色である。木炭痕の表面がより青黒色が強く、やや光沢を持つ。

分析部分 長軸端部1/4を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 炉内の木炭陪に集まりはじめた、炉内流動滓の小破片である。炉外出士の滓に比べて木炭痕が大きく、使用木炭の整粒サイ
ズが窺える資料である。生成位箇としては、炉底塊の上皮または炉壁に接した部分であろう。滓に残された木炭痕からは、長さ幅とも
やや小ぶりに整粒されたという点と、炭化度が高く、固めの針葉樹以外の材であったことを読み取れる。これは伏せ焼き炭窯の生成品
でなく、地下式炭窯の様な、炭化度の高い対象を想定できる。また、分析資料No.12の材や炭化度とも矛盾しない。

査料番号

8 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 206 項目 滓 ：メタル
出土位置 I I区炉 1周辺滓群 時期．根拠 8世紀前半：炉2から マ-ク--ロ -----------------゚◎ -------
検鏡： HOM-8 表．茶褐色～

分.検... ・鏡・・・・・・・・・・・・ 

長径 3.9cm 
暗褐色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学．
法 色調．．．――------------………

-CX--M--線--A・回・--折---------短径 2.5cm 地：暗褐色～

暗褐色 破面数 4 
化学放射化：

最厚さ 2.5cm 
-耐----火---度------------

遺物種類 含鉄鉄滓
磁着度 4 前含浸 一

析カロリー
------------------------

重最 33.9 g 
メタル度 L (●） 断面樹脂 一 放射化

（名称） X線透過

゜
観察所見 平面、不整桁円形をした小さな含鉄鉄、左滓である。上下面は生きている可能性が高く、側面は全面破面である。破面数は 4を
数える。悪い茶褐色の酸化土砂に覆われており 側部を中心に微細な放射割れや黒錆のにじみが確認される。右側部は一部が生きて
いる可能性を持つ。滓はやや緻密で、微細な気孔が全体に散在する。含鉄部は左寄りの中核部と推定される。上面は数mm大の木炭痕や、
何らかのものに接した痕跡を持ち、中央付近が最も高く、左右方向が傾斜している。下面は微細な木炭痕を持つが、全体的には平坦気
味である。色調は表面、地とも、茶褐色から暗褐色気味である。

分析部分 長軸端部1/2を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 小さな含鉄の滓ながら、形状と出土位置からみて、含鉄の椀形鍛冶滓の側部寄りの破片の可能性があろう。この場合上下面
が逆となり、実測図の上面が鍛冶滓の椀形の底面の一部をなす可能性もある。いずれにしても、厚み方向は生きており、鍛冶滓とすれ
ば分析資料No.23に類似したものとなろう。

賓料番号

， 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 211 項目 滓 ；メタル
出土位置 II区自然流路トレンチC西部 時期：根拠 8世紀前半：出土土器 マ-ク--ロ -----------------゚◎ -----
検鏡： HOM-9 表．暗褐色～

分-検--- -鏡------------

長径 5.1cm 
茶褐色 追存度 破片 硬度

゜
試科記号 化学. HOM-9 

法 色調…----------------------- .CX..M.線...A.回....折........ ____ Q ___ ------------
短径 3.5cm 地・暗褐色～

濃緑色 破面数 7 
化学放射化：

批厚さ 3.2cm 
-耐---火----度------------

遺物種類 含鉄鉄滓
磁着度 3 ~削-今凸反‘弐 ー

析カロリー
重拭 73.2g 

メタル度 L (●） 断面樹脂 〇
放射化

（名称） X線透過

観察所見 平面、不整台形をした塊状の含鉄鉄禅である。表面は様々な色調の酸化士砂に覆われており、部分的に灰白色や濃緑色のガ
ラス質の滓がのぞいている。下面の一部が生きている他は全面破面となり、破面数は 7を数える。黄褐色の付滸士砂は二次的な付着物
である。滓は微細な気孔を持ち、表面や内部に数mm大の木炭痕や粉炭を噛み込んでいるもので、表面からは含鉄？（含銅）部分は確認
できない。灰白色の滓部は濃緑色のガラス質滓の風化色と考えられる。付着物が多く非常にわかりにくい資料である。色調は表面が暗
褐色から茶褐色、地は暗褐色から濃緑色である。

分析部分 長軸端部を1/2を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塾布。残材返却。

備 考 わかりにくい資料ではあるが、部分的に磁着反応あり、濃緑色のガラス質淫と合わせて溶解炉系の含鉄資料と考えられる。
I区自然流路トレンチC西部出土品であり、溶解炉系の遺物と確定すれば」区からの流出品という証明がなされる可能性を持つ。その意
味では分析賓料No.24、25などと直接関連する可能性も想定される。また当然ながら分析汽料No.19、21さらに26~32までの一連の資料に
もつながる場合もありえよう。
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資料番号 10 

出士状況
遺跡名 I 宝満山辿跡第23次調査 遺物No. 213 項目 滓 ：メタル

出土位置 I I区炉 2北東外側 時期根拠 8世紀前半・出土土器 マ-ク--ロ ----------------゚-◎ -------

検鏡. HOM-10 表・茶褐色～
分-検--- -鏡------------

長径 4.5cm 暗褐色 迫存度 破片 硬度
゜

試料記号 化学
法 色調……-------------------

-C-X-M--線--A-回---折---------
短径 4.2cm 地：暗褐色～

----------- ------------

黒褐色 破面数 5 
化学

放射化'
最原さ 1.9cm 

-耐----火---度------------
遺物種類 炉内滓

磁着度 4 前含没 ー
析カロリー

重量 45.0g 
メタル度 特L(*) 断面樹脂 〇

放射化

（名称） （含鉄） X線透過

観察所見 平面、不整多角形をした板状の、含鉄の炉内禅破片である。全体に茶褐色の酸化士砂に広く覆われており、表面にはやや大

ぶりの木炭痕が確認できる。付沿物のためわかりにくい面もあるが、左右の両側面を中心に破面を確認できる。現状で破面数は 5を数

える。上面は中央付近の左右に小さな段を持ち、右手前には1.5cm大の木炭組織を噛み込んでいる。段そのものも木炭痕である可奥能性が

高い。下面の手前側部は小さな凸,~,を持ち、何かに接した圧痕と見られ、中央部が船底状に突出している。この部分を様に下面 側も

手前側も長さ3~4cm大の木炭痕が想定される。その意味では表裏面とも大ぶりの木炭痕に挟まれた、典型的な製錬炉の含鉄の炉内滓で

あるということができる。事実、下面左手前寄りには、微細な放射割れと錆のにじみが生じはじめている。破面の一部に見られる地の

部分は、純粋な滓ではなくて、やや銹化気味の質感を示すものである。色調は、表面が二次的な酸化土砂のため茶褐色で、滓部は賠褐

色である、地は暗褐色から黒褐色。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂途布。残材返却。

備考 木炭痕の大きな含鉄の炉内滓で、。区炉 2周辺出土品という点からも、製錬系の含鉄の炉内滓と考えられる。但し、木炭痕が大

きいということは、炉内の燃焼が弱く、還元が進みにくい部位の生成品と言う側面を持ち、鉄部の炭素祉が注目される。いずれにして

も炉底塊の一部から割り分けられゲこ個体であろう。なお上面に残る木炭は、材がしつかりした導管を持つ広葉樹系のものであるという

事を示し、導管列は散孔材の特色を示している。

資料番号 11 

出土状況 1嘉『贔 I 『謬1'ff言言靡
検鏡： HOM-11 長径 5.0cm 

法
試料記号 I化学： HOM-11 短径 4.5cm 

放射化
獄原さ 3.5cm 

追物種類 炉内滓
重最 101.9g 

（名称） （含鉄）

磁滸度

遺物No. 214 項目 滓！メタル

時期：根拠 8世紀前半：出土土器 マクロ ： O 
表：茶褐色～ 分一極頑―--…… -------------r―___c____

暗褐色逍存度 破片 硬度 0 
色調ト------------------------ CMA 

地：暗褐色～ ――------------

暗褐色破面数 7 
X線回折
化学

前含浸 一 耐火度-----------
析カロリー

放射化
X線透過

メタル度

4
 

L (*) 断面樹脂

゜
゜

01 観察所見 平面、不整六角形をした厚板状の、含鉄の炉内滓の破片である。上下面は基本的に生きており、側面 7面が鋭い破面である。

側面の一部から下面には、やや厚い酸化土砂が付着している。上面は斑点状の小さな窪みを残すものの、全体的にごく浅い皿形ないし

平坦気味である。側面は上下方向の鋭い破面で、結晶の発達方向を示す、上下方向に伸びる細い筋が、かろうじて確認できる。破面の

気孔はまばらで、その一部はやはり上下方向に伸びる傾向をもつ。下面は付着士砂の為わかりにくい点もあるが、全体的には船底状で、

中央部が左右方向に突出する。かなり風化が進み、表面や各端部はややザラザラした質感をもつ。外見的には含鉄部は全く認められな

いが、各面に微細な放射割れが入り始めており、内部から銹化による膨張I王がかかりつつある事をうかがわせる。一部にごく少範囲で

黒錆が滲む。色調は表面が茶褐色から黒褐色、地は黒褐色である。

分析部分 長軸端部2/5を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 一見、炉外流出滓のようにも見えるが、全体的には簿手の炉底塊の中核部破片ではないかと推定される。含鉄部が特Lで磁滸

傾向から言えば、資料の上半部に含鉄部が残る可能性が高い。

資料番号 12 

出土状況
遺跡名 I 宝満1.l.1追跡第23次調査 逍物No. 219 項目 滓 ：メタル

出士位囮 II区自然流路匝岸トレンチC以南 時期根拠 8世紀前半？：出士土器 マ磁クロ

検鏡. HOM-12 表・黄褐色～
分検濱坪―)―― ----・゚・・・響-- -・・・--・-----

長径 遺存度 一 硬度

試料記号 化学： HOM-12 
法 色調 黒色

．CX．．M．．線．．A．回．．．．折．．．．．．．． 
短径

--・-------------------

地：黒色 破面数 一
化学

放射化．
罰厚さ -耐・・・・火・・・度・・・・・・-・・・・・ 

遺物種類 木炭
磁着度 l 前含浸 一

析カロリー
-----゚-------------------

重批 12.5g 
メタル度 なし 断面樹脂 一 放射化

（名称） (4点） X線透過

で、 しつ

。木取り

木取りも

。るどエ菊は具割同様痕れ。

分は全析部分を用必要品を選択し、木炭として分析に用いる。残材返却。必要罷が足りれば12-1~3をセットとして分析に用いる。不足の場合
て いる。

備くI、区材1号考も炉針用莱12の-樹1~鍛と3冶別は炭で同の鍛一性治材質用のをな可持い能つし性可」が区能高の性く溶が、解高炭炉い化に。度係かるら可見能て性しもつあかるりがし、た同炭一窯層出（地士下と式い炭う窯こ？と）にでな製れ炭ばさ、 れ伏てせい焼るき。炭1窯2-4では製炭炭化さ度れがた甘
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資料番号 13 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 221 項目 滓 ：メタル
出土位置 I I区炉 1周辺 時 期根拠 8世紀前半：炉2から 分 ．検マ．． ． ．ク．． ．鏡ロ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

検鏡 ・HOM-13 表茶褐色～
長径 5.3cm 

灰黒色・褐色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学： HOM-13 
法 色調…………-----………

・CX・・M・線・・・A・回・・・折········• 短径 3.4cm 地：灰黒色・ ----------・・------------

褐色 破面数 3 
化 学

゜
放射化'

祉厚さ 3.2cm 
析 -耐カ-・・火・ロ・・・度・リ・・・ー・--・・・・・ 

遺物種類 椀形鍛冶滓
磁着度 l 前含浸 一 ·---------鼻•一------------

重撒 57.2g 
メタル度 なし 断面樹脂 一 放射化

（名称） （羽口付） X線透過

観察所見 平面、 不整台形気味の、 小型薄手の椀え実る形測。鍛図上冶か面滓らにの見突破る出片とすで上るあ手部る方分。向は上が羽下先口面端の部とア右でゴ側あ部かる分。らで手通あ風前る孔に。部か羽のけ口傾ては斜の現角側状度部のはは身か生原なきがりて緩1おcくmり、、で― それ以外の側部が破面となっている。破面数は 3を数 、長さ

2下形.5鍛cとm推冶分定滓が部さ残分れっはるて。、いる。 上面中央は通風孔部で、 15゚ 以
羽口胎士は石英質の砂粒を多鼠に含む耐火性の高そうなもので、胎士には確実に籾殻が混入されている。下半部の椀
羽口のアゴと接する部分が5mm程盛り上がっている以外は、波状の上面を持ち、手前右側には1cm以下の大きさを持

つ木炭痕が並ぶ。なお、それに接するように左手前から差し込まれた、先端の尖ったエ具によるエ具痕が残されている。径は9mm以下
である。滓の生きている側面は、非常に浅い皿形の底面から肩部が急激に立ち上がる形態である。破面の気孔は少ないが、やや上方に
伸ぴるものが目立つ。下面中央付近には石英粒子がまとまって固苅しているが、鍛は計冶炉の炉底を写したものかどうかははっきりしない。
また、底面の酸化物の一角に1.5mm大の黒色の鍛造剥片が2点確認できる。厚み 測不能。色調は表面が茶褐色～灰黒色、羽口部分は
褐色である。地は滓部が灰黒色となる。

分析部分 長軸端部1/2を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 羽口の右使側用に方向向っにもよるが、エ人の左側から挿入されていたとすれば、 90゚ 右まわりが本来の元位置であろう。したがって、
碑は上手側から て広がっていた事になる。羽口の使用角度が極めて緩い点と、鍛冶炉の炉床が比較的平らで、浅い鍛冶炉を

かがわせる滓の形状である。

資科番号 14 

出士状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 追物No. 235 項目 滓 ：メタル
出土位置 I I区炉 1周辺 時期：根拠 8世紀前半・ 炉2から 分 ．検マ．． ． ．ク．． ．鏡ロ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ••••••••••••• ・・・・・゚◎ ・・・・・・・ 
検鏡： HOM-14 表：茶褐色～

長径 8.8cm 
黒褐色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学： HOM-14 
法 色調--……------------------

・CX・・M・・線・・A・回・・・折・・・・・・・・・ 短径 7.3cm 地：暗褐色～

黒褐色 破面数 4 
化学

放射化：
凪厚さ 3.4c;m 

-耐----火---度------------
遺物種類 椀形鍛冶滓

磁 着 度 5 前含浸 一
析カロリー

---・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ 

重屈 199.9g 
メタル度 M(◎） 断面樹脂 〇

放射化
（名称） （含鉄） X線透過

゜観察所見 平面、不整台形気味の含鉄の椀形鍛冶滓数様の資料である。下面中央は、やや突出し、上OOはそれに沿うように浅い樋状であ
る。長軸の斜め方様向の両端部は破面である。破面 は4を数える。表面状態は通常の椀形鍛冶滓としては各面とも凸凹が激しく、一見
製錬炉の流出孔滓 ではあるが、出土位置と鍛冶滓の変異の範囲に収まることから椀形鍛冶滓としている。上面には不規則な突出部や
1.5cm以下の木炭痕が比較的目立ち、イガイガ感が強い。生きている側面から下面も同様で、流動性の悪をい主印体象をもつ。側面手前側は大
きく袂れており、その内側にも小さな木炭痕が並ぶ。下面には酸化土砂がやや厚いが、密集した粉炭痕 に、灰色の鍛冶炉の炉床
土と推定される固着物が確認される。滓は比較的緻密ながら、破面に見られる気孔は中小まちまちで、この部分だけ見れば殆んど鍛冶
滓には見えない。小さな含鉄部が散在する為か、磁着する部分は 1ケ所ではない。色調は表面が茶褐色から黒褐色、地は暗褐色から黒
褐色である。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 分析賽料No.13が鍛錬鍛冶滓的であるとすれば、本費料は製錬滓ないし精錬鍛冶滓的である。どちらとも断定しにくく、分析
結果に期待したいが、あえて言えば精錬鍛冶滓かも知れない。

~ 
宝満山遺跡第23次隅資

I区炉 1内

HOM-15 

放射化

遺物種類 I 粒状滓

j
 

（名称） (7点）

長径

短径

最I厚さ

法

重鼠

遺物No.
時期：根拠

I 
表：一

235 
8世紀前半：炉2から

遺存度色調「．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

地：一
・破面数

磁 着 度

メタル度

前含浸

な し 1断面樹脂

分Ii~
耐火度·--·····•·•·········l-••··-······-,············ 

析1カロリー
放射化
X線透過

観察所見 I区の鍛冶炉と考えられる、炉 1内から回収された土砂を水洗して得られた資料である。母資料そのものもごく僅かな袋数で、
大きさに幅があるサンプルから苦労して代表化したものである。磁着の弱強によりイと口に二分した上で、それぞれから代表的な粒径
（倍数配分）で選択したものである。詳細については下記のとおり。

分析部分必要屎を選択し、粒状滓として分析に用いる。残材返却。

備 考 通常の鍛冶遺跡では、粒状滓の径は2mm大平均の場合が多い。本遺跡の場合は、 0.5~0.6mm大と微細側に幅が伸びている。
これは可能性としては、素材に塗布された粘士汁が薄かった場合や、打幣の強度が強い事、などが想定される。なお分析資科No.16とは、
同一母体からの抽出である。

鱈 1..,-,vヽヽ I ~ニ

15ーイー1

拉
15-イ-3
戸
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資料番号 16 

出土状況
遺跡名 宝満山遺跡第23次調査

出土位岡 I区炉 1内

検鏡： HOM-16 長径

法短径

放射化：

遺物種類 I 鍛造剥片
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試料記号 1化学：

量1 厚さ

色

遺物No. 236 
時期：根拠 8世紀前半：炉2から

表：一
遺存度

調 t……-----
地：一

破面数

分析部分必要品を選択し、鍛造剥片として分析に用いる。残材返却。

気孔
ごく僅かに見られる。
ほとんど見られない。
ほとんど見られない。
ほとんど見られない。
ほとんど見られない。
ほとんど見られない。

17 

出土状況 遺跡土名位..... I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 259 項目 滓 ：胎士

出置I I区炉 2北側土坑 時期：根拠 8世紀前半：出士士器 マ-ク--ロ

検鏡. HOM-17 表：淡赤褐色

分-検--- -鏡-----------------◎ -------------------

長径 8.2cm 退存度 破片 硬度

試料記号 化学：
法 色 調 -----------～黒褐色. -CX--M--線--A-回----折--------

短径 5.8cm 
地・赤褐色 破面数 6 

放射化：
化学

量厚さ 6.2cm 
磁滸度 3 前含浸 一 -耐---火----度-----------------------------゚-------遺物種類 送風管状土製品 析カロリー

重罰 189.6 g 
メタル度 なし 断面樹脂 一

放射化

（名称） （羽口） X線透過

観察所見 先端部の一部が、被熱、滓化した送風管状土製品（羽口）の破片である。縦に 2片に割れており接合したものである。基部

側は全面破面で先端側は接合部周辺が小破面となっている。破面数は 6を数える。通常の鍛冶羽口より通風孔部の径が大きく成形時の

スマキ痕やナデが顕著で、特異なつくりとなっている。胎土もやや耐火性が弱いかも知れない。外面は体部側から先端部に向かい紡錘

形に細くなっており、外面には長軸方向に向かい 6mm幅以下のスマキ痕と 1.2cm前後の幅のナデ痕が顕著である。整形はスマキの後に

ナデの順である。通風孔部には部分的に4.5mm幅のへこんだ筋目が残り、棒状の道具で徐々に押し広げたような形状である。横断面形も

正円ではなく、上下に歪んだ楕円孔となっている。羽口胎土は様々な大きさの石粒をまばらに含んだもので、石英粒子が目立ち、花尚

岩質の粘土（山土）を素材としている可能性がある。また胎士には籾殻がやや多く混和されている。先端部外面の被熱状態は、側面片

側が弱く、それ以外の三方があえて言えばハの字形に滓化している。また、下面は 3cm程の範囲で灰黒色に発泡し、磁着が強い。色調

は表面が淡赤褐色から黒褐色、地は赤褐色である。

分析部分 短軸端部1/4を直線状に切断し、送風管状土製品（羽口）として分析に用いる。残材返却。

備 考 先端部が滓化発泡しているが、その被熱の仕方がかなり特異な遺物である。羽口として使用された事は確かであろうが、先

端部の発泡状態ば炉壁の内側に突き出した、還元状態の場合に生ずる特色を持っている。さらに、溶損角度や滓化範囲も通常の壁を持

たない鍛冶炉などでは説明が難しい状態である。現状では。区炉 2の箱形炉に、部位は不明ながら装着された可能性が高いものと見て

いる。

資科番号 18 

出士状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 296 項目 禅 ：メタル

出士位置 III -3区A・B-2G灰褐色土層 時期：根拠 8~9c? ・出土土器 マ-ク--ロ …-------------◊゜----
検鏡： HOM-18 表．鴬色

分・検・・・ ．鏡．．．．．．．．．．．． 

長径 4.2cm 遺存度 破片 硬度

゜
試料記号 化学. HOM-18 

法 色調―----------〇--------------
・CX・・M・・線・・A・回・・・・折・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・.....゚....... 

短径 0.7cm 地：鴬色
破面数 2 

放射化
化学

量厚さ 0.2cm 
磁滸度 l 前含浸 一 析 -耐カ----火ロ---度-リ---ー--------

遺物種類 青銅製品
煎猥 1.6g 

メタル度 特L(*) 断面樹脂 〇
放射化

（名称） （銅匙柄？） X線透過

観察所見 青銅製の匙の柄端部と考えられる小破片である。短軸方向の片側から匙方向にかけては欠落している。表面は砥石できれい

に研ぎ上げられており、やや光沢を持っている。体部側の厚みは最大1.45mmで、基部側は0.98mm程度である。これを最大原みとして短

軸側に 浅い皿形に研ぎ上げられており、最も博い部分では0.48mmとなっている。長軸方向にも短軸方向にも、わずかにたわんでい

る。側部も丁寧に研き上げられており、末端部は角をなし、磨きが粗い。又、上下面の研ぎの下地にさざ波状のしわが確認され、本製

品が鍛造成形された後に、丁寧に砥き上げられたものであることがわかる。色調は表面・地とも、ややくすんだ嵩色である。

分析部分 長軸端部1/8を直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 資料群の中でも青銅製品としては特異なもので、「区出士の銅匙柄の端部破片ということもあり、その性格を決めがたいが、

鋳鍛造用のリサイクル素材としてもたらされていたものである可能性があるかもしれない。例えば」区の出土品である分析資料No.20な
ど、転用ルッポを用いた合金の母材としての要素も想定される。
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資料番号 19 

出土状況
遺跡名 I 宝満山迫跡第23次調査 遺物No. 319 項目 滓 ：胎土
出土位置 IIll区鋳造追構 ICグリッド外側 時期：根拠 llc末~12c.中頃：溝1から マ-ク--ロ

検鏡： HOM-19 表・茶褐色～
分-検--- -鏡-----------------◎ --------------------

長径 8.3cm 
灰黒色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学： HOM-19 
法 色調-----・・----------------

-C-X-M--線--A-回----折--------短径 7.4cm 地：灰褐色～

灰黒色 破面数 9 
化学放射化：

飛厚さ 4.1cm 
.耐.・・火・・・・度・・ー・．．．．．．．．．

遺物種類 炉壁
磁箔度 3 前含浸 ー

析カロリー
・・・・---------------------

重最 216.0g 
メタル度 なし 断面樹脂 ー

放射化
（名称） （溶解炉、鉄？） X線透過

観察所見 溶解炉の炉底寄りの炉壁破片と推定される費料である。内面をは持わつず鉄か粒にの弧酸状化で物、上半の1/3が灰黒色に発泡し、あばた状にな
っている。それ以外は淡い茶褐色で、点々と銹膨れや2mm前後の大きさ が確認される。側面から衷面は全面破面で、
破面数は都合 9を数える。手前側部は平坦で、輪梢単位の接合痕と考えられる。これを基準とすれば、本資料の本来の外傾角度は75度
前後と推定される。炉壁胎士は3mm大以下の石英質の粒子と、籾殻を多最に混じえたもので、密度は粗く、ざっくりとした質感である。
被熱状態は内面から滓化層、灰褐色被熱陪、灰黒色吸炭層の順になる。胎士にはごくわずかなスサも確認される。色調は前記各部の通
り。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、炉壁として分析に用いる。残材返却。

備 考 部位としては、浴解炉の炉壁炉底につづく、体部―ド端部の破片と推定される。高さが少なくとも7.8cmあり、輪青銅積系み単位がや
や幅広い可能性をうかがわせる。又、内面の酸化物は鉄系のものであるが、上半部の灰黒色から濃緑色のガラス質滓は青 の溶解炉
の事例もあり、肉眼観察のみでは鉄・銅の確定は難しい。

資料番号 20 

出土状況
逍跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 324 項目 滓 ：メタル
出士位骰 I 皿区 p-5 7 時期：根拠 llc. 末~12c.中頃：溝lから マ-ク--ロ

検鋭. HOM-20 表：黄褐色～
分 ・検・・・ ．鏡．．． ......... ・・・・・゚••••••••••••••••• 

長径 4.5cm 
灰黒色～灰黒色 迫存度 破片 硬度

試料記号 化学・
法 色調----・・・・---・---- -----

-CX--M-線---A-回----折--------....... . ··•····-··-一短径 2.9cm 地：黒褐色・

灰黒色 破面数 5 
化学放射化：

戴厚さ 1.2cm 
・耐・・・・火・・・度・・・・・・・・・・・・ 遺物種類 士器転用ルッポ

磁着度 2 前含浸 一
析カロリー

重址 10.7g 
メタル度 銹化（△） 断面樹脂 ー

放射化
（名称） （付着物付） X線透過

観察所見 士器転用ルッポの小破片である。内面下半には滓の付着物が残り右側を中心に士器体部から外面にかけても発泡している。
破面は側面に 5面を数える。転用前の土器は体部が丸味を持った焼きのあまい須恵器杯と考えられる。胎土中に骨針が点在し、海成粘
土を用いたものである。体部外面の一部から、器肉の中間層は吸炭気味である。内面の付着物はガラス質ではなく、不規則な凸凹を持
つ灰黒色の滓質で、部分的に灰白色の風化色を示している。又、一部に赤錆が付着し、下半部は磁着がやや強い。色調は土器側が褐色
から灰黒色で、滓部は茶褐色から灰白色、さらに灰黒色とまちまちである。地は灰黒色と黒褐色。滓部の最大厚みは3.8mmを計る。

分析部分 長軸端部1/4を直線状に切断し、土器転用ルッポ内面の付着物を中心に分析に用いいる。残材返却。

備 考 磁着はやや強いが、灰白色の風化色を持つ青銅系の土器転用ルツボと考えられる。土器の断面形のみから言えば、平安時代
の器形ではある。 I11区の中でも大型の鉄鍋？や小型の銅製品の製作時期等を、もう一段と絞り込む必要があろう。

資料番号 21 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 328 項目 滓 ：胎土
出土位置 I III区 6号土坑 時期根拠 llc. 末~12c.中頃：溝1から

分 ・検マ・・・ ・ク・・・鏡ロ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . 
検鏡 HOM-21 表・ 褐色～

長径 8.1cm 
赤褐色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学： HOM-21 
法 色調…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

-CX--M--線--A-回----折--------短径 5.3cm 地明褐色～

褐色～赤褐色 破面数 9 
化学放射化

飛厚さ 5.2cm 
-耐---火----度---------------------------゚------遺物種類 炉盤

磁沿度 2 前含浸 一
析カロリー

重最 150.3g 
メタル度 なし 断面樹脂 一

放射化
（名称） （溶解炉、銅） X線透過

観察所見 溶解炉の炉壁破片である。内面と外面の一部が生きており、上端部はきれいに水平に整えられた輪積み単位の接合面である。
平面形はきれいな弧状で、径の推定がある程度可能であろう。下面と側面は全面破面で、裏面は 8割方が破面である。破面数はおよそ
9を数える。内面は上方に向かいゆるやかに外反し、丸みを帯びた肩部から上面の平坦な接合部に至る。表面は部分的に数mm厚さで鉄
錆色の滓化をしており、一部は横方向のナデの残る褐色の被熱面である。右側中央付近には径1.8mm程の緑青の吹いた青銅、系輪の酸化物が
確認できる。外面は平断面形とも弧状で、断面形の方が強い内傾気味である。このことから、本資料は溶解炉の炉頂より 積一段程
度下段部の、上半の破片と推定される。被熱状態は内面から順にごく薄い滓化発泡層、 6mm前後の幅を持つ明褐色被熱層、次いで 2
cm前後の褐色被熱層、外面の淡赤褐色層の順である。部分的に中層の一部は吸炭して灰黒色となっている。胎土は籾殻を多量に混じえ
た軟質なもので、石粒はごく少ない。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、炉壁として分析に用いる。残材返却。

備 考 外面の弧状の強さから一見、大型の取瓶の口縁部破片のようにも見える資料である。内面の酸化物は鉄錯色主体ながら、丁
寧に観察すると数mm大の青鋼系の粒状の酸化物が数多く点在している。」区出土の、構成された溶解炉炉壁片の中でも、最も厚み方向
の情報が残っている汽料である。分析資料No.19も溶解炉の炉壁片ながら、部位の違いと内面の酸化物の種類が異なっている。
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資料番号 22 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遣物No. 337 項目 滓 ；胎土

出土位置 I m区 15号土坑水洗 時期：根拠 llc. 末~12c.中頃：溝1から マ-ク--ロ

検鏡 HOM-22 表：灰褐色～
分-検--- -鏡--………----・-◎----------・“`・・・ー・一

長径 4.4cm 
黒褐色 迫存度 破片 硬度

試料記号 化学：
法 色調．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

.CX..M.線...A.回...折......... 
短径 4.1cm 地・灰褐色～

--- ------- -----------

淡赤褐色 破面数 4 
化学

放射化：
量原さ 1.2cm 

-耐----火---度------------
追物種類 羽口

磁着度 4 _月,ムlj今凸わ`又弓． ― 
析カロリー

重屈 20.9g 
メタル度 なし 断面樹脂 一

放射化

（名称） X線透過

観察所見 羽口先端部の小破片。外面と通風孔部は生きており、側面から基部こ横側断は面全形面が破多面角。破面数は 4を数える。体部外面はl~
1.4cm程度の幅で、基部側から先端方向に向かいヘラ削りされている。その為i 柱状となっている。先端部は長さ 1.5cm
程が斜に溶損し、黒褐色に禅化している。通風孔部は推定径2.7cm程度の直線状のもので、先端側が熱変化によるためか、わずかに屈曲

している。胎士はキメの細かい土器質でごくわずかに短いスサが混和されている。胎土の練りはややあまく、乾燥時のひび割れが認め

られ、使用時にも一部のひぴ割れの内面が被熱してしまっている。色調は表面が灰褐色から黒褐色、地は灰褐色から淡赤褐色。

分析部分 短軸端部1/3を直線状に切断し、羽口として分析に用いる。残材返却。

備 考 小破片で、鍛冶用とも溶解炉用とも判別しにくい羽口片である。胎土は耐火性に欠ける可能性があり、鉄鍛冶や転用ルツボ

を用いた金属の溶解などに用途が限られるかも知れない。また、炉壁に装着した証拠は残されていない。

資料番号 23 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 逍物No. 344 項目 滓 ：メタル

出土位慨 I m区造成面グリッド 時期根拠 8 C ~12 C : 出土土器 マ-ク--ロ

検鏡： HOM-23 表・茶褐色

分ー検… …鏡…------..゚•••••••• •••••••••••• 
長径 4.3cm 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学. HOM-23 
法

色 調 地：茶褐色～ ・C・X・M・・線・・A・回・・・・折・・・・・・・・ 
短径 3.4cm 

黒褐色 破面数 5 
化 学

放射化：
罰 厚さ 1.9cm 

・耐・・・火・・・・度・・・・・・・・・・・・ 磁着度 1 =削.,A.己次.,ョ 一 ------------------------
遺物種類 椀形鍛冶滓 析カロリー

重醤 35.1 g 
メタル度 銹化（△） 断面樹脂 〇

放射化

（名称） X線透過

観察所見 平面、不整五角形をした小さな板状の椀形鍛冶滓？である。上下面と右上手の側面は生きており、それ以外の側面は破面と

なっている。破面数は 5を数える。上下面、側面とも数mm大の木炭痕が点在し、特に下面側は全体が木炭痕に覆われている。側面や内

部にも木炭痕が残り、側面の木炭痕が長さ2.7cm程とやや大きめである。滓の密度はやや低く、気孔の形態も様々である。下面端部に黄

褐色の酸化土砂が盛り上がっているが磁着は弱い。色調は表面が茶褐色で、地は茶褐色から黒褐色である。

分析部分 短軸端部1/2を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 扁平で下面の木炭痕の密度から、一応小型の椀形鍛冶淫の中核部破片と考えておくが、気孔の不規則さや内部の木炭痕を残

す点では、やや疑問な要素もある。場合によれば、下面としている面は鉄系の溶解炉の炉壁表面に貼付いた滓部かも知れない。

資料番号 24 

出士状況
追跡名 I 宝満山追跡第23次調査 遺物No. 395 項目 淫 ；メタル

出土位置 !ill区 北東部おちこみ埋土内 時期根拠 ]le末~12c?:出土土器 マ．ク．． ロ •.• ・・・・・・・・.....゚◎ ....... 

検鏡： HOM-24 表・茶褐色～
分-検--- -鏡---…… 

長径 2.8cm 
黒褐色 遺存度 破片 硬度

゜試料記号 化学：
法 色調….....……........... 

・CX・・M・・線・・A・回・・・・折・・・・・・・・ -------- -----
短径 2.5cm 地：暗褐色～

黒褐色 破面数 O? 
化学

放射化：
凪厚さ 1.7cm 

-耐・・・火・・・・度・・・・・・・・・・・・ 
迫物種類 鉄塊系遺物

磁着度 3 前含浸 一
析カロリー

重盤 30.9g 
メタル度 L (●） 断面樹脂 〇

放射化

（名称） （緑青付） X線透過

観察所見 平面、不整台形をした小さな鉄塊系遺物である。肩部に一所、斑点状の緑青が確認される以外は、全体が鉄銹化物主体である。

はっきりした破面は認められず、不規則な波状や木炭痕らしき窪みが表面を覆っており、窪んだ部分には茶褐色の酸化土砂がこびりつ

いている。磁着は弱めである。色調は表面が茶褐色から黒褐色、地は黄褐色から黒褐色である。

分析部分 短軸端部1/3を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 鉄銅どちらに関わる資料かはっきりしない。わずかにのぞく緑青以外は、全体が鉄と鉄銹化物である。銅溶解炉の場合も不

純物には鉄が検出され、なかなか判断の難しい資料である。分析資料No.25も外見こそ異なるが、鉄銅どちらに関わるか不明な資料であ

る。
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資料番号 25 

出土状況
遺跡名 I 宝満山迫跡第23次調査 遺物No. 396 項目 滓 ：メタル
出土位置 I III区 1号土坑 時期：根拠 llc末~12c.中頃：溝］から マ.ク..ロ . ・・・・・・・・・・・ ・・・・・0 ◎ ・・ ．．．．． 
検鏡： HOM-25 表．褐色～

分-検--- -鏡------------

長径 9.0cm 
濃褐色 遺存度 完形？ 硬度

゜試料記号 化学：
法 色調・----・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -~X·M··線··A・回・・・・折・・・・・・・・ -・・・・・・・・・・・...C..O...) .... 

短径 7.4cm 地：茶褐色～

黒褐色 破面数 不明
化学放射化

盤厚さ 4.8cm 
．耐．．．．火．．．度．．．．．．．．．．．． 

遺物種類 鉄塊系遺物
磁着度 3 IJ" IJ 今凸1`又司 ― 

析カロリー
頂屈 424.5g 

メタル度 L (●） 断面樹脂 〇
放射化

（名称） （緑青付） X線透過

観察所見 平面、不整楕円形をした、分厚い酸化土砂に囲まれた鉄塊系遺物である。非常に付着物が厚く、外見的には内部が全く不明
である。磁着は左側がやや強く、外周部の酸化土砂には様々な大きさの石片や木炭粉に混じり、緑青が確認できる。また、鋳型の真士
と考えられる細片や、緑青の吹いたパリ？らしきものも認められる。表面には大きな放射割れが入り始めており、内部の含鉄部分の銹
化が進行していることをうかがわせる。色調は表面が褐色から濃褐色、地は酸化土砂の放射割れの内部の色ながら、茶褐色から黒褐色
である。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 内部に含まれる含鉄部分が、鉄器であるのか鉄塊であるのかが区別できないが、透過X線像に期待したい。外周部の分厚い
固珀士砂には明らかに鋳造関係の鋳型細片が含まれており、周辺埋士そのものは青銅系の鋳造関係遺物に関わるものであったと言うこ
とは明らかである。

資料番号 26 

出土状況
遺跡名 I 宝満J.I.J遺跡第23次調査 遺物No. 398 項目 滓 ；メタル
出土位置 IIII区 鋳造土坑1 Dグリッド 時期根拠 llc. 末~12c.中頃：溝1から

分J ・検マ・・ ・ ・ク・・ ・鋭ロ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . . 
検鏡： HOM-26 表._

長径 遺存度 一 硬度

試料記号 化学
法 色調．地．．．．．：．．…一….. ····•···· 

.CX..M.線...A.回....折........ 
短径

破面数 一
放射化： 化学

量厚さ
-耐---火----度------------遺物種類 粒状滓様遺物

磁着度 一 前含浸 一
析カロリー

------------------------
重量 放射化

（名称） (4点）
メタル度 なし 断面樹脂 一

X線透過

観察所見 鋳造遺構 1より回収された、鋳型を含む士砂から抽出された粒状滓様逍物である。外見的には鍛冶系の粒状滓とそう大きく
異なるものではないが、全般に磁着が弱く、形状もやや不安定であることなどから、粒状滓様遺物としている。出土飛も極めて少なく
丁寧に探して抽出されたものである。大きい順に26ーイー 1が3.3mm大、 2が2.7mm前後、 3が1.8mm前後、 4が最小で0.7mm大である。
2と3を前後としたのは、片側にへそ状の突起部を持っためで、径は短軸側で代表している。個別データは別表参照。

分析部分 必要品を選択し、粒状滓様遺物として分析に用いる。残材返却。

備 考 分析資料No.27と同様、鋳造迪構 1を分割した小グリッドの鋳型まじりの土砂を水洗して得られたもので、形状や色調などか
ら鋳造関係の微細資料である可能性を残しているため、粒状滓様遺物としている。

播26-イ-1
直径(mm)

茎業灰色黒調色
形閏表状面名及悶は凹ぴ協表凸誓面があ閑る竺球猛状。翡突起胃あ心り玉。た心。 ， 気孔

3.3 あり
26-イ-2 2.7 なし
26-イ-3 1.8 わずかにあり
26ーイ4 0.7 灰黒色 表面はなめらか、きれいな球状。 弱 不明

資料番号 27 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 逍物No. 296 項目 滓 ：メタル
出士位置 Im区 鋳造土坑lAグリッド（水洗） 時期：根拠 8~9c ? : 出土土器 マ．ク．． ロ

検鏡. HOM-27 表:-

分・検・・・ ．鏡．．．．．．．．．．．． 

長径 遺存度 一 硬度

試料記号 化学：
法 色調―-------------------------

-CX--M--線--A-回---折ーー・・--●● • 短径 地．一

破面数 一
化学放射化：

最厚さ
ー耐・・・火----度------------磁着度 一 前含浸 一 ------------------------遺物種類 鍛造剥片様遺物 析カロリー

重最
メタル度 なし 放射化

（名称） (4点） 断面樹脂 一
X線透過

観察所見 鋳造遺構 1より回収された、鋳型を含む土砂から抽出された鍛造剥片様遺物である。磁滸の弱強でイロに二分した上で、そ
れぞれから 2点ずつ、厚みを考慮して選択している。 27ーイー 1は0.3mm、 2は0.14mm、 2 7ーロー 1は0.9mm、 2は0.98mmの厚み
である。このうち 27ーロー 1は明らかに鉄製品の銹化物の表面破片で、それ以外の 3片が鍛造剥片様の遺物である。本資料も出士最
は極めて少なく、丁寧に探してようやく抽出されたものである。また周辺からは 27ーロー］と同様、鉄製品の表面銹化物の出士がや
や目立っている。これは鋳造遺構 1周辺で鉄製品の鋳造も行われていた証拠になるかもしれない。個別データは別表参照。

分析部分 必要品を選択し、鍛造剥片様遺物として分析に用いる。残材返却。

備 考 分析資料No.26と同様、鋳造遺構 1を分割した小グリッドの鋳型混じりの土砂を水洗して得られたもので、素直に鍛造剥片と
するには出士飛や形状も確実視できないものである。分析資料No.26との関係で最終的には判断したい。なお 27ーロー 1は鉄銹化物で、
鍛造剥片様の厚みをもつものの代表としてあえて加えたものである。

番号 直径(mm) 短躙Imm) 厚さ(mm) 色調 表 裏

I 強

27-イ-1 4.5 4.4 0.3 灰黒色 凹凸あり。 凹凸あり。
27-1-2 5.0 3.2 0.1 栞灰黒色
27-ロ-1 5.3 4.2 0.9 凹凸がはげしい。銹化。 凹凸がはげしい。銹化。
27ーロ-2 3.4 2.8 0.3 灰黒色 凹凸ややあり。 凹凸ややあり。 強
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資料番号 28 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 407 項目 滓 ：メタル

出士位置 Im区 鋳造土坑 1Dグリッド 時期：根拠 llc. 末~12c中頃：溝1から マ.ク..ロ

検鏡 ・HOM-28 表：茶褐色～
分.検....鏡... ……… ••も．．．．．．．．．．．．．．．．．．

長径 3.9cm 
淡黒褐色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学．
法 色調-------------------------- ・CX・・M.線...A.回...折........ ….0 ................. 

短径 3.5cm 地：淡黒褐色

～淡褐色 破面数 5 
化学

放射化・
最厚さ 1.2cm 

-耐・・囀ー火・・.度............ 
遺物種類 銅滓

磁着度 1 前含浸 一
析カロリー

重量 25.9g 
メタル度 なし 断面樹脂 一 放射化

（名称） X線透過

観察所見 平面、不整六角形をした板状の銅滓である。上下面は生きており、側面5面はシャープな破面である。上面はほとんど水平に

近い流動状の滓表面で、左側は薄い酸化土砂のため褐色、右側は滓表面が露出し、淡い黒褐色となっている。わずかに引きつれたよ委う
な、チリメン状のしわが確認できる。また、気孔の表皮が欠落し、小穴が開いた様な状態も散見する。右上方に一所、径0.5mm大の銅

の酸化物が確認できる。下面は緩やかな波状で、土砂の圧痕と考えられる小さな凸凹が連続する。又、粉炭や籾殻の痕跡に加えて、

右二所に6mm大の緑青の吹いた窪みが確認できる。側面の破面は完全に薄い酸化土砂に覆われ、気孔の有無は判断できない。色調は表

面が茶褐色から淡い黒褐色、地は黒褐色で、緑青部分が淡い緑色である。

分析部分 長軸端部1/2を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 一見、流動状の鉄滓のようにも見えるが、やや比璽が低く、かつ斑点状の緑青が銅滓であることを物語っている。下面が土
砂様の圧痕で、上面が極めてフラットな状態という条件から見ると、青銅系の溶解炉の液面に浮んだ滓分が何らかの人為的な要因で炉

外の地面に廃棄されたものである可能性が高い。分析資料No.32の青銅塊と材質こそ異なるものの、上下観や厚みは類似していると言え
る。

費料番号 29 

出士状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 259 項目 滓 ：メタル

出土位置 1m区鋳造士坑ICグリッド中央側 時期．根拠 8世紀前半：出士士器 マ.ク..ロ ．．．．．．．．．＿．．．．．．．．゚◎ ．． -... 

検鏡： HOM-29 表’灰黒色～
分-検--- -鏡------------

長径 6.5cm 
茶褐色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学：
法 色調…………-------------- -CX--M--線--A-回---折---------

短径 4.6cm 地：暗褐色・

淡緑色 破面数 3 
化学

放射化：
祉厚さ 1.3cm 

-耐----火---度------------
遺物種類 銅滓？（銅塊）

磁着度 1 一IJ"IJ・今凸浸` 一
析カロリー

．．．．呻●-----・・ ......... 疇一

重量 36.4 g 
メタル度 L (●） 断面樹脂 〇

放射化
（名称） （含鉄） X線透過

゜

観察所見 平面、不整多角形をした簿板状の銅滓？ （銅塊）である。表裏面共、鋳型の母型質の、接籾す殻るを様多i量に混じえた土砂により覆
われている。部分的に小範囲で緑青も確認できる。右側部は鉄錆色で、手前端部には鋳型・真士に こ、 1.3cm大の酸化物が突出
している。短軸側側部には黒褐色の芯部がのぞいているが、その周辺の錆は鉄錆である。また、側部はやや不規則な波状にうねってい

る。色調は表面が灰黒色から茶褐色、地は暗褐色で緑青部分は淡緑色である。

分析部分 長軸端部1/2を直線所に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 鋳型のバリに相当するものか、鋳型片の廃棄場所に広がった銅滓（銅塊）なのか判別が難しい資料である。芯部に接するよ
うに真土が伸びていれば前者の可能性が高いが、部分的に真土が見られるものの、全周に渡って確認されないため区別は保留したい。

外側に残る籾殻を多批に混える母型胎士は吸炭気味で、全体にくすんでいる。こうした条件が、判断をする材料になるかも知れない。

資料番号 30 

出土状況
遺跡名 l 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 413 項目 滓 ：メタル

出土位骰 I II1区 A-2グリッド 時期．根拠 マ.ク..ロ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．゚◎ ．．．．．．． 

検鏡： HOM-30 表：暗褐色～

分.検....鏡............ 

長径 1.4cm 遺存度 破片 硬度
゜

試科記号 化学：
法 色調 淡緑色

_CX-・M・・線・・A・回・・-折-----・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・゚・・・・・・・ 
短径 0.9cm -------------・・・・・--------

地：淡緑色 破面数 4 
化学

放射化：
最厚さ 0.3cm 

-耐---火----度--------・---
遺物種類 銅製品

磁着度 l 前含浸 — 
析カロリー

重量 1.2g 
メタル度 L (●） 断面樹脂 〇

放射化
（名称） （破片） X線透過

観察所見 行銅製品の極めて小さな破片である。表裏面の一部が平坦に残る以外は風化が激しく、全体が一見、単なる銅粒状になって

いる。側面は全面破面各と考々えられ、少なくとも 4面の破面が推定される。厚みは3.3mmで、表裏面には暗褐色の蒋皮状の酸化物が残って
いる。酸化物の厚みは 0.12~0.28mm程度である。それ以外は全て風化した緑青色の破面である。色調は表面が暗褐色で、破面や地
は淡緑色である。

分析部分 長軸端部3/5を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂途布。残材返却。

備 考 あまりに小さな破片で、本来の製品名を想定し難い。上面（外面）が僅かに弧状のようにも見えるが、裏面はほぼ平坦で、
容器とするにも現状では根拠に乏しい。
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資料番号

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 418 項目 滓 ：メタル

出士位置 I m区溝 l下層（砂層） 時期．根拠 llc末~12c.中頃：溝lから
分 -検マ----ク---鏡ロ-----------••••••••••••• ・・・・・゚◎ ・・ i. •·· 

検 鋭： HOM-31 表・淡緑色～
長径 3.3cm 

暗緑色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学
法 色調------------------------

-CX--M-線---A-回----折--------短径 1.7cm 地．暗緑色～

茶褐色 破面数 2 
化学

放射化:
拭厚さ 0.9cm .耐....火...度....... ----

遺物種類 銅湯こぼれ
磁 箔 度 l =月1JA己次・ョ — 

析カロリー
-------------------------

重蘭 8.2g 
メタル度 L (●） 断面樹脂 〇

放射化
（名称） X線透過

゜観察所見 右端部が径6mm程の丸棒状となった異形雲形、あるいは青銅の湯こぼれ、又は鋳造失敗品の破片である。表面は相当風化し

ており、上面や側面に比べて、破面の方が本来の表面を残している。右側部ははっきりした破面で、左側部も風化の為か、破面様であ
る。手前側部に二所、切れ込んだ様なへこみがあり、内部に淡い赤褐色の士砂が固着している。鋳型の真土とは粒度が違い、粗い印象

を持つが、確実とは言えない。上面観は、何らかの意図的？な雲紋状の形状ながら、破面は形態も乱れており、表面にも不自然な凸凹

が散見する。色調は青銅の風化部分が淡緑色で、部分的にきれいな緑色が残る。

分析部分 長軸端部1/4を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 性格のはっきりしない遺物である。右側部の形状が細い円柱状で、楠成遺物の中にも II区出土ながら 1点、やや似た断面形
を持つ銅製品の破片があり、飾金具や本体に差し込む形の裳紋状の組合わせ部品ならば、ありえない事もない形状だが、記録上は銅湯

こぽれとしておく。

31 

資料番号 32 

出一十状況雪贔I宝満〗百1 翠靡調査

検 鏡： HOM-32 長径 13.9cm

法
試料記号 I化学： HOM-32 

短径 7.3cm 

放射化：
量厚さ 2.3cm 

逍物種類 青銅塊
重盤 607.5g 

（名称）

磁着度

逍物No. 427 項目 禅 ： メ タ ル

時期：根拠 llc末~12c.中頃：溝1から マクロ ： O 
分 ——----・-------・・・・・・ ・・・--------・・し・・・・―――-----

表：黄褐色～ 検鏡 i ◎ 
明緑色遺存度 破片 硬度 i 0 

色 調ト・・・・ー・・・---------------- CMA 
地：明緑色～ 及籟函斤ー・・---------------f----Q___ _ 

暗褐色破面数 5 化学 : 0 

耐火度・----------
析Iカロリー

放射化

X線透過 I : o 

2
 

前含没

メタル度 特L(*) 断面樹脂

゜観察所見 平面、不整多角形をした板状の青銅塊の破片である。本迫跡では最大の青銅塊である。上面はほぼ平坦気味で、下面は小さ
な凸凹の連続する自然面、短軸の中央部は、最も厚くなる断面形を示す。側面は基本的に破面で、唯一•生きているのは短軸上手側であ
る。この部分はゆるやかな弧状の肩部を経て、薄い端部から衷面の凸凹のある自然面に移行している。破面は側面に大きく 5面が数え

られるが、自然破面とは考えにくく、意図的に打ち割られている可能性があろう。上面で気になる点は、上手から2.7cm前後手前に向っ
た位置に、横方向の浅い直線状のへこみを残す点である。これを意図的なへこみと見た場合、上手側側部から1.5cm程がやや上に向い盛

り上がっているような印象を持つ。表裏面にはこぶ状の酸化土砂の固着がわずかに認められるが、主体は青銅で、表面には淡緑色から
濃緑色の緑青が取り巻いている。側面の破面には、黄褐色の酸化物が泄く残されている。

分析部分 長軸端部1/9を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 青銅製品の鋳造失敗品（磐あるいは水鉢など）なのか、溶解炉の炉底に残った残湯、あるいは炉外に排され、周辺の地面に

溜まった青銅塊なのか、のうちのどれかと予想されるが、破片の為、断定するだけの根拠に欠ける資料である。上面が平坦な点や、横

走する凹みに加えて、上手側端部が区切られた様に終息している点を重視すれば、前者の可能性が強いということになろう。いずれに

しても本遺跡では、本資料に相当する鋳型が確認されておらず、失敗品か素材かの判別は保留したい。

資料番号 33 

出土状況
追跡名 I 宝満山遺跡第23次調究 逍物No. 451 項目 滓 ：メタル

出土位置 I m区 5号土坑 時期：根拠 llc末~12c.中頃：溝lから マクロ .................゚◎.. • .... 

検鏡. HOM-33 表：茶褐色～

分・検--- -鋭------------

長径 4.0cm 逍存度 破片 硬度

試料記号 化学：
法 色調 暗褐色

・CX・・M・・線・・A·回·•·折・・・ 
短径 1.3cm 

---------------・------・--- -----------------------

地暗褐色 破面数 2 
放射化．

化学
最原さ 0.6cm 

磁着度 3 ー11ヽ,11.今凸反`弐 0 -耐-・・火----度------------
遺物種類 鉄製品 析カロリー

重醤 4.9g 
メタル度 △ 断面樹脂 〇

放射化
（名称） （鋳造品？） X線透過

観察所見 刀子状の不明鉄製品の破片である。軽く樹脂塗布され、刃部側？はグラインダーで部分的に磨かれている。破面は短軸片側

と左側部で、破面数は 2を数える。表面には全体に薄く酸化土砂が取り巻いており、そのまま樹脂処理されている為、はっきりとしな

面も多い。上面中央は銹膨れと膨れの欠けである。長軸の左右が極めてわずかながら曲っている。色調は表面が茶褐色から暗褐色、地
は暗褐色である。

分析部分 長軸端部1/5を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 刀子状の形状ではあるが、左手前側部が刃部とすればやや厚すぎるかも知れない。鋳造品の破片のような印象も受けるが、

積極的な根拠に欠ける。皿区出土の鉄製品は数多いが、ほぽすべてが銹化しており、鉄製品の一般情報が得られればとして分析用に選
択された賓料である。
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資料番号 34 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 458 項目 滓 ：メタル

出土位置 I I11区造成面グリッド① 時期．根拠 8 C ~12 C 出士士器
分 -検マ----ク---鏡ロ------------ ゜検鏡 ・HOM-34 表’茶褐色～

............. ・・・・・◎・-― ---

長径 2.9cm 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学：
法 色調 暗褐色

・CX・・M・・線・・A・回・・・・折・・・.... 
短径 2.8cm 響~ ー・・・・・・・・・・・・-・・-・・・・・・・・

....................... 

地：暗褐色 破面数 4 
化学

放射化
最原さ 1.5cm 

-耐---火--・-度・・・・・・・・・・・・ 
遺物種類 鉄製品

磁着度 3 前含浸 一
析カロリー

重批 13.7g 
メタル度 △ 断面樹脂 〇

放射化

（名称） （鋳造品） X線透過

砂観察に所見 平面、不整台形をした5.8mm以上の厚さを持つ鋳造の鉄製品の小破片である。下面から上面片側にかけては、やや厚い酸化土
覆われ、塊状となっており、その内部に、鋳造品の破片は残されている。上下面は生きていると考えられ、側面は現状で 3面が破

面となっているが、残る側面も全体観からすれば破面で、破面数は 4としておく。鋳造品は銹化が進み、上面の平坦面には、屯甲状の

ひび割れが生じ、側部の破面には、厚み方向に伸びる結晶の発達痕が読み取れる。極めてわずかながら、弧状に沿っていることは確実

である。色調は表面が茶褐色から暗褐色、地は暗褐色である。

分析部分 長軸端部角1/3を直線状に切断し、鉄器銹化部を中心に分析に用いる。断面樹脂塗布。残材返却。

備 考 構成された資料の中には、同一個体の破片と推定される 5mm強の厚みを持つものと、更に一段と厚いものの両者が確認され

ている。各破片の厚みが通常の径30cm大の鉄鍋等より厚く、体部の反り方も極めてわずかである事から、少なくとも50cm径以上の中型

の鉄鍋類が本体としては想定されよう。分析資料No.35の鋳型外型や、 36の中子類とそのカープが近いということが現状では指摘してお

くことができる。

資料番号 35 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 逍物No. 500 項目 滓 ：胎土

出士位置 I m区鋳 1 鋳型No.5 時期：根拠 llc末~12c.中頃：溝lから マ-ク--ロ

検鏡. HOM-35 表褐色

分-検--- . 鏡………… 

長径 5.4cm 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学：
法 色調―-………•…..........

・CX・・M・線・・・A・回-・・・折・・・・・・・・ 
短径 5.3cm 地褐色～暗

褐色 破面数 6 
化学

放射化：
獄厚さ 3.2cm 

-耐---火----度------------磁着度 1 前含浸 一 ------------・・・・・・・・・・・-
遺物種類 鋳型 析カロリー

重擢 46.4 g 
メタル度 なし 断面樹脂 一

放射化
（名称） （外型） X線透過

観察所見 鋳型外型の使用後の小破片である。母型の外面は欠落しており、側面全体が破面となっている。側面数は 6を数える。真＿七
部分の積みは2.9mm前後で中に含まれる砂粒の粒度は0.18~0.lmm大と微細である。真土の表面には横方向の挽き目がきれいに残されて

おり、目の平滑度は高い。表面の被熱状態は淡灰色で、真土の地は褐色である。真土表面に斑点状のクロミがかろうじて残る。真士部
分から母型に向っての被熱状態はサンドイッチ状で、中問層がやや吸炭しており、その前後が黄色味を持った褐色からやや濃い褐色で

ある。なお、外型内面の左右方向は極めてわずかに弧状で、長さ4cmで、中央部が0.9mm程外側にたわむ。色調は前記各部の通り。なお、
真土母型それぞれの混和物は微細な砂粒と多猥の籾殻である。

分析部分 長軸端部1/6を直線状に切断し、鋳型外型真土を中心に分析に用いる。残材返却。

備 考 分析資科No.36の中子の外面のカープと、本資料の内面のカープは、縦横ともほぼ一致する。従って両者共が対象鋳造品の体

部に相当する鋳型と考えられる。又、カープから見て、径50cm以上の中型品が鋳造製品としては想定できる。分析資料No.34の鋳造品の

破片とも、カープだけの要素で考えれば、ほぽ一致するものと見られる。

資料番号 36 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 辿物No. 510 項目 滓 ！胎土

出土位置 Im区鋳lA-Dグリッド間（外型内） 時期根拠 llc. 末~12c.中頃：溝1から
分） -検マ----ク--鏡ロ---------

検 鏡 HOM-36 表・灰黒色～長径 10.7cm 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学．
法

色調 ----------------褐---色---- _<;X-M--線--A-回----折-------
短径 4.1cm 

地．濃褐色 破面数 6 
化学

放射化
量原さ 3.6cm 

-耐----火---度------------磁着度 1 前含浸 ー ----------尋-- --------・ 
遺物種類 鋳型 析カロリー

璽撒 103.5g 
メタル度 なし 断面樹脂 ー

放射化
（名称） （中子） X線透過

観察所見 鋳型中子の外面の破片である。 3片に割れたものを接着剤で接合している。外面の真士部分のみが残されており、側面から

裏面の母型側は全面が破面である。破面数は 6以上を数える。真土部分には横走する挽き目が認められるが、きめは極かい。上半部は
やや吸炭気味で、薄い灰褐色となっており、右手前の部分にはかすれたようなクロミが残されている。真土側の砂粒の粒度は0.18mm大
以下で微細である。母型側は多祉の籾殻とやや粗い砂粒や石片を混じえたものである。被熱状態は、真士の表面が褐色から淡い灰黒色、
真土の破面の色調は、褐色から淡い赤褐色である。母型側は中間層に灰黒色の吸炭層を挟み、外側は濃い褐色である。色調は前記各部

の通り。

分析部分 長軸端部1/10を直線状に切断し、鋳型中子真土を中心に分析に用いる。残材返却。

備 考 吸炭が強い事を除けば、外型である分析資科No.35と真土・母型の胎士や、それぞれの真土側のカープは極めて良く似ている。

また分析資料No.34を含む構成図上の鋳造品の、大半の小破片のカープとも、ほぼ一致する印象が強い。中型の鉄鍋の鋳型であろうか。

なお、本資料の外側の真土表面に斑点状の鉄銹が貼付いてる事も傍証情報である。
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資料番号 37 

出土状況
遺跡名 I 宝満山遺跡第23次調査 遺物No. 299 項目 滓 ：胎士

出士位置 I II区 1号住居内 時期・根拠 8世紀：出土土器 マ-ク--ロ

検鋭： HOM-37 表：茶褐色～
分-検--- -鏡------------

長径 2.8cm 
濃緑色 遺存度 破片 硬度

試料記号 化学'
法 色 調 ------------・ 胃--------疇・--- ・C・X・M・・線・・A•回···•折・・・・・・・・ --ぷ）…・-------------

短径 2.2cm 地’茶褐色～

濃緑色 破面数 3 
化学

放射化：
抵厚さ 0.15cm .耐....火...度............ 

遺物種類 鋳型バリ
磁着度 2 前含浸

析カロリー
・・・・・-・・・・・・....... 拿・--・

重戴 2.8g 
メタル度 なし 断面樹脂

放射化

（名称） X線透過

観察所見 平面 正五角形をしたごく薄い板状の鋳型バリである。上面はさぴ色と緑青が共存し、微細な気孔が数じ多むく残る。 0.5mm以下

の粒状の物質や斑点状の緑青が外周部よりに目立つ。また一部は球状の空隙になっており、内部には酸化液がに 。裏面は中央付近

にわずかながら灰白色の真土層が貼付き、その周りを緑青の吹いた滓層が広がっている。最も外周部は赤銹色。注目されるのは上OOの

気孔の内部や表面に多角結晶したギラギラ光る特異な結晶が認められる点である。大きいものを観察すると、平板状の多角結晶が位層

をずらして階段状に発達しており、特異な結晶として認識できる。磁着は全くせず、非鉄金属の結晶と推定される。色調は鉛色、裏面

に面的に真士が残っているため、鋳型表面に接して形成されたということが分かるが、中子と外型の隙間調整に失敗して薄くなってし

まった製品なのか、鋳造品表面の酸化物層であるのかがはっきりしない。

分析部分 長軸端部分を割り取って分析に用いる。分析目的は斑点状に光る鉛色の多角結晶の性質の鑑定である。残材返却。

備 考 青銅製品そのものから生ずるかどうかは不明ながら、非鉄金属の銅や銀、鉛などの精錬滓の一部に類似した結晶が見られる

ことがある。鉛やクロムなどの金属の品出と考えられるが、分析結果に期待したい。
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第139図 金属生産関連分析資料実測図とサンプリング位置 (1) (1/3・2 , 3 , 6 , 14, 17, 19は1/4)
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金属生産関連追物水洗風原 金属生発関述追物選別風蚊
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4 . 自然科学的分析
(1)宝満山遺跡群第23次調査出土鉄・銅生産関連遺物の金属学的調壺

九州テクノリサーチ ・TACセンター 大澤正己・鈴木瑞穂

1 いきさつ

太宰府市に所在する宝満山遺跡群では、平成11・12年度の第23次調査において I区、 11区、 III区、

w区の発掘調査が実施された。 I区では8世紀前半に比定される製鉄炉（箱形炉）と鍛冶炉及び炭窯

など製鉄に伴う関連遺構が検出されている。またIII区では中世（平安・鎌倉）頃に属する鋳造土坑

と、それに関わる関連遺構が確認された。これらの遺構に伴い多数の製鉄・鍛冶・鋳造関連遺物が

出土している。当遺跡内の各々の時期における生産の実態を検討する目的から金属学的調壺を実施

する運びとなった。

2 調査方法

2 -1 供試材

Table.Iに示す。遺物出士鉄・銅生産関連遺物計37点の調査を行なった。

2 -2 調究項目

(1) 肉眼観察

遺物の肉眼観察所見。これらの所見をもとに分析試料採取位置を決定する。

(2) マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、

投影機の10倍もしくは20倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査によるよりも広い範囲

にわたって、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

(3)顕微鏡組織

切り出した試料をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の#150、#240、#320、#600、

#1000と順を追って研磨し、最後は被研磨面をダイヤモンド粒子の3μ とlμ で仕上げて光学顕微

鏡観察を行った。なお、金属鉄は5%ナイタル（硝酸アルコール液）で、銅は硝酸・アセトン・酢

酸混合液で腐食 (Etching) している。

(4) ビッカース断面硬度

鉄滓の鉱物組成と、金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (Vickers

Hardness Tester) を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に136゚ の頂角をもっ

たダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した尚を硬度値

としている。試料は顕微鏡用を併用した。

(5) C MA  (Computer Aided X-Ray Micro Analyzer)調査

E P MA  (Electron Probe Micro Analyzer) にコンピューターを内蔵させた新鋭分析機器で

ある。旧式装置は別名X線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は、真空中で試料面

（顕微鏡試料併用）に電子線を照射し、発生する特性X線を分光後に画像化し、定性的な結果を得

る。更に標準試料と X線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理してデータ解析を行

う方法である。化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定が可能である。

(6)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (TotalFe)、金属鉄 (MetallicFe)、酸化第一鉄 (FeO) : 容量法。

炭素 (C)、硫黄 (S)、 ：燃焼容醤法、燃焼赤外吸収法

二酸化碓素 (Si02)、酸化アルミニウム (Al2伽）、酸化カルシウム (CaO)、酸化マグネシウム
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(MgO)、酸化カリウム (K20)、酸化ナトリウム (Na20)、酸化マンガン (MnO)、二酸化チタン

(Ti02)、酸化クロム (Cr2Q3)、五酸化燐 (P2Q5)、バナジウム (V)、銅 (Cu)、 ： ICP 

(Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer)法：誘導結合プラズマ発光分光分析。

(7)耐火度

耐火度の加熱に耐える温度とは、溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態度の温度で表

示することを定め、これを耐火度と呼んでいる。試験には三角コーン、つまりゼーゲルコーンが

溶倒する温度と比較する方法を用いている。

(8)木炭組織

調査破面（木口、柾目、板目）を#1,000のサンド水ペーパーで研磨して平滑な面を出し、十分

に乾燥する。次に調査面にカーボン蒸着を施し導電性を確保した後、走査型電子顕微鏡で組織を

撮影する。走壺型電子顕微鏡は、真空中で試料面に電子線を照射し、発生する2次電子線の情報を

画像処理するものである。

(9) 木炭の性状

水分、灰分、揮発分、固定炭素：マイクロプロセッサー法。

硫黄 (S) : 燃焼赤外吸収法、灰分の燐 (P)、蛍光X線分析法、発熱量、カロリー計。

3 調壺結果

HOM-1 炉壁（砂鉄焼結）

① 肉眼観察：内面全体に砂鉄が焼結した炉壁の小破片。砂鉄はやや角が取れ、粒径は0.1--

0.14mmと極めて微細で、磁着は強い。炉壁胎土は粘土質で僅かなスサと石英質の粒子を多めに混和

している。

② マクロ組織： Photo.20に炉壁内面の砂鉄焼結部を示す。内面側の最表層部分（写真上側）で

は滓化・凝集が進んで、砂鉄粒子の形状をほとんど留めていない。外面（炉壁側）ほど、砂鉄粒子

の形状をよく残している。砂鉄粒径は肉眼観察通り微細である。

③ 顕微鏡組織： Photo.I①～⑤に示す。①②は内面表層部で、マグネタイト (Magnetite: Fe3Q4) 

化が進行し、凝集した個所である。なおチタン鉄鉱 (Ilmenite: FeO・Ti02)粒子のMag・Ilmeniteの

溶離組織が見られる。③は中間部で僅かに砂鉄粒子痕跡を留める個所である。④⑤は外面側で、周

囲に微細な金属鉄粒や、金属鉄が銹化・剥落した痕跡がみられる半還元砂鉄粒子が多数残存する。

HOM-2 炉壁

① 肉眼観察：内面が流動状に黒色ガラス質化した炉壁片である。側面から裏面は全面破面。炉

壁胎土は粘土質で、僅かなスサや籾痕、更に石英質粒子を多量に混和している。

② 顕微鏡組織： Photo.I⑥～⑧に示す。⑥は内面表層の溶融黒色ガラス質部分で、白色多角形結

晶マグネタイト (Magnetite: Fe3Q4)が晶出する。⑦⑧は被熱胎土部分で、粘土鉱物セリサイト

(Cerisite) は加熱により非晶質化が進んでいる。石英・長石類はあまり加熱変化はみられない。

1,150℃前後の熱影響であろうか。

③ 化学組成分析： Table.2に示す。強熱減量 (lgloss) 2.76%と熱影響を受けて結晶構造水がや

や飛散した状態での分析である。鉄分 (Fe2Q3)3.41 %とやや高めで、また酸化アルミニウム

(AlzQ3) 16.44%と低めであり、耐火性にはやや不利な成分系である。しかし滓と鉄の分離を促す自

媒剤となる塩基性成分 (CaO+MgO) も0.63%と低く、耐火性には有利に働くと考えられる。

④ 耐火度：胎土をゼーゲルコーンという三角錐の試験片に作り、 1分間当り 10℃の速度で

1000℃まで温度上昇させ、以降は4℃に昇温速度をおとし、試験片が荷重なしに自重だけで軟化し崩

れる温度が1305℃であった。古代の製鉄炉の炉壁片としては一般的な性状といえる。
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HOM-3 炉底塊

① 肉眼観察：上面は流動状を呈する炉底塊の側部破片である。破面は気孔の少ない緻密な滓部

である。側面には熱影響を受けて明灰色を呈する炉壁土が一部固着する。

② 顕微鏡組織： Photo.2①～③に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)、

淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地の暗黒色ガラス質滓中に晶出す

る。なおヴスタイト粒内には微小析出物 (Fe-Ti化合物）が認められる。低チタン酸性砂鉄を原料

とした製錬滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度： Photo.2①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は516Hvで

あった。ヴスタイトの文献硬度値（注l)の上限を僅かに上回るが、粒内析出物の影響による硬化の可

能性が考えられる。

④ 化学組成分析： Table.2に示す。砂鉄特有成分の二酸化チタン (Ti02) 1.24%、バナジウム

(V) 0.27%、また酸化マンガン (MnO) は0.20%であった。これらの脈石成分の数値から、当地域周

辺に賦存するチタン (Ti)含有量の低い酸性砂鉄を原料とした製錬滓に分類される。

HOM-4 砂鉄（箱形炉排滓土坑より検出）

① 肉眼観察：微細な砂鉄で、光沢のある砂鉄粒子の割合は低く、黒褐色で無光沢の熱影響を受

けた可能性の高い粒子が主体である。また石英質粒子などの砂粒が混人している。

② マクロ組織： Photo.20に示す。砂鉄粒子に加え製錬滓の小破片、銹化鉄片等も混在する。砂

鉄の粒径は0.05-----0.4mm程のばらつきがあり、やや丸みを帯びた形状の粒子が多い。

③ 顕微鏡組織： Photo.2④～⑧に示す。④中央の白色粒子は磁鉄鉱 (Magnetite: Fe2Q3• FeO) 

粒子である。粒内には 2個所長六角形状の包裏鉱物が認められ、燐灰石 (Apatite) と推定される。

⑤⑥中央は格子組織を持つチタン鉄鉱 (Ilmenite: FeO・Ti02)である。⑦⑧中央は被熱砂鉄で、粒

内には微細な金属鉄が晶出する。なお、組織から観察した各粒子の摩耗度は、川砂鉄の可能性が高

い。

④ 化学組成分析： Table.2に示す。全鉄分 (TotalFe) は65.30%と高値であった。砂鉄特有成分

の二酸化チタン (TiOz)1.02%、バナジウム (V)0.24%、また酸化マンガン (MnO) は0.16%であ

った。鉄分が高くチタン (Ti)含有量の低い酸性砂鉄に分類される。また顕微錐組織では包裏鉱物

中に燐灰石 (Apatite)が散見されたが、五酸化燐 (P幻s) の数値は0.11%と低値であった。なお、

銅 (Cu) は微量含有されて0.01%を測る。

HOM-5 流出孔滓

① 肉眼観察：薄手の流出孔滓片である。上面は流動状を呈する。底面中央にはエ具痕が残存す

る。破面の気孔は上半部では微細で、下半部ではやや大振りのものが点在するが緻密な滓である。

② 顕微鏡組織： Photo.3①～③に示す。鉱物組成は淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル

(Ulvospinel : 2Fe0・TiOz)、及びヘーシナイト (Hercynite: FeO・Al2Q3)及び白色粒状結晶ヴスタ

イト (Wustite: FeO)、淡灰色短柱状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si Oz)が基地の暗黒色

ガラス質滓中に晶出する。砂鉄製錬滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度： Photo.3①に淡茶褐色多角形結晶に硬度測定の圧痕を示す。硬度値は

802Hvであった。 800Hvを越える硬度であるため、ウルボスピネル (Ulvospinel: 2Fe0・Ti Oz) とへ

ーシナイト (Hercynite: FeO・Al2Q3) の混合組成もあるが硬度値はヘーシナイトもしくはルチル

(Rutile : TiOz)の可能性が高い。ウルボスピネルとヘーシナイトの混合組成と共に各結晶の混在が

考えられる。
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HOM-6 流動滓

① 肉眼観察：上面はきれいな流動状で紫紅色を呈する流動滓片である。側面は全面破面。下面

は浅いJlI1型で炉壁土や滓片を噛みこんでいる。 ・

② 顕微鏡組織： Photo.3④～⑧に示す。鉱物組成は淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル

(Ulvospinel : 2Fe0・Ti02)、ヘーシナイト (Hercynite: FeO・A以Q3)、白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite:

FeO)、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2FeO・Si02)が基地の暗黒色ガラス質滓中に晶出

する。また⑤項）中央は外周にヴスタイト (Wustite: FeO)が晶出しかけた半還元砂鉄粒子である。

③ ビッカース断面硬度： Photo.3④に淡茶褐色多角形結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は

933Hvであった。非常に硬質の値を示すことからウルボスピネル (Ulvospinel: 2Fe0・Ti02) とへ

ーシナイト (Hercynite: FeO・Al幻 3)の混合組成よりもヘーシナイト (Hercynite: FeO・Al2釦）

とクロマイトとの混合組成の結晶に推定される。また鉱物相についてはCMA調究の項で詳述する。

④ CMA調査： Photo.28の1段目に半還元砂鉄粒子のCOMP(反射電子像）と定量分析値を示す。

13の番号をつけた包裏鉱物の暗色部の定量分析値は35.5%Si02-15.2%Al203 -7.2%Ca0 -5.0% 

K20-2.8%Na20-24.2%Fe0-l.2%P幻5であった。主要鉱物は珪酸塩系に同定されるが、これに鉄分

を固溶する。 14の番号をつけた包裏鉱物の明色部の定量分析値は52.7%Fe0-30.1 %Si02であった。

ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)と推測される。また基地の白色部の定量分析値は96.5%

FeO -l.5%Ti02であった。僅かにチタン (Ti)を含有するマグネタイト (Magnetite: Fe3Q4)であった。

また 2段目に滓部鉱物相のCOMP(反射電子像）と定量分析値を示す。 16の番号をつけた淡灰色

木ずれ状結晶の定量分析値は64.5%Fe0-30.4%Si02であった。ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・ 

Si02) に同定される。 17の番号をつけた素地部分の定量分析値は40.2%Si02-15.6%Al203-ll.7% 

CaO -4.8%K20-2.6%Na20 -18.4%Fe0 -l.5%P立であった。 13の定量値に近似した鉱物相である。

18の番号をつけた淡茶褐色多角形結晶の定量分析値は59.7%Fe0-ll.O%Ti02 -10.7% V2Q3 -10.0% 

Al203 -4.9%Cr2Q3組成であった。ウルボスピネル (Ulvospinel: 2Fe0・Ti02) とヘーシナイト

(Hercynite : FeO・Al幻 3)の混合組成と推定される。更にバナジウム (V)、クロム (Cr) を含有す

る。クロマイト (FeO・Cr2伍系スピネル固溶体）も存在するのであろう。 19の番号をつけた白色樹

枝状結晶の定量分析値は98.8%Fe0であった。ヴスタイト (Wiistite: FeO) に同定される。

⑤ 化学組成分析： Table.2に示す。前述したHOM-3炉底塊に近似した成分系である。砂鉄特有

成分の二酸化チタン (Ti02)1.29%、バナジウム (V)0.21%、また酸化マンガン (MnO) は0.25%

であった。チタン含有量の少ない酸性砂鉄を原料とする製錬滓に同定される。クロマイトの検出が

あったが、酸化クロム (Cr2伍）は0.12%に止まった。

HOM-7炉内滓

① 肉眼観察：木炭の隙間で形成された流動状の炉内滓の小破片である。最大で3cm以上の大き

さの木炭痕が多数残存する。滓は緻密である。

② 顕微鏡組織： Photo.4①～③に示す。鉱物組成は微細な淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル

(Ulvospinel : 2Fe0・TiOz)やヘーシナイト (Hercynite: FeO・Alz釦）、白色樹枝状結晶ヴスタイト

(Wtistite : FeO)、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地の暗黒色ガラ

ス質滓中に晶出する。HOM-5・6と類似した鉱物組成であり、酸性砂鉄を原料とした製錬滓である。

③ ビッカース断面硬度： Photo.4①に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は533Hvで

あった。ヴスタイトの文献硬度値の上限を僅かに上回るが、粒内析出物の影響による硬化の可能性

が考えられる。更には粒状結晶ではあるがマグネタイト (Magnetite: Fe3Q4)の結晶も無視できない。
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HOM-8 含鉄鉄滓

① 肉眼観察：平面不整楕円形をした小型の含鉄鉄滓。上下面は生きている可能性が高く側面は全

面破面。滓はやや緻密で微細な気孔が全体に散在する。一部微細な放射割れや黒錆の滲みが確認される。

② マクロ組織： Photo.21に示す。滓中に未凝集で微細な金属鉄（フェライト）が多数散在する。

纏まりきれてないところの鉄塊である。

③ 顕微鏡組織： Photo.4④～⑧に示す。④は滓部で発達した白色粒状結晶ヴスタイト

(Wtistite : FeO)及び淡灰色盤状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si Oz)が基地の暗黒色ガラ

ス質滓中に晶出する。⑤～⑦は金属鉄を 5%ナイタルで腐食して現れたフェライト単相の組織を示

す。吸炭反応が起る前の未凝集の純鉄である。

当遺跡では酸性砂鉄を製鉄原料としているため、鉱物組成のみから製錬系か鍛冶系か判断するこ

とは難しい。ヴスタイト (Wtistite: FeO)粒内に微小析出物が認められないことから鍛冶系の含鉄鉄

滓の可能性も考えられるが、フェライト未凝集は製錬系ともいえぬことはない。結論は出しかねる。

④ ビッカース断面硬度： Photo.4⑦⑧に硬度測定の圧痕を示す。⑦は金属鉄（フェライト単相）

部で硬度値は106Hvであった。組織に対して高めの値である。風化の影響であろうか。⑧の白色粒

状結晶の硬度値は518Hvであった。ヴスタイトの文献硬度値の上限を僅かに上回るが、測定時の亀

裂などによる誤差の可能性が考えられる。マグネタイトも全面否定も出来ぬ値である。

HOM-9含鉄鉄滓

① 肉眼観察：表面酸化土砂に覆われた含鉄鉄滓である。部分的に灰白色や濃緑色のガラス質滓

が覗く。下面の一部を除き全面破面。

② マクロ組織： Photo.21に示す。まとまりのある鉄塊で、金属組織は過共析組織～白鋳鉄組織

が確認された。滓は表層に僅かに固着するのみである。気泡は0.2-----l.5mm径が散在する。

③ 顕微鏡組織： Photo.5①～⑤に示す。①写真左側は表層に僅かに固着する滓部で、右側は表層

の銹化鉄である。滓部は暗黒色ガラス質滓で、淡色の片状結晶やごく微細な金属鉄粒が散在する。

これは鋳造用の溶解炉炉壁内面に固着した、鉄塊の表層付着滓によくみられる特徴である。 W:2) ill区

の時期の新しくなる遺物からの混入であろうか。②は鉄中非金属介在物を示す。中央の微小黄褐色

異物は硫化鉄 (FeS)である。なお介在物についてはCMA調査の項で詳述する。③～⑤は金属鉄を

5%ナイタルで腐食して現れた組織である。③は僅かにレデブライトが生成され、板状セメンタイト

が成長しかかった白鋳鉄なりかけの組織である。

④ ビッカース断面硬度： Photo.5④⑤に金属組織の硬度測定の圧痕を示す。④はセメンタイト部

分で硬度値は651Hv、⑤はパーライト部分で硬度値は207Hvであった。各々、組織に見合った値である。

⑤ CMA調査： Photo.28の3段目に鉄中非金属介在物のCOMP(反射電子像）と定量分析値を示

す。定量分析値は33.3%Ca0-35.2%Si02組成が得られた。珪酸カルシウム系である。他にガラス質

成分 (8.2%Al2Q3-6.0%Mg0-3.2%K20-l.2%Na20) を固溶する。

また 4段目にもう 1視野鉄中非金属介在物のCOMP(反射電子像）と定量分析値を示す。 2の番号

をつけた黄褐色異物の定量分析値は76.3%Fe0-38.5%S-3.6% V幻3-l.4%Crz03 -l.3%Mn0であっ

た。硫化鉄 (FeS) に同定される。なおバナジウム (V)、クロム (Cr)、マンガン (Mn)が微量検

出された。 3の個所の定量分析値は119.6%Fe0-27.4%P幻 5であった。 Fe-Fe3C-Fe3Pの三元系共

晶であるステダイト (Steadite)の存在を示している。

⑥ 化学組成分析： Table.2に示す。含鉄試料で金属鉄 (MetallicFe) を22.01%含む。砂鉄特有成

分の二酸化チタン (Ti02)1.27%、バナジウム (V)0.29%で、酸化マンガン (MnO) は0.26%であ

った。脈石成分の数値から始発原料は砂鉄と推定されて前述したHOM-3・6に近似する。そうする

と顕微鏡組織で指摘した鋳造用の溶解炉の炉壁内面に固着する滓の可能性は否定的となる。また、
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CMA調査でクロム (Cr)の少量検出があったが、酸化クロム (Cr2Q3) は0.20%が含有される。

HOM-10 炉内滓（含鉄）

① 肉眼観察：板状の含鉄炉内滓片である。表裏面共大振りの木炭痕に挟まれた状態で生成した

と推測される。一部微細な放射割れと錆の滲みが生じ始めている。

② マクロ組織： Ph_oto.22に示す。未凝集の微細な金属鉄は全体に散在するが、他の個所では銹化鉄

となる。切断面では内部が空洞化している。また下面側に沿って滓中に微細な金属鉄が多数残存する。

③ 顕微鏡組織： Photo.5⑥～⑧に示す。⑥は滓部で、微細な淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル

(Ulvospinel : 2Fe0・Ti02)、白色樹枝状結晶ヴスタイト (Wiistite: FeO)など少最と淡灰色木ずれ

状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)主体が基地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。⑦⑧

は未凝集金属鉄を5%ナイタルで腐食して現れたフェライト単相の組織を示す。

鉱物組成はHOM-5・6・7と同様の特徴を示すため、酸性砂鉄を原料とする製錬滓に分類される。

④ ビッカース断面硬度： Photo.5⑧に金属組織フェライト結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値

は113Hvであった。風化の影響からか組織に対して少々高め傾向を表わしている。

HOM-11 炉内滓（含鉄）

① 肉眼観察：厚板状の含鉄炉内滓片である。上下面は生きており、側面は全面破面である。破面

の気孔はまばらで一部は上下方向に伸びる形状を呈する。各面に微細な放射割れが入り始めている。

② マクロ組織： Photo.22に示す。切断面では中心に長さ1cmを越える木炭が2個並び、それらを取

り巻く滓中に未凝集の微細な金属鉄が多数晶出する。木炭の一部含め周囲の滓と金属鉄を提示した。

③ 顕微鏡組織： Photo.6①～③に示す。①の白色部は金属鉄で、周囲の滓部で淡茶褐色多角形結

晶ウルボスピネル (Ulvospinel: 2Fe0・Ti02)、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 

2FeO・Si02)が晶出する。製錬滓の晶癖である。②③は金属鉄を5%ナイタルで腐食して現れたフェ

ライト単相組織を示す。

④ ビッカース断面硬度： Photo.6③に金属組織の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は103Hvであっ

た。前述したフェライト (HOM-10) 同様に硬質の値である。

⑤ 化学組成分析： Table.2に示す。木炭の噛込みがあり炭素 (C)が5.60%と高値であるが金属

組織はフェライトである。微細な鉄部を反映して金属鉄 (MetallicFe) は13.44%である。また砂鉄

特有成分の二酸化チタン (Ti02)0.83%、バナジウム (V)0.24%で、酸化マンガン (MnO) は

0.11%であった。随伴微量元素は低め傾向にある。

HOM-12 木炭（製鉄炉排滓層出土）

① 肉眼観察： 12 -1----3は炭化の良好な広莱樹の散孔材で、 12-4は炭化の甘い針葉樹材であった。

② 走査型電子顕微鏡組織： Photo.33に12-1の木炭組織を示す。

③ 性状調査： Table.4に示す。12-1 ----3を供試材とした。遺跡出土木炭は通常酸化土砂に汚染され、

固定炭素 (F.C)が低く灰分の多い傾向を呈する例が多い。固定炭素 (F.C) は汚染されていない木

炭であれば通常85%台であるものが、当試料においては44.87%に留まった。また灰分は2%以下が

正常であるところが17.44%と非常に高値で、このため発熱量も4750cal/gと低値であった。本来7000

cal/g程度は確保できるはずである。（注3) なお揮発分は37.69%とこれも多い。分析に必要な最を確保

するため、小片を複数供試材としたので、酸化土砂による影響が大きく現れたものと推測される。

鉄製錬で有害元素となる硫黄 (T.S) は0.04%であり、灰中燐 (P) は0.123%と比較的高値であった。
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HOM-13 椀形鍛冶滓

① 肉眼観察：薄手で小型の椀形鍛冶滓片である。上面には羽口先端部破片が固着する。羽口の

装着角度は極めて緩い。また滓は非常に浅い1lll形で、肩部が急激に立ち上がる形状である。滓上面

は波状で1cm以下の木炭痕や工具痕が残存する。

② 顕微鏡組織： Photo.6④に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)、淡灰

色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) が基地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。

鉄素材の繰返し折り曲げ鍛接の高温作業の鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度： Photo. 6④に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は510Hvで

あった。ヴスタイトの文献硬度値を僅かに上回るが、誤差の範囲内といえよう。

④ 化学組成分析： Table.2に示す。鉄分 (TotalFe)が52.03%と高く砂鉄特有成分の二酸化チタン

(Ti02) 0.46%、バナジウム (V)0.11 %で、酸化マンガン (MnO) は0.12%などは低減傾向にある。

製錬滓と比較して脈石成分が半減する。鉱物組成・化学組成双方の特徴から、鍛冶滓に分類される。

ただし、酸化クロム (Cr2Q3) は0.20%と製錬滓レベルである。

HOM-14 椀形鍛冶滓

① 肉眼観察：全体に不規則な突出部や木炭痕が比較的目立ち、流動性の悪い質感を呈する。滓は比

較的緻密であるが中小の気孔が散在する。下面に鍛冶炉の炉床士と推定される灰色の固着物が見られる。

② マクロ組織： Photo.23に示す。切断面で金属鉄は確認できなかった。層状に結晶が凝集する

個所が複数存在する。堆積形成時の痕跡であろうか。

③ 顕微鏡組織： Photo.6⑤⑥に示す。表層側は主に白色多角形結晶マグネタイト (Magnetite: 

Fe3Q4) が、内側では白色粒状結晶ヴスタイト (Wiistite: FeO) が占める。またごく微細な淡灰色

木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) も晶出する。

④ ビッカース断面硬度： Photo.6⑤に白色多角形結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は598Hvで

あった。マグネタイトの文献硬度値の範囲内であり、マグネタイト (Magnetite: Fe3Q4)と推定される。

⑤ 化学組成分析： Table.2に示す。鉄分 (Total Fe) が58.63%と多く、砂鉄特有成分の二酸化

チタン (Ti02)0.24%、バナジウム (V)0.04%、また酸化マンガン (MnO) は0.11%などと少ない。

脈石成分がHOM-13椀形鍛冶滓より更に低減した値を示し、鍛冶作業のより後工程の派生物である。

鉄素材の繰返し折り曲げ鍛接の高温作業で排出された鍛錬鍛冶滓に分類される。

HOM-15粒状滓（注4)

HOM-15ーイー1 3.2mm径

① 肉眼観察：僅かに光沢のある灰黒色で、歪な球状を呈する。表面には 1個所突起があり、細

かい気孔が僅かに散在する。

② マクロ組織： Photo.7①に示す。表層部は風化が進み、本来存在する結晶が侵されて外周は暗色

を呈する。内部は白色鉱物相の存在が窺われる。その中にO.Ol.......__.0.2mm程の気孔が僅かに散在する。

③ 顕微鏡組織： Photo.7②に示す。鉱物組成は非常に微細な白色樹枝状結晶ヴスタイト

(Wiistite : FeO) や微小金属鉄粒が晶出する。

HOM-15ーイー2 2.2mm径

① 肉眼観察：光沢のない灰黒色で、ほぼきれいな球状を呈する。表面には細かい気孔が僅かに

散在する。

② マクロ組織： Photo.7③に示す。イー 1と同様に表層部は風化が進んでいる。しかし、鉱物相

の晶出は近似するが気孔の占める面積が広く O.Ol.......__.0.25mm程の気孔が多数散在する。

③ 顕微鏡組織： Photo.7④に示す。鉱物組成は非常に微細な白色樹枝状結晶ヴスタイト
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(Wtistite : FeO)が晶出する。

HOM-15ーイー3 1.1mm径

① 肉眼観察：僅かに光沢のある灰黒色で、端正な球状を呈する。

② マクロ組織： Photo.7⑤に示す。イー 1・2と同様に表層部の風化は激しく進行し、白色鉱物相

は僅かである。

③ 顕微鏡組織： Photo.7⑥に示す。非常に微細な白色樹枝状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO) 

及び僅かに微細白色多角形結晶マグネタイト (Magnetite: Fe304)が晶出する。

HOM-15ーイー4 0.6mm径

① 肉眼観察：表面は茶褐色の酸化土砂に覆われ、僅かに歪な球状を呈する。

② マクロ組織： Photo.7⑦に示す。中央には複数の気孔が集まって空洞化し、外周部に鉱物相を

僅かに残す。

③ 顕微鏡組織： Photo.7⑧に示す。結晶の大部分は風化のために不明瞭となるが、極く僅かに樹

枝状結晶のヴスタイト (Wtistite: FeO)が遺存する。

HOM-15ーロー1 2.0mm径

① 肉眼観察：光沢のない灰黒色で僅かに歪な球状を呈する表面は滑らかであるがやや凹凸がある。

② マクロ組織： Photo~7) に示す。円形輪郭部に白色鉱物相が晶出して内部は大きく空洞化する。
③ 顕微鏡組織： Photo.7⑩に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)が密

に凝集晶出する。典型的な粒状滓の例である。

HOM-15ーロー2 1.1mm径

① 肉眼観察：僅かに光沢のある灰黒色で歪な球状を呈する。表面は平滑である。

② マクロ組織： Photo.8①に示す。イー 1・2・3と同様に表層部が風化して中核部に鉱物相を残

す。 O.Ol------0.7mm径の気孔が数点散在する。

③ 顕微鏡組織： Photo.8②に示す。非常に微細な白色樹枝状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO) 

が晶出する。

HOM-15ーロー3 0.5mm径

① 肉眼観察：僅かに光沢のある灰黒色でやや歪な球状。表面は滑らかであるがやや凹凸がある。

② マクロ組織： Photo.8③に示す。イー 1・2・3、ロー2と同様に外周部から銹化が進行する。他

の試料と比較しても銹化の度合が著しい。

③ 顕微鏡組織： Photo.8④に示す。中核部に僅かの面積で微細な白色樹枝状結晶ヴスタイト

(Wtistite : FeO)が晶出する。

通常多くみられる粒状滓組織はHOM-15ーロー 1の内部空洞の大きいタイプであるが、当遺跡で

はHOM-15ーイー 1・2・3ロー2・3などいずれも酷似する組織で粒内の空洞化は少ない。鍛打作業で

赤熱鉄素材の酸化防止に塗布する粘土汁の厚みや、素材の加工度（鍛造比）が他遺跡とは少し異な

った条件がとられた可能性がある。穴澤氏が表面観察から指摘しているように「粘士汁の塗布が薄

い場合」や「打撃の強度が強いこと」などの影響もあろう。結論を出すのは今後の研究課題である。

HOM-16鍛造剥片（注5)

HOM-16ーイー1 0.4mm厚み

① 肉眼観察：表裏面共光沢のない灰黒色。全体に細かい凹凸があり、酸化土砂が固着している。

② マクロ組織： Photo.8⑤に示す。断面形状は端部片側が厚く、もう片方の端部に向かい厚みを

減じる断面形状である。鉄の酸化膜とは異なる断面であり、鉄滓の皮の可能性をもつ。

③ 顕微鏡組織： Photo.8⑥に示す。ほぼ全面凝集したヴスタイト (Wtistite: FeO)で占められ、
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更に表層の薄く層状を呈する個所でも、微細な白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)の晶出が

ある。鉄酸化膜の三層構造は認められなく、鍛冶滓の表層部破片の可能性がある。

HOM-16ーイー2 0.2mm厚み

① 肉眼観察：表裏面共光沢のない黒灰色。緩やかな凹凸がある。一部茶褐色の酸化土砂が付着する。

② マクロ組織： Photo.8⑦に示す。平坦性の良好な剥片である。裏面側は僅かに凹凸による厚み

の変動をもっ。

③ 顕微鏡組織： Photo.8⑧に示す。王水腐食により鉄酸化膜の3層構造が確認された。外層ヘマ

タイトは微厚で存在し、中間層マグネタイトは黄変して健全であり、内層のヴスタイトは黒変凝集

で観察される。僅かに結晶粒界の痕跡が残存する。鍛打作業の後半段階の派生物である。

HOM-16ーイー3 0.1mm厚み

① 肉眼観察：表裏面共光沢のない黒灰色で、細かい凹凸が著しい。

② マクロ組織： Photo.8⑨に示す。表裏面共凹凸が顕著で、やや彎曲した鍛造剥片である。また

裏面側にも薄くマグネタイト層が発生する。派生後に炉内で再酸化を受けた可能性をもつ。

③ 顕微鏡組織： Photo.8⑩に示す。王水腐食により中間層のマグネタイトと内層ヴスタイトの2

層が確認された。外層の微厚ヘマタイトは不明瞭であるが鍛造剥片と認定できる。

HOM-16ーロー1 0.4mm厚み

① 肉眼観察：厚手で平坦気味の試料で、色調は表裏面共光沢のない黒灰色である。

② マクロ組織： Photo.9①に示す。平坦性を保つ剥片であるが、片側の端部は厚みを減ずる。

③ 顕微鏡組織： Photo.9②に示す。王水腐食の効果はあまりなく風化の度合の激しい剥片である。

外層ヘマタイトはごく薄く途切れ途切れに読みとれて、中間層のマグネタイトは明瞭で、内層ヴス

タイトの黒変はないが非晶質である。鉄酸化膜の3層構造は確認できた。

HOM-16ーロー2 0.19mm厚み

① 肉眼観察：色調は表裏面共光沢のない黒灰色で、表面は緩やかな波状の凹凸があり、裏面側

は酸化土砂が薄く付着しやや細かい起伏が顕著である。

② マクロ組織： Photo.9③に示す。断面の平坦度はほぼ保ち、表面端部（写真左側）に別の薄い

剥片を付着する。

③ 顕微鏡組織： Photo.9④に示す。外層ヘマタイトはやや不明瞭であるが点列状に存在し、中間

層は健全で、王水腐食により酸化鉄の層構造が確認された。内層のヴスタイトは黒変凝集が進んで

いるが、僅かに結晶粒界の痕跡が残存する。

HOM-16ーロー3 0.12mm厚み

① 肉眼観察：全体に緩やかな波状の彎曲がある試料である。表面は滑らかなやや光沢のある灰

黒色で、裏面は光沢のない灰黒色で、細かい凹凸をもつ。

② マクロ組織： Photo.9⑤に示す。断面は弱い「く」の字状に彎曲する。また主に下面側の凹凸

による厚み変動が著しい。

③ 顕微鏡組織： Photo.9⑥に示す。中間層のマグネタイトが博く外層ヘマタイトは不明瞭となる

が、王水腐食により、内層のヴスタイトは黒変して凝集組織が認められる。裏面側にも薄くマグネ

タイト層を残し、派生後に炉内で再酸化を受けた可能性がある。

HOM-17 送風管状士製品（羽口）

① 肉眼観察：先端側に向かい紡錘状に細くなる形状の筒状土製品である。成形時の簑巻き痕や

ナデが顕著に残る。体部側は全面破面で、先端部は溶融し黒色ガラス質化する。胎土は石英粒子が

目立ち、粒径の異なる砂粒をまばらに含む。また籾痕も混和されている。

② 顕微鏡組織： Photo.9⑦～⑨に示す。①の外面表層部は溶融して完全にガラス質化する。また、内

-194 -



面胎土側は⑧）に示す様に胎土全体が熱影響を強く受けて粘土鉱物のセリサイトは非晶質化が進行す

る。

③ 化学組成分析： Table.2に示す。強熱減量 (lgloss) 2.06%と低めであり、熱影響を受けて結

晶構造水の多くが飛散した状態での分析となった。鉄分 (Fe2Q3) は5.08%と高く、一方酸化アルミ

ニウム (Al2Q3)16.17%と低めで耐火性には不利な成分系といえる。また滓と鉄の分離を促す自媒剤

となる塩基性成分 (CaO+MgO) は1.04%である。

④ 耐火度： 1180℃であった。成分系を反映して耐火性の低い性状である。この耐火度からみて

鍛冶羽口というより製鉄時に用いられた送風管の可能性の方が高い。

HOM-18 青銅製品

① 肉眼観察：匙柄端部の可能性がある小破片である。短軸方向の片側及び匙部は欠損する。表

面は全体が砥石で研がれている。また上下面の研ぎの下地にさざなみ状の跛が確認され、本製品は

鍛造成形されたと推定される。

② マクロ組織： Photo.23に試料の横断面を示す。断面は白色微細な楕円状粒が水平状に連なる。

鍛造組織の表われであろう。端部は写真左側が生きており、右側は破面である。

③ 顕微鏡組織： Photo.10①～⑤に示す。①は脚食無しの状態である。微細な非金属介在物は硫

化銅 (Cu2S)であろうか。②～④は酢酸・アセトン・硝酸で腐食して現れた組織を示す。組織は灰

～白色楕円状粒と繊維状組織に分かれる。まず前者は、マクロ組織で白色微細な楕円状粒と呼んだ

もので、これは鋳造時の樹枝状結晶が鍛造により崩されて水平方向に並んだと想定される。そうす

ると、この粒状結晶は a+O (aは固溶体、 6は金属間化合物Cu4Sn) となろうか。なお、この粒

状結晶の一部は双晶〈一つの結晶粒の中で、結晶格子の構造は同じであるが、ある一定の面（双晶

面）を境界にしてもとの結晶格子に対し鏡面対称となっているような結晶〉らしき2本の線が観察さ

れる。変形双晶とも解釈できそうである。一方、基地は繊維組織らしき腐食痕を残すが、こちらは

錫 (Sn) の含有量が多くなった共析組織であろう。

④ ビッカース断面硬度：紙面の構成上、硬度測定の圧痕の写真は割愛したが、粒状結晶の硬度

値は276Hv、素地部分の硬度値は317Hvであった。前者は錫 (Sn)濃度が淡くて軟質、後者は錫が

多くて硬質を示すのであろう。

⑤ CMA調壺： Photo.29にCOMP(反射電子像）及び銅 (Cu)、錫 (Sn) の面分析の特性X線

像と定量分析値を示す。粒状結晶にMlの番号をつけたものの定量分析値は82.1%Cu -13.6%Sn -

l.3%As、素地部分のM2の番号は定醤分析値が71.0%Cu-23.7%Sn -l.0%Agであった。基地の錫

(Sn) の含有量が25%近くになると微細な共析組織になることはCu-Sn合金状態図で確認できる。

HOM-19 炉壁（溶解炉）

① 肉眼観察：溶解炉の体部下端片である。内面は溶融して黒色ガラス質化し、表面は気孔が散

在しあばた状を呈する。また錆膨れや銹化鉄粒が点在し、側面から裏面は全面破面。炉壁胎土は石

英質粒子と籾殻、わずかにスサを混和している。

② 顕微鏡組織： Photo.10⑥～⑧に示す。⑥は炉壁胎土部分である。素地を構成する粘土鉱物の

セリサイトが加熱変化を受けてガラス質化しており、微小析出物が点在する。また⑦⑧ば炉壁に付

着した中空状の微小鉄粒である。全面針状フェライトとパーライトの亜共析組織を呈しており、溶

解炉内の鋳鉄粒が酸化・脱炭されたと推測される。

③ ビッカース断面硬度： Photo.10⑧に金属鉄粒の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は142Hvであ

った。組織に対応した値である。

④ 化学組成分析： Table.2に示す。鉄分 (Fe2Q3)2.20%と低めで軟化性に問題のない値と思われ

る。また酸化アルミニウム (Al幻3) も18.62%と適度に含有されて耐火性に特別支障を起すことはな
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かろう。自媒剤となる塩基性成分 (CaO+ MgO) は0.77%と低めで、これも耐火性には有利に働く

と推測される。銅 (Cu) は0.05%と低値である。後述する炉壁片（溶解炉：銅） HOM-21と成分傾

向が類似するため、同等の耐火性を有する可能性が考えられる。なお、溶解炉は鉄か銅かの決め手

に欠く性状である。炉壁内面付着の鉄粒が存在するが上半部灰黒色から濃緑色のガラスから銅を完

全に無視することはできない状態である。

HOM-20 土器転用ルツボ

① 肉眼観察：杯を転用したルツボの小破片である。内面下半には付着物が残存し、外面にも熱

影響による発泡個所が存在する。

② 顕微鏡組織： Photo.11①～⑤に示す。①は熱影響を受けてガラス質化した内面表層部である。

明色部はやや不定形の微細な金属部分で、色調（赤銅色）からは銅関連の可能性が高い。②③は内

面の付着物部分である。③中央付近2個所の明色部は不定形の銅粒で、周囲の粒状結晶はヴスタイト

(Wtistite : FeO)である。④⑤は土器胎士部分で、鱗片状の粘土鉱物中に角張った形状の混入石英

粒子が散在する。

HOM-21 炉壁（溶解炉：銅）

① 肉眼観察：内外面の一部が生きており上端は輪積み単位の痕跡を残す、溶解炉炉壁片である。内

面の酸化物は鉄錆色主体であるが、粒状の青銅系酸化物が散在する。胎土は多量に籾殻を混和している。

② 顕微鏡組織： Photo.11⑥～⑧に示す。⑥は内面表層の溶融ガラス質部分で、微細な銅粒が多

数散在し、その間隙には微小析出物が点在する。⑦は⑥の拡大で、銅粒を10%過硫酸アンモニウム

浴で腐食した組織を示す。純銅 (a相）が確認された。⑧ば炉壁胎土で鱗片状の粘土鉱物中にやや

角張った形状の鉱物が混在する。石英や長石粒子であろう。

③ 化学組成分析： Table.2に示す。強熱減量 (lgloss) 7.29%と高めで、熱影響による結晶構造

水の飛散があまりない状態での分析となった。鉄分 (Fez釦） 1.81%と低く軟化性に優れる。また酸

化アルミニウム (Al2Q3) は17.57%と適度に含み、塩基性成分 (CaO+ MgO) も0.74%と低く耐火性

に有利に働くと考えられる。また内面から微細な銅粒が点在するために、銅 (Cu) は0.25%と存在

値を呈した。

④ 耐火度： 1300℃の値が得られた。

HOM-22 羽口

① 肉眼観察：先端が黒色ガラス質化した羽口の小破片である。外面と通風孔部は生きていて、

先端は斜めに溶損する。胎土はきめ細かく、短いスサを僅かに混和する。

② 顕微鏡組織： Photo.12①～③に示す。①は外面表層部で、ガラス質滓中に白色多角形結晶マ

グネタイト (Magnetite: Fe304)及び微小析出物が晶出する。また②も外面表層で、不定形の微細

金属とマグネタイトが晶出する個所である。金属は色調等から鉄の可能性が高い。③は羽口胎土部

分で粘士鉱物中に混入する鉱物は粒径の細かい特徴をもつ。鍛冶羽口とみるよりはルツボ溶解羽口

の可能性を優先させておきたい。

HOM-23 椀形滓

① 肉眼観察：不整五角形をした小さな板状の椀形滓である。上下面と側面の一部は生きている。

上下面、側面とも数mm大の木炭痕が点在し、特に下面の木炭痕が顕著である。滓の密度は低く、

気孔も不規則である。溶解炉からの排出品の可能性も考慮すべき滓である。

② 顕微鏡組織： Photo.12④に示す。鉱物組成は白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)、淡
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灰色木ずれ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が基地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。

なおヴスタイト粒内に析出物は無い。鍛冶滓組織で通る鉱物相である。

③ ビッカース断面硬度： Photo. 12④に白色粒状結晶の硬度測定の圧痕を示す。硬度値は425Hv

であった。ヴスタイトの文献硬度値の下限を僅かに切る値であるが、誤差の範囲内といえよう。

④ 化学組成分析： Table.2に示す。鉄分 (TotalFe) は59.65%と高く砂鉄特有成分の二酸化チタ

ン (Ti02)0.11 %、バナジウム (V)0.01%で、また酸化マンガン (MnO)0.06%など低い。鉄分高

＜脈石成分の低減した成分系で、鍛錬鍛冶滓に分類されそうであるが、銅や鉄の溶解に絡む滓の可

能性も看過できない。

HOM-24 銅塊

① 肉眼観察：茶褐色の酸化士砂が固着する小型 (31g) の銅塊である。また上面側は黒褐色の

滓部が薄く固着する。緑青は肩部に 1個所斑点状に生じている。観察表では緑青付鉄塊系遺物で挙

げられる。

② マクロ組織： Photo.23に示す。やや不定形の気孔が散在するが、まとまりのある銅塊である。

組織は鋳物組織の樹枝状結晶が一面に認められる。

③ 顕微鏡組織： Photo.12⑤～⑦に示す。⑤は上面側表層に薄く固着する滓部である。鉱物組成

は白色粒状結晶のヴスタイト (Wiistite: FeO) と結晶形態の不鮮明なファイヤライト (Fayalite: 

2FeO・Si02)がガラス質スラグ中に晶出した中に、微細な銅粒が多数点在する。このヴスタイトは

銅と共存した鉄が溶解炉内で酸化されて派生した可能性をもつ。また⑥⑦は銅塊部分を酢酸・アセ

トン・硝酸で腐食して現れた組織を示す。銅塊は腐食 (Etching) によって樹枝状結晶と基地が明瞭

に表われた。その基地側は濃淡が分かれた部分が生じた。白色部は砒素 (As) の偏析があるやも知

れぬ。後述するHOM-30銅製品のCMA調壺結果からの発言である。

④ ビッカース断面硬度：紙面の構成上圧痕写真は割愛したが、銅塊の素地部分の硬度測定を行

った。硬度値は91Hvである。純銅の硬度値は50.........,70Hvであり侃6)若干の錫 (Sn)の含有が考えられ

る。また白色粒状結晶の硬度測定を複数個所で行った。硬度値は423Hv~463Hvのばらつきがみら

れたが、ヴスタイト (Wiistite: FeO) に同定される。

HOM-25 鉄塊系遺物

① 肉眼観察：分厚い酸化土砂に覆われた鉄塊系遺物である。酸化土砂中には鋳型細片や緑青、

木炭粉などが混在する。表面には大きな放射割れが入りはじめている。

② マクロ組織： Photo.24に鉄部を中心に示す。気孔と腐食浸食孔の多い小型の鉄塊である。銹

化により 2分されている。表面は滓部に覆われる

③ 顕微鏡組織： Photo.13に示す。①～③は滓部である。鉱物組成は全体に発達した淡灰色木ず

れ状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が晶出し、①の写真右側のように、主に鉄部に近

い個所で白色粒状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)が認められる。④～）は金属鉄を5%ナイタル

で脱食して現れた組織である。針状フェライトが析出する亜共析 (C:0.77%以下）組織からほぼ全

面パーライトの共析 (C:0.77%)組織個所が存在する。

④ ビッカース断面硬度： Photo.13②③及び⑨に硬度測定の圧痕を示す。②は滓部の淡灰色木ず

れ状結晶で硬度値は639Hvであった。ファイヤライトの文献硬度値の範囲内であり、ファイヤライ

ト (Fayalite: 2Fe0・Si02) に同定される。③も滓部の白色粒状結晶で、硬度値は558Hvであった。

ヴスタイトの文献硬度値よりやや硬質の値を示し、腐食 (Etching) により変化がない結晶粒なので

マグネタイト (Magnetite: Fe304) であろう。粒状結晶はヴスタイトとマグネタイトが混在する。

また）は全面パーライトの金属鉄部分で硬度値は198Hvであった。本来は250Hv前後の硬度値の組
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織であるが若干低め傾向にある。理由は定かでない。

⑤ CMA調査： Photo.29の下段に滓部鉱物相のCOMP(反射電子像）及び面分析の特性X線像

と定量分析値を示す。高速定性分析結果は紙面の構成上割愛したが、 A-Rankで検出された元素は

鉄 (Fe)、珪素 (Si)、アルミニウム (Al)、B-Rankで検出された元素はカリウム (K)、カルシウ

ム (Ca)、チタン (Ti)であった。銅 (Cu)は検出されていない。

COMPに4の番号をつけた暗黒色ガラス質素地部分の定量分析値は38.9%Si02-18.3%Al2Q3 -7.3% 
Ca0-5.7%K幻ー2.6%Na20-26.0%Fe0であった。珪酸塩に鉄分の固溶が同定される。また5の番

号をつけた淡灰色木ずれ状結晶の定量分析値は71.4%Fe0-30.2%Si02であった。ファイヤライト

(Fayalite : 2Fe0・Si02) に同定される。また6の番号をつけた白色粒状結晶の定量分析値は98.7%
FeOであった。ヴスタイト (Wtistite: FeO) に同定される。更に鉄 (Fe)、アルミニウム (Al) に

白色地点が集中する個所は、ヘーシナイト (Hercynite: FeO・Alz釦）の結晶が存在する。

当調査結果から表面観察で検出された緑青と直接結びつく要素は見当たらない。該品が銅と鉄の

どちらの溶解炉に関係するのか結論は出しかねる。

HOM-26 粒状滓様遺物

HOM-26ーイー1 3.3mm径

① 肉眼観察：表面は黄褐色の酸化土砂に覆われ、僅かに暗灰色の地が覗く。歪な球状を呈し、

表面僅かに細かい気孔が散在する。

② マクロ組織： Photo.14①に示す。鉄粒の銹化物である。外周部から年輪状に風化が進んでい

る。粒状滓のもつ気孔がまったく存在しない。

③ 顕微鏡組織： Photo.14②～④に示す。表層側は銹化鉄のゲーサイト (Goethite: a -FeO・OH) 
で、中間層の一部に微細樹枝晶ヴスタイトが局部的に晶出する。鍛冶作業で派生する粒状滓ではない。

HOM-26ーイー2 2.7mm径

① 肉眼観察：表面には茶褐色の酸化土砂が点在する。地は光沢のない黒灰色で、歪な雫状を呈する。

② マクロ組織： Photo.12⑤に示す。銹化鉄粒である。表層は白色の鉄銹化物で、内部は黒色に風化。

③ 顕微鏡組織： Photo.12⑥に示す。組織は銹化鉄のゲーサイト (Goethite: a -FeO・OH)であ

る。風化が激しく組織の痕跡を全く残していない。

HOM-26ーイー3 1.8mm径

① 肉眼観察：イー2とよく似た質感を呈する小型の雫状粒状滓様遺物である。

② マクロ組織： Photo.12⑦に示す。やはり表層は白色の鉄銹化物で、内部は黒色に風化する。

鍛冶作業で派生する粒状滓とは異質である。

③ 顕微鏡組織： Photo.12⑧に示す。イー2と同質の銹化鉄のゲーサイト組織である。

HOM-26ーイー4 0.7mm径

① 肉眼観察：光沢のある灰黒色を呈し、ほぼきれいな球状を呈する。

② マクロ組織： Photo.14⑨に示す。外周部が風化しているが、金属鉄の酸化粒状化した遺物で

ある。 O.Ol-----0.6mm径の気孔がまばらに散在する。組織的には鍛冶作業で派生する粒状滓と同系で

あるが、該品は鋳造時派生物の可能性が高い。

③ 顕微鏡組織： Photo.14⑩に示す。鉱物組成はごく微細な樹枝状結晶ヴスタイト (Wtistite: 
FeO)が晶出する。

HOM-26ーイー 1・2・3は鉄の銹化物 (Goethite: a -FeO・OH)で鍛冶作業派生物の鉄の酸化物

ではない。 HOM-26ーイー4はごく微細な樹枝状結晶ヴスタイト (Wtistite: FeO)が晶出するなど

I区の鍛冶炉内より検出されたHOM-15ーイー 1・2・3ロー2・3と似た特徴を有する。鋳造遺構か

ら出土したことを考慮すると、金属の溶解時に派生した微細な遺物とみるべきであろう。
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HOM-27 鍛造剥片様遺物

HOM-27ーイー1 0.3mm厚み

① 肉眼観察：表裏面とも光沢のない黒灰色を呈する。またごく薄く茶褐色の付着物が認められ

る。厚手で緩やかな波状を呈し、特に裏面側は細かい凹凸がある。

② マクロ組織： Photo.15①に示す。全体に厚手で緩やかに彎曲する。

③ 顕微鏡組織： Photo.15②に示す。外層部は微厚ヘマタイト、中間層は白色マグネタイト、内

層は非晶質ヴスタイトの3層構造が確認された。鍛造剥片に近似した組織が観察される。

HOM-27ーイー2 0.14mm厚み

① 肉眼観察：表面は光沢の強い銀灰色。裏面は光沢のない黒灰色。表裏面共細かい凹凸をもつ。

② マクロ組織： Photo.15③に示す。薄手で平坦性を保つ剥片の断面である。

③ 顕微鏡組織： Photo.15④に示す。 3層構造が明瞭で、内層部分は非晶質である。これも鍛造剥

片に準じた組織をもつ。

HOM-27ーロー1 0.9mm厚み

① 肉眼観察：表面に赤錆が点在する銹化鉄片である。鉄器の表層から剥落した銹化物であるが、

厚みが鍛造剥片と紛らわしいので敢えて採り上げた。

② マクロ組織： Photo.15⑤に示す。上面の暗色部は付着酸化土砂で、明色部が銹化鉄の剥片で

ある。厚みが不均ーで鍛造剥片のような均等性に欠ける。

③ 顕微鏡組織： Photo.15⑥に示す。組織は銹化鉄のゲーサイト (Goethite: a -FeO・OH)であ

る。鉄の酸化膜片とは材質が異なる。また、横方向に細く伸びた空洞部が複数みられる。鍛造鉄器

の表層から剥落した銹化鉄片と推定される。

HOM-27ーロー2 0.98mm厚み

① 肉眼観察：表裏面共光沢のない黒灰色で、僅かに茶褐色の付着物がある。

② マクロ組織： Photo.15⑦に示す。厚手で表裏面共やや凹凸のある試料である。

③ 顕微鏡組織： Photo.15⑧～⑩に示す。外層と中間層部に沿って長く亀裂が走っているため、

分かりづらいが3層構造は確認できる。内層ヴスタイトは凝集して粒状結晶の痕跡が明瞭に残存する。

被膜構成は鍛造剥片に準じるが鍛冶作業の派生品ではなかろう。

鋳造遺構で検出された鍛造剥片様遺物であるが、 HOM-27ーイー 1・2、ロー2は鍛造剥片として

おかしくない組織が確認された。鋳造遺跡においても赤熱鉄製品があれば、当然酸化膜が派生する

ので微細遺物の発生は有りうることである。

HOM-28 銅滓

① 肉眼観察：平面不整六角形をした板状の銅滓の小破片。上面は僅かに跛状の個所をもち、流

動状を呈する。下面は土砂の圧痕と考えられる小さな凹凸が広がる。また斑点状の緑青が数個所に

発生する。

② 顕微鏡組織： Photo.16①～③に示す。中央の白色粒は銅粒であるが単体ではなくて2相をもち、

銅マット (Matte: Cu2S・FeS) を伴う。また周囲の滓部はガラス質の素地中に木ずれ状結晶のファ

イヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02) を晶出する。他に微細な樹枝状結晶も点在する。なお鉱物相に

関してはCMA調査の項で詳述する。

③ CMA調査： Photo.30のCOMP(反射電子像）及び面分析の特性X線像と定量分析値を示す。

微小金属粒の20の番号をつけた個所は銅 (Cu) に白色輝点が集中し、定量分析値は139.7%CuO-

5.5%Fe0であった。酸化物定量のため計算上100%を越える値となっているが、金属銅 (Metallic

Cu)である。ただし鉄 (Fe) を微量含有している。更に外周のやや暗色部に21の番号をつけた。こ

の個所では銅 (Cu)、硫黄 (S) に白色輝点が強く集中し、定量分析値は87.2%Cu0-16.4%Fe0 -
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21.~%Sであった。銅製錬で検出される銅マット (Matte : Cu2S・FeS) である。銅 (Cu)が69.7%

（換算値）と多くなるので精錬後工程での派生物相当品である。溶解炉からの排出品とみてよかろう。

原料鉱石（黄銅鉱： CuFeS2) 由来の鉱物相である。（注7)

また滓の素地部分の定量分析値は36.9%Si02-l 7.3%Al2釦ー 10.6%Ca0-5.2%K20 -1.5%Na20 -

26.0%Fe0であった。珪酸塩である。 23の番号をつけた木ずれ状結晶の定量分析値は46.9%Fe0-

34.2%Si02 -6.0%Al2Q3 -6.9%Ca0 -l.9%Mg0 -2.2%K20であった。ファイヤライト (Fayalite: 

2FeO・Si02) と素地の珪酸塩系の混合組成と推測される。また24の番号をつけた樹枝状結晶は66.9%

FeO -16.7%Si02 -8.5%Al幻3-4.9%Ca0 -2.0%K20 -1.1 %Sであった。ヴスタイト (FeO) と珪酸

塩の混合組成である。以上の結果から、当銅滓は、溶解炉の炉壁胎土の溶融した珪酸塩と、銅及び

その央雑物が酸化され化合物を形成したのであろう。銅の溶解炉に関連する遺物に分類される。

HOM-29 銅塊

① 肉眼観察：薄板状の銅塊である。表裏面共籾殻が多量に混入した土砂で覆われている。部分

的に緑青も確認される。

② マクロ組織： Photo.24に示す。銅塊の断面は不規則に伸びているため、炉壁ないし鋳型の割

れ目などに貰入した銅塊の可能性がある。また球状の空洞部は、銹化物の剥落跡である。

③ 顕微鏡組織： Photo.16④～⑧に示す。素地部分は多角形結晶の a相で、白色針状結晶が点在

するのは砒素（及び鉄）の偏析化合物の可能性をもつ。④～⑥は銅塊中に多数散在する球状銹化物

を示す。球状銹化物が何故発生したのか定かでない。

④ ビッカース断面硬度：紙面の構成上硬度圧痕の写真を割愛したが、硬度値はlOOHvであった。

純銅であれば硬質である。風化の影響であろうか。

HOM-30 銅製品（破片）

① 肉眼観察：表裏面の一部が平坦に残る以外は風化が進行した1.2gの小破片である。

② マクロ組織： Photo.25に示す。僅かに表裏面にうねりをもつが、ほぼ一定した厚みの偏平な小

破片である。端部は一方が隅丸状、一方は斜めの直線状を呈する。外圧を受けて欠けたのであろうか。

③ 顕微鏡組織： Photo.17①～⑤に示す。鋳造組織である。樹枝状初晶及び素地の a相である。

僅かに砒素化合物や硫化銅の央雑物を含む異相がみえる。

④ ビッカース断面硬度：紙面の構成上硬度圧痕の写真を割愛したが、硬度値は102Hvであった。

該品も青銅品でなければ硬質である。硬度値からみると錫 (Sn) を数％含有する青銅品であろう。

⑤ CMA調杏： Photo.31にCOMP(反射電子像）及び面分析の特性X線像と定量分析値を示す。

M4の番号をつけた素地部分の定量分析値は92.8%Cu-1.1 %Sn -3.9%As -0.7%Sb -l.4%Feであっ

た。純銅に近い成分系で、僅かに錫 (Sn)、砒素 (As)、アンチモン (Sb)、鉄 (Fe)が検出された。

銅以外の検出元素は随伴微量元素であろうか。また、 M3の番号をつけた個所は砒素 (As)、アンチ

モン (Sb) に白色輝点が集中し、定量分析値は64.6%Cu-29.2%As -5.5%Sb -0.7%Feであった。

砒素の偏析個所である。更に26の番号をつけた淡灰色結晶は鉄 (Fe)、砒素 (As) に白色輝点が集

中し、酸化物定量で41.0%Cu0-47.8%As2伍ー48.2%Fe0組成を得た。砒素 (As)、鉄 (Fe)の偏

析個所である。また25の番号をつけた介在物は硫黄 (S) に白色輝点が集中し、定量分析値は

116.2% Cu0-22.5%S-4.0%Fe0であった。硫化銅 (Cu2S) に同定される。以上の結果をみると銅

鉱石（黄銅鉱： CuFeS)の央雑成分の影響が強い。ここで注目されるのが砒素 (As)の存在である。

砒素 (As)、アンチモン (Sb)、鉛 (Pb) などは溶融点を下げる元素なので、添加したのか脈石成

分なのか当時の技術を推量する鍵がある。
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HOM-31 銅製品（湯こぽれ？）

① 肉眼観察：径6mm前後で異形雲形状の銅製品ないしは銅の湯こぼれ、ないしは鋳造失敗品の

破片の何れかであろう。 8.2gの小片である。

② マクロ組織： Photo.25に示す。外周部から銹化が進行している。内部はほぽ a相で、組織に

偏析はなさそうである。

③ 顕微鏡組織： Photo.17⑥～⑧に示す。⑥は腐食無しの状態で、視野には硫化銅 (Cu2S)が多

数散在する。また⑦⑧は酢酸・ アセトン・硝酸で腐食して現れた組織を示す。素地は a相で、鋳造

組織である。 HOM-30のCMA調査結果から、同様に砒素（及び鉄）の偏析の可能性が考えられる。

④ ビッカース断面硬度：紙面の構成上写真を割愛したが、硬度値は57Hvであった。非常に軟質

の値を示すため、純銅と推測される。ここで初めて純銅の硬度値が出ている。

HOM-32 銅塊

① 肉眼観察：板状の銅塊である。上面は平坦気味で、下面は小さな凹凸が連続する。側面は一

部を除き破面である。表面は淡緑色から濃緑色の緑青で覆われる。 608gの大型品である。

② マクロ組織： Photo.25に示す。外周が薄く銹化した厚板状の銅塊である。大型の球状介在物

が多数散在する。また樹枝状の腐食痕跡がまばらに分布する。

③ 顕微鏡組織： Photo.18①～⑤に示す。鋳造組織である。エッチングにより粒状結晶の a相が

現われた。また大型の球状や楕円状の硫化銅 (Cu2S)が多数散在する。

④ ビッカース断面硬度：紙面の構成上、硬度圧痕の写真を割愛したが、 2個所で測定した結果、

硬度値は89Hv、94Hvであった。純銅 (a相）単独であれば硬質である。

⑤ CMA調査： Photo.32にCOMP(反射電子像）及び面分析の特性X線像と定醤分析値を示す。

M5の番号をつけた素地部分では定量分析値が93.7%Cu-0.8%Sn -2.1 %As -3.0%Feであった。また

もう 1個所素地に微細ピットの少ない個所 (M6)で分析を行った。定量値は92.6%Cu-1.8%Sn -

3.2%As -2.2%Feであった。両者は組成的にはほとんど差がない。更に球状介在物は硫黄 (S) に強

く白色輝点が集中し、鉄 (Fe) にもごく薄く輝点が認められる。酸化物定量での分析値は102.8%

CuO -24.0%S -12.7%Fe0であった。硫化銅に鉄の固溶があるのだろう。

⑥ 化学組成分析： Table.2-2に示す。銅 (Cu)93.6%主体で、錫 (Sn)0.76%、鉛 (Pb)0.31%、

亜鉛 (Zn)0.10%、砒素 (As)1.86%、アンチモン (Sb)0.23%、鉄 (Fe)3.12%、ニッケル (Ni)

0.01%など僅かの含有量である。銅 (Cu)以外の元素は原料鉱石由来の随伴微量成分と考えられる。

HOM-33 鉄器（鋳造品）

① 肉眼観察：表面酸化土砂に覆われた不明鉄製品の破片 (5.0g弱）である。長軸の左右が極め

て僅かに曲がっている。

② マクロ組織： Photo.26に示す。銹化による錆膨れで写真左側部分が肥厚しているため、一見

断面形が三角形を呈するようにみえる。本来は5mm強の厚みの薄板状の鋳鉄片であろう。

③ 顕微鏡組織： Photo.18⑥～⑧に示す。銹化が進み金属鉄は残存していない。レデブライト素

地に塊状黒鉛が析出する斑鋳鉄組織痕跡が残存する。

HOM-34 鉄器（鋳造品）

① 肉眼観察：鋳造品の小破片 (14g弱）である。上下面は生きており、 5.8mm以上の厚みを持

つ。極めて僅かながら弧状を呈しており、中型の鉄鍋片の可能性が考えられる。

② マクロ組織： Photo.26に示す。写真上側は付着酸化土砂、下半部が鋳鉄片である。 5mm厚み

の輪郭線をもち自然腐食の白鋳鉄組織が観察できる。内部には細かい気孔が僅かに散在した痕跡が
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認められる。

③ 顕微鏡組織： Photo.19①～③に示す。銹化が進み金属鉄は残存していない。自然腐食

(Etching) で柱状のセメンタイト、及び蜂の巣状のレデブライト痕跡が残存する亜共晶組成白鋳鉄

であった。

HOM-35 鋳型（外型）

① 肉眼観察：使用した鋳型外型の小破片である。外面及び側面全面は破面。真土の表面には横

方向の挽き目が残存する。

② マクロ組織： Photo.27に示す。写真上側が鋳型内面側である。表層の真土の部分は混入鉱物

の粒径は小さく 0.1mm以下のものが大半である。これに対して母型部分では最大で長径が1.5mm程

の混入鉱物が確認される。

③ 顕微鏡組織： Photo.19④に内面表層側部分を示す。山砂と粘土の混練品であろうか。石英粒

子や角閃石などの粒子と粘士鉱物が混在する。

HOM-36 鋳型（中子）

① 肉眼観察：鋳型中子外面の破片である。外側の真士部分が残存し、側面と裏面は破面である。

真土部分には横走する挽き目が残る。中型の鉄鍋の鋳型であろうか。

② マクロ組織： Photo.27に示す。写真上側が外面である。やはり表層の真土部分は混入鉱物の

粒径は小さい。母型側は混入鉱物の量が多く、粒径も最大3.0mmほどのものが確認される。

③ 顕微鍍組織： Photo.19⑤⑥に外面表層側部分を示す。最表層の地肌となる部分は微細粒子で

あるが内側になると石英粒子の大粒が混在し、ガス抜けをよくすることと、鋳造後に中子を取り出

す時の崩壊性を良くする為の配慮がなされているようである。

HOM-37 銅バリ

① 肉眼観察：悪い板状の鋳型バリである。裏面中央部には灰白色の真土をごく僅かに残す。上

面の気孔の内部や表面に、鉛色で光沢の強い粒状異物を点在させる。

② CMA調査：バリ表層の銹化物を少量採取して調査を実施した。 Photo.32の最下段に供試材

のCOMP(反射電子像）及び定量分析値を示す。鉛色の光沢を持つ採取試料にM7の番号をつけた。

定量分析値は85.4%Cu -4.4 %Ge -9.9%0であった。銹化銅で、微量のゲルマニウム (Ge)が検出さ

れた。また茶褐色の素地部分から採取した試料にはM8の番号をつけている。定量分析値は66.7%

Cu -4.0%Sn -l.5%Pb -2.4%Fe -3.2%Bi -l.9%As -0.8%Sb -17.8%0であった。やや銹化の進ん

だ青銅 (Cu-Sn合金）である。原料鉱石由来の不純物として鉛 (Pb)、鉄 (Fe)、ビスマス (Bi)、

砒素 (As)、アンチモン (Sb) などが微量検出された。 II区出土の銅バリからゲルマニウム (Ge)、

ビスマス (Bi) などの元素が検出された。この二元素はm区出土の銅関連遺物から検出されなく、

更に II-3区出土の青銅品 (HOM-18)でもこれらの元素は確認されず、三者は原料産地が異なっ

ている可能性が高い。

4 まとめ

〈1〉 I区出土製鉄・鍛冶関連遺物 (8世紀前半代）

① 製鉄原料は低チタン含有の酸性砂鉄であった。この砂鉄 (1.02%Ti02) は福岡平野（西部）

から糸島半島地域に広く賦存する品位に準じたものである。

② 製鉄は箱型炉操業で還元された荒鉄（表皮スラグや捲込みスラグ、更にば炉材粘土など不純物

を多く含む生成鉄）の不純物除去の精錬鍛冶から製品製作の鍛錬鍛冶までの一貰作業がなされていた。
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③ 生成された鉄は、高炭素系は少なくて、未凝集フェライト (Ferrite: a鉄、純鉄）が散在す

る未生成品 (HOM-8、10、11)が多い。高炭素系 (HOM-9) は過共析鋼 (C:0.77%以上）から

亜共晶組成 (C:4.23%以下）の白鋳鉄なりかけの品質であった。（高品位の鉄塊は多く放置される

ことはありえない。）鉄生産の狙いは共析鋼 (C:0.77%) レベルであろうか。

④ 原料砂鉄が低チタン含有酸性砂鉄なので、製錬滓の鉱物組成はヴスタイト主体で粒内にFe-

Ti化合物を析出し、化学組成は低脈石成分 (1.3%台Ti02、0.21--.:...0.29%V、0.20---0.26%Mn0) であ

る。原料砂鉄と鉄滓組成に矛盾するところはなかった。

⑤ 更に、製錬から鍛冶に移行したところの組成についてもよく対応している。鍛冶滓はヴスタ

イト晶出で、化学組成は0.24---0.46%Ti02、0.04---0.11% V、O.ll---0.12%Mn0などの脈石成分の低減

化も一貰作業を裏付ける。また、鍛打作業を実証する微細遺物の粒状滓や鍛造剥片も確認できた。

⑥ 宝満山遺跡群23次調査で検出された箱型製鉄炉は、 8世紀前半代のものとしては大型炉（炉

幅60---80cm) であって、周辺地域の志麻郡や早良郡では 8世紀後半代で出現するタイプである。（注

10、11)当遺跡は大宰府に近く、在地首長の管理ではなくて、官営操業といった意味合いが感じられる。

〈2〉II区出土青銅品

① II -3区から出土した青銅製品 (HOM-18) は、肉眼観察と組織から鍛造品と確認された。

また調査した他の銅塊・銅製品と比較すると、錫 (Sn)の含有量が高く、添加が認められる。更に

微量元素として銀 (Ag) が検出されて、他の試料にみられない特徴である。このため他の試料と銅

原料の産地が異なっている可能性が高い。

② II区の竪穴住居内から出土した銅バリ (HOM-37)表面の、強い光沢を持つ鉛色の微小物は

CMA調査の結果、銹化銅中に微量ゲルマニウム (Ge) が検出された。これも他試料には認められ

ない特徴で、今後産地を検討していくうえで注目される。

〈3〉II1区出土遺物（中世）

① 当区は鋳造工房が想定できる。まず、銅関連の鋳造作業は確実である。銅の溶解作業で派生

した可能性をもつ滓 (HOM-28)が出土している。滓の鉱物組成はファイヤライト (Fayalite: 

2FeO・Si02) を晶出し、これに銅マット (Matte: Cu2S・FeS) を晶出する。銅マットは製錬から精

錬にかけて銅含有量を増加させながら存在する。これは現代銅生産で確認されており、その組成例

（注7) に提示している。今回調査のHOM-28滓中の銅マット中の銅分 (83.3%Cu0=換算値66.6%Cu)

は高値で、製錬工程ではなくて最終工程に近い数値である。溶解炉から排出された滓と認定してお

かしくない成分系である。

更に、炉壁 (HOM-27) の溶融物中の銅粒の検出や、幾つかの銅塊・銅製品 (HOM-24、29、

30、31、32)の存在は、銅の鋳造操業を物語る。

② 次に鉄鋳造の可能性の問題である。微細遺物の粒状滓様遺物 (HOM-26)や鍛造剥片様遺物

（組織的には鍛造剥片と同じ： HOM-27) は、鉄溶融物の表面剥離からの派生物と想定されよう。

裏付け資料としては弱い面をもつが、全面否定は避けられよう。

③ なお、椀形滓 (HOM-23)や鉄塊系遺物 (HOM-25) は鍛冶遺物と考えてもおかしくない

が、非鉄金属の精錬においても派生する遺物である。筆者は約10年前から小型椀形滓が共伴遺物に

銅塊などを伴えば非鉄がらみの滓としての問題提示をしてきた。（注12) また、大宰府政庁横、来木地区

の「匠司」出土遺物についても同様の発言をしている。（注13)

（注）

(1) 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』 1968 ヴスタイトは450-500Hv、ファイヤライトは

600 -700Hvの範囲が提示されている。また、ウルボスピネルは硬度値範囲の明記はないが、マグネタイトに

チタン (Ti)を固溶するので、 600Hv以上であればウルボスピネルと同定している。
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(2)大澤正己・鈴木瑞穂「金平遺跡出土鋳造関連遺物の金属学的調査」「金平遺跡 1I』埼玉県比企郡嵐山町遺

跡調査会 2000

(3)大澤正己「大山遺跡を中心とした埼玉県下の製鉄関係遺物分析調査」『大山』埼玉県立がんセンター埋蔵

文化財発掘調査報告（埼玉県遺跡発掘調査報告第23集）埼玉県教育委員会1978

(4)粒状梓は鍛冶作業において凹凸を持つ鉄素材が鍛冶炉の中で赤熱状態に加熱されて、突起部が溶け落ちて

酸化され、表面張力の関係から球状化したり、赤熱塊に酸化防止を目的に塗布された粘土汁が酸化膜と反応し

て、これが鍛打の折に飛散して球状化した微細な遺物である。

(5)鍛造剥片とは鉄素材を大気中で加熱、鍛打したとき、表面酸化膜が剥離、飛散したものを指す。俗に鉄肌

（金肌）やスケールとも呼ばれる。鍛冶工程の進行により、色調は黒褐色から青味を帯びた銀色（光沢を発する）

へと変化する。粒状滓の後続派生物で、鍛打作業の実証と、鍛冶の段階を押える上で重要な遺物となる。（注8)

鍛造剥片の酸化膜相は、外層は微厚のヘマタイト (Hematite: Fe2釦）、中間層マグネタイト (Magnetite: 

Fe3Q4)、大部分は内層ヴスタイト (Wiistite: FeO) の 3層から構成される。このうちのヘマタイト相は1450℃

を超えると存在しなく、ヴスタイト相は570℃以上で生成されるのはFe-0系平衡状態図から説明される。（注9)

鍛造剥片を王水（塩酸 3 : 硝酸 1) で腐食すると、外層ヘマタイト (Hematite: Fe2伍）は腐食しても侵さ

れず、中間層マグネタイト (Magnetite: Fe3Q4) は黄変する。内層のヴスタイト (Wiistite: FeO) は黒変す

る。鍛打作業前半段階では内層ヴスタイト (Wiistite: FeO) が粒状化を呈し、鍛打仕上げ時になると非晶質化

する。鍛打作業工程のどの段階が行われていたか推定する手がかりともなる。

(6) 大澤正己「金井遺跡B区出土銅・鉄鋳造関連遺物の金属学的調査」『金井遺跡B区』（埼玉県埋蔵文化財調

査事業団報告書第146集）（財）埼王県埋蔵文化財調査事業団1994

(7) 的場、渡辺、小野編「銅製錬」『金属製錬技術ハンドブック』朝倉書店1963

大澤正己「（続）下徳力遺跡第 3地点出土銅滓の金属学的調査」「古文化談叢』第28集九ヽ 1+1古文化研究会

1992.10 

現代銅マットの組成例（％）

溶 錬 炉 Cu Fe s Pb Zn Ni+Co As Sb Si02 

゜溶 鉱 炉 30.88 33.33 24.04 1.61 5.13 0.09 0.04 0.61 3.08 

溶 鉱 炉 39.37 26.78 23.71 3.03 2.94 0.36 0.22 0.27 0.19 2.05 

反 射 炉 41.74 22.49 24.16 3.33 5.65 2.40 

自 溶 炉 43.47 27.14 25.14 0.25 1.34 2.13 

転炉（途中） 66.47 6.87 20.64 1.25 1.87 0.25 0.02 0.26 0.91 

転炉（白カワ） 73.91 2.79 20.10 0.42 1.45 0.15 0.02 0.35 0.13 

この他Au、Agを含む。現在本邦の転炉供給マットはAg<0.1%、Au0.001%前後である。

現代銅スラグの組成例（％）

Cu s Pb Zn Fe Si02 Al203 CaO MgO 

溶鉱炉 0.49 1.49 0.26 3.60 36.23 29.22 4.28 7.25 1.10 

溶鉱炉 0.36 1.12 3.54 33.11 35.96 3.62 8.22 0.73 

反射炉 0.54 0.84 0.23 3.58 38.38 32.56 7.43 1.87 0.78 

自溶炉 1.10 1.35 1.78 43.90 29.30 8.43 1.00 0.76 

転 炉 2.3 1.4 1.0 5.1 48.0 21.8 2.1 0.7 

反射炉精製 35.7 1.4 2.1 29.8 8.9 1.9 2.3 

追跡出土銅マットの報告については下記のものがある。

(8)大澤正己「房総風土記の丘実験試料と発掘試料」『千葉県立房総風土記の丘 年報15』（平成 3年度）千葉

県房総風土記の丘 1992 

(9)森岡ら「鉄鋼腐食化学」『鉄鋼工学講座』 11 朝倉書店1975
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(10) 長家伸「九州の鉄生産について」『我が国初の一貰製鉄所操業開始100年記念シンポジウム 九朴1鉄文化の

はじまりとその展開』社会鉄鋼工学部会2001年度秋季シンポジウム論文集 社団法人日本鉄鋼協会社会鉄鋼工

学部会「鉄の歴史ーその技術と文化ー」フォーラム編2001.9.23

(ll) 菅波正人「元岡・桑原遺跡群（福岡市西区）の調査概要」『我が国初の一貰製鉄所操業開始100年記念シン

ポジウム 九州鉄文化のはじまりとその展開』社会鉄鋼工学部会2001年度秋季シンポジウム論文集 社団法人

日本鉄鋼協会社会鉄鋼工学部会「鉄の歴史ーその技術と文化ー」フォーラム編2001.9.23

(12) 大澤正己「尾崎遺跡出土鋳銅関連遺物の金属学的調査」『尾崎遺跡』～九州縦貰自動車道関係埋蔵文化財

調査報告29~(北九州市埋蔵文化財調査報告書ll8集）（財）北九1-M市教育文化事業団 埋蔵文化財調査室1992

(13)大澤正己「大宰府史跡（政庁跡・来木地区）出土鉄塊と鋳造関連遺物の金属学的調査」『大宰府政庁跡』

九州歴史資料館 2002.3

［追記] HOM-5、及びHOM-6の淡茶褐色多角形結晶は、ビッカース断面硬度値か802Hv、933Hvと異常に高

い。更に後者はこの種の結晶からCr、vの固溶がEPMAの調査から確認された。この結晶はクロム系スピネル

鉱物が想定できる。桑原石ヶ元古墳群供献鉄滓からも l0%Cr2Q3、19%Cr2Q3組成で950Hv硬度値からも得

られているほ14)。更に太宰府政庁路出土鉄塊系遺物の表皮スラグからも同じくクロム系スピネル鉱物が発見

された。（沖）5)福岡平野から出土する鉄浮には0.3%以上のCrzQ3が20例近く挙げることができる。この事例から

クロム系スピネル鉱物は福岡平野の産地同定の有力な鉱物となりうるものである。

(14)大澤正己「桑原石ヶ元古墳群出土鉄滓の金属学的調査」『九朴1大学総合移転用地内埋蔵文化財発掘調査報

告書 2』福岡市教育委員会2003. 提出享稿

(15) 大澤正己「大宰府史跡（政庁跡・来木地区）出土鉄塊と鋳造関連遺物の金属学的調壺」『大宰府政庁跡』

九州歴史資料館2002. 3 

Table.I供試材の履歴と調査項目

符号 遺跡名 出土位置 ill物No. 逍物名称 推定年代
計測値

濯蒻： メタル度
調 登 項 且

備考
大きさ(mm) 璽枇(g) マクn罷薗爾酎雑員 iヽ~k X線国折 EPMA化学分析耐火度カロリー

HOM-I 宝満山遺跡 I区炉2北側 14 炉壁 Sc前半 58X41 X 17 40.5 5 なし

゜゚HOM-2 宝満山遺跡 I区自然流路トレンtC南側 28 炉壁 . 119X 112 X 57 540.0 5 なし

゜ ゜゚HOM-3 宝満山遺跡 l区炉2北側：I: 城 82 炉底塊 ❖ 106X89X7l 1031.l l なし

゜゚ ゜HOM-4 宝満ill遺跡 I区炉2南側土堀埋土 114 砂鉄 ~ - 303.8 5 なし

゜゚ ゜HOM-5 宝満山遺跡 I区炉2北側土猥 124 流出孔禅 ケ 55x32x21 62.9 1 なし

゜゚HOM-6 宝満山遺跡 I区炉2南側土城埋土 156 流動滓 . 77X7QX30 277.1 l なし

゜゚ ゜゚HOM-7 宝満山遺跡 I区炉2内埋土 162 炉内滓 . 54x4ox23 79.4 l なし

゜゚HOM-8 宝満山遺跡 I区炉l周辺浮群 206 含鉄鉄滓 . 39x2sx25 33.9 4 L(●） 

゜゚ ゜HOM-9 宝満UI遺跡 I区自然流路トレンfC西部 211 含鉄鉄滓 ~ 5JX35X32 73.2 3 L(●） 

゜゚ ゜ ゜゚HOM-10 宝満山逍跡 I区炉2北東外側 213 炉内禅（含鉄） ケ 45X42Xl9 45.0 4 特L(*)

゜゚ ゜HOM-11 宝満山遺跡 I屈炉2北側東斜面 214 炉内滓（含鉄） ケ 5QX45X35 101.9 4 特L(合）

゜゚ ゜ ゜HOM-12 宝満山遺跡 l区自然流路トレンtc以南 219 木炭 ~ 14.3 1 なし

゜ ゜ ゜HOM-13 宝汎ill遺跡 I区炉1周辺 221 椀形鍛冶滓 . 53x34x32 57.2 l なし

゜゚HOM-14 宝満山遺跡 I区炉1周辺 230 椀形鍛冶滓 ~ 88X73X34 199.9 5 M(◎） 

゜゚ ゜HOM-15 宝満山遺跡 T区炉l内 235 粒状禅 ‘ ゜゚HOM-16 宝満山遺跡 I区炉l内 236 鍛造剥片 ケ

゜゚HOM-17 宝禰11.J遺跡 I区炉2北側：t堀 259 送風管 . 82X58X62 189.6 3 なし

゜ ゜゚HOM-18 宝満Lll遺跡 11-3区A・B-2灰褐色土層 296 青銅製品 &~9c? 42 X 7 X 2 1.6 ］特L(*)

゜゚ ゜ ゜IIOM•l9 宝満山逍跡 皿区鋳造遺構ICゲリッド外側 317 炉壁(i容解炉） lie末-12c?83X74X4} 216.0 3 なし

゜゚ ゜HOM-20 宝満山遺跡 皿区鋳造逍構2Cグリ7ド外側 324 転川）レッポ . 45xz9x 12 10.7 2 △ 

゜゚HOM・21 宝満山遺跡 m区：1.:-6 328 炉壁 81 x53x52 150.3 2 なし

゜ ゜゚HOM-22 宝満111遺跡 皿区土-16水洗 337 羽口 . 44x41x12 20.9 4 なし

゜HOM-23 宝満山逍跡 I11区造成面ク・リット・ 344 椀形鍛冶禅 &~12c 43X34Xl9 35.1 1 △ 

゜゚ ゜HOM-24 宝満山遺跡 m区北東部おちこみ埋土内 395 銅塊 llc末-12c?28X25Xl7 30.9 3 L(●） 

゜゚ ゜HOM-25 宝満山遺跡 皿区：1:-l 396 鉄塊系迫物 . 9QX74X48 424.5 3 L(●） 

゜゚ ゜ ゜HOM-26 宝満ill遺榜 m区鋳1Dク・リット・ 372 粒状滓様遺物 ~ 

゜゚HOM勿 宝満山遺跡 m区鋳lAク．＇）が 373 鍛造剥片様遺物 ，，， 

゜゚HOM-28 宝満山遺跡 Ill区鋳IDグリット・ 407 銅禅 . 39x35x12 25.9 l なし

゜ ゜HOM-29 宝満山遺跡 111区鋳ICゲリ9ド中央側 408 銅塊 . 65X46X 13 36.4 1 L(●） 

゜゚ ゜HOM-30 宝満山遺踪 皿区A-2ク＂）が 413 銅製品 14X9X 3 1.2 l L(●） 

゜゚ ゜ ゜HOM-31 宝満ill遺跡 I11区溝1下層 418 銅製品（湯こぽれ？） Ile末~12c 33x17x9 8.2 1 L(●） 

゜゚ ゜HOM-32 宝満山逍跡 m区溝l下屈 427 銅塊 ❖ 139 X 73 X 23 607.5 2 特L(*)

゜゚ ゜ ゜゚HOM-33 宝満山遺跡 m区土-5 451 鉄製品（鋳遥品） 9c-!2c 4QX}3X6 4.9 3 △ 

゜゚HOM-34 宝満山遺跡 m区造成面ク・11,ド！ 458 鉄製品（鋳造品） 汝~!2c 29xzsx15 13.7 3 △ 

゜゚HOM-35 宝満ill遺跡 皿区鋳l鋳型J5 500 鋳型（外型） lie末~12c?54x53x32 46.4 l なし

゜゚HOM-36 宝満山遺跡 m区鋳IA-D炉）9卜澗（外型内） 510 鋳型（中子） ，， 1Q7X41X36 103.5 I なし

゜゚HOM-37 宝満山遺跡 11区住1内 299 銅パリ 8-9c 28X25X 1 2.8 なし
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HOM-9 
含鉄欽滓
l X 50 1<附滓品：ガラスR滓中

の片状糾11,

2 X JOO 鉄中非金介在物

, 3,-,5 ナイタルCtl'h

13)X JOO l澤1憫 ,f'I鋳鉄

なりカ・Ir
:, —/ ~x21)() 硬庇庄眼：

,J;651111'. ' ~20illv 

B2
-

.o. 

• 一

HOM-10 
炉内滓（含鉄）
・r,,x 100 i守部：ウルポスピネ

ル・ヴスタイ）• ・ファイヤラ

イト

7 ii ナイタルetch

i1X 100 フェライト

"i;_lX:2(){) 硯）虻,,油： 11:lllv 

Photo.5 含鉄鉄滓 ．炉内滓（含鉄）の顕微鋭組織
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HOM-11 
炉内滓（含欽）
IX 100 白色部：金属鉄、 i卑部：
ウルポスビネル・ファイヤライト

.2 3ナイタルetdl

Yx 100 フェ)イト

3 X 20() 硬度lfJii:103Hv 

HOM-13 
椀形鍛冶滓
4,x200 硬度1J:痕： 5J0Hv 

ヴスタイト、ファイヤライト

HOM-14 
椀形鍛冶液
s,x 200 硬度9上Iii: 59811v 

マグネタイト、ヴスタイト ・微細

ファイヤライト

6 •X50 衣m・ マグネタイト t体、
内tlll:ヴスタイト凝集気味

~. 
-~ 

X 0.4 

・, /i 
'•.''t 

曹vダ ~-~

・. . 
、. . 

XQ.6 

XQ.3 

Photo.6 炉l村滓（含鉄） ．椀形鍛冶ifの顕微鏡組織
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HOM-15 イー l
粒状沖
.¥.lX20 マクロ組磁

2 x JOO 微小金屈鉄粒散(1,、
微細ヴスタイト

HOM-15 イー2
粒状滓

,3 X 20 マクロ組織

J_ X 1()() 微細ヴスタイト

HOM-15 イー 3
粒状沖
⑤ x20 マクロ組緻

(vx 100 微細ヴスタイト

HOM-15 イー 4
粒状滓
(J_'X2Q マクロ組椛

:IX 4QQ 風化組織•f.J に微址の
樹枝状ヴスタイト

HOM-15 ロー 1
粒状液
'9, x20 マクロ組磁

1() X 100 ヴスタイト凝集

戸］

Pholo.7 粒状滓の顕微鏡組織
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HOM-15 ロー2
粒状滓
l X20 マクロ糾織

: 2 >< 100 微ヽ lヽヴスタイト

HOM-15 ロー 3
粒状滓
@x20 マクロ組織

:J,x 100 微,jヽ ヴスタイト

HOM-16 イー1
鍛造剥片？
、§)x@ I: 水etch

(~") xzo マクロ組織

6) X }QO 鉄酸化朕屈惜造不明

瞭

． 

釦

鼻晶

,i
▲
 ，

 ． CLILLL 曙

p
 

．
 

E
9ら．

9

ふロ
・
:i5

E5, → 
＇ 

、9

n
 冒

~ 夏豊疇

HOM-16 
鍛造剥片
17遠） じ水etch
);X20 マクロ糾級

J!lX4()() 3 k,j分離型

外陪ヘマタイト：柘微阻

中間州マグネタイト：洪変

内附ヴスタイト ：凝集 ・烈変

•• 

一HOM-16 イー 3
鍛造剥片
⑥ 咽上 水etch
⑨ x20 マクロ組紐

⑩ X4()0 3~ 分離型

（外附ヘマタイトイ逍IJ町fl
内附ヴスタイト凝染

ヽ

一Photo.8 粒状i-r・鍛造剥片の顕微鋭組織
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H01t-16 ローl
鍛造成lj)ヤ
I • +イタル1•1.-h (幼屎少）

I I'< 2() ~ クロ4磁

~X4()0 3~1分離猥（外Hヘマク

イト(f-1!'、中間吊マグオタイト饒

在. 1'• 屑 •'/.7. クイト凝船）

担翌ii:·、：迄—·•~··~こ;-, .. -: ・ ーツ`． ：
HO~t-16 ロー 2
鍛造剥），1．

-~.\ 十イタルetch
, 3 X2Q マクロ組轍

(1 X400 ~M分離柑I (外~'1 へ
マクイト小遥萩：） 11.J Jclヴスタ

イト凝集（想変）

瀾量

!三 ？一、..-··~ ん-~,,-~-~戸~=~ゴ
IIOM-16 ロー3
鍛造浪1)1',・
5 6 ナイタルe1rh
r.1x20 マクロ組紐

ti X {()() 3 冶分離it'~(外屈ヘ
マタイトイ-'Jll&:O内杓ヴスク

イト凝集

會

戸~;
IIOM-17 
送風竹状 L製品（羽fI) 
7 X 100 外面-k.W:昭黒色

ガラス買化、微1)ヽ折11¥物
X 9 X (()() 餃熱胎 t:非品れ
化池行

'XO 4 

Photo.9 鍛造剥片、送風符状 1・.製品 (;J;JIJ) の~l微鋭組織
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HOM-18 
粁銅製品
I ><400 .JI. 金属介化物

2,-,5 引傾・ア七トン・硝陪

etch 

2 >< 100 3 >< 100 沿祁 ·t~1); ・ 梃
伸状厖il:1111所

↓ >< IOOli >< 100 li. 討閲端部 ：I司

t-

HOM-19 
炉整（浴解炉、鉄）
1; x .'iO tfl陸胎 f・：ガラス灯化、

仮小析出杓

Z ii ナイクルetch

7 X~Q 炉喰凡II,出鉄枚：フェラ

イト・パーライト、曲共析組諜

lf X iOO 硬度庄1J{: l.¥2llv 

Photo.IO 村銅製品 ・炉煎 (i容解炉、鉄）の顕微鋭組織
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HOM-20 
転用）レッポ
I X400 内1t1i'N.M:鋼粒付-fi

i >< J()() J ><、100 -b. 附付行物：巾

央 改,Jヽ鉗,~、周囲一樹枝状帖

晶：プスタイト．内101:la>l:泊融

ガラス釘化

微細7-, イヤライ l・品IU

I ,.. 50& ;,(100 Jlft・I: : 粘上鉱物

HOM-21 
炉玲（溶解炉、剣）
tl_,X 100 fり血Ji~: 沼融ガラ入fi

滓中の微小銅れ及び微,Jヽ,IiiIll物
; x.100 ~ の拡K、10%迅（,t依Y

ンモニウムetch、銅粒 (u相）

BIX;j0 炉堡胎上：枯 I:鉱物、視

人絋物

xo.5 

Photo.11 転用ルツボ ・炉咽（溶解炉、鉗）の顕微鏡糾織
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HOM-22 
羽口

j XJOO 外血2<"'-1:沼儀ガラス質

南I•にマグネタイト品/II

2,><200 外面よc厨：滸融ガラス炊

沖中に小定形微小金属散1r.、マグ

ネタイト品/II

③ X 50 羽11胎_.,~: 粘・t:鉱物｀非

晶門化

I x2()() 綬度lL扱： 425Hv、ヴス

タイト. 7,  イヤ-,イト

IIOM-24 

銅塊
s -1 m酸・ア七トン・ヽn隈
c1ch 

rがX JQO 沖部：ヴスタイト・フ・r

ィャライト、嗣粒散在

6 >! 100'i >! 100 樹枝状初品 .,# 

地：多fl)形結晶 (a~j)

X0.8 

Photo.12 羽11・椀）［多鍛冶浮 ・銅塊の顕微鋭組織
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HOM-25 
鉄塊系逍物
1 xJ()() 滓邸：ヴスタイ,.. 7-, 

イヤライト

2,3 xzoo 硬疫[EIJl : 

.2 63911v、JS岱!Iv

,;, -9 ・)・ イクルetch

!: K 100':;・" mo ii 1犬フェウイ

ト・ JIーライト

f刈 007X4(J(J 同L
(8 X 100 ヤi!iiパーライ f・

9 x200 @! 瓜FT艇： 19811v 

Photo.13 鉄塊系遣物の顕微鋭組織
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IIOM-26 イー1
粒状滓様追物
ぃx20 マクロ組織

(2JX5Q 3)X J004)X4Q0 銹化

以と微,1ヽヴスタイト

HOM-26 イー 2
銹化鉄粒
⑤ x20 マクロ組織

⑥ X lQQ 銹化鉄 （ゲーサ

イト：ぃFcO・OH)

HOM-26 イー 3
銹化鉄粒
、J.)X2Q マクロ組織

(cX 100 銹化鉄（ゲーサ

イト:ll-FcO・OH) 

HOM-26 イー 4
粒状滓様迫物
⑨ x20 マクロ組織

I!_() X (()() 微小ヴスタイト

、レ

'l 

~ヽ 

r
 

園
i-

員

． 

II 
喧

d
 Photo.14 粒状滓様辿物の顕微鏡組織
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HOM-27 イー l
鍛造剥片様遺物
1'•2, £ 水etch

1、x20 マクロ組歓

2 X !()() 3 1(4分繕閉、

内Nヴスタイト非晶灯

IIOM-27 イー2
鍛造剥片様辿物
(f-f ナイタルetch

'a'lx20 マクロ紺椛

/VX4QO 3~,j分離型、
内府ヴスタイト非品釘 “ 

.』
-

． 

~ . 」 。

•. .,,. ... 
、--・--

HOM-27 ロー l
銹化鉄片様追物
⑤ x20 T. 水etch、

マクロ組織

, 6 x 100 no errh、銹化鉄、

ゲーサイト： C1-FeO・OH 

． →樋i
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Photo.15 鍛造剥片様追物の顕微鋭組織
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HOM-28 
銅沖
1ヽXI()() 中央：銅マット

周囲滓祁：フ ァイヤライト

2)(]()() 3 X •IQO (uj [-

銅マ ・ノ ト (Matte : Cu2S・FeS) 

·•;•, 

‘‘ 
..,,, 

．`
 

e

、
9

9

 

ッ
"T

．
化
＇

/
 

， ヽ

Z'[ヽ
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r 
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HOM-29 
銅塊
(4 X 400 女k,j:球状坊化鉗

!rl~ 8 酢酸 ・アセトン ・硝酸

etch 

(5 X }OQll, X400 銅、村地及ぴ球状

銹化物

!f X 100'~X40Q 索地：多角形粘

晶 u柑

Photo.16 銅滓 ．鉗塊の顕微鋭組織
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IIOM-30 
銅製品（破片）
I ~ (5' 酢酸 ・ア七トン ・硝険

etch 

T xso② X 1001 X 400 樹枝状紺

晶・素地： n相、佐辿組絨

14 x I oors,1 x 400 素地： u柑、介

在物；砒化鉗 (Cu2S) ． 
X0.6 

}•a な々
②

b
●

f
 

．．
 
妙
各

----
HOM-31 
銅製品（湯こぽれ？）
§) x 400 no etch 

介化物：疵化減か

v_! X 100<'8'X 400 酢酸 ・アセ ト

ン・硝酸etch

ぷ地 ：a朴l、鋳迅組戦

Pholo.17 銅製品（破片） ・銅製品（湯こぽれ？）の顕微鋭糾織
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HOM-32 
銅塊
11 -,s. ff!・ 阪・ア七トン・硝酸
etch 

（し X100 鋳造組戦

＂相

灰色球状介在物

硫化絹

2 xlOOJ'x11111 r,~ I· 

I x 1005 ><4()() Iり1上

HOM-33 
鉄製品（鋳造品）
, 6・,,, 50 銹化以．塊状_',(',鉛 ・レデ

プライト痕~: 斑幼鉄

r7,X 100-K'X4()() 岡 I:

< ..... .  

X0.5 

Pholo.18 鉗塊 ・鉄製品（鋳造品）の顕微鏡組織
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HOM-34 
鉄製品（鋳造品）
<J._•X JIJ() 矮化鉄：亜共品組成l'I以i

鉄lMか

HOM-35 
鋳型（外）tり）
, 1. X 50 表杓部： f~i _L鉱物 ，

混人鉱物

HOM-36 
鋳J利（中子）
·~x 100 表而部：粘 I:鉱物・

混入鉱物

.6 X 50 1<函～内部：内部

側 ；混人鉱物の粒径K

X0.4 

Photo.19 鉄製品（銑造品） ．鋳刑の顕微鋭糾織
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Photo.20 卜段 ：炉壁 （焼結砂鉄付）(TTOM-1)のマクロ組糀 (X}Q) 

下段：砂欽 (IIOM-4)のマクロ組織(><20) 

-227 -



Photo.21 . ヒ役：含鉄鉄悴 (HOt-.1-8)のマクロ組椛 (X10) 
卜段：含鉄鉄滓 (HOM-9)のマクロ組織 (X10) 
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冒

Photo.22 上段：炉内淫 （含鉄）(HOM-10)のマクロ組織 (X10) 
下段：炉内滓 （含鉄）(IIOM-11) O)マクロ組織 (X10) 
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國

.. ．， 

/ 令ー、 :_ ・ r1む
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•. ,, ―',・・・. ,-,_ I ; ,. '-・. ,_¥ .,,;-;-, . , ., . ..,,-, •·-- . • : .-,;;、'!..:.,; >・

Pboto.2:1 卜段：椀形鍛冶滓 (HO;vl-14)(})マクロ組織 (X10) 
中段：村鉗製品 (HOM-18)のマクロ組糀 (X25) 
下段：銅塊 (HOM-24)のマクロ糾描 (X10) 
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左側端部拡大
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Photo.24 上段：鉄塊系追物 (IIOM-25)のマクロ組織 (X10) 
下段：銅塊 (IIOM-29)のマクロ糾織 (X5) 
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Photo.25 f-. 段：鉗製品 (HOM-30)O)マクロ糾織 (X20) 
巾段：銅製品 （湯こぽれ ?) (HOM-31)のマクロ組織 (X10) 
下段：銅塊 (HOM-32)のマクロ糾轍 (X20)
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t
 

錆膨れ

（酸化士砂付着：

輪郭線

鉄製品

輪郭線

Photo.26 1-:. 段：鉄製品（鋳辿品） (HOM-33)のマクロ組織 (X10) 
F段：鉄製品（鋳造品） (HOM-31)のマクロ組織 (XlQ) 
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Photo.27 上段：鋳刑 （外J~1!) (HOM-35)のマクロ組織 (X10) 
ド段：鋳型 (ljザ ）(HOM-36)のマクロ組織 (X]O) 
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COMP 
X1500 

COMP 
X600 

COMP 
Xl500 

COMP 
X1500 

＂＇ 

． ． ． 
4
 

ー、13
.

電

lo 

om  
o. 81! 
o. 39e 

●

5
 

↑

1
 ．． 

Ele,ent 13 14 
P 0. 106 -
Na20 2. 769 I. 101 
靱0 o. 753 z. 183 
AIZ03 15.216 4.606 
s;oz 35. 457 so. 134 
P2os uH  o.m 
S 0, 059 0. 012 0. 001 
<20 5. 022 1.803 0. 026 
eao 1. z3g s. 3•1a -
Ti02 0. 249 0, 237 I. 'ヽ('(
Cr203 0. 072 - 0. 176 
IIJiO 0. 111 0 220 0. 068 
FeO 24.173 SZ. 681 96.468 
vws 0, 006 0, 030 0. 622 
― . - . 
Total 92. 352 98. 972 :oo. 439 

Rle■ ent ¥6 17 18 
p - - -
Na20 0. 029 2.615 -
地0 3. 419 0. 020 0. 821 
A1203 O. 203 15. 595 9. 91S 
Si02 30. 401 40. 117 0. 271 
P2os o. on 1.531 -
S 0. ~08 0. 113 0. 004 
(20 0. 008 .ヽ779 0. 061 
eao o. sss 11. m o. 101 
Ti02 0. 201 0. 523 IL 022 
Cr203 - - 4. 883 
W.oO 0. 326 0, 021 0. Zl S 
PeO 64. 543 IS. 380 Si. 663 
V203 o. 035 10. 691 
伽0 - -

. 

Total 100 (02 95一ヽ92 97. 718 IOI. 839 

19 

0. 025 
0. 082 
o. 621 
0.694 
0. 010 

0. 106 
0. 249 
0.892 
0. 0£2 
0. 136 
98. aヽ9
0122 

BICJ1cnt I 
p -
Na20 1.219 
~gO ;, 37ヽ
Al203 8.130 
SiOZ 3~. 238 
P205 0. 408 
S 1 18• 
xzo 3.2ヽ3
Cao ss. 340 
Ti02 2. 679 
じlZ03 0, 033 
llnO O. 301 
FeO I. 112 
V203 -

Total 92. 628 

F
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3
 

ヽ．
 

．
 ， 

.. ,,,.』.... ,, ; .., 

.. ,~-- ,I 

Ele•ent 
F 
Na20 
HsO 0. 007 
Al 203 ・ O. 001 
StoZ 0. 040 0. 019 
P205 0. 095 27.'36 
S 38. S(S 1. 60S 
K20 0. 017 0. 032 
Cao - -
7i02 0. 322 0. 002 
Cr203 1.369 o. 031 
紺;O I. 266 -
PeO 16. 250 119. 634 
V203 3.!71 0. 266 
--
Total 111. 662 1(3. 535 

3 

o. 006 

Pholo.28 上段： 流動滓 (HOM-6)鉱物相の反射這十像と定拡分析値

下段：含鉄鉄滓 (IIOM-9)鉄中非金属介在物の反射屯了イ象と定批分
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COMP ジて

Xl500 

COMP 
XlOOO 

Fe 

Ti 

61.,.ML Ml M2 
0 1.128 3.091 
r o. 361 o・m 
cu az. oa 71 001 
~n U. 643 ZS. 121 
~s 1.m o. 9ヽS
Ag O 891 1.019 

Total i9. 999 lGO. 000 

.._ 
Hlea•nl 4 5 . -
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Photo.33 木炭組織 (IIOM-12-1)上から木LJ(X 100) tJE j=j (X 150)板t--1 (x 1so) 
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図 3・339 Cu-Sn 

19世紀末の Roberts-Austenからかぞえれば， 100以

I: の状態,~についての研究があるが， 10-30at% Snの所

の翡温部の相関係はいまだ多くの疑問を含んでいる. tこと

えば， Pとrと(755℃の包品反応は疑わしい），あるいは

[と 8とは別相かどうか. 580℃ あたりに熱変化が見られ

るがこれは/1りか．また， 8の共析分解はj,iJ度で起こるのかと

ぃ..,に所である．祖図的仕事はほとんど 1930年代ICされ

たものであって一層の検討すべき問題を含んでいる．また，

，，用に見られる 186℃あたりの相変化についてもどのよう

な変態か検討を要する． ． 

P (CusSn) . 3 : 2電子化合物形， a=2.98-2.99.rにつ

r (Cu3Sn) } • いては Fe3AI形の規則配列をしているとい

う説もあろ (0=6.1166).

8(Cu、Sn): 立方晶， a=17.951-17.960, r—黄銅形に似

ている．

1: (CuzoSnal : 正方晶， 0=7.331,c=7.870 (21.8at%Sn), 

r—黄鉗形と似ている．

E (Cu3Sn) : i:i方品,o=S.54, b=41.8, c=4.34, P-Cu3Ti 

の規則格子形？

Cu3Sn (ヽ ＇）：＄切晶， 0=5.514, b=4.335, c=4.772, 

P-Cu3Ti形 (700℃から燐入れにもの）．

Cu6Sns (プ）：，・;;.Jj/i1.,a=20.99, c=25.48 (45● t % Sn), 

NiAsの規l!IJ格 f形（社j温ではおそらく NiAs形）．
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図 3・317 Cu-Fe 

Cuは a-Fe中には鉄側の変態を除けば，巣純な包晶反

応形であり,cくわずか固溶する.CuのFeへの溶解度は，

1. 79 Cu% (841.3℃), 1.22 Cu % (801℃) , 0.86 Cu% (759℃)． 

0.61 Cu% (727.9℃) , 0.44 Cu% (698.1℃)． 
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図 3・131 As-Cu 

紋近のliJf究によ・・，て． は-・,きりしたと＼ヽわれて＼ヽるか•·.

果して，この状暉1・:.:1が I'.加するような Cu~As, Cu5As2と

いっに相がなぶな形で({frするか疑1/¥Jてある．

CusAs2: 1F/J,111',, a=7.48, c=7.12. 

Cu3As: /, /f,11111, a=7.132-7.113會 C・=7.304 -7.272. 

CuaAs : i出裕人／」・,111'1, a= 2.588, C = 4.226互

I) W.Hume・Rothery, J. Burns: Phil. Mag., 2 it957). 117i 

1196. 

2) R. D. Heyding, G. J. G. Despault 

2417-・-2481. 
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図 3・335 Cu-5 
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:ill Cu側で Sは共晶を作る．化合物としては Cu2S以外に
A, 

Can. J. Chem., 38 11960, 
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45 :iO 
s 

もさまざまな割合に Sがついたものが報fl冷れている．

Cu2Sは 100℃ あたりに変態点をもっている．

Cu2S:、"r.li晶， a=S.725-5.735, 470℃ 以」~--

Cu2S: 六方品， a=3.961, c=6.772, 110-470℃. 

Cu2S: 名'11.」;M,a=ll.881. b=27.323, c=l3.491, 110℃ 

以ド，非常に複雑．

これは Cu2Sともちがう構沿をもっている．
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図 3・319 Cu-Ge 

Lの系の状態図については数編の論文があるが， 20-30

11% Geの領域については諸説ある．

CusGe (t) : 最密六万格子, a= 2.60 ~ 2.66, C = 4.25 -4.29 

(14~19at%Ge), Mg形．

Cu3Geについては諸説あり．明らかでない．

図 3・336 Cu-Sb 

19世紀末の LeChatelierの研究から現在まで数多くの

研究があるが，いまだに 15-30at%の領域はこんとんとし

ている．結品構造的にも疑問の点が多いまt.:{J相は 3:2

霞子化合物にあたるが Fe3AI形の規Ill]配列をしていろと

しヽう．

Cu5.5Sbけ）：最密六万格:f,a=2.751, c=4.320, Mg形

叫 IJ格：r構造？

Cu4.5Sb(t) : 六/j晶， a=2.716-2.743, c=4.324-4.332 

(16.8-20.4 at% Sb), Ni3Sn形と似ている．

Cu3.55Sb: 最密六方格I・,a= 2. 751, c = 4.320 (21.5 at % 

Sb), Mg形の規l{IJ格 f構造？

，，と E, それと CuJ.6sSbとは構造的に非常に似ている：

はたして．それぞれ独立なものかどうか疑問である．

Cu3_5Sb (x) : 糾/j,'1111,a=S.548-5.582, b=4.779 -4.793, 

c=4.356-4.387 (21.9-24.9 at% Sb) (400℃ で）. Cu3Ti 

形．

Cu3Sb (P) : .1'r./箪',. a=6.0l, Fe3AI形．規則構造．

Cu2Sb: r!Ji,'11',. a=4.0006. c=6.1043 (Sb側）. Cu2Sb I移

『改訂 3版 金属データプック 日本金属学会編』丸善株式会社 1993 より抜粋

『改訂 3版金属データブック』
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(2) 宝満山遺跡群第23次調査出土製鉄炉および炭窯の焼成年代推定

藤根久 ・LomtatizeZauri (パレオ・ラボ）

1 . はじめに

宝満山遺跡群は、大宰府市大字内山に所在する遺跡である。第23次 I区調査では、 8世紀前半と

考えられる製鉄炉や鍛冶炉あるいは関連する炭窯などが検出された。ここでは、この製鉄炉および

炭窯の各床面焼土の熱残留磁化を測定し、焼成年代の推定を行った。

2 . 考古地磁気年代推定の原理

地球上には地磁気が存在するために、磁石は北を指す。この地磁気は、その方向と強度（全磁力）

によって表される。方向は、真北からの角度である偏角 (Declination) と水平面からの角度である

伏角 (Inclination) によって表す。磁気コンパスが北として示す方向（磁北）は、真北からずれて

おり、この間の角度が偏角である。また、磁針をその重心で支え磁南北と平行な鉛直面内で自由に

回転できるようにすると、北半球では磁針のN極が水平面より下方を指す。この時の傾斜角が伏角

である。現在、この付近の偏角は約6.40゚ 、伏角は約47.51゚ 、全磁力（水平分力）は約3207i9(nT) 

である（理科年表、 1993; いずれも 1990年値）。これら地磁気の三要素（偏角・伏角・全磁力）は、

観測する地点によって異なった値になる。全世界地磁気三要素の観測データの解析から、現在の地

磁気の分布は、地球の中心に棒磁石を置いた時にできる磁場分布に近似される。また、こうした地

磁気は時間の経過とともに変化し、ある地点で観測される偏角や伏角あるいは全磁力の値も時代と

ともに変化する。この地磁気の変動を地磁気永年変化と呼んでいる。

過去の地磁気の様子は、高温に焼かれた窯跡や炉跡などの焼土、地表近くで高温から固結した火

山岩あるいは堆積物などの残留磁化測定から知ることができる。大半の物質は、ある磁場中に置か

れると磁気を帯びるが、強磁性鉱物（磁鉄鉱など）はこの磁場が取り除かれた後でも磁気が残る。

これが残留磁化である。考古地磁気では、焼土の残留磁化（熱残留磁化）が、焼かれた当時の地磁

気の方向を記録していることを利用する。こうした地磁気の化石を調べた結果、地磁気の方向は少

しづつではあるが変化しており、その変化は地域によって違っていることが分かっている。過去

2,000年については、西南日本の窯跡や炉跡の焼士の熱残留磁化測定から、その変化が詳しく調べら

れている（広岡、 1977、Shibuya、1980; 第 1図）。最近では、地磁気に地域差が認められることか

ら、東海地方の地磁気永年変化曲線も求められている（広岡・藤澤、 1998)。

こうした年代のよく分かっている窯跡焼土や火山岩の熱残留磁化測定などから地磁気永年変化曲

線が得られると、逆に年代の確かでない遺跡焼土などの残留磁化測定を行い、先の地磁気永年変化

曲線と比較することによって、その焼成時の年代が推定できる。また、年代が推定されている窯跡

焼土などについても、士器とは違った方法で焼成時の年代を推定できることから、さらに科学的な

裏付けを得ることができる。この年代推定法が考古地磁気による年代推定法である。ただし、この

方法は、 14C年代測定法など他の絶対年代測定法のように、測定結果単独で年代の決定を決定する

方法ではない。すなわち、焼土の熱残留磁化測定から得られる偏角および伏角の値からは複数の年

代値が推定されるが、いずれを採用するかは、遺物などの年代が参考となる。

3 . 試料採取と残留磁化測定

考古地磁気による年代推定は、 a) 測定用試料の採取および整形、 b)残留磁化測定および統計計

算を行い、 c)地磁気永年変化曲線との比較を行い、焼成年代を推定する。なお、試料の磁化保持力

や焼成以後の二次的な残留磁化の有無などを確認するために、段階交流消磁も行った。
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a • 測定用試料の採取および整形

試料は、床焼土面において、①一辺約 4cmの立方体試料を取り出すため、瓦用ハンマーなどを用

いて、対象とする部分（良く焼けた部分）の周囲に溝を掘る。②薄く溶いた石膏を試料全体にかけ、

試料表面を補強する。③やや固め（練りハミガキ程度）の石膏を試料上面にかけ、すばやく一辺 5

cmの正方形のアルミ板を押し付け、石膏が固まるまで放置する。④石膏が固まった後、アルミ板を

剥し、この面の最大傾斜の方位および傾斜角を磁気コンパス（考古地磁気用に改良したクリノメー

タ）で測定し、方位を記録すると同時に、この面に方位を示すマークと番号を記入する。⑤試料を

掘り起こした後、試料の底面に石膏をつけて補強し持ち帰る。⑥持ち帰った試料は、ダイヤモン

ド・カッターを用いて一辺3.5cm・ 厚さ 2cm程度の立方体に切断する。この際切断面が崩れないよ

うに、一面ごとに石膏を塗って補強し、熱残留磁化測定用試料とする。採取した試料は、製鉄炉床

面焼土12試料と炭窯床面焼土12試料である。なお、製鉄炉の床面 1試料が破損したため、測定試料

は11試料である。

b. 段階交流消磁、熱残留磁化測定および統計計算の結果

熱残留磁化測定は、リング・コア型スピナー磁力計 (SMM-85:(株夏原技研製）を用いて測定し

た。磁化保持力の様子や放棄された後の二次的な磁化の有無を確認するため、任意 1試料（製鉄炉

No. 5) について交流消磁装置 (DEM-8601: (梱夏原技研製）を用いて段階的に消磁を行い、その都

度スピナー磁力計を用いて残留磁化を測定した。その結果、試料の磁化強度は10-4emuと比較的強

ぃ。また、 NRM(自然残留磁化）に対する1500e消磁の相対強度は約69.6%と高い値であった。さ

らに、磁化方向は、中心に向かって直線的に変化し、安定した方向を記録していることが分かった

（第 2図）。

以上の理由から、 1500eで消磁した際の残留磁化方向が焼成時の磁化方向であると判断した。そ

第 1表 製鉄炉及び炭窯焼土の残留磁化測定結果

遺構名 試料No. 偏角("E) 伏角(") 強度(xlO―4emu) 備考 統計処理項目 統計値

1 -1.6 64.1 2.680 
試料数(n) 11 

2 -4.2 62.6 2.080 

3 1.1 63.0 2.120 
平均偏角Im("E) -4.40 

4 -7.3 62.4 2.080 

5 -6.5 61.8 3.910 段階交流消磁
平均伏角DmC) ー・ 62.55 

製鉄炉 6 -7.7 64.0 1.950 

7 ヽ -6.5 61.1 1.530 
誤差角 {j0(°) 2.15 

(150 Oe消磁） 8 -1.8 62.2 1.940 ， -5.3 62.0 0.175 
誤差角 5I(°) 0.99 

10 -0.1 62.6 0.346 

11 破損
信頼度計数(k) 2132.98 

12 -8.2 61.9 0.339 

13 平均磁化強度
1.40 

14 (xl0-4 emu) 

遺構名 試料No. 偏角(°E) 伏角(") 強度(xlO―3emu) 備考 統計処理項目 統計値

1 -12.6 62.3 1.889 段階交流消磁
試料数(n) 11 

2 -11.7 65.9 1.323 

3 -7.3 58.3 0.961 
平均偏角Im("E) -12.15 

4 -8.6 63.7 1.098 

5 -11.9 63.4 2.727 
平均伏角Dm(") 62.43 

炭窯 6 -0.1 61.4 0.656 計算から除外

7 -14.7 61.0 1.456 
誤差角 ~D(°) 2.81 

(150 Oe消磁） 8 -14.5 62.0 2.593 ， -14.2 61.9 2.922 
誤差角 ol(°) 1.30 

10 -11.1 63.3 1.013 

11 -16.2 63.4 o・.s1s 
信頼度計数(k) 1240.19 

12 -11.2 61.3 0.804 

13 平均磁化強度
1.55 

14 (xl0-3 emu) 
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第 1図 Shibuya (1980) による地磁気永年変化曲線
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第 2図 床面焼土No.5の段階交流削磁測定結果
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こで、これ以外の段階交流消磁を行っていない試料も、 1500e消磁した後に残留磁化を測定した。

複数試料の測定から得た偏角 (Di)、伏角 (Ii) を用いて、 Fisher(1953) の統計法により平均

値 (Dm、 Im) を求めた。信頼度計数は、製鉄炉が2132.98、炭窯が1240.19といずれも高い値であ

った（第 1表）。

求めた熱残留磁化方向は、真北を基準とする座標に対する数値に補正する。偏角は、建設省国土

地理院の1990.0年の磁気偏角近似式から計算した6.40°Wを使用した。その結果は、 Shibuya(1980) 

による地磁気変化曲線とともにプロットした。図中測定点に示した楕円は、フッシャー (1953) の

95%信頼角より算定した偏角及び伏角の各誤差から作成したものである。

4 . 焼成年代値の推定

第 3図には、 Shibuya(1980) による地磁気永年変化曲線の一部と製鉄炉および炭釜の各床面焼

土の磁化方向を示す。床面焼土の磁化方向は、製鉄炉が偏角10.8°W、伏角62.55゚ 、炭窯が偏角18.55°

W、伏角62.43゚ にそれぞれプロットされ、伏角および偏角の誤差は非常に小さい。なお、標準曲線

からはやや外れるが、製鉄炉および炭窯はいずれも A.D.600~700年間の曲線付近に位置する。

床面焼土の磁化方向を最も近い曲線上に移動して焼成年代の推定を行った。その結果、製鉄炉が

A.D.680土 20年、炭窯がA.D.670土 30年と推定された。

第2表．製鉄炉および炭窯床面焼土の焼成年代推定，

遺構

製鉄炉

炭窯

位置

床面焼土

床面焼土

遺物年代

8世紀前半

8世紀

焼成年代

A.D.680土 20年

A.D.670土 30年

こうした両者の年代値が近いことから、製鉄に関連する炭窯である可能性が高い。

なお、炉内から出土した燃料材と思われる大型炭化材の放射性炭素年代測定 (AMS法）は、 J13 

c補正の年代値で4,560土30yrBPであった（放射性炭素年代測定参照）。この年代は遺構の成立年代

とは大きくかけ離れていることから、燃料材であれば相当する時代の低地堆積物中などの木材など

を利用したことを示す。また、可能性として下位の相当する時代の遺構に伴う炭化材が混入したこ

とも考えられる。

この放射性炭素年代は解釈する上で検討する必要があるが製鉄炉の成立年代は示していない。

【参考文献】

Fisher、R.A.(1953) Disparsion on a sphere.Proc.Roy.Soc.London、A、217、295-305.

広岡公夫 (1977)考古学地磁気および第四紀古地磁気研究の最近の動向、第四紀研究、 15、200-203.

広岡公夫・藤澤良祐 (1998)東海地方の地磁気永年変化．日本文化財科学会第15回大会研究発表要旨集、

20-21. 

理科年表 (1993) 国立天文台偏，丸善， 952p

Shibuya、H.(1980) Geomagnetic secular variation in Southwest Japan for the past 2,000years by means of 

archaeomagnetism. 大阪大学基礎工学部修士論文， 54p
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第3図 製鉄炉及木炭窯焼七の磁化方向とShibuya(1980)による地磁気永年変化曲線

製鉄炉における焼上脊料採取風娯 (1) 製鉄炉における焼上質科採取風炊 (2)
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(3) 宝満山遺跡23次調査出土炭化材の樹種同定

植田弥生（パレオ・ラボ）

1 . はじめに

ここでは、宝満山遺跡群第23次調査製鉄・鋳造関連遺構から出土した炭化材の樹種同定結果を報

告する。製鉄には大量の燃料材を必要とするため、どのような樹種が選択使用されていたのかを発

掘試料から明らかいにする目的で調査が実施された。樹種調査試料は操業時期がそれぞれ異なる。

区 (8世紀前半）、 II-2 区（奈良•平安時代）、 II1 区（平安～鎌倉？時代）から出土した炭化材である。

当遺跡の製鉄に使用されていた燃料材樹種を明らかにした．また 3時期の炭化材樹種構成を比較し

た結果、共通点と相違点が見られたので報告する。

2 . 炭化材樹種同定の方法

ほとんどの試料袋には複数から多数の炭化材が入っていた。従って各試料における炭化材の樹種

構成と各樹種の破片数または羅そして主な形状を記録した。炭化材ば焼成中や堆積後そして出土後

も割れる可能性が高いので、検出破片数（確認した破片数）が 5点以上の場合は、 10点前後は複数、

それ以上は多数と表示した。

樹種同定は、まず炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で分類群のおおよその目安をつ

ける。アカガシ亜属・コナラ節・クヌギ節・クリ・シイノキ属などは横断面の管孔配列が特徴的なので、

実体顕微鏡下で同定した。それ以外の分類群については、 3方向の断面（横断面・接線断面・放射

断面）を走査電子顕微銚で観察し同定した。同一試料内に同タイプの複数の破片がある場合は、 2 

片以上を無作為に抽出して走査電子顕微鏡で観察を行った。走査電子顕微鏡用の試料は、 3断面を

5mm角以下の大きさに整え、直径 1cmの真鍮製試料台に両面テープで固定し、試料を充分乾燥さ

せた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子（梱製 JSM-TlOO型）で観察と写真撮影を行った。

炭化材試料は、各試料ごとに検出された分類群に分別してある。

3 . 結果

表 1に各地区の試料ごとに検出された分類群を示した。表 2では、各地区から検出された分類群

構成と出土頻度や量などを比較した。

調壺した全試料からは、アカガシ亜属・クヌギ節・クリ・シイノキ属（ツブラジを含む）・ケヤキ・ク

スノキ科・ウツギ属・ネジキ・ツッジ科の 9分類群と、不明の散孔材と環孔材、そしてタケ亜科根茎が

検出された。以下に、各地区ごとの同定結果を記す。

I区 (8世紀前半）

おもに製鉄炉 2に関連する炭化材と自然流路トレンチ西部鉄滓層から出土した炭化材である。

製鉄炉 2本体、自然流路、土坑 9、西拡張区炭窯内などのほとんどの試料から、アカガシ亜属が

優占出土し、その破片数・量ともに多かった。

量的にはクヌギ節もアカガシ亜属と同様に多く検出されたが、②-2 (炉 2本体南側土坑）から集

中的に出土しただけであった。クヌギ節の出土状況は、様々な遺構や地点から出士したアカガシ亜

属とは異なっていた。

アカガシ亜属の破片は、放射方向の径が 3cm前後で中心部に近い破片が多く、放射孔材のため年

輪数などは不明であるが多くはなさそうであった。一方クヌギ節の破片は、アカガシ亜属と同程度

またはやや大きめな破片が目立ち、分割したと思われる破片もあった。また年輪数も30年輪以上や

50年輪以上が数えられ破片や、ぬか目材も多く、アカガシ亜属より樹齢の多い木や太い材を使用し
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ていたように感じられた。またクヌギ節には樹皮が付いていた丸木が 3点あり、いずれも最終年輪

は晩材部が形成されていたことから、少なくともこの 3点は晩夏以降から冬の間に伐採されていた。

この他にアカガシ亜属やクヌギ節に混じり、②-2と④-1からはツッジ科やシイノキ属の炭化材が少

量ではあるが検出された。

自然流路から出土した破片には一部炭化または未炭化の材が多く、その樹種はアカガシ亜属が多

く、複数のツッジ科と根材の可能性がある不明散孔材 1点であった。アカガシ亜属とツッジ科は、

ほかの試料からも炭化して出土していることから、未使用または燃え残りが流路に投棄されたもの

と推測される。

試料④-2は直径2.5cmの丸木の棒状であり樹種はクスノキ科であった。これ以外からクスノキ科は

検出されていないので、これは道具類の柄であった可能性も考えられる。また、⑥は表面が少し炭

化して乾燥もしている材 2本で、いずれも放射径が 7cm、幅が 6cm、長さ25cmの大きな材であっ

た。樹種はネジキ？に類似していた。これも燃料材と土坑の構築材などの両方が考えられる。

n -2区（奈良•平安時代）
焼土坑の堆積物を水洗選別して取り上げた炭化材と、 SI炭化物集中部の炭化材である。検出され

た分類群は、アカガシ亜属、クリ、シイノキ属の順に多く、ケヤキ、ウツギ属、不明環孔材が各 1

点づつ検出された。炭化材は水洗選別試料のこともあり、 1.5cm以下の小破片が多く、アカガシ亜

属・ウツギ属・環孔材は直径 1cm以下の細い枝材と思われる丸木が検出された。

m区（平安～鎌倉時代）

鋳造遺構、土坑、 P-83から出士した炭化材である。各試料からアカガシ亜属が優占出土し、次に

シイノキ属、ネジキ、ッツジ科の順に多く検出された。ネジキの炭化材は、アカガシ亜属と同様に

比較的大きな破片が含まれていた。土坑16からは、タケ亜科根茎の先端部が検出された。これは土

坑の周辺にタケ・ササ類が生育していたことを示唆していると考えられる。

以下に各分類群（樹種）の観察された材組織の特徴を、分類配列順に記載する。

コナラ属アカガシ亜属 Quercussubgen. Cyclobalanopsisブナ科図版 1la-le (I区②-1) 

集合放射組織を挟み小型～中型の単独管孔が放射状や枝状に配列し、接線状柔組織が明瞭な放射

孔材。道管の壁孔は小さく交互状、穿孔は単一、内腔にはチロースが発達している。放射組織は同

性、単列のものと集合放射組織があり、道管との壁孔は孔口がある。

アカガシ亜属は常緑広葉樹のいわゆるカシ類で、主に暖温帯に分布し、照葉樹林の主要構成樹種

である。山野に普通なアラカシ・アカガシ・シラカシ、関東以南に多いイチイガシ・ツクバネガシ、

海岸や乾燥地に多いウバメガシ、寒さに強くブナ帯の下部まで分布するウラジロガシなどがある。

コナラ属コナラ亜属クヌギ節 Quercussubgen. Q. sect. Cerris ブナ科 図版 1 2a-2c (I区②-2) 

年輪の始めに大型の管孔が 1----3層配列し、その後は厚墜で孔口が円形の小型の管孔が単独で放

射方向に配列し、集合射組織があり、接線状柔組織が顕著な環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は

単一、チロースがある。放射組織は同性、単列と集合状がある。クヌギ節は落葉広葉樹性で、クヌ

ギとアベマキが属する。いずれも暖帯の山林に普通の高木で、二次林にも多い。

クリ Castaneacrenata Sieb. et Zucc. ブナ 科 図 版 1 3a-3c (II -2区No.5)

年輪の始めに大型の管孔が連続して配置し除々に径を減じてゆき、晩材部では非常に小型の管孔

が火炎状や放射状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一、内腔にはチロースがある。放射組織は単
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第 1表．製鉄炉および炭窯床面焼土の焼成年代推定

地区 試料 出土位置 検出分類群 数量 主な形状 時期

I区 ① 炉 2本体下層木炭（第4層） アカガシ亜属 複数 r:3cm以下の破片 8世紀前半

② -1 炉 2本体南側排滓坑 アカガシ亜属 多数 r:3.5cm以下の破片 8世紀前半

クヌギ節 1 r:2.5cm破片

② -2 炉 2本体南側土坑 アカガシ亜属 3 </J 2cmの破片など 8世紀前半

木炭サンプル クヌギ節 多数 r:4.5cm以下の破片や

<I> 2.5~4.0cm丸木

ッツジ科 1 r:l.5cm破片

③ 土-9埋土 アカガシ亜属 4 r:l-2.5cm破片 8世紀前半

樹皮 1 

④ -1 自然流路トレンチ西部 アカガシ亜属 複数 r:4.0cm以下の未炭化の 8世紀前半

鉄滓層（下層） 乾燥材破片

炭化破片は1点

シイ、ノキ属 1 </)2cmの半割れ

炭化破片

ッツジ科 複数 r:2.5cm以下の未炭化破片

散孔材 1 </>0.8cmの未炭化丸木

3分枝している

④ -2 自然流路トレンチ西部 クスノキ科 1 </)2.5cm丸木 8世紀前半

鉄滓層

④ -3 自然流路トレンチ西部 アカガシ亜属 1 r:3cm破片 8世紀前半

鉄滓層（下層）

⑤ 炉 2北側士坑下層木材 ネジキ？ 2 r:7cmの未炭化材 8世紀前半

⑥ 西拡張区炭窯内木炭 アカガシ亜属 多数 r:5cm以下の破片 8世紀前半

</)3cm以下の丸木

II -2区 No.l 焼士坑（水洗選別） アカガシ亜属 複数 r:l.5cm以下の破片 奈良•平安時代

</>0.8cmの樹皮付き丸木

No.3 焼土坑（水洗選別） アカガシ亜属 複数 r:1.5 cmの破片 奈良•平安時代

クリ 2 r:0.3cm 

No.4 焼土坑（水洗選別） アカガシ亜属 1 r:2.0cm 奈良•平安時代

No.5 焼土坑（水洗選別） クリ 複数 r:lcm前後の破片 奈良•平安時代

ケヤキ 1 r:0.5cm破片

ウツギ属 1 </J0.6cm丸木

環孔材 1 </)0.6cm丸木

No.6 SI炭化物集中部 アカガシ亜属 多数 r:3cm以下の破片 奈良•平安時代

クリ 複数 小破片

シイノキ属 複数 小破片

皿区 ① 鋳造遺構l炭（水洗）Aグリット アカガシ亜属 3 r:2.5cm以下の破片 平安～鎌倉時代

<I> 1cm丸木

シイノキ属 1 r:l.5cm破片

② 土坑 1 アカガシ亜属 多数 r :4cm以下の破片 平安～鎌倉時代

ネジキ 複数 r:4cm以下の破片

シイノキ属 1 r:lcm 

③ 土坑9炭 アカガシ亜属 複数 r:2.0cm以下の破片 平安～鎌倉時代

④ 土坑16 アカガシ亜属 複数 r:l.5cm以下の破片 平安～鎌倉時代

シイノキ属 複数 小破片

ネジキ 複数 小破片

ッツジ科 複数 小破片

タケ亜科根茎 1 c/>0.5cm、根茎先端部

⑤ P-83 アカガシ亜属 複数 r:2.3cm破片 平安～鎌倉時代
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列同性である。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。

シイノキ属 Castanopsis ブナ科 図版 2 4a-4c (I区④-1) 

やや小型または中型の管孔が単独で間隔をあけて配列し、さらに数個が放射方向に分布後、急に

小型の管孔となり火炎状に配列する環孔材。年輪幅が広い試料では、年輪始めの中型の管孔も晩材

部の小型の管孔も放射状に配列する傾向が強く、年輪始めの管孔も接線方向に一列には並ばずに前

後にずれて配列することが多い。道管の壁孔は交互状、穿孔は単ーである。放射組織は単列同性で

ある。幅の狭い集合放射組織が見られる炭化材もあったので、ツブラジイが含まれていると考えら

れる。

シイノキ属は暖帯に生育する常緑広莱樹で照葉樹林の主要素である。関東以西• 四国・九朴1に分

布するツブラジイ（コジイ）と、本朴1 の福島県と新潟県佐渡以南• 四国・九1-1'1に分布するスダジイ

がある。シイノキ属の放射組織は単列がほとんどであるが、スダジイは樹心部に限り集合放射組織

が現れることがあり、ツブラジイは樹心以外でも現れる。

ケヤキ Zelkovaserrata (Thunb.) Makino ニレ科図版 2 5a-5c (II -2区No.5)

年輪の始めに大型の管孔が 1-2層配列し、その後は小型や非常に小型の管孔が集合して接線

状・斜状に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、小道管には明瞭ならせん肥厚があ

る。放射組織は異性、 1-5細胞幅の紡錘形、上下端や縁に結晶細胞がある。

ケヤキは暖帯下部から温帯の山中や川岸に生育する落葉高木である。

クスノキ科 Lauraceae 図版 2 6a-6c (I区④-2) 

やや小型の管孔が単独または2~4個が複合して均ーに分布し、周囲柔組織が発達している散孔材。

道管の壁孔は交互状から階段状、穿孔は単ーである。放射組織は異性、主に 2細胞幅、上下端に直

立細胞や大きく膨らんだ油細胞がある。クスノキ・タブノキ・ヤブニッケイなどのように管孔が大

きく油細胞の出現頻度の高い材ではないので、これら以外のクスノキ科の材であるが材組織が類似

しているのでこれ以上は区別できなかった。

クスノキ科は暖帯を中心に分布する主に常緑性の高木または低木である。葉や材に油細胞がある

のが特徴である。

ウツギ属 Deutziaユキノシタ科図版 3 7a-7c (II -2区No.5)

直径約 6mmの細い枝材で、樹芯の髄は大きい。非常に小型で多角形の管孔が均ーに分布してい

る散孔材。道管の壁孔は交互状から階段状、穿孔は横棒数が非常に多い階段穿孔である。放射組織

は異性、単列と非常に細胞高が高い 2~4 細胞幅のものがある。接線断面において、放射柔細胞は

大型で大きさも不揃いなため放射組織は不斉で細胞幅も広い。木繊維には明瞭ならせん肥厚が見ら

れる。

ウツギ属は、山野の陽光地や川岸に多い落薬低木である。

ネジキ Lyoniaovaliforia (Wall.) Drude subsp. neziki Haraツッジ科図版 38a-8c (ill区②）

小型の管孔が密在し、年輪始めの管孔はやや大きく分布数も多い散孔材。道管の壁孔は交互状、

穿孔は横棒数が約10本の階段穿孔である。放射組織は異性、 1-2細胞幅、上下端に直立や方形細

胞が単列で 1-4細胞層ある。ほかのツッジ科の材に比べ、道管がやや大きく、接線断面において

放射組織の直立細胞の輪郭がふっくらとしたレンズ状であるものは少ない。

-250-



I区⑤の生焼けまたは乾燥していた材は、放射方向が約 7cmで幅約 6cmのみかん割り状の大きな

材 2本であった。乾燥のため横断面は変形して管孔配列は不明であったが小型管孔が見られ、穿孔

は横棒数が10本ほどの階段穿孔、道管にらせん肥厚があり、放射組織は 1------4細胞ほどであったこ

とから、ネジキの太い材である可能性が高い。

ネジキは、岩手県以南の本州・九朴I. 四国に分布し、山地の陽光地に多い落葉小高木である。

ッツジ科 Ericaceaeツッジ科 図版 3 9a-9c (I区②-2) 

極めて小型の管孔が雑然と分布する散孔材。道管の穿孔は横棒数が約15本の階段穿孔である。放

射組織は異性、主に 2細胞幅、単列部は方形細胞と直立細胞からなり、接線断面において直立細胞

の輪郭はふっくらとしている。ッツジ科と同定した各試料の炭化材は、同一のタイプであった。ッ

ッジ属に最も類似するが、放射組織の細胞幅は 2細胞幅で太くない。

ッツジ科は、温帯から寒帯の山野の林内や陽光地に生育する小高木で、主に酸性土壌を好む。

散孔材 diffuse-porous wood図版4 10a-10c (I区④-1) 

樹皮付きで直径約0.8cmの丸木であり、外形はややねじれて先端部もねじれながら 3分枝していた

ことから、根材ではないかと思われる。非常に小型の管孔が散在する散孔材。道管の穿孔は、横棒

数が非常に多い階段穿孔である。放射組織は異性、 1 -----4細胞幅、細胞幅は広く、細胞高は高い。

ウツギ属の根材の可能性が考えられるが、材は細く乾燥もしているので充分に特徴を識別すること

は出来なかった。

環孔材 ring-porous wood図版4 lla-llc (II -2区No.5)

直径約0.6cmの細い材で、被熱による発泡もしていたので、充分に特徴が観察できず分類群を特定

できなかった。年輪の始めに中型の管孔が配列している環孔材で、晩材部は小型や非常に小型の管

孔が単独や集合して分布している。周囲状柔組織が顕著に見られる。道管の穿孔は単一、放射組織

は異性で 1.......... 3細胞幅の紡錘形である。小道管にらせん肥厚は見られなかった。ケンポナシ属の可

能性が考えられたが、材組織の状況が悪く確定は出来なかった。

タケ亜科（根茎の先端部） Gramineae subfam. Bambusoideae イネ科図版 4 12a (III区④）

直径約 5mm、外観はうろこ状の燐片に覆われ、一端は燐片に包まれ丸い。横断面を観察すると、

中心部は中空ではなく不整中心柱の維管束で埋まり、不規則に走る髄が見られる。多数の維管束が

同心円状に配置し中心部が中空である地上茎（秤）とは異なることからも、根茎部と同定した。

タケ亜科は、いわゆるタケ・ササの仲間である。

4 . まとめ

今回の調査結果から、アカガシ亜属・クヌギ節・クリ・シイノキ属・ネジキ・ツッジ科などが当遺

跡の製鉄用燃料材として使用されていたことが明らかになった。

そして I区 (8世紀前半） ・II -2区（奈良•平安時代） ・11I区（平安～鎌倉？時代）の各時期を通

してアカガシ亜属は優占出土していることから、アカガシ亜属は長期間にわたり主要な燃料材であ

った事が判った。しかし、アカガシ亜属の次ぎに多く検出された分類群（樹種）は、 I区 (8世紀

前半）はクヌギ節、 II-2区（奈良•平安時代）はクリ、皿区（平安～鎌倉？時代）はシイノキ属で、

各時期により樹種は異っていた。シイノキ属は、全時期を通じて検出されているが、クヌギ節とク

リはその時期だけからしか検出されなかった。アカガシ亜属とシイノキ属は照葉樹である。当遺跡

-251 -



の立地環境から推測しても、周囲にこの 2分類群を燃料材として豊富に供給できた蓄財量の多い照

葉樹林が成立していたことは充分に考えられる。このことが、 8世紀前半から鎌倉？時代までの長期

にわたりアカガシ亜属およびシイノキ属が使われていたと考えられる。その一方で、やはり燃料材

として有用で、人里近くに普通に生育している落葉広葉樹のクヌギ節とクリは、それぞれ限られた

時期にしか検出されなかった。これは、各時期の技術的な条件により選択されていたのか、それと

も当遺跡の今回の試料のみに特有な結果だったのか、今後の周辺域での同様な資料の蓄積と比較す

る必要が感じられた。

第 2表 宝満山遺跡23次調査のタタラ遺構出土炭化材の時期別の樹種構成検出試料数や炭化材量比などを
総合して、出土頻度と量が多い分類群を●＞〇＞＋の順位に表記した。

I区 II -2区 m区

検出樹種 8世紀前半 奈良• 平安時代 平安～鎌倉？時代

アカガシ亜属 ● ● ● 

クヌギ節 ． 
クリ ． 
シイノキ属 ＋ 

゜
． 

ケヤキ ＋ 

クスノキ科 ＋ 

ウツギ属 ＋ 

ネジキ ＋ 

゜ッツジ科 〇 ＋ 

散孔材 ＋ 

環孔材 ＋ 

タケ亜科根茎 ＋ 
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図版 l 宝満JIJ辿跡23次調査Ill士炭化材樹種

la アカガシ 111(屈 （横断面） lb アカガシI!IIJ,浜 （接線断l籠） le アカガシ亜属 （放射断而）
I区(2)-1 bar:0.5mm I I以塗1 bar:0.5rnm I区② 1 ba1-:0.5mm 

2a クヌギ節 （横断面） 2b クヌギ節 （接線断面） 2c クヌギ節 （放射断面）

I区R-2 bar:l.Omm J区②2 bar:0.!'imm T区②2 bar:0.5111111 

3a クリ （横断面） 3b クリ （接線断而） 3c クリ （放射断面）
ll-2lx:No.5 bar:l.Omm n .2枢No5b~r:0.lmm TI-2区No.5bar:O.lmm 
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図版2 , 鉛偽山逍跡23次濶在m上炭化材樹種

4a シイノキ抵（横断面） lb シイノキ属({妥線断面） 4r シイノキ版（放射1祈爪1)
I Iメ:,t -1 bar:l.Omm I l:x/4 1-l bar:0.1 mm I区(i:l-1 bar:0.lrnm 

茄 ケヤキ（横断血） 5b ケヤキ（接線I祈血） Sc ケヤキ（放射断1~i)
II -2区No.5bar:0.5mm ll -2区~o.5 har.O.lmm II-2区No.5bar:O.lmm 

6b クスノキ科 (1戻線断面） &• クスノキ科（放射断而）
I 1x・,1 -2 bar:0.5mm I lX: 4¥2 bar:O.lmm 
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団版3 'if.i似ill!追跡23次調在/l¥十炭化材樹種

8a ネジキ （横断訓） 8b ネジキ （接線断i面） Sc ネジキ （放射断面）

皿区(g,1 bru-:0.5mm m rX:R bar:0.1 mm III凶② bar:O.lmm 

9a ツッジ科 （横断而） 9b ツッジ科 （接線断1/Ji) 9c ツッジ科 （放射断面）

11双②-2 bar:0.5mm I因砂2 bar:0.1 mm I 区C~)-2 bar:0.lmm 
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図版4 宝満山逍跡23次刷査出七炭化材樹柿

lOa散礼材 （横断而）

I It④ -1 bar:0.5mrn 

Ila荘討し材 （横断面）

Il-2区No.5bru・:0.5mm 

12a タケ曲科根茎 （横断而）

m区④ bar:l.Omm 

10b散孔材 （接線断1(1i)

IIぷ④ 1 bar:0.5mm 

llb~ 只孔材 （桜線断面）

II -21刈No.51bai・:O.lmm 
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10c散孔材（放射断面）

l区④-1 bar:0.1 mm 

llc深孔材 （放射断面）

II -2区No.5bar:O.lmm 



(4) 宝満山遺跡群第23次調究出土灰試料の植物珪酸体

鈴木茂（パレオ・ラボ）

イネ科植物は別名珪酸植物ともいわれ根より大量の珪酸分を吸収し葉や茎の細胞内に沈積させる

ことが知られている。こうして形成されたものを植物珪酸体（機動細胞珪酸体や単細胞珪酸体など）

といい、機動細胞珪酸体については藤原 (1976) や藤原・佐々木 (1978) など、イネを中心とした

イネ科植物の形態分類の研究が進められている。こうしたことから、得られた灰試料より植物珪酸

体（機動細胞珪酸体）の検出を図り、その形態を観察することによって母植物（イネ科植物）につ

いてある程度検討ができると考える。

1 . 試料と分析方法

試料は II-3区において検出された焼士城より採取された黄灰色の灰試料で、黒色の炭化物や周辺

土壌が混入している。この灰試料について、以下に示した土壊中よりプラント・オパールを抽出す

る方法にしたがって植物珪酸体の検出を図った。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重羅測定）。別に試料約 1g (秤量）をトールビー

カーにとり、約0.02gのガラスビーズ（直径約40μm) を加える。これに30%の過酸化水素水を約20

-----30cc加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、

沈降法により IOμm以下の粒子を除去する。この残流よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを

作成し、検鏡した。同定および計数はガラスピーズが300個に達するまで行った。

また、 I区の炉 2埋土中より検出された縄状の遺体についても植物珪酸体からその母植物につい

て検討を図った。検討方法は以下のとおりである。

乾燥した植物遺体を管瓶にとり、電気炉を用いて灰化するのであるが、灰化する行程は藤原

(1976) にほぼしたがって行った。その行程は、はじめ毎分 5℃の割合で温度を上げ、 100℃におい

て15分ほどその温度を保ち、その後毎分 2°Cの割合で550℃まで温度を上げ、 5時間その温度を保

持して、試料の灰化を行うものである。灰化した試料についてその一部を取り出し、グリセリンに

てプレパラートを作製して生物顕微鏡下で観察した。

2 . 観察結果

1)灰試料

観察の結果、 6分類群の機動細胞珪酸体が認められた（第 1表）。最も多く観察されたのはイネで、

試料 1g当たり約134,000個を示している。その形態について、断面形態はイチョウの葉形（写真番

号 1-a, 2-a) をしており、側面部分に突起が、表面部分に窪みが、また裏面部分にはキビ族より

浅く細かい亀甲状紋様が認められる。また鳥の嘴状をした突起をもつ植物珪酸体も比較的多く観察

され、これはイネの穎に形成された珪酸体の破片である（写真番号 3)。さらにイネ型の単細胞珪酸

体も若干得られている（写真番号 4)。機動細胞珪酸体ではウシクサ族がイネに次いで多く約60,000

個を示している。

その断面形態は楔形をしており（写真番号 6)、裏面側において溝状の凹部が観察され、こぶ状の

凸部が認められるものもある。また側面および裏面形態は長方形を呈している。キビ族もキビ族と

しては多く認められ試料 1g当たり約22,000個を示している（表 1)。その形態は、断面が食パン状

を呈しており、側面は長方形で（写真番号 5)、裏面部にイネより粗い亀甲状の文様が認められる。

その他、クマザサ属型と判断される珪酸体（写真番号 7) およびネザサ節型やクマザサ属型以外の

タケ亜科（マダケ属？）、ヨシ属などが若干観察された。また、キビ型の単細胞珪酸体（写真番号 8)

や樹木起源（アカガシ？）の珪酸体（写真番号 9) も若干得られている。
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第 1表 試料 1g当たりの機動細胞珪酸体個数

一試料 I イネ Iイネ穎破片 Iクマザサ属型他のタケ亜科 ヨシ属 キビ族 ウシクサ族 1 不明

（個Ig) (個Ig) (個Ig) (個Ig) (個Ig) (個Ig) (個Ig) (個lg)

II -3 I 134.400 I 67,200 1,600 1,600 1.600 I 21,900 I 59,400 I 14,100 

2)縄状遺体

写真図版（写真番号10, 11) で示したように、繊維質の細胞は認められるものの、そのなかに植

物珪酸体を認めることはできなかった。よって、植物珪酸体から縄状遺体の母植物について検討す

ることはできなかった。

3 . 灰試料の母植物について

上記したように最も多く得られたのはイネで、これはいわゆるイネであり、他にイネの穎に形成

される珪酸体の破片も比較的多く検出されていることから灰には稲の籾殻も混入していることが考

えられる。次いで多く得られたウシクサ族はススキやチガヤなどとみられる。またキビ族について

はその形態からアワ、ヒエ、キビといった栽培種によるものか、エノコログサ、スズメノヒエ、タ

イヌビエなどの雑草類によるものか分類できないのが現状である。とはいうものの現生標本の観察

から写真図版に示したキビ族は栽培種ではないように思われる。その他、クマザサ属型はミヤコザ

サやスズダケ、ヨシ属はヨシやツルヨシ、他のタケ亜科はメダケ？などと推測される。

分析を行った試料は黄灰色の灰の塊と炭化材などの炭片にマサ状の砂粒が多く付着・混入したも

のである。よって、試料は純粋な灰では無いと思われる。しかしながら水田土壌の混入はほとんど

考えられないことから、少なくとも検出された灰の一部は稲藁や稲の籾殻が焼かれたものと判断さ

れよう。また比較的多く検出されているウシクサ族やキビ族についても列状の単細胞珪酸体も観察

されていることなどから砂粒とともに混入したとは考えられず、これらが焼かれ灰化しているもの

と考える。一方、クマザサ属型やヨシ属などについては極わずかな検出であることから砂粒ととも

に混入していることも考えられる。

以上のように、灰の母植物にはイネ，キビ族，ウシクサ族（ススキ・チガヤなど）などが含まれ

ていると考えられる。なおイネにおいては試料 1g当たり約134,000個に達しているものの、他の分

類群を含め灰試料から予想されたほどの機動細胞珪酸体は認められなかった。これは炭化材や樹木

起源の植物珪酸体も認められていることから灰の主体は木材ではないかと推察され、上記草本類は

点火材として使われたにすぎないと思われる。

【参考文献】

藤原宏志 (1976) プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1) ー数種イネ科植物の珪酸体標本と

定量分析法ー． 考古学と自然科学， 9, p .15-29. 

藤原宏志・佐々木 彰 (1978) プラント・オパール分析法の基礎的研究 (2) ーイネ (Oryza)属

植物における機動細胞珪酸体の形状ー． 考古学と自然科学， 1 1 , p .9-20. 
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(5)宝満山遺跡第23次調査のテフラ分析

株式会社古環境研究所

1 . はじめに

福岡県域には、阿蘇、姶良、鬼界などの第四紀火山から噴出したテフラ (tephra, 火山砕屑物，

いわゆる火山灰）が多く分布している。テフラの中には、すでに噴出年代が明らかにされている示

標テフラがあり、それらとの関係を求めることによって、地層の堆積年代や土壌の形成年代のみな

らず、遺構や遺物の年代などについても知ることができるようになっている。さらに、それらの中

には東アジア一帯を覆うような広域テフラも存在しており、広い範囲で遺構や遺物の新旧関係など

に関する資料を収集できるようになっている。

そこで、年代が不明な士層が認められた宝満山遺跡第23次調査発掘調査区においても、採取され

た試料を対象に火山ガラス比分析と屈折率測定を行い、示標テフラとの層位関係を把握することに

より、士層の年代に関する資料を収集することになった。調壺分析の対象となった地点は、土層A

地点（本文第10図 (P.14), III区斜面）および土層 B地点（本文第11図 (P.15), 皿区縄文グリッド）

の2地点である。

2 . 火山ガラス比分析

(1)分析試料と分析方法

土層A地点および土層B地点において、基本的に厚さ10cmごとに採取された試料22点を対象に火

山ガラス比分析を行った。分析処理の手順は次の通りである。

1)試料15gを秤量。

2) 超音波洗浄装置により泥分を除去。

3)恒温乾燥器により 80℃で乾燥。

4)分析飾により 1/4-1/Smmの粒子を飾別。

5)偏光顕微鏡下で250粒子を検鏡し、火山ガラスの色調・形態別組成を求める。

(2) 分析結果

火山ガラスの分析結果を表 1にしめす。また土層A地点における火山ガラス比分析の結果をダイ

ヤグラムにして図 3に示す。土層A地点では、試料 1、 2、 4をのぞくいずれの試料からも火山ガ

ラスが検出された。とくに試料 6 (2.4%)から試料 7 (6.4%) にかけて急増することから、試料 7

付近に火山ガラスで特徴づけられるテフラの降灰層準があると考えられる。試料 7に含まれる火山

ガラスは、無色透明のバブル型（平板状）である。その上位では、試料17に無色透明のほか淡褐色

のバブル型ガラスがごくわずかに含まれている。また試料 7には、無色透明のバブル型のほかに、

褐色のバブル型ガラスが認められたが、その量は非常に少ない。

士層B地点における火山ガラス比分析の結果をダイヤグラムにして図 4に示す。土層B地点では、

試料 4と試料 5から、わずかずつ火山ガラスを検出することができた。とくに試料 4には、無色透

明のほか、淡褐色のバブル型ガラスが認められた。このことから、試料 4付近に無色透明や淡褐色

のバブル型ガラスの降灰層準のある可能性が考えられる。

3 . 屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

火山ガラスで特徴づけられるテフラの降灰層準の可能性が考えられた、土層A地点の試料 7およ

び試料17、土層B地点の試料 4の 3点について、温度一定型屈折率測定法（新井， 1972, 1993) に
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よりテフラ粒子の屈折率を測定した。

(2)測定結果

屈折率測定の結果を表 2に示す。土層A地点の試料 7に含まれる火山ガラス（最大径0.9mm) の

屈折率 (n) は、 1.497-1.500(modal range: 1.498-1.499) である。重鉱物としては、黒雲母や斜方輝

石が含まれている。斜方輝石の屈折率(}')は、 1.728-1.733である。試料13に含まれる火山ガラス

（最大径1.0mm) の屈折率 (n) は、 1.497-1.500である。土層 B地点の試料 4に含まれる火山ガラス

（最大径0.7mm) の屈折率 (n) は、 1.498-1.511(modal range: 1.508-1.511) である。重鉱物としては、

黒雲母が少最含まれている。

4. 考察

土層A地点の試料 7付近に降灰層準があると考えられるテフラは、含まれる火山ガラスの色調、

形態、屈折率、さらに斜方輝石の屈折率などから、約2.4-----2.5万年前*Iに姶良カルデラから噴出した

姶良Tn火山灰 (AT, 町田・新井， 1976, i992, 松本ほか， 1987, 池田ほか， 1995) と考えられる。

試料13に含まれる火山ガラスも、その特徴からATに由来すると考えられる。

さほど明瞭ではないが、土層 B地点の試料 4付近に降灰層準があると思われるテフラは、含まれ

る火山ガラスの色調、形態、屈折率などから、約6,300年前 *lに南九朴lの鬼界カルデラから噴出した

鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah, 町田・新井， 1978) と推定される。

5 . まとめ

宝満山遺跡第23次調査における士層の層位や年代に関する資料を収集するために、火山ガラス比

分析と屈折率測定を行った。その結果、姶良Tn火山灰 (AT, 約2.4-----2.5万年前*1)や鬼界アカホヤ

火山灰 (K-Ah, 約6,300年前*I) の降灰層準をおおよそ把握することができた。

*l 放射性炭素 (14C)年代．

【参考文献】

新井房夫 (1972)斜方輝石・角閃石によるテフラの同定ーテフロクロノロジーの基礎的研究．第四紀研究， 11,

pp.254-269. 

新井房夫 (1993)温度一定型屈折率測定法．日本第四紀学会編「第四紀試料分析法 2ー研究対象別分析法」，

pp.138-149. 

池田晃子・奥野 充・中村俊夫・小林哲夫 (1995)南九州，姶良カルデラ起源の大隅降下軽石と入戸火砕流

中の炭化樹木の加速器1℃年代．第四紀研究， 34,pp.377-379. 

町田 洋•新井房夫 (1976) 広域に分布する火山灰ー姶良Tn火山灰の発見とその意義一．科学， 46, pp.339-

347. 

町田 洋•新井房夫 (1978) 南九 fヽM鬼界カルデラから噴出した広域テフラーアカホヤ火山灰．第四紀研究，

17, pp.143-163. 

町田 洋•新井房夫 (1992) 火山灰アトラス．東京大学出版会， 276p.

松本英二• 前田保夫・竹村恵ニ・西田史朗 (1987)姶良Tn火山灰 (AT) の 14 C年代．第四紀研究， 26,

pp.79-83. 
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第 1表 火山ガラス比分析結果

地点 試料 bw(cl) bw(pb) bw(br) md pm(sp) pm(fb) その他 合計
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数字は粒子数. bw: バプル型， md:中間型， pm:軽石型， cl: 透明， pb:淡褐色， br

：褐色， sp:スポンジ状， fb:繊維束状．

第 2表 屈折率測定結果

地点 試料 火山ガラス (n) 璽鉱物 斜方輝石 (y) 角閃石 (m)

士層A 13 1.497-1.500 
-----------------------------------------------------------------------------------------

1.497-1.500 

(1.498-1.499) 
-----------------------------------------------------------------------------------------

土層A 7
 

(bi,opx) 1. 728-1. 733 

土層B 4
 

1.498-1.511 

(1.508-1.511) 

(bi) 

屈折率の測定は，温度一定型屈折率測定法（新井， 1972, 1993) による. 0 : modal 
range. opx: 斜方輝石， bi: 黒雲母．重鉱物の（） ：量が少ないことを示す．
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亡コ パプル型（薫色透明）

口バプル型（淡褐色）

一 パプル~(褐色）
巨ヨ中間11'1

置璽 ff-c!tl (スポンジ状）

経石製（織綸束状）

亡］ バゾル型（無色透明）

口心ル裂（演褐色）．． パプル型（褐色）

巨 中 間 印

塵璽 軽石型（スポンジ状）

口軽石型（縞纏京状）

第 1梱 上N7Aの火山比ダイヤグラム 第2圏 日杓Bの火山比ダイヤグラム

分析試料採取状況 (1)
（土陪A)

分析試料採取状況 (2)

（日MB)
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(6) 宝満山遺跡群第23次調査に伴い出土した黒曜石・サヌカイトの原石産地

国立沼津工業高等専門学校 高橋豊

1 はじめに

物の流通は人の交流とともに、近隣地域と政治・経済・文化の上でも深く関わる。このことは先

土器時代、縄文、弥生時代についても、同じであるが、歴史時代のようには把握できず、残された

断片的な遺物を通してのみ情報が得られる。石器の原材料となった原石の産地は、地質学的には特

定な地域に限られる。したがって、産地分析によって原石産地一石器加工地ー消費地の流れを知る

ことができれば、上記の情報の一端が得られることになる。

今回、太宰府市大字内山字野田・平田の宝満山遺跡群第23次調査に伴い、縄文時代の包含層、特

にIIー 3区の縄文グリッドのA2・B2に集中して縄文早期の押型文土器片とともに出土した黒曜石・

サヌカイトの原石産地を、蛍光X線分析により測定した化学組成の比較により明らかにしようと考

えた。九州全域の黒曜石原石産地、近隣のサヌカイト原石産地の原石のデータベースに基づき、今

回機会を得て、宝満山遺跡群から出土した黒曜石・サヌカイト石器、石片の試料を分析し、一応の

結果を得たのでここに報告する。

2 供試試料

九州地方の黒曜石原石として分析した試料の産地、蛍光X線分析値の記載、特徴は高橋 (1999-

2000)、(1)、(2)、(3)等に示されている。黒曜石原石については、阿蘇火砕流、針尾島地域、腰岳

地域について詳細な検討がなされているが、今回は、原石産地のおおまかな位置を図1に示す。サヌ

カイトの原石産地については、北九州の原石を中心に扱った（第1、4、5、6図）。

宝満山遺跡群第23次調査時に出士した黒曜石・サヌカイト遺物・石片304点の試料が分析された。

3 分析方法

文化財科学の分野での蛍光X線分析の狙いは、蛍光X線分析によって、原石及び遺跡出士試料の

黒曜石・サヌカイトのもつ各成分元素組成を明らかにすることにある。この成分元素組成は、原石

産地試料及び遺跡出土試料の黒曜石・サヌカイトの化学組成の特徴を示すいわば、“指紋”である。

この“指紋”の照合を統計処理により行い、遺物の素材として、どこの原石産地の原石素材が使わ

れているかを明かにすることにある。

蛍光X線分析：

蛍光X線分析では、試料に一次X線を照射すると、試料を構成する元素ごとに異なるエネルギー

をもつ二次X線が放射される。この二次X線を蛍光X線と呼ぶ。放射される蛍光X線のエネルギー

を調べれば、試料中に含まれる元素の種類、強度からその元素の濃度を計算できる。

試料の調整：

試料の測定にあたり、遺跡出士試料は15分--25分間超音波洗浄し、表面の微細な孔隙を埋める

粘土分を除去した。遺跡出土試料の表面には、黒曜石試料には薄い水和層が、サヌカイト試料に

は厚い風化層が形成されているが、これらを除去せず、測定は非破壊で行った。ただし、 6点の

サヌカイト試料については厚い風化層を削除して測定し、測定値のずれを検討した。

原石産地試料の調整は、筆者が直接現地の地質調査をして採集した黒曜石・サヌカイトの原石

産地試料をハンマーで砕いて、測定に十分な平坦面を割り出して行った。また、測定に十分な厚

さを確保した。

測定条件：

分析には、 SEIKOUSEA-2001エネルギー分散蛍光X線装置を用い、次の条件で測定した。

X線管ターゲット：ロジウム (Rh)、検出器： Si (Li)半導体検出器、
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測定条件：電圧： 50kV、電流： 3μA、照射径： 10mm、測定時間： 300sec、雰囲気：真空

4 産地分類

A 判別図による産地分析

蛍光X線スペクトル強度から計算される、次の望月 (1997)の指標を用い判別図 1、 2を作成し、

まず、判別図法による産地分類を試みた。

測定された蛍光X線スペクトル強度は、アルミニウムAl、ケイ素Si、カリウムK、カルシウムCa、

チタンTi、マンガンMn、鉄Fe、微量元素のルビジウムRb、ストロンチウムSr、イットリウムY、

ジルコニウムZr、の11元素のKa線の強度を測定した。

指標として、 11元素のKa線強度から算出した Rb分率=Rb強度 x100/ A、Sr分率=Sr強度 X

100/ A (ただし、 A=Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度とする。）、 Mn強度x100/Fe強度、 logFe 

強度/K強度を用いた。

これらの指標を使い、横軸にRb分率、縦軸にMn強度x100/Fe強度をとって第 2図の判別図lを、

横軸にSr分率、縦軸にlogFe強度/K強度をとって第 3図の判別図 2を示した。

九州の黒曜石原石（薄墨色の丸で示される）は大略、第 2図の判別図 1、第 3図の判別図 2で示

す群に大別される。互いに重複する群も他方の判別図では分離しており、遺跡出土黒曜石（濃い墨

色の丸で示される）がどの黒曜石原石群に属するか判別が大略可能である。

B 多変量解析（判別分析）による産地分析

判別図による産地分析結果を、多変量解析の手法を用いて、判別分析により確かなものにした。

判別分析では、遺跡出土黒曜石がどの黒曜石原石群に属するかを確かめた。判別分析では、上記

の測定した成分組成値に基づき、第 2、 3図の判別図 l、 2の黒曜石原石群の一つ一つの群の中心

と、一つ一つの遺跡出土黒曜石試料との距離をマハラノビス距離として求め、最も距離の短い群を、

その試料が属する群として判別するものである。さらに、試料が各群に属する確率はこの距離に反

比例するが、各群に属する確率も算出した。

判別分析による、宝満山遺跡群第23次調査に伴い出土した黒曜石の判別図判別群、近接した産地

とのマハラノビス距離、帰属確率、推定される産地の候補 1、 2を第 2表に示した。

5 産地推定：宝満山遺跡群第23次調査に伴い出土した黒曜石について

黒曜石として扱った遺跡出土黒曜石試料は236点である。

判別図法と判別分析による産地推定により、第 2、 3図、第 1、 2表の結果を得た。

産地推定結果を第 2表にまとめた。試料236点中、姫島観音崎産の白濁した黒曜石からなる石鏃 2

点が特徴的に含まれる。 207点と大部分は腰岳産黒曜石であった。これには径 5mm、厚さ 1mm程

度の極小片が64点も含まれるのが特徴的である。試料中長崎県川棚町大崎半島産の黒曜石が 1点認

められた。これは、大宰府一多久地域のサヌカイトー腰岳の黒曜石の太いルートがより南の大村湾

周辺に延びていた可能性を示唆している。その意味でもサヌカイトと黒曜石双方を使って検討する

必要がある。石英片も 1点みられた。（第 2表の試料番号は試料整理番号と同じ）。

推定不可とした試料については、再度測定を繰り返した。得た化学組成を、近接する黒曜石群の

化学組成と詳細に比較検討したが、信頼にたる数値が得られず、同定不可とした。風化層の発達の

影響が大きいことを示している。

隣接する原遺跡の黒曜石の蛍光X線分析結果が示す傾向を第 3表に付記する。

6 産地推定：宝満山遺跡群第23次調査に伴い出土したサヌカイトについて

宝満山遺跡第23次調査で出土したサヌカイト遺物・石片66点余の試料を蛍光X線分析した。
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分析方法、測定条件、試料の調整については黒曜石と同じである。測定値の統計処理方法につい

ては、サヌカイト試料の風化層の発達の程度により、第 4、 5図のように、サヌカイト原石の測定

値とのずれが大きく、風化の程度が異なる試料ごとに、そのずれの大きさが異なることが予想され

るので、判別分析による数値処理をさけた。

そこで、まず、九州地方のサヌカイト・ガラス質安山岩原石の蛍光X線分析値のクラスター分析

を試み、サヌカイト・ガラス質安山岩原石の群を確定し第 6図の結果を得た。

次に、第 4、5図の判別図で、分析値が多久l、2、3、岡本、老松山とその周辺に集中することに

注目し、この群に属する 6試料を選んで、表面の風化層を剥離し、原石と同じ状態で再び蛍光X線

分析した。この値をサヌカイトの原石の測定値に加えて、クラスター分析を試み、 6試料が26群中

のどの群に帰属するかを確定し、第 6図の結果を得た。この結果に基づき、サヌカイトの原石の測

定値、表面が風化した遺跡出土サヌカイト片の測定値、表層の風化層を剥離した遺跡出土サヌカイ

卜片 6点の測定値を第 4、 5図の判別図で表し，表面が風化した遺跡出士サヌカイト片の測定値と、

同じ出土試料から選んだ表層の風化層を剥離した遺跡出土サヌカイト片 6点の測定値との分布のず

れを比較することによって、遺跡出土試料がどの原石産地群に帰属するかを推定した。

クラスター分析と判別図に基づき、次の原石産地推定結果を得た。

九州地方のサヌカイト・ガラス質安山岩原石について、蛍光X線分析値が、基本的にどのような

群を構成するかを、ユークリッド距離を用いた群平均法によるクラスター分析で確定し、第 6図に

示す26群から構成される分離独立した群を得た。ただし、多久1は確実に独立する群を構築するが、

多久2、3はまとめて 1つの群をなす可能性もある。

宝満山逍跡群第23次調査に伴い出土したサヌカイト試料には、超音波洗浄では除去できない厚い

風化層がみられた。そこで、下記の 6点の試料について、風化層を剥離し、原石と同じような未風

化の新鮮な面での蛍光X線分析を再度試みた。結果 6点の試料が、第 6図に示す次の群に帰属する

ことが判った。

帰属する群は、試料DHMS-266:多久3、2、DHMS-261:多久3、 DHMS-263: 多久2、DHMS-

295: 多久 2、DHMS-268:多久1、DHMS-264:多久lであった。

次に、この 6試料の分析値を第 5図に投影し、風化層の影響による分析値のばらつきの程度をみ

た。風化層中のKカリウムの増加の影響か、第 5図に●印で示す表面に風化層をみる試料の分析値

は、〇印で示す風化層を剥離した試料の分析値の下方にずれる傾向がみられた。例えば、第 5図の

右図にみる多久 3群の中央部にくる〇印試料DHMS-261の分析値のように、梅野 1群の中央部の●

印の位置まで、風化の影響を受けて大きくずれ込むものもみられる。

この結果を受けて、第 4図の多久l、2、3、岡本、老松山サヌカイト原石産地群に含まれるか，ま

た同産地周辺や下位にくる●印で示す分析値は、試料が多久1、2、3、岡本、老松山サヌカイト原石

産地群に属する原石を使ったものであると判断した。その他の●印で示す分析値のうち、図 4の上

士井行の下位にくる 4点と、士田に属すか、または下位にくる 1点、國分台 2に近接する1点は、そ

れぞれの原石産地に帰属するかどうか、再検討が必要である。第 4図の右図下位中央の 3点の集合

は未知の原石産地を示唆し、軸上に在る 1点は赤色チャート試料を示していると考える。

結果、 66点の中 12点（産地不明 2点を含む）の試料を除き，他の分析試料54はすべて多久l、2、3、

岡本、老松山サヌガイト原石産地群の原石を集中して使っている可能性が大きいと考える。むしろ、

多久に原石産地が限定される傾向がみられることは注目される。

表層の剥離再測定の結果、第 4図 右図の上土井行下の 4試料中の少なくとも 1試料が、上土井

行に帰属することが判明したことを付記する。

隣接する原遺跡からのサヌカイト出土試料7点の原石産地はいずれも多久1、2、3、岡本、老松山

サヌカイト原石産地群に属すと推定される結果を得たことを付記する。
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以上のサヌカイトの分析結果は、遺跡一多久l、2、3、岡本、老松山サヌカイト原石産地群一腰岳

黒曜石原石産地間に、物流や人の交流の太いルートが存在したことを示唆するものと考える。その

ルートは、西に大村湾に到りさらに針尾島に延び、東に姫島に到りさらに東に延びる可能性を示唆

するものと考える。
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第1表 太宰府市宝満山遺跡群第23次調査出土黒曜石の産地構成

判 別 群 記号 試料数

八 女 昭 和

三 和

黒 石
子,..._ 土 AS04 

太 郎 迫

立 山

島 原 国 見

姫島観音崎 HM  2 

草千里南 A KASKl 

草千里南 B KASK2 

．に ベ 塚 KASN 

五 女 木 A 

日 東 KNSG 

狸 狸 A 

針 尾 島 A HRl 

針 尾 島 B HR2 

平 木 場 KIHK 

桑 ノ 木

人 吉
KHKW 

白 浜 KKSH 

御 船 ASMF 

~ 船 神 杜
KKMH 

竜 ケ 水

第3表 筑紫野市原遺跡出土黒曜石の産地推定結果

分析番号 遺跡名
判例固判 判別分析

別群 候補1候補2距離l距離2確率l確率2

FTH0-5209 原退併縄文 KD KD NKOS 9.93 127.42 1 

゜姫島柱ヶ鼻 KHSHl FTH0-5210 原遺肪縄文 KD KD KKSH 14.19 136.94 1 

゜姫島柱ヶ鼻 KHSH2 FTH0-5211 屈遺踪縄文 推定不可 推定不可 推定不可

大 根 占 A KONJ FTH0-5212 原遺踪縄文 KD KD NKOS 1.18 160.84 1 

゜大 村 大 崎 NKOS 1 FTH0-5213 原遺跡縄文 KD KD KHKW 19.67 183.07 1 

゜星 鹿 大 崎
KD 207 

腰 岳

上 牛 鼻 A KHKU 

FTH0-5214 原遺跡縄文 KD KD KKSH 6.73 167.44 1 

゜FTH0-5215 原遺椿縄文 KD KD KKSH 8.79 121.6 I 

゜FTH0-5216 原遺跡縄文 KD KD NKOS 1114 193.59 1 

゜FTH0-5219 原遺紺縄文 KD KD KKSH 2.79 153.86 1 

゜!、7£一 姫 神 社 NSYH FTI-10-5221 原遺跨縄文 KD KD KHKW 6.2 204.17 1 

゜祖 舟 山 KSBSl FTH0-5222 原遺跨縄文 KD KD NKOS 6.64 170.86 1 

゜祖 母 山 KSBS2 FTH0-5223 原遺跡縄文 KD KD KKSH 0.69 159.56 1 

゜上 土 井 行 NNKD FTH0-5224 原遺跡縄文 KD KD NKOS 3.97 137.32 1 

゜杖 木 原 KTKBl FTH0-5225 原遺跡縄文 KD KD KHKW 22.09 140.61 l 

゜杖 木 原 KTKB2 
FTH0-5226 原遺跡縄文 KD KD KKSH 7.19 127.85 1 

゜杖 木 原 KTKB3 

西 小 国 KAOG 

FTH0-5227 原退酎縄文 KD KD NKOS 7.67 170.44 1 

゜FTH0-5228 原遺餅縄文 KD KD NKOS 6.33 151.05 1 

゜FTH0-5231 原遺跡縄文 KD KD KHKW 8.03 179.41 1 

゜FTH0-5232 原遺跡縄文 KD KD KKSH 4.65 202.32 1 

゜推 定 不 可 25 FTH0-5237 原遺酎縄文 KD KD NKOS 15.85 137.31 1 

゜石 英 1 FTH0-52112 原遺跡縄文 推定不可 推定不可 推定不可

試科数合計 236 FTH0-52172 原遺跡縄文 推定不可 推定不可 推定不可
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5考察
(1)縄文時代の宝満山遺跡

今回の調査では、 I区で風倒木痕が検出された他、縄文時代の遺構で明確なものは検出できなか

った。そこで遺物の検討から、遺跡の年代観と性格を考えていく。

1)宝満山遺跡出土土器について

今回の調査で出土した土器は、総数427点になるが、実際に器種が確定できるものは、報告した個

体を含む100点弱である。そこで報告した器片の分類別に地区毎の個数を纏めてみた（第141図）。早

期の押型文土器で楕円形の押型文を持つもの（第 1類）は、 Il区南部出土のものがほとんどを占め、

シャープな山形文を持つものと、格子目文も主体は Il区南部にある。前期前半の轟B式は II1区が、

また前期後半の曽畑式も皿区に分布の中心がある。中期の土器は見られないが、後期の三万田式は

I区が主体となる。晩期の突帯文土器は、第12a類は I区が中心であるが、第12b類は Il区南部であ

る。以上の結果から宝満山遺跡における縄文時代の遺跡立地は Il区南部→皿区→ I区→ Il区南部と

変遷していることがわかる。

資料が少ないため、あくまで見通しであるが、この結果を地形と照合して宝満山遺跡における土

地利用の変遷を考えてみる。まず縄文時代早期に原川の東岸のやや平坦な場所で遺跡が形成され、

前期になると西岸のより高い場所に移った事が解る。中期の空白期間をおいて、後期になると同じ

原川の西岸でも低い場所に遺跡が作られる。この場所は断続的に突帯文の段階まで利用されるが、

同じ突帯文でも新相になると、また原川の東岸に戻り、早期よりも若干高い場所に遺跡が営まれる

ことになる。

次に特徴的な土器について述べる。押型文士器は、とくに楕円押型文についての研究がすすんで

いる。それ故、型式比定が難しいが、あえていうなら早水台式、下菅生B式、田村式に比定できる。

Il区出土のもので、主体となるのは早水台式であり、下菅生B式、田村式がわずかながら混在する

状況を呈する。また、これに伴う無文土器も集中している。つぎに曽畑式土器についてであるが、

水ノ江氏 [1990] の分析がある。この分類によると、当遺跡で出土したものは、曽畑 I式の新段階

に位置づけられる。ほとんどの個体は外面に平行沈線下に複合鋸歯文を施すA類であるが、刺突文

様帯の下位に斜めに沈線の施されるC類も若干見られる。また、突帯文式土器については、ナデ調

整をもつ土器は、 Il区の 1号住居（古代）の上層から出土していることから、包含層であることが

明らかである。自然流路によって上流から運ばれてきたと想定でき、付近にこの時期の遺跡が存在

する可能性が高い。

2) 出土石器について

宝満山遺跡出士の黒曜石およびサヌカイトの石器・剥片類について、産地同定を行っている。石

材の産地は、肉眼で判定されることが多いが、蛍光X線分析という理化学的手法を用いることで、

より客観的で正確な産地が示せるものと考え、国立沼津工業高等専門学校の高橋豊氏に分析を委託

した。黒曜石の産地は腰岳がほとんどを占めるが、大分県姫島産が 2点、長崎県大村大崎産が 1点

入っていることは注目される。またサヌカイトの産地は佐賀県多久市が中心になる可能性が示され

た。今後、縄文時代の石材運搬ルートを考える上で重要な結果である。

さて、今回の調査では Il区南部の縄文グリッド以外の出土石器は、一括性が低いためおおまかな

傾向を捉えるにとどめたい。今回の調査で出土した石器・剥片類全304点のうち石器は59点 (19%)

石核 3点 (1%)剥片242点 (80%) である。出土地区毎の石器・剥片類の出土点数を、黒曜石を素

材とするもの（第142図）、サヌカイトを素材とするもの（第143図）でまとめた。全体的に黒曜石が

多用される傾向にあるが、 II1区.Il区北部については、サヌカイトの占める割合が高い。次に出土
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第142図 地区別黒曜石石器類出土点数比 第143図 地区別サヌカイト石器類出土点数比

第16表 II区南部縄文グリッド遺物出土

不明 I区
状況

グリッド 士器 石器 剥片 その他 計

A-1 

゜゜
1 

゜
1 

A-2 55 3 87 17 162 

A-3 11 2 l 15 29 

A-4 1 

゜
1 

゜
2 

B-1 

゜゜
I 

゜
1 

B-2 6 

゜
26 23 55 

B-3 8 

゜
5 6 19 

B-4 

゜゜
1 4 5 

C-1 2 

゜゜゜
2 

C-2 

゜゜゜
2 2 

第144図 地区別石器類の総重量比
C-3 

゜゜゜゜゜C-4-

゜゜゜゜゜D-2 5 

゜
2 I 8 

D-3 3 

゜
2 ， 14 

D-4 1 

゜
I 5 7 

石器

剥片

第145図 II区南部縄文グリッド出土遺物構成
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石器の区毎の重量（第144図）をみると、出士点数とは異なる順序になるが、これは剥片の大小によ

るものである。

II区南部の縄文グリッドは、縄文早期押型文土器段階のある一定の期間に形成されたと考えられ

ることから、出土遺物の様相を詳しく見ていく （第16表）。グリッドから出土した石器・剥片類は総

計133点で、石器組成は、石鏃 3点 (2%) ・スクレイパー 1点 (1%) . 石核 1点 (1%) ・剥片

類128点 (96%) となっている。石器より、圧倒的に素材剥片が多く、再三述べているようにこの場

所が石器製作跡であったと判断できる。次に使用された石材についてみてみると、黒曜石は117点

(88%) サヌカイトは16点 (12%) である。黒曜石は数量的に多く、剥片も大小各種そろっているの

に対し、サヌカイトは石鏃 1点とスクレイパー 2点が含まれ剥片数もさほど多くないことから、石

器の加工は行っていたが、黒曜石ほど大規模なものではなかったと考えられる。

以上から遺跡の性格を考えてみる。本遺跡では原石が見られず、石核も少ないことから、遺跡外

で製作した製品・または原石・石核・剥片剥離した素材剥片を他地域から持ち込み、剥片剥離• 石

器製作を行っている。石材中継地としての性格を持つといえよう。

3 まとめ一原遺跡との比較一

，土器については、宝満山遺跡では草創期の柏原式土器や、早期の撚糸文士器、条痕文士器、およ

び中期の並木式および後期初頭の坂の下式と認定できる資料は見られなかった。また、原遣跡で見

られず、当遺跡で見られたものに、突帯文土器がある。以上から、縄文時代を通じて、宝満山遺跡

付近で人々が活動していたことがわかる。

つぎに石器についてであるが、当遺跡ではサヌカイトは石器と剥片しか見られないが、原遺跡で

はサヌカイトの石核が確認されている。このことから原遺跡ではサヌカイトが石核で持ち込まれ石

器製作が行われた可能性も考えられる。宝満山遺跡群第23次調査地では黒曜石製石器を製作し、原

遺跡の方でサヌカイト製石器を製作するという、相互補完的な関係にあったのではないだろうか。

原遺跡の性格については、石鏃が半数以上で、スクレイパーや敲石など食物加工をおこなう石器

が少ないことなどから、一時的な生業活動の拠点（ワークキャンプ）で、定着の場とは考えにくい

（水ノ江1994)と評価されている。一方、草創期から継続的に利用されている事から「ベースキャンプ

として長期にわたって繰り返し利用された場所」（吉留1999) との意見もある。

宝満山遣跡でもやはり石鏃が主体をなすものの、石匙やスクレイパーも数は多くないが確認され

ていることから、継続的に利用された可能性が高いと考えられる。早期、原遺跡を含めば草創期以

降縄文時代を通してこの地に遺跡が営まれた要因には、東にそびえる宝満山の豊かな自然があり、

縄文時代人はこの地でその恩恵を享受していたのであろう。

【参考文献】

大分県教育委員会2001『下ノ山遺跡 大分県文化財調査報告書第114輯』

奥村俊久2001「筑紫野市出土の押型文の位置付けについて」『筑紫野市史 資料組（上）考古資料』

赤司善彦編1994『原遺跡』福岡県文化財調査報告書第119集

筑紫野市史編さん委員会1999『筑紫野市史 上巻』

筑紫野市史編さん委員会2001『筑紫野市史 資料編（上）考古資料』

水ノ江和同1990「西北九ヽ fMの曽畑式土器」「伊木力遺跡』多良見町教育委員会・同志社大学考古学研究室

水ノ江和同1994「原遺跡出土の縄文土器について」『原遺跡』福岡県文化財調査報告書第119集

山崎純男編1986『柏原遺跡群 I』（福岡市文化財調査報告書第90集）福岡市教育委貝会

吉留秀敏1999「第二章 第三節 筑紫野市域と周辺の縄文文化」『筑紫野市史上巻』
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(2)製鉄関連工房の様相と歴史的位置づけ

宝満山23次調壺第 I区からは古代の製鉄関連工房が検出された。本節では、その製鉄関連工房の

遺構ないし遺物に焦点を当てて、工房の様相とその歴史的背景を考えることにする。

1)調壺地から検出された遺構の様相

まず最初に、製鉄の工程について説明しておきたい。砂鉄を始発原料とする鍛錬工程までの製鉄

作業においては、主に下の第146図のように、 1.砂鉄採鉱、 2.製炭、 3.築炉、 4.製錬（註 1)、5.

選鋼（選別）、 6.精錬鍛冶（註 2)、7.鍛錬鍛冶（註 3) に分類することができる。

三

言― 2築炉—慮;~;l一 4選鋼—5:精：口□三二
L・I  I ｝は閉コ

~ 
4鉄塊系遺物・ 5鉄塊系遺物 6鉄塊系遺物 7鉄器

製鉄 遺 跡 工 程 表

第146図製鉄遺跡工程表（穴澤1994より）

また、製鉄遺跡において検出される製鉄関連遺構を各工程ごとに分けると次のようになる。

・製炭…………（半）地下式木炭窯、焼土坑（伏せ焼き窯）

・築炉…………粘土採掘坑

・製錬…………送風座（輔座）、製錬炉本体、排滓土坑（溝）

・精錬鍛冶……精錬鍛冶炉

・鍛錬鍛冶……鍛錬鍛冶炉

• その他………小割り場（選鋼）など

このように製鉄遺構の認識を踏まえた上で、今回の発掘調査において実際に検出された遺構は、

製鉄の工程ごとに分けると次の通りである。

1製炭工程………登り窯式木炭窯 1基、焼土坑（伏焼き窯形式） 10数基

2製錬工程………製錬炉 (2号炉） 1基

3鍛錬鍛冶工程…鍛冶炉 1基 (1号炉）

4工程不明……… 3号炉

以上のように遺構からは製炭、製錬、鍛冶の 3工程についてその実態は明らかとなっている。し

かし、例えば小割りの工程（選鋼）や製錬工程などについては遺構から見ただけでは、その実態は

よくわからないし、性格不明の 3号炉なども存在する。そこで、次に遺跡内から多く出土した鉄滓

や炉墜の出土状況からそれらの工程の様相を復元してみることにする。
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2)製鉄関連遺物分類集計から見た製鉄遺構の空間構成

く出土遺物の空間グループ＞調査区出土の製鉄関連遺物は均ーに分布するのではなく、ある程度

のまとまりをもって出土した。よって発掘調査時の製鉄関連遺物の分布の偏りの認識から出土地点

を以下のようにA~Jの 11のグループにグループ化した。

A. 自然流路 B. 2号炉本体内 C. 2号炉南側土坑 D. 2号炉北側土坑 E. 1号炉（周辺も含む）

F. 1号炉ー 2号炉間 G. 2号炉東側 H. 斜面谷部 I. 斜面鉄滓集中部 J. 2号炉西側平坦面

その区割りと製鉄関連主要遺構を平面図に落としたものが第147図である。なお、 P.57の数量一覧

表はこの区割りに準じて計測している。

第147図 製鉄関連遺物出土グループ分布図

呈しているか統計グラフを用いて見てみたい。

a)鍛錬鍛冶関連遺物の分布（第148図）

く出土製鉄関連遺物の分類＞出土した製鉄

関連遺物の分類については、既に報告編 (P.55)

にて説明済みであるが、ここではそれらの遺物

を各工程ごとに説明する。製錬、精錬、鍛錬の

各工程で排出ないし使用される遺物は以下の

ものである。

• 製錬工程……炉壁、炉底塊、流動滓、炉内

滓（含鉄鉄滓）、羽口（送風管）、その他

なお、これらの内、メタル度の高い炉内滓

（含鉄鉄滓）こそが次の選鋼、精錬工程に必要

かつ重要な遺物であることを指摘しておく。

・選鋼工程……含鉄鉄滓、台石（叩き石）

・精錬工程……精錬鍛冶滓（精錬鍛冶滓など）、

羽口、鉄床石、

・鍛冶工程……鍛錬鍛冶滓（椀形鍛冶滓）、鍛

造剥片、粒状滓、羽口、鉄床石、砥石

以上の認識を踏まえた上で、各遺物が先ほど

の11の出土地点においてどの様な出土状況を

第148図は鍛冶関連の数量分布を示したものである。それを見ると鍛冶滓等の鍛錬鍛冶関連遺物は

1号炉周辺ないし 1号炉の南隣の平坦面に全体の 7割以上が集中する。それはすなわち、 1号炉に

おいて鍛錬鍛冶が行われたことを示していると考えられる。それは 1号炉の近くに鉄床石とおぽし

き石が検出されたことや、 1号炉埋土の水洗選別により鍛造剥片や粒状滓などの鍛錬鍛冶を直接的

咀平坦[H]

.:t.% o:: 
ロ，．、［口 I 8ョ

第148図 鍛冶関連遺物の数醤分布

゜0/0 
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に示す遺物が出土したこともこれに違わない。

b)製錬炉炉壁の分布

第149図は製錬炉の炉壁を、第150図は製錬炉

炉底塊を出土グループごとに表した数量分布で

ある。それを見ると、圧倒的にAの自然流路に分

布が偏る。明らかに炉壁炉内滓の中でもメタル

分の少ない炉底塊や炉壁をまとめて自然流路に

投棄した状況を反映していると思われる。すな

わち、炉壁・炉底塊の投棄場をある一定の場所

に定めていたことがこれによってわかる。

c)流動滓の分布（第151図）

第151図は流動滓を出土グループごとに表した

数量分布である。メタル分がほとんど含まれな

い流動滓も、炉壁と同様、基本的には廃棄され

るべきものである。その分布を見ると、 Aの自然

流路、 C、Dの 2号炉南北両側土坑からほぼ均等

に分布するが、若干、南側土坑は少ない。これ

は流動滓は製錬炉本体から両側の排滓坑へ掻き

出されるものであるので、当然の分布といえよう。

製錬炉検出時には南側土坑側のみに流動滓が

流れた痕跡が見られ、北側土坑にはそれは認め

られなかった。しかし、先ほどの流動滓の分布

炉2南側土坑

5% 

第150図 炉底塊の数量分布

炉2東側

4% 

炉1-2間平坦面

18% 

炉2内

- 3% 
炉2南側土坑

14% 

第151図 流動滓の数量分布

からは、南北両排滓坑に流動滓は存在する。それはつまり複数回行われた操業の内、最終操業時は

南側土坑方向中心に流動滓が流されたが、操業全体を見ると、両側にかなり均等に流動滓を流して

いると言うことを流動滓の分布は示しているのであろう。発掘時には南側と北側でそれぞれの排滓

坑に別々の意味づけがなされていたと考えたが、各操業ごとの状況に応じた対応をしていたと考え

られる。

d)炉内滓（含鉄鉄滓）の分布（第152図）

第152図は含鉄の炉内滓を出土グループごとに表した数量分布である。先程も述べたように、含鉄

の炉内滓一部はメタル度が高く、製錬以降の工程へ持って行かれる場合もある。これらの分布を見

ると、 Aの自然流路にも多く分布はする。その一方で、炉墜や流動滓には全くと言って良いほど見

斜面鉄滓集中部 2%
炉2西側平坦面 1%

炉2内
13% 

炉2南側土坑

5% 

第152図 炉内滓（含鉄鉄滓）の数量分布

椀形鍛冶滓 7%

第153図 斜面鉄滓集中部における遺物構成比
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られなかった、遺構には伴わないFの 1号炉ー 2号炉間平坦面、 Gの2号炉東側、 Iの斜面鉄滓集中

部、 Jの2号炉西側平坦面にも含鉄鉄滓の分布が認められる。含鉄鉄滓の全量からの割合からすれば、

Aの自然流路や 2号炉付近の方が多いが、それらは遺物量自体が多い箇所であり、炉内滓が生成さ

れた場所でもあるので、当然といえば当然といえよう。その一方で、 F・G・I・Jの各地点では、各

地点ごとの遺物の割合では含鉄鉄滓の割合は非常に高い。例えば第153図はIの斜面谷部鉄滓集中部

における遺物構成比であるが、それを見ると、含鉄鉄滓が79%と圧倒的に他を凌ぐ。他のF・G・J

の各地点もここまでではないが、含鉄鉄滓の優勢は同じである。以上の事実を考えると、 F・G・

I . Jの地点は製錬炉から特に鉄部が多そうな炉内滓を取り出して来て、小割りし、選別した空間と

いえるのではなかろうか。また、メタル分が高い含鉄鉄滓も、これらの地点から多く出土している

ことも、これを実証しているのではなかろうか。

/1/ 
＼
 ／ 

＼
 

／ 

＼
 

／ 

€) 

＼
 

゜
lOm 

第154図 製鉄遺構群空間構成想定図
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e)築炉に伴う粘土採掘坑について

ここでは、築炉に伴う粘土採掘について指摘する。一般的に古代の製錬炉は粘土とスサを混和し

で炉壁を構築する。今回調査した製錬炉もそれに違わない。その炉壁に用いる粘土はもちろん搬入

する場合もあるだろうが、工房内あるいはエ房周辺で採掘している可能性が高いと考えられるし、

製鉄炉の粘土採掘坑を伴う調査事例も見られる。

今回の調究では 2号炉の北側土坑が粘土採掘坑にあたると思われる。北側土坑は炉の操業という

観点からすると、深さ 2m近くと、非常に深すぎる印象を受ける。しかし、どういう訳か鉄滓等は、

土坑かなり上層の炉本体と同一レベル近くに非常に集中し、下層になるほどその数は減っていく。

この堆積の解釈は現段階ではさらなる検討が必要であるが、土坑の深さや土質が非常に粘性がある

ことを考えあわせて、北側士坑下層を粘土採掘の箇所と想定したい。

以上a) ......... e) の検討と調査によって検出された遺構から、当遺跡の製鉄遺構群の空間構成を推定

すると、第154図のようになる。これを一つの製鉄工房のモデルとして提示したい。しかし、これら

の中には精錬工程を行う場所が想定できない。精錬炉かもしれない 3号炉からは精錬や鍛錬を示す

ような遺物の出士は見られず、結局は遺物からもその性格はよくわからなかった。実際には精錬炉

は存在したが、既に削平されていたか、 1号炉において精錬・鍛錬両方の工程をこなしていた可能

性が考えられるが、おそらくは後者が妥当ではなかろうか。また、鍛冶関連遺物が製錬関連遺物の

量から考えるとかなり少ない為、未精錬の含鉄鉄滓の何割かは調壺区外へ搬出していた可能性も充

分考えられる。隣のm区でもやや時期は新しくなるが、鍛錬鍛冶を行った形跡も見つかっているこ

ともその可能性を示唆するものである。いずれにせよ、分析結果においても指摘されているように

製錬から鍛錬鍛冶までの一貰した工程が存在したことは確かであろう (P.202参照）。

これらの検討を踏まえ、製鉄工房の復元図を作成していただいた（第155図）。なお製錬炉はおそら

＜覆屋があったであろうし輔の構造も違っているかもしれない。だが、このような工程が調査区内

で行われたことは確かであろう。あくまでも想定図ということで認識していただければ幸いである。

ぢ
、
忍
翠-“t 

．， 
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3)製鉄工房の年代及びその歴史的背景

前項までで、今回の調査の製鉄工房の様相が明らかとなった。さて、次に検討するのは、その年

代と当製鉄工房の歴史的背景である。

a)製鉄工房の年代

製鉄工房の年代については、 1. 遺構内出土の土器からの年代決定と、 2. 遺構（窯や炉）の熱残

留磁気測定による年代決定の 2つが考えられる。今回の調査では遺構内から土器も出土しているし、

木炭窯と製錬炉 (2号炉）の熱残留磁気測定も行っているので、両方からのアプローチが可能である。

まず 1の出土土器からの検討であるが、

第156図は上半分が 2号炉本体埋土内及び

斜面鉄滓集中部から出士した破片（第23図

1) で、下半分は自然流路鉄滓（炉壁）集

中部から出土した破片（第40図53) を同一

個体と判断した上で合成復元した須恵器長

頸壺である。頸部に対して底部の方がやや

大きい観もあるが、それば焼き歪みがある

ためであり、復元径はもう少し小さくなる

かもしれない。

この頸部の形態や底部の高台の形態、さ

らには肩部の稜線見ると、地鎮具として知

られる大宰府政庁中門出土の長頸壺と同型

式ないしやや古い段階にあたるものと考え

られる。大宰府政庁の長頸壺の時期が 8世

紀の第 1四半期とされていることからも、

この土器も同じ 8世紀第 1四半期、それも

初頭ぐらいに位置づけられる。

周辺からはその前後の時期の土器も出土

，
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第156図 製錬炉出土の長頸壺 (1/3)

してはいるが、製鉄炉の年代は 8世紀初頭と考えられる。これは明らかに製鉄操業時よりも上層の

周溝状遺構出土の土器が、 9世紀前半代になることを考えても首肯できる。

次に熱残留磁気測定による年代推定であるが、詳細は分析結果の項目に譲るとして、その結果を

見ると、製錬炉がA.D.680士20年、木炭窯がA.D.670土 30年であり、若干士器の年代とはずれて古い

結果となっている。しかし、私見としては若干の誤差と考え、 8世紀初頭の年代で良いかと考えて

いる。それよりもこの測定によって木炭窯と製鉄炉の地磁気角度がほぽ近似し、同時期のものであ

ることが証明されたことは大きいと考える。木炭窯からは目立った出土遺物はなく、土器からの年

代は推定できなかったが、これにより製錬炉と同じ 8世紀初頭のもので製錬炉とセットになると考

えられるようになった。

b)北部九州の製鉄遺跡の様相

前項の検討により、製鉄工房は 8世紀初頭と位置づけられた。では、次にこの製鉄工房が北部九

州の製鉄遺跡のあり方から見てどのような歴史的な位置づけがなされるか考える前に、北部九州の

製鉄遺跡の様相を概観する。

•北部九州の製鉄遺跡の概要と分布

北部九朴I(福岡県内）では、古代の箱形炉を持つ製鉄炉（製錬炉）は26遺跡72基検出されている。
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製鉄遺跡自体、全国的に分布の偏る生産遺跡であり、北部九朴1も製鉄炉の分布の集中する地域では

あるが、北部九州の範囲内もまた、その分布に偏りが見られる。北部九州の多くの製鉄遺跡は砂鉄

をその始発原料とするものが大半であることからぼ 4)、砂鉄を多く産出する糸島半島に分布は集中

するが、その他にもいくつか分布の集中する地域は存在する。それらをあげると次のようになる。

1 . 糸島半島地域 2 . 早良平野（今宿地域含む） 3 . 大宰府周辺地域 4 . 朝倉地域

5 . 北九州・京築地域 の5地域である。

また、これらの製鉄遺跡の時期も限定されており、長家伸の研究によれば（長家200la,2001b)、

北九州市澗崎遺跡では、 5世紀中頃～後半とされる製錬滓が出土しており、このころに北部九朴Iの
製鉄が始まったと考えられるが (l!15)、箱形の製錬炉による本格的な製鉄が始まるのは 8世紀代から

である。そして、 9世紀の間には北部九州における製鉄は途絶えるとされる。

•製鉄遺跡の分類

これら北部九州の古代の製鉄遺跡は、どのようなあり方であったのだろうか。もちろん一様では

なく、遺跡の構成からいくつかの類型に分けることができる。製鉄炉の基数や配置、付属施設など

から分類を試みた。

く製鉄遺跡の分類＞

I 類……•製鉄炉は 1 基のみ築造。（半）地下式木炭窯や鍛冶炉なども伴う。

II類………製鉄炉は複数基存在するが、その配置はバラバラでまとまりがない。

m類………製鉄炉は複数存在し、その配置は整然とし、計画的な配置と考えられる。一部には、

非常に多くの製鉄炉のみが営まれることもある。

それぞれの類型の例としては、 I類に宝満山遺跡群例、松丸F遺跡例、池田遺跡例など、 II類に

八熊遺跡、大原A遺跡群などがあり、皿類には元岡遺跡群第12次調査例があげられる。

では、これらの各類型が時期を追うごとにどのような変遷を見せるのか。各時期の様相を見る。

く製鉄遺跡の分布と時期＞

. 7世紀代～砂鉄の産地である糸島の他、早良、太宰府、築城など糸島以外の周辺地域にも営まれ

第17表福岡県内の古代製鉄遺 難炉l基あたり叫細lil:
地域 迫 跡 名 所在地 製鉄炉数 時期 その他の製鉄関辿遺構 排出鉄滓．炉壁猥 服罷(kg) 箱数 参考文献

八熊選跡 糸島郡志床町 4 8世紀後半 砂鉄ピット、焼：I.: 坑 3甚 大型トラック数台分 不明 不明 井上1982
曲がり田周辺遺跡 糸島郡二丈町 1 8世紀後半 精錬鍛冶炉、鍛錬鍛冶炉 不明 不明 不明 橋口1993

大原A追跡 1次 I区 福岡市西区 2 8世紀前半～巾頃 鍛冶炉、焼土坑 2基で合計121kg以上 約60 (6) 長家1995a
大原A迫跡］次 11区 福岡市西区 l 8世紀前半 掘立柱建物、焼土坑 包含層60箱、炉内91kg（約700) (70) 長家1995b

糸島
大原D遺跡l次 1区 福岡市西区 2 8世紀前半 掘立柱建物、砂鉄ピット 4区とあわせて1,189kg 不明 不明 杉:中寸Iiカヽ1996

大原D遺跡4次 福岡市西区 1 9世紀後半 354kg 354 (35) 菅波1997
元岡・桑原逍跡群第7次 福岡市西区 6 鍛冶炉16基 長家2001a
元岡・桑原遣跡群第12次 福岡市西区 27 8世紀後半代 長家2001a
元岡桑原迫跡群第18次 福岡市西区 6 鍛冶炉5甚以上 長家2001a
元岡・桑原遣跡群第24次 福岡市西区 3以上 鍛冶炉あり 長家2001a

鋤崎古墳群A群 3次 福岡市西区 1 7世紀か 横口付木炭窯、焼土坑 20箱 (200) 20 荒牧1997
下山門追跡 福岡市西区 1 山崎1973

都地遺跡 5次 福岡市西区 2 8世紀代 106kg (5) 53 杉山・屈山1995

早良
浦江谷遺跡群第 1次 6区 福岡市西区 1 登窯式木炭窯 パンケース 4箱 (40) 4 大塚ほか1999

有田遺跡第81次 福岡市早良区 1 浜石1986
有1f1追跡第115次 福岡市早良区 1 市報684集
クエゾノ逍跡 福岡市城南区 l 7~9世紀 2.62t 2620 (262) 常松1995
柏原k遺跡 福岡市南区 1 山崎1987

春日 門田退跡 春日市 1 井上1978

太宰府 池田遺跡 太宰府市 1 7世紀か
横口付木炭窯 4基

栗原1970
登窯式？木炭窯 1基

宝満山第23次 I区 太宰府市 l 8世紀初頭 1123kg 1123 112 本報告

朝倉
長田遺跡 朝倉郡朝倉町 1 8世紀前半 砂鉄ピット 井上1994

須川ノケオ退跡 朝倉郡朝倉町 1 焼土坑 27kg 27 (3) 姫野1999
兄築 松丸F追跡 築上郡築城町 1 7世紀代 横口付木炭照 6基 316kg 316 (32) 伊崎1992

北九州
丸ヶ谷遺跡 北九州市八幡西区 1 横lご1式木炭窯 1基 北九州市16集
瀕戸遺跡 遠賀郡岡垣町 3 6世紀末-7世紀 製錬滓、鍛冶滓 中川1990

参 作成）

※なお、パンケース 1箱は10kg分として計測し、それによって算出された値は（ ）で表した。
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る。基本的に製鉄炉 1基のみの築造である (I類）。（半）地下式木炭窯を伴うことが

多い。必ずしも糸島地域に集中するわけではない。

. 8 世紀前半~r 類では宝満山遺跡群。糸島に II 類の八熊遺跡が見られる。このころより、糸島半

島における製鉄が増加してくる。

• 8世紀中頃から後半～皿類が見られるようになる。糸島では II類ないし1II類が目立つ。

• 9世紀以降～北部九州における製鉄遺跡が全体として減少していく時期。 9世紀代の内にほとん

ど廃絶してしまう。

以上のように、北部九州における古代の製鉄遺跡の様相を概観した。では、宝満山遺跡群第23次

製鉄工房はどのような歴史的位置づけが与えられるか、次の項で考えてみたい。

c)宝満山遺跡群第23次調査出土製鉄遺構の歴史的位置

まずは太宰府地域における位置づけを考えてみたい。

•太宰府地域の製鉄遺跡の様相

太宰府地域の製鉄遺跡は宝満山遺跡群の他、太宰府市池田遺跡で見つかっている。池田遺跡から

は製鉄炉 1基の他、 4基の横口付木炭窯が付随する甲）。池田遺跡の時期はよくわかっていないが、

調究区内の古墳の存在、木炭窯の型式から 7世紀代のものと筆者は考えている。つまり、池田遺跡

は7世紀代で、筆者の分類の I類にあたり、木炭窯を伴うものである。また、池田遺跡の他にも、

大宰府周辺地域からは製鉄炉自体は出土してはいないが、製鉄に深く関連すると考えられる横口付

木炭窯が多く出士しており、伝統的に製鉄を行っていた地域であると考えられる。

よって、 8世紀初頭に位置づけられる宝満山遺跡群も I類であることから、生産単位としてはほ

ぼ池田遺跡と同程度であり、宝満山遺跡のエ人系譜は太宰府地域の伝統的な集団を考えるのが妥当

かと思われる。しかし、宝満山遺跡群の製鉄遣跡はそれまでの技術系譜では考えられないような特

異性が存在する。それらを次にあげることにする。

・宝満山遺跡群製鉄工房の特異性

1 . 大型製鉄炉の存在

宝満山遺跡群の製鉄炉は、長家の指摘もあるように（長家2001b) 、非常に大型（幅6o~socm) で

ある。同じく長家の指摘によると、北部九州の製鉄炉が大型化するのは 8世紀でも後半代以降であ

り、当遺跡の製鉄炉はそれよりも一段階古い段階での大型のものと言うことができる。大澤もこれ

に従い、官営操業の意味合いが強いとしている (P.202参照）。

また、これに関連すると思われるが、第17表から見てもわかるように 1基あたりの鉄滓・炉壁排

出量も l.ltを超え、クエゾノ遺跡の2.62tを除けば、圧倒的に多く、 1基の操業としてはかなり大規

模な操業を行っていることがわかる。

2 . 登り窯式木炭窯の存在

製鉄炉とセットになる木炭窯は、登り窯式木炭窯である。穴澤義功の分類（註7) では（穴澤1984)、

c類で、北部九1+1では浦江谷遺跡群第 1次 6区出土の木炭窯（第157図）を除いて類例がない。むし

ろC類の分布の中心は丹後、近江、越中、陸奥など東国に多く分布する。これは、伝統的な技術系

譜ではたどれないものであり、中央政権や外来の技術の流入が窺われる。

3 . 特殊遺物ないし鋳銅生産関連遺物の存在

製鉄炉が検出された I区の他、川を挟んだ II区からは大量の土器と共に製塩土器や円面硯、転用

硯のように、一般集落からはあまり出土しない特殊遺物がかなり出士した。これはこの地域が非常
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に政治的にも重要な箇所であったことを示していると考えられる。

また、それらに伴って、銅滓や溶解炉壁などの鋳銅関連遺物も出土した。鋳造土坑が出土した III

区の青銅関連遺物は平安末期のものであるが、 II区のこれらの遺物は明らかに 8----9世紀代のもの

で、この地域には製鉄工人の他に、青銅鋳造のエ人も存在した可能性も示唆している。さらに飛躍

して推測すれば、宝満山麓のこの地域は 8世紀には金属工房などの総合的熱産工房地域であった可

能性が考えられる。

以上のことを勘案すると、宝満山遺跡群の製鉄遺跡は前代からの伝統的な製鉄工人集団による操

業ではあるが、中央政権からの新たな技術でもって運営した官営工房であった可能性が非常に高い。

大宰府に近い立地を考えても、在地豪族層ではなく大宰府がそれを掌握していたのではなかろうか。

では、この製鉄工房がどのような契機により営まれることになったのであろうか。それを考える

上で重要なのが、製鉄工房の時期である。既に述べたように宝満山遺跡群の製鉄工房は 8世紀初頭

に位置づけられる。 8世紀初頭といえば、大宰府政庁 II期が造営された時期に当たる。大宰府政庁

はII期から、礎石建ちの本格的な政庁としての体裁を整えることになる。その造営には多大なる労

力と資材が必要であったであろう。その資材の供給源の一つとして宝満山麓の地が選ばれたのでは

なかろうか。

d)宝満山遺跡製鉄工房以後の北部九朴1の鉄生産体制～集中的生産体制の誕生～

最後に宝満山遺跡群の生産工房以後の状況を考えることにする。 8世紀前半代までは太宰府地域

のように供給先の近辺で製鉄が盛んに行われていたが、 8世紀中頃以降になると、砂鉄の産地であ

る糸島地域に集中して生産されるようになってくる。筆者がIII類に分類した元岡遺跡群第12次調査

地では製鉄炉のみが27基も出土している（第158図）。注目すべきはそこから木炭窯（焼土坑含む）

や鍛冶炉などが全く見られないことである。製鉄工程の中でも製錬工程のみを専従的に行う場であ

り、極めて分業的かつ大醤生産的で、，官営工房の色合いが強いと思われる。

つまり 8世紀中頃以降になると、砂鉄産地に直接関係ない供給地に近い各々の場所で小規模に鉄

生産（場合によっては青銅などの非鉄金属生産などもあわせて行う）を行う段階から、砂鉄産地に

ほど近い場所で、一つの業種（エ程）を集中的かつ大々的に行う段階への推移を表しているのであ

ろう。その後者の段階が製鉄で言えばIII類の元岡遺跡群第12次調査地であると言えるし、製塩なら

ば福岡市海の中道遺跡、製陶ならば大野城市の牛頸窯跡群に想定できるかもしれない。

← 庄

こ
福岡市浦江谷遺跡・木炭窯（左）

I. __ ". • ... " "" ,l" 福島県向田E遺跡・1・2号窯（右）
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第157図 登り窯式の木炭窯の例 (1/120)
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このような製鉄生産の変化は北部九州に限らず、他の地域でも類似する変化が存在する。例えば、

近江の瀬田丘陵は全国有数の古代の製鉄遺跡の集中する場所であるが、 8世紀の前半の例として草

津市の木瓜原遺跡があげられる。この遺跡には製鉄炉、木炭窯、須恵器窯、梵鐘鋳造遺構が各 1基

ずつ出土しており、総合的熱産工房の様相を呈している。一方、 8世紀中頃から後半以降の例とし

ては草津市野路小野山遺跡があり、そこでは複数の製鉄炉や木炭窯が多く築造され、大型掘立柱建

物も存在する。この木瓜原遺跡から野路小野山遺跡への変化は北部九朴lにおける製鉄遺跡の変化と

類似するという意味で非常に興味深い。

最後に、製鉄遺跡におけるこの 8世紀中頃以降の変化が、大宰府政庁の律令体制が整ってきたこ

とを示唆するものである可能性を指摘した上で、本節を終えることにする。
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第158図 福岡市元岡遺跡群第12次調査遺構平面図 (1/120) (菅波2001より）

【註】

(1)製錬工程とは砂鉄ないし磁鉄鉱を炉内で還元させることによって、より鉄の純度の高い荒鉄を作り出すエ

程を指す。ただし、できあがった荒鉄はスラグや炉材粘土など不純物を多く含む生成鉄である。

(2)精錬鍛冶工程とは滓混じりの素材から鉄の純度を向上させたり、炭素量のまちまちな鉄塊系遺物などから

目的の鉄質に調整する為の工程のこと。近世では「大鍛冶」とも言う。

(3)鍛錬鍛冶工程とは粗鉄塊を鉄てい状に加工する工程と、鉄器そのものを鍛錬加工する 2つの工程の総称。

「小鍛冶」とも言う。なお後者の工程のみに鍛造剥片が伴い、両方の工程に粒状滓が伴う。

(4) 岡垣町瀬戸遺跡など、北部九州にも例外的に砂鉄ではなく磁鉄鉱を始発原料とする製鉄も存在する。しか

しこれは北九州地域に限定されたものであり、炉の形態も不明な点が多い。

(5) 可能性として、• それ以前にも製鉄は存在したかもしれない。しかし、それらは単発的なものであり、おそ

らく後の時代へは系統的に続かないものと筆者は考えている。
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(6)池田遺跡では、これらの他、製鉄炉から斜面を高さ10mほど上った地点で、窯跡とされる遺構が検出され

ている。報告書でば性格不明となってはいるが、出土遺物がないことやその形態、製鉄炉との立地関係から、

登り窯式木炭窯である可能性が高いと考えている。これがもしそうなら本論もかなり意味合いが変わってくる

が、今回はとりあえずこのような遺構も存在することを指摘するにとどめる。

(7) 穴澤の木炭窯の分類とは次の通りである。

・A類～横口付木炭窯

・B類-----A類（横口付き木炭窯）から横口が消滅した形態の木炭窯

・C類～登り窯式木炭窯
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(3)鋳造関連遺物・遺構の歴史的位置づけ

宝満山遺跡群第23次調査第III区からは鋳造土坑を始めとする鋳造関連遺構ないし遺物が多く出土

した。本節では、これらの遺構・遺物の年代、様相及び中世の北部九朴lの鋳造遺跡を概観した上で、

当遺跡の鋳造工房及び工房で製作された大型鉄製羽釜の歴史的位置付けに迫っ、てみたい。

1)鋳造関連遺構の年代

鋳造関連遺構の年代については、鋳造土坑ないし鋳造土坑周辺から出土した士器はみな 8・9世

紀のものばかりであるが、基本的には全て混入したものと考えられる。むしろ鋳造関連遺構の年代

を決定するものとしてあげられるのは 1号溝出土の土器であろう。

1号溝からは完形の土師器杯、土師皿が数多く出土した。幾度か掘り直された痕跡が見られるも

のの、下層からも完形の土師器坪が多く出土しており、古代の土器も若干混じるが、基本的には士

師器杯の年代すなわち、寸法や杯に糸切りが見られないことから、 11世紀末-----12世紀中頃の年代が

与えられる。この 1号溝から大きな銅塊が土師器杯と共に出土しており（巻頭図版 2)、鋳造関連遺

構もまたこの時期、すなわち 11世紀末~12世紀中頃のいずれかの時期（平安時代末期）に属するも

のと考えられる。

2)鋳造工房の様相

では次に、鋳造関連遺構でどのような製品の操業がなされたのであろうか。本文編でもかなり触

れたが、ここでは鋳型の形態の復元を中心として考えてみることにする。

a)鋳型の復元（第159,160図）

本文編でも述べたように、図化できる鋳型は全て鋳造土坑からの出士である。

羽釜鋳型 1 (第159図 1)

羽釜の鍔部から口縁部にかけての外型の鋳型と考えられる。鍔部先端での復元口径は約60cmを測

る大型のものである。鍔部上面にのみ細い凸線が約20条巡る非常に珍しい形態である。また、体部

については直立する形態のものをセットとして組み合わせた。鋳型の出土状況から、おそらくこの

製品が鋳造土坑で最後に鋳込まれたものと考えられる。

羽釜鋳型 2 (第159図2)

1と同じく羽釜の鍔部から口縁部にかけての外型の鋳型と考えられる。口径は破片が小さくわか

らないため、推定ではあるが、 1よりは小さいと考えられる。鍔部と口縁部との境目に段を設け、

と口縁部付近に約 2条の凸線が入る形態で、 1よりは一般的な形態の羽釜であるといえる。

＿尋 入ー 2

区’ ｀ ヽ 3 

0 10cm 
I II I II I 

第159図鉄製羽釜鋳型復元図 (1/6)
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羽釜鋳型(?) 3 (第159収13)

羽釜のIJ縁部付近にあたる外型の鋳型と考えられる。小破片のため、

傾きも径も定かではないが、 1や 2よりもかなり小刑になるのは確かで

ある。間拗を骰いて 2条の凸線が巡る。

これら 3点の鋳型はその形態や鋳尺籾の中に鉄粒が付沿するものがある

ことから鉄製品の鋳股とぢえられる。また、これらの鋳型を兄ると、村

部が緩やかに笥曲するが、これは中枇前期の羽釜の特徴とされ (Ii.ト川

ローロ
第1601文l鋳邸実測図

1992 P.14)、追椙の年代と麒船は牛じない。 （注11?) (1/3) 

注口（？）鋳型（第160図）

真上Rりが人きく沿曲する特児な鋳型。緑廿かとも思える付府あることから、行鉗l製の鍋の注口の

鋳刑の1.1J能件が考えられる。

以 I・.の鋳型から、宝満II湿跡群節23次調脊

で検/l'iされた鋳造工房では、鉄製の羽釜を中

体とした中型～人型の鉄製容器の他に、小型

の銅製鍋などの鉗製品も同時に造られていた

と考えられる。 しかし、 TJ.必の規校は大規校

ではなく、おそらく仮設的でかつ・時的な採

業を行う ll¥吹きの様相を吊していたと考えら

れる。

なお、羽釜 1の鋳込みの復原図を作成して

いただいた。（第161図）船の形態などは発掘

溝査からは直接わからなかったが、当時の絵

図や他の調脊F例を元に復原してある。

ヽ

， 

I中子

中子砂

I I 

クロミ 外型

• ... 

第161図 鋳辿TIAにおける鉄製羽釜の鋳込みの様子（日則は校式図。樋之n浩一氏作圃）
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3)宝満山遺跡群の鋳造工房の歴史的位置づけ

以上のように当遺跡のエ房を説明したが、では、この鋳造工房がどのような歴史的位置を占める

のか。まずは筑前の中世鋳造遺跡を概観し、その上で当遺跡の位置を考えてみたい。

筑前国（福岡県北西部）では、面的に鋳造遺跡が見られるのではなく、主に芦屋、博多、太宰府

の 3つの地域で鋳造遺跡が集中して認められる。筆者の調べた限りでは、筑前における中世の鋳造

遺跡の調査事例は当遺跡を含めて、 3地域16例をあげることができる。第18表は、それらの遺跡の

年代と出土鋳型を表したものである。この表に従いながら、地域ごとに遺跡の様子を見ていくこと

にする。

芦屋地域

遠賀郡芦屋町は、鋳型の真土に使用する良好な砂の産出する地域で、茶湯釜で名高い「芦屋釜」

の本拠でもある。既に芦屋釜の研究は古くからなされてきており、今さら特に書き加える知見もな

いが、芦屋鋳物師の様相を概略的に述べるにとどめる。

発掘調査の事例によると、金屋遺跡において室町時代から近世初頭にかけての茶釜や銅製仏具の

鋳型が出土しているが（山田1995)、伝世資料から見ると、「弘安9(1286)年……山鹿」銘のある鰐

口の存在から鎌倉時代末期には芦屋地域において鋳造活動が始まっていた可能性が高いとされてい

る（西村1991)。しかし、文献資料によれば鋳造活動の最盛期はおそらく 15世紀以降のことであると

考えられる。

博多地域

福岡市博多区の博多遺跡群からは、数多くの鋳造遺跡が出土している。この地域の特徴として、

一部には鉄鍋など鉄製品の鋳造も行われたようであるが、主体は青銅製品の鋳造であり、鍋を始め

として仏具などの小型品の鋳造を盛んに行っていたようである。鋳造が行われた上限は13世紀後半

以降と考えられ、室町時代以降盛んになってくるようである。

太宰府地域

太宰府地域は古代においても鋳造遺跡が見られる地域である。大宰府史跡来木地区では 7世紀後

半から 8世紀にかけての鋳銅工房が検出されている（九 1ヽ-M歴史資料館1985)。また、大宰府史跡第 6

次調査では、政庁回廊隅部から輪鐙と思われる鋳型を始めとする鋳造関連遺構・遺物が出土してお

り、政庁II1期 (941年～）以前と考えられている。

そして、中世においても鋳造遺跡が多く見られる。中世太宰府の鋳物生産については山本信夫や狭

川真一の研究に詳しい（山本1992、狭川2001など）。それらによると、鋳造遺跡は観世音寺の前面から

御笠川南条坊地区までの一帯と鉾ノ浦遺跡一帯の二大鋳造遺跡が13世紀に入って出現する。表を見

てもわかるように前者は仏具等の小型青銅製品が中心であるのに対し、後者は鉄鍋や梵錐のように

表筑_,_,_の中世鋳造遺跡（鋳型出土のものに限定） 青銅製品 鉄製品鋳型

地域 遺 跡 名 所在地 時期 梵鐘 鍋 鰐口 小型容器 仏具 その他 鍋羽釜 茶釜 その他 参考文献

芦屋 金屋遺跡 遠質郡芦屋町 16~17世紀 △ 0・△ 容器・△

゜
山田1995ほか

博多遺跡群第61次 福岡市博多区 15世紀

゜
行波1991

博多遺跡群第63次 福岡市膊多区 13世紀後半-14世紀 浜石ほか1992

博多遺跡群第72次 福岡市博多区 座金具？

゜
佐藤1994

博多 膊多遺跡群第80次 福岡市博多区 14世紀前半～中頃

゜
小型仏像 吉武1996

周辺 博多遺跡群第81次 福岡市博多区 15-16世紀 鋤先？ 山崎1995

博多逍跡群第85次 福岡市栂多区 15世紀

゜
銅銭 大庭1997

博多遺跡群第97次 福岡市博多区 13世紀末-14世紀中頃

゜
久住1998

鴻腿館跡第10次 福岡市中央区 15~16世紀

゜
田中1996

箱崎遺跡群第10次 福岡市東区 13世紀後半

゜鉾ノ浦遺跡 太宰府市 13世紀後半-14世紀初頭

゜
0? 

゜
0 0? 狭川2001ほか

政庁前面（史跡73次） 太宰府市 14世紀～ 土坑？

゜
石松ほか1981

太宰府 観世音寺前面 太宰府市 13世紀前半

゜゜゜
飾り金具

御笠川南条坊遺跡 太宰府市 13世紀前半～中頃

゜゜宝満山退跡群第23次 太宰府市 11世紀末-12世紀後半 0? 

゜
本報告

北九州 室町遺跡（参考） 北九州市小倉北区

゜
鋤先 谷口1990

※△は伝製品の存在を示し、 Oは柑土鋳型の存在しめす。
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大型の鉄・青銅製品を中心に大々的に生産を行っている。狭川は以上の事実を踏まえた上で、観世音

寺前面一帯の鋳造遺跡は観世音寺と深い関係にある一方で、鉾ノ浦遺跡のエ房群は一箇所にのみ供

給先を持つものではなく、多数の相手にその需要に応じた製品を供給していたものであったとした。

このように太宰府地域においてもそれ以前には小規模に鋳造遺跡があったが、鉄鍋や羽釜等の大

型鉄製容器の鋳造が始まるのは13世紀以降といって良かろう。

以上の状況を踏まえた上で当遺跡の鋳造工房を見ると、以下の特徴をあげることが出来る。

北部九州において大型の鉄製容器の鋳造が始まるのは、鋳造自体が各地で盛んになる13世紀以降

の段階からであり、当遺跡の鋳造工房が平安時代末期のものであることから、他の鋳造遣跡より一

段階古く位置づけられる。

そして、出土した鉄製羽釜の鋳型は、他に九州地方では鉾ノ浦遺跡（大宰府条坊跡第204次）出土

の羽釜とされる鋳型（第162図） 1点しかなく、非常に珍しい例である。羽釜という器種も、またそ

の形態の珍しさからも、中世太宰府鋳物師の前身というよりは、後の時代のこの地域の鋳物生産技

術につながらない突発的なものと考えられる。

それは当遺跡のエ房が一時的な出吹き工房の形態をとる

こととも合致する。つまり、他地域から遍歴してきた鋳物

師集団が、その地の要請に応じて、大型羽釜を鋳造したの

であろう。ただし、その鋳物師集団がどの系譜を引くもの

なのかよくわからないが、現段階では筑前国内にそれを求

めることはできないであろう。今後の課題であり、新たな

る発見に期待したい。

最後に当地において鉄製羽釜が製作された契機とその意 0 5cm 

義を述べることにする。

4)鋳造された鉄製羽釜について

羽釜は土製で小型のものについては、日常雑器として一

第162図 大宰府条坊跡第204次調査

SKOll出土鋳型実測図 (1/2)

般的に出土する遺物であるが、中世初頭においては鉄製の羽釜、特に大型のものについては日常的な

ものではなく、宗教色の強い、一部の権力を持った寺社のみが持ち得たものであったとされる。当

遺跡の立地が、東に宝満山の全容を望む場所であるし、ちょうど宝満山へのルートに近い箇所にあ

たることからも、寵門神社ないしは有智山寺などの宝満山麓の寺社の要請により鋳造された可能性

が高い。

大型の鉄製羽釜はおそらくは湯釜であったと考えられるが、では実際、具体的にどのような目的

で使用されたのであろうか。一つに考えられるのは、湯立ての神事である。五十川伸矢によれば近

畿南部を中心とする修験道の色濃く残る山深い地域では、「湯釜」と呼ばれる羽釜を使用する「湯立

て」と呼ばれる神事がよく残っており、伝懺品の中には中世後期にまで遡るものもある（五十川

1992 P.14)。当遺跡で鋳造された羽釜もこのような神事に用いられた可能性が高い。しかし、注意

すべきは今回の調査では、羽釜に付く三脚の獣脚を示す鋳型は出土していない。かような神事を行

う時に使用する羽釜は、地方による差異はあるものの、獣脚を持った三脚付きの羽釜がよく使われ

るといわれている。使用方法を神事と断定するには、少し躊躇を覚える。

一方、この羽釜の使用目的を示すもう一つの資料がある。一遍上人といえば鎌倉時代中期の僧と

して有名だが、その一遍の軌跡を描いた『一遍上人絵伝』には、一遍上人が太宰府に立ち寄り、そ

この聖達上人と共に湯浴みを行ったという一節が登場する。絵図の模写を見ると（第163図）、湯屋

と見られる小屋の中に、羽釜（湯釜）で湯を沸かす光景が描かれている。その羽釜を見ると、獣脚

付きのものではない。湯浴みの業は、鎌倉時代に僧侶の間で大流行する現象らしく（註 l)、一遍の時
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代を遡ること約100年前の.,~安時代末期まで遡るかどうかはよくわからないが、偶然にも [ii]じ太‘ヤl(.f

の地における事柄だけに非常に典味深い，

以卜、ヽ•1辺跡出・:1:(/)鎌辿oo辿 r1カを巡る甜問題について考察したが、北部九州における中枇の鋳

物生産については未解明な部分が多い。今lulは時間の都合もあり、全体的な考察を深める ことがで

きなかった。今後の課題としたい。

(tt] 

(1)五 I・川伸矢氏のこ教ぷによる。

［参考又献）

石松好糾ほか1981「火中府史跡 昭和55年度発掘溝芥概報JJL州歴史沢料館

1,: 日IIP!J矢1992「，り代 ・中世の鉗以鈷物」 「ヽl-<1. 歴史民俗博物館研究¥1l:';・」第46集 同立歴史民俗博物館

大li1.!li時1997r~ 多57~(福岡市塊蔵文化財閃兌恨告l't第522~) 福岡 rli教行委U会

几州歴史：h料館1985I人中府史跡 ・1勺成 6年:J父発掘調介概恨J

久住猛雄1998 『博多63」（福岡市地成文化財潤査報告甘筍5邸U~) 幅岡r1i教f1委U会

即II真— ·2001 「人'¥1(.f条坊跡X¥11 I一鉾ノ浦遺片 人宰府条坊跡第47次、肖-ff.)一 太宰府市教ir灸員会

1i'波止人1991「博多21.i(福岡巾罪蔵又化財逍代報；•;-丼第252集）福岡 rli教ff委u会

谷口俊治1900「室Ill);11踪＿（北九州rli雌蔵文化財閾査報む;-',り~95集）（財）北九州市教it'Ji業団雌蔵文化財J.11i-.糸

田中滸火1996 「鴻腫館~J 6 (福岡,ti坪政文化財講介軋げ；t'泣~486集）松岡 rfi教行委H·会

西村強 ・:1991「)守柑釜．；廿出の金は「芦尻拾展J芦柑町 ・，；吐社町教'({委n会

浜石哲也ほか1992: ・博多J31 (褐似3rli埋蔵文化財湖究報告~I}第286集）褐岡市教'(f委U会

山給純男1995• 博多-13J(福岡 rド埋蔵文化財発揺潤企報；！汁＇：、第392~) ff,i岡市教fl委日会

山川克樹1995「筑前f金片遺跡_I (力展町文化財潟，牡報告内筍 7 集）芦);~町教存委n会

山本1,1火1992l生がの町 ・ 大'¥Hl 」（音部）「太~·Y,f(.f巾史」冴占惰料編 人屯府市史編集委員会

古武学l幽「博多511 (till岡市挫祓文化財潤企骰f;-~-第448船）福岡市教'(,委R会

，
 

＾ 

＾
 第16:1図 湯浴みの光娯（「一-jg ト人絵伝J を元に樋之口梢—i氏作仙i)
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6 . おわりに

今但1行った宝満山此跡群第23次溝査では、瀾介区から縄文時代早期から晩期までの追物辺含陪が

良好に出上したほか、奈良時代前期の製鉄 L房、平安時代末期の鋳造T収防が出 I:..した。原川流域の

太宰府市内Iii、筑紫野巾原の地区はこれまでの瀾在成果から、 しに縄文時代及ぴ歴史時代の遺樅・

辿物が出」たしており、今[r仰の場介においても追構の時期については、ほぼその知見と人きくは追わ

ない様相であった。

まず縄文時代であるが、早期から晩期までの逍物が出.I:..し、筑紫野,n原追跡とあわせてこの地域

の縄文時代の様相をより具体的に知ることになった。

方、歴史時代の追構 ・辿物は、それまでの予想を遥かに超えるもので、製鉄上房、鋳造丁肪の

様相とその歴史的位四づけについては、すでに考察に詳述した6 よって、本店では考察では触れら

れなかったL旧柄ないし将来の課題等について述べることにしたい。

何度も述べたが、瀾査区内からは製鉄 L房、鋳辿上房が出上した。また、今回の調査地から原川

をわたり、東へ約500m程の谷の上方では鎌介時代の鍛冶TIAが展湖している。文献等では金剛兵衛

という有名な刀工のイf在が伝えられ、中世にはこの地の刀が大陸との貿易における前要な交易品の

一つであったと考えられる。これら中枇の鍛冶活動と、今固ti¥土した古代の製鉄活動とは直接的に

はつながることはないだろうが、今1口,m上した鋳造迎跡を含め、この原川流域の谷が金属'F.産T房

に見合うような要件を兼ね備えていたことは確かであろう 。その理由は何なのか、現段階では明確

な阿答は出せないが、それを解明する鍵となるかもしれない事実がある。それは、今回の調在もそ

うであったように祢岡県内の製鉄辿跡を見ると、偶然とは思えないほどの割合で縄文時代の迎物を

包含する場所に築かれる場合が多いことであるn おそらく縄文時代の逍跡が立地する場所と金属生

産に適した場所とに何らかの共辿点があるのだろう 。今後考えていく必要がある。

また、 II区の白然流路及ぴ自然流路束岸包含附からは膨大な地の古代の土器類が出士した。しか

し、調査区内の追構は住居が3棟焼上坑及び上坑が検Illされたのみであり、明らかに調在区外か

らの流入としか考えられないような状況を足していた。しかも上器類には円面硯、転用硯、製塩上

器などの一般集落ではあまり出上し得ないような特殊迫物も多数出i:した。調在似の隣接地及び周

辺にこれらの十器を排出した近構群が眠っているものと考えられる。調在地の谷を束へ上っていく

と、約 1km足らずで岡I'~神社にたどり沿く 。神社下宮柚に残る礎石辿物群は 8枇紀代にまで遡ると

される。それらの辿跡と今回の渦査で出上した土器群とは、 1刈辿性があるかもしれない。今後の宝

満山追跡群及び原追跡の瀾査に期待したいところである。

県道九州囚立博物館線は県逍筑紫野占質線から平成17年秋完成予定の九州国立博物館ヘアクセス

する道路である。この逍路が国立陣物館へ煤う人々を博物館へ快適に誘う空間となることを願いつ

つ、報告を終えることにする。

建設中の県逍九州国V.博物館線
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w 浦ノ田遺跡第 3次調査

1 調査の概要

浦ノ田遺跡においては、過去福岡県教育委員会において九州国立博物館建設に伴う発掘調査を平

成 7年度と平成10年度の 2次にわたり実施している。今回の九州国立博物館線建設予定地は一部で

太宰府天満宮消防用道路と重複し、道路建設に先立ち太宰府市教育委員会で発掘調査が実施されて

おり、『太宰府天満宮境内遺跡』として周知されていた（太宰府市史では『太宰府天満宮境内地墳墓

群』）。そこで、当該地区の遺跡名に対して太宰府市教育委員会と協議を行った。近年、市教育委員

会で市内遺跡の名称を整理しており、当該地域は『浦ノ田遺跡』の範疇であることがわかった。浦

ノ田遺跡の範囲内では県教育委員会が 2次調査を実施して以降調査は実施されておらず、消防用道

路の調査には「浦ノ田遺跡」としての調査名称は用いないことから両者同意の上、本調査は『浦ノ

田遺跡第 3次調査』とした。また、平成12年度の調査に関しても同一路線の継続調査となることか

ぢ第 3次調査の継続とし、 3次調壺第VI区とした。なお、各関係書類に関しては同一路線内である

ことから発掘調査終了届を除き全て宝満山遺跡群第23次調査と同一の書類である。

平成11年度調査（第 1区～第V区）

調査地は太宰府市宰府 4丁目461-6他にあたる。浦ノ田遺跡第 3次調査では道路建設計画との関

係から 2カ年にわたって調査を行うこととなった。近年に改変を受けている箇所が多く、調査地点

は連続せず飛び地状となっていることから現地形が残っていると想定される箇所を便宜上第 I-----V 

区の 5カ所に地区分けした（第 5図参照）。 11年度は平成11年12月 2日から確認調査を実施し、第 I

区で焼土坑、第II区で溝状の遺構（後に道状遺構と判断）、第W区で遺物を包蔵する落ちが確認され

たため引き続いて本調査へと移行した。なお、第11I区、第V区では遺構、遺物ともに確認できなか

った為調査対象から除外した。特にV区では市教育委員会の調査で確認されていた焼土坑が続いて

検出されるものと予想していたが、攪乱を受けたものか痕跡すら見いだすことができなかった。

なお、「だざいふえん」屋外ステージ裏にかかる斜面地では踏査において土師器細片が数点採集さ

れたが、斜面は急峻で、重機および人力よる確認調究、本調査ともに危険を伴うことが予想された。

また、実際に工事が及ぶ面積も狭小なため調査対象外とした。

今回の調査地のほとんどが斜面地で、調査条件は良いものではなかった。実際、第w区調壺中、

降雪などで地面がぬかるみ、すべりやすい状況下で作業員の一人が転倒する事故があり、腰をうっ

たために病院へ搬送した。幸い大事には至らなかったものの斜面地における調査の安全管理に対し

て十分に配慮する必要性を痛感し、特に気象条件の悪い場合には思い切って調査を中止する等、一

層の注意をすべきことを感じさせられた。

調査は前述の事故があり、また降雪、積雪など気象条件が悪い中での調査を余儀なくされたため

予想外に苦心させられたが、平成12年 2月2日をもって終了し、作業員、機材ともすべて宝満山遺

跡群第23次調査へ合流した。
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平成12年度調査（第w区）

平成12年度は前年度に調究に入ることができなかった丘陵の尾根 2カ所および谷が確認調査の対

象地となり、 4月25日に重機による確認調査を実施した。地形図で表現されているよりも現状では

崖面は崩れており、到底遺構の存在は想定されない状態であった。尾根上を中心に試掘トレンチを

設定したが、東側の尾根に関しては表土直下で花岡岩バイラン土からなる地山が露出し、遺構・遺

物ともに確認されなかった。また、この範囲は市教育委員会が先述の消防用道路及び祖霊殿建設に

先立つ試掘調査で遺構なしとされているところであり、結果を補足することとなった。

西側の尾根は尾根筋がすでに里道として削平されて一部地山が露出しており、遺構の存在する可

能性は薄く、 トレンチを掘削したが、遺構・遺物ともに確認されなかった。しかし、斜面部分にお

いて焼土坑を検出し、また谷部では少量の遺物を確認した。したがって西側尾根の斜面から谷の一

部を本調壺対象地（浦ノ田遺跡第 3次調査第VI区）として発掘調杏を実施した。なお、第VI区は確

認調壺は森井が、本調査は平尾が担当した。

県道国立博物館線本線に関する調査は本報告分をもって終了するが、太宰府天満宮からのアクセ

ス道路に関する確認調査を平成13年12月 5~10 日に実施し、土師器を中心とした中世の遺物と板碑

が確認されており、本調査を実施している。

2 検出遺構と出土遺物
(1) 第 I区（第164図 図 版 1-1) 

調査区は宝満山遺跡群第23次調査地点と接し、太宰府市が調査を実施した B区と同一の丘陵で、

最高所付近から東南に緩やかに張り出す尾根筋

の平坦部にあたり、最高所の標高は114mを測

る。現状では、調査区の尾根西側斜面は崩落し

て、切りだった状態であり、東斜面がこの丘陵

上地形では比較的緩やかな傾斜をもつ。確認調

壺の結果、表土下に赤褐色粘質土からなる地山

面が確認されたが、斜面に関しては遺物が採集

されたものの遺構は確認できなかった。

尾根上はやや平坦面が存在しており、遺構の

存在が期待された。斜面地とは異なり表土直下

で花尚岩バイラン土からなる地山面となり、遺

物片も見いだし得なかったが、尾根筋の中央付

近で焼士坑 1基を検出した。他に落ちを確認し

たため、尾根筋のなだらかな平坦面を調査対象

として調査を実施したが、結局焼士坑 1基の他

遺構は確認されず、遺物も出士しなかった。調

壺区の最高所の標高は114.076m、最低所の標高

゜
5m 

は110.898m、調査面積は約120rriである。

第164図 第 I区遺構配置図 (1/200)
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焼土坑（第165図図版 1-3) 

検出段階より焼壁が楕円状に回っていることが

認められ、焼土坑と確認された遺構である。平面

形は隅丸の小判型を呈し、長軸0.8m、短軸0.63mを

測る焼土坑である。深さは検出面から0.12,....,_.0.23m

を測る。埋土には多くの炭が混入しており、灰か

と考えられる土砂も認められた。 4方の壁は熱を

帯びた跡が見られ 1,....,_.2 cm程度の厚さを測る焼壁

となっている、床面に関しても東端及び南西端が

被熱により赤化している。土層断面の観察から、

壁面を焼いた後に土（断面 3) を入れ、中央部を

掘りこみ（断面 4)、埋め戻した（断面 1) と考え

られる。

焼土坑からの出土遺物はなく、遺構の性格・時

期は明らかにしがたいが、周辺調査の結果から中

世段階の所産と考えられる。
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第165図 第I区焼士坑実測図 (1/30)

採集遺物（第166図）

調査区内では表土掘削、遺構掘削時にも遺物の出

土はみられず、また遺構内からの出土遺物も認めら

れなかったが、調査区の東斜面で遺物が採集されて

いる。 1・2はいずれも士師器の破片で図上復元し

ている。 1は土師質小皿約1/5片。復元口径7.2cm、

底径5.2cm、器高0.9cm。内外面ともに乳白色で砂粒

多く含む。焼成はやや甘い。全体的に摩耗している。

2は士師器碗で約1/6片。復元口径17.6cm、底径

11.2cm、器高3.9cm。内外面とも乳白色を呈し、砂粒

多く含む。口縁端部は摩耗しており図上では丸く描

いている。底部は糸切り痕が良く残る。

二
0 5cm 
I I I I I I 
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第166図 第 I区採集遺物実測図 (1/3)

(2)第II区（第167図図版 2-1) 

第I区と谷を挟んで対峙し、太宰府市調査D区と調査区南西端を接する。北に向かって発達する

丘陵尾根状地形の尾根筋から西側にかけての緩斜面である。北斜面は崩落しており、地肌が露出す

る状態である。現状では大きく開削され谷部に里道があるが本来は I区と一連の尾根筋であった可

能性もある。調壺区は東から西へと傾斜する斜面地であり、最高所は標高109.25m、最低所で

100.690mで比高差はおおよそ 9mを測る。尾根筋には里道が開削されており、尾根筋を通って周囲

を巡ることができ、消防用道路建設前には遊歩道として歩行者に利用されていたようである。

確認調査の結果、第 I区と同様の層序を呈し、斜面地には表土下には赤褐色粘質士からなる地山
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第167図第II区遺構配置図 (1/200)

面が確認され、尾根筋には花尚岩バイラン土からなる砂礫土層が確認された。遺構としては斜面に

道状遺構が確認された他、尾根筋に土坑が 5基確認された。

斜面地は後世の改変が少ないもとの考え、斜面に確認のトレンチを掘削したが道状遺構の他に遺

構・遣物ともに確認できなかった。調査面積は約500面である。

土坑（第168図図版 2-2・3-1-----3)

尾根筋を中心に土坑 5基を検出した。以下簡単に記述する。

1号士坑（第168図 1 図版 2-2)平面形ややいびつな菱形を呈する土坑で、長辺1.3m、短辺

1.25m、深さは検出面から0.1-----0.35mを測る。南西隅に径45cmのピットが認められたが土坑に伴う

ものかは不明である。出土遺物には鉄製品（第 7図37 図版 8)がある。

2号土坑・（第168図2 図版 2-2)平面形は不整な楕円形を呈する土坑で、長軸1.37m、短軸0.96m、

検出面からの深さ0.23-----0.37mを測る。出土遺物は認められず時期・性格とも明らかにしがたい。

3号土坑（第168図3 図版 3-1)平面形はかなりいびつな不整形を呈する土坑で、最大長2.9m、

最大幅2.36m、深さ出面から約0.15mを測る。出土遺物は認められず時期・性格とも明らかにしがた
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第168図 第Il区土坑実測図 (1/30)
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①赤褐色砂質士、砂性多く混じる。（迎物多く含む）

②明赤褐色砂質士、燈色プロック混じる（遺物包含）

＠姪）よりややi炎い、砂質土

④黄褐色砂質土、（焼土．炭混じる面あり）

⑤赤褐色砂質士、黄燈色プロック混じる。

⑥赤褐色粘質土、黄燈色粘質士

゜
2m 

第169図 第II区道状遺構土層断面図 (l/40) 

る。出土遺物は認められず時期・性格とも明らかにしがたい。

い。

108.9m 4号土坑（第168図4

図版 3-2) 木の根

が張っているために

一部未掘のままであ

るが、平面形は隅丸

の長方形をを呈する

土坑で、主軸はやや

西にふれた南北方向

にある。長軸中央で

1.62m、短軸約9.5m、

深さはo.1~0.2m を測

5号土坑（第168図5 図版 3-3)平面形小判型を呈する。主軸は 4号土坑と同じくやや西にふっ

た南北方向にある。長さ中央で1.28m、幅も中央で0.78m、深さ約0.2mを測る。出土遺物は認められ

ず時期・性格とも明らかにしがたい。

以上のようにこれら Il区での検出土坑からは土坑 1の鉄製品 1点を除きいずれも出土遺物が認め

られないために時期は特定しがたいが周囲の状況からは中世段階の所産と推測される。

道状遺構（第168・169図 図 版4)

調査区の下半から上半までのびる遺構で、逆Z字のクランク状となっている。現状ではいささか

急峻ではあるが、削平されており、本来はもう少し緩やかであったかもしれない。斜面と垂直にな

っている箇所は 7m程度である。急峻であり、道としての機能を考えれば直に上がる箇所には階段

状のステップが存在が想定されるが、標高105-106m付近にやや扶れた箇所があり、一部地山が変

色している状況が認められた。雨水などが流れた痕跡のような様相を呈していた。残存状況の良好

な上部での幅約4.0m、深さ約I.Omで断面形状はやや底面が丸いもの逆梯子形を呈する。堆積状況か

らは自然堆積と考えられ東から西にかけての堆積が認められる。堆積後も継続して使用されていた

可能性が考えられる。

今回の調査においてはこの遺構から最も出土遺物が多く、図化していないものを含め遺物整理箱

一杯に土師器片が出土している。出士遺物には土師器、陶磁器の他に混入とみられる鉄滓がある。

出土遺物（第170図 図版 8)

出土遺物は37の鉄釘を除き、全て道状遺構からの出土である。 1........... 31はいずれも士師器である。

1 ........... 3は土師器皿である。 1は口縁から底部片約1/3の個体。復元口径7.4cm、底径5.8cm、器高

1.1cm。内外面とも乳白色、胎土は精良。底部は糸切りで板状圧痕が残る。 2は約1/4残存。復元口

径7.6cm、底径5.8cm、器高1.2cm。内外面とも乳白色を呈し砂粒少量含むも胎土は精良。欠損のた

め判然としないが、底部は糸切りか。 3は復元口径7.0cm、底径5.4cm、器高1.3cm。内外面とも乳

白色から茶白色を呈し、砂粒含むも胎土は精良。底部は糸切りか。
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4-9は椀で口縁部から底部まで残存しており図上で完形に復元可能な個体である。 4・5は体

部から口縁が緩やかに立ち上がるもの、 6-8は立ち上がりから緩やかに外反する個体、 9は立ち

上がりは外反するものの体中央付近で内湾する個体である。 4は口縁端部が摩耗により欠損する約

1/8片。復元口径13.2cm、底径10.8cm、器高2.4cm。全体的に摩耗著しく調整は不明。内外面とも乳

白色を呈し胎土は精良。 5は4に比して外側に広がり口縁内面に強い横ナデにより稜線ができる。

約1/5片。復元口径12.8cm、底径9.6cm、器高2.2cm。内外面ともやや赤みのある乳白色を呈する。

摩耗してわかりずらいが底部は糸切りであろう。 6は約1/4が残存。 1I区出土中の遺物では比較的残

りが良い個体である。外面は回転ナデによる調整で強い稜線が残る。復元口径10.6cm、底径5.6cm、

器高2.7cm。内外面とも黄褐色を呈し器壁は黒色を呈する。砂粒を多く含むが全体的な調整は丁寧な

作りである。 7はたちあがりから強く外販する椀で残存約1/8。復元口径11.2cm、底径8.4cm、器高

2.5cm。内外面とも明赤褐色で胎土は精良。摩耗しており判然としないが糸切りと思われる。 8はや

はりたちあがりから強く外反する個体であらるが底部付近に強い稜をもつ。約1/8片。復元口径

11.8cm、底径8.4cm、器高2.8-2.9cm。内外面とも淡黄白色で砂粒含むも精良。全体的に摩耗著しく

調整不明。 9はやや大振りの椀で約1/2残存。復元口径13.4cm、底径8.0cm、器高3.3cm。内外面と

もに乳白色を呈し、砂粒多く含む。やや焼成が甘い。底部に黒斑状の斑が認められるが 2次焼成に

よるものか。底部は糸切り。

10-12は口縁部片である。 10はやや内湾気味の口縁約1/6片。復元口径11.4cmで内外面とも明赤褐

色、黒斑状の斑が認められる。全体的に摩耗しており調整は不明。胎土は精良である。 11は緩やか

な立ち上がりの口縁片約1/8片。復元口径12.6cmで外面黄白色、内面黄白色で器壁は黄褐色を呈す。

胎土には砂粒多く含む。全体的に摩耗。 12は大型で匝線的に立ち上がる口縁1/6片。体部に現在確認

できるもので 4条の凹線を巡らせている。復元口径17.6cm、内外面とも乳白色を呈する。胎土は精

良、焼成はやや甘い。表面は摩耗が著しい。

13-31はいずれも底部片である。 13は立ち上がりに比して底径が小さく、皿や碗以外の器形が考

えられる。底部片約1/6。復元底径6.0cm。内外面とも明赤褐色を呈する。全体的に摩耗しており調

整は不明。 14も皿や椀以外の個体か。底部片約1/8で復元底径7.2cm。内外面とも明赤褐色から灰黄

色を呈し、胎土は精良。 15は椀の底部であろうか。約1/6片で復元底径9.0cm、内外面とも赤みがか

った乳白色で胎士には砂粒多く含む。底部は糸切り。 16はゆるやかに内湾するたちあがりの底部片

約1/8片。復元底径8.0cm、内外面とも乳白色を呈し胎土は精良。底部糸切り。 17は底部約1/6片。復

元底径8.4cmで外面ともやや赤身のある乳白色を呈し、胎土には砂粒多く含む。底部糸切り。 18は切

り離し時の調整が粗かったか、底部近くに切り離しの痕跡と考えられる稜が入る。約1/6片で復元底

径9.0cm、内外面とも淡い赤褐色を呈し胎土は精良。底部糸切り。 19は18と同じく底部切り離しの調

整が粗い個体で約1/6片。復元底径9.0cm、内外面とも赤みの強い乳白色。砂粒多く含む。 20は底部

片約1/6。復元底径9.8cm、内外面とも淡灰白色を呈し、胎土は精良。底部は糸切りで板状圧痕が残

る。 21は底部片1/8。復元底径11.8cmで内外面とも乳白色。胎土は砂粒を含みやや粗い。底部調整不

明。 22は底部片約1/4で復元底径7.4cm。内外面とも乳白色を呈し砂粒含む。底部糸切り。 23は復元

底径約7.8cm、内乳白色、外灰黒色。胎土は精良。底部に板状圧痕が残る。 24は底部片1/4。復元底

径7.6cm、内外面とも乳白色、胎土精良。底部糸切り。 25は底部約1/8片。底面がやや凹む。復元底

径7.8cm、内外面とも乳白色。胎士精良。底部糸切り。 26は底部約1/8片。復元底径8.6cm、内外面と
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も乳白色を呈し、胎土は砂粒を少量含むも精良。底部糸切り。 27は底部1/8片。復元底径8.6cm、内

外面とも乳白色、胎土は砂粒を多く含みやや粗い。底部糸切り。 28は約1/6片。復元口径9.4cmで内

外面とも淡い灰白色で器壁は黒色。砂粒多く含む。底部糸切り。 29は底部約1/8片で復元底径9.6cm。

内外面とも淡い灰白色で砂粒含む。底部糸切り。 30は底部約1/6片。復元底径9.6cmで内外面とも赤

みのある黄白色。細砂多く含むも精良。底部糸切り。 31は底部1/8片。切離し時の粘土がはみだして

おり、底面は凹む。復元口径10.0cm。内外面とも赤みがかった乳白色で胎土は精良である。糸切り

か。

32は青磁口縁細片で口径復元はできない。内外面とも施釉され淡い青緑色を呈し、器壁は白色。

若干の貰入が見られる。 33は青磁碗口縁片で口径復元は難しい。内外面とも施釉され口縁部はやや

薄。深みのある緑色を呈し、器壁は灰褐色。貰入多い。内面に箆描きの草花文が認められる。龍泉

系。 34は須恵器口縁細片。 1条の凹線が入る。内外面ともに暗灰色。焼成は良好。 35・36は鉄滓。

全体的にに錆がまわり赤褐色を呈する。宝満山遺跡群第23次調査で検出された製鉄遺構に関連する

ものが混入したものであろう。

37は1号土坑から出土した鉄製品。両端部は欠損している。断面形状方形で錆びがあるものの比

較的残りは良い。鉄釘と考えられる。土坑からの出士遺物はこれ 1点のみである。

出土した土師器はほとんどが椀．皿の類であると考えられるが中には他の機種も含まれているよ

うである。しかしほとんど細片でかつ摩耗し、接合もできない。調整は一部ヘラ切りの可能性のあ

るものもあるが大半は糸切りである。口径や器高を復元できた個体からみると概ね14世紀代のもの

と考えられる。‘

5m 

第171図第W区遺構配置図 (1/200)
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(3)第V区（第171図図

版 5-1•2)

確認調査で焼士塊が確認

され、焼士坑の可能性が考

えられたため本調査を実施

した。焼土に関しては遺構

に伴うものではなく、流出

したものと考えられる。検

出された遺構は土坑で、他

に遺物を包含した谷状地形

である。

なお、本調査区に含まれ

る尾根の頂部から尾根筋に

かけては市調査時に焼土坑

が検出されている箇所であ

り、遺構の広がりが想定さ

れたためトレンチを設定し

て確認調査を実施したが表



Im 

゜

土直下で花蘭岩バ

イラン土からなる

地山面が確認され、

遺構・遺物ともに

確認できなかった

ため本調査対象か

ら除外した。調査

面積は約200面であ

る。
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第172図 第w区土坑実測図 (1/30)

土坑（第172図

版 5-3) 

斜面を掘削して

床面をフラットに

掘削しており、平

坦面を作り出して

いるが、斜面が流

出しており、本来

の形状を保ってい

ない。検出面で長

4.lmで残存の幅は

床付近で lmを測

る。

図

テラス状の平

坦面やピットが遺

構内に 4基確認さ

れたがこの士坑と

の関係は不明であ

る。出土遺物は焼

土片以外にはなく、

遺構の時期特定は

難かしい。

谷

調査区の中央付

近に形成された谷

状の地形であるがやや不自然な形状をしており、人為的に掘削された可能性もあるがその用途は不

明である。一時帯水していたものかグライ化した粘質土層が確認された。出土遺物は周囲からの流

入によるものと考えられる。
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第173図 第w区出土遺物実測図 (1/3)

出土遺物（第173図 図版 8)

出土遺物は谷状地形および包含層から認められる。

1・2は縄文士器片である。 1は口縁部の細片であり、口径の復元はでき

ない。外面赤褐色、内面褐色を呈し、胎土には石英・長石・雲母片を含み粗

い。 2は底部片で図上復元している。底径10.4cm。外面赤褐色、内面赤褐色

を呈する。胎土には石英・長石が多く含まれる。全体的に摩耗している。晩

期か。 3----6は土師器である。 3は皿で残存1/2。内外面とも褐色を呈する。調整は横ナデ、内面ユ

12 

ビナデ調整で底部は糸切り、板状圧痕が残る。 4----6は碗。 4は完形で、口径12.5cm、底径8.2cm、

器高2.6----3.lcmを測る。内外面とも褐色を呈し、外面から内面横ナデ調整で見込はユビナデ、底部

糸切りで板状圧痕が良好に残る。 5は残存約1/2。復元口径12.4cm、底径7.0cm、器高2.6cm。内外

面とも赤褐色を呈する。横ナデ調整で見込みはユビナデ、底部は糸切りである。 6は底部のみ完形

である。底径8.2cm。内外面とも褐色を呈し調整は摩耗のため判然としない。底部は糸切りである。

7は瓦質の茶釜。頸部～肩部片約1/8である。口縁端部は欠損する。推定復元口径18.0cm。外面黒色、

内面暗褐色で胎土精良、焼成良好。肩部に沈線を有し、エ具により施文する。 8は青磁口縁片、図

上で復元している。復元口径17.2cm。内外面ともに暗緑色の釉が施釉され、胎は灰白色。龍泉系か。

9は陶器片。内面と外面上半に暗黄緑色の釉がかかる。施釉状態や形状から底部に近い破片である

と考えられる。胎は灰褐色のセメント状のザラザラとしたものである。器形は明らかではないが特

徴から磁壮窯系のものと考えられ、小型の盤の体部にあたる破片の可能性がある。

10は鉄滓片。ほとんど銹化しておらず、メタル部分はほとんど存在しない。鍛錬鍛冶滓の可能性

-307 -



o
o
s
z
,
-
A
 

/

／

＼

一

ー゚

X+57370 

がある。 11・12は瓦片である。 11は丸瓦の玉縁片。摩耗

が著しく調整は明らかではないが、内面には一部布目痕

が認められる。内外面ともにいわゆる瓦色を呈しやや焼

成がもろい。 12は平瓦片。凹面に布目、凸面には格子目

のタタキ痕が残る。内外面とも瓦色を呈し、焼成は良好

である。

これらの遺物を伴う遺構は確認されていないが、宝満

山遺跡群第23次調査地点で製鉄遺構とともに大量の鉄滓

が出土している。また軒丸瓦を含む瓦片の出土も認めら

れており、混入したものであろう。

なお、図化していないが、調査区の西端付近の遺構検

出時およびピットから焼土および焼土塊や炭化物がいく

つか出土している（第171図参照）。塊はもろく、まとま

りがないものがほとんどであった。これは、調査区が斜

面地であることから本来尾根筋にあった焼土坑が崩壊し

てその焼壁が崩れ落ちたものの可能性が考えられる。焼

土が出土したピットからは焼土・炭化物以外の出上遺物

は認められず、焼土も土砂に混じったまとまりのないも

のであった。またピット自体は焼けていないことから本

来ピットに伴うものではなく、いずれも流れ込みによる

ものと考えられる。

X• 57360 

(4)第VI区（第174図図版 7-1) 

本調査は概要で述べたとおり、平成12年度に第 3次調

査の継続調査として実施した。

調査区は太宰府天満宮の東南に位置する独立小丘陵の

谷部（標高97.0-----91.0m)に位置する。調査前は山林であっ

たので立木の伐採後、重機を用いて表土剥ぎを行ない南

北に長い谷筋に沿って調査区を設けた。調査面積は約

200rri、確認した遺構は焼士坑とピットである。

10m 

谷（第176図）

調査区の北側に自然に形成されたと思われる谷が位置

する。この谷は幅8.6m、長さ8.7m+ a (調壺区外に続

く）を測り、比較的厚い包含層を形成している模様であ
第174図 第VI区遺構配置図 (1/200)

ったため、幅lmのトレンチを南北方向 (1トレンチ）と

東西方向 (2トレンチ）に設定し、土層の観察ならびに包含層の量を確認した。 1・2トレンチともに

上層では、しまりがない堆積土からなっているものの、下層においては締まりのある粘質士、黒褐
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91.7m 1 トレンチ 91.7m 

1. 黙褐色 (IOYR3/2)土 しまり無し 5. 灰黄色 (2.5Y6/2)砂質度
2. オリープ褐色 (2.5Y4/3)土ややしまる 6. 灰黄 (2.5Y6/2)土 しまり無し
3. オリープ褐色 (2.5Y4/3)風倒木跡 小石視 7. オリープ褐色 (2.5Y4/4)粘質土
4. にぶい黄色 (2.5Y6/4)風倒木跡小石混 8. 煤褐色 (2.5Y3/l)士 しまり強

92.6m 2トレンチ 92.6m 

゜
2m 

1. 表十
2. 褐ff.(7.5YR5/3)土表土に近い
3. にぶい褐色 (7.5YR5/3)士表士に近い
4. オリープ褐色 (2.5Y4/3)土
5. 暗赤褐色 (2.5YR3/2) —±. しまり無
6. 灰黄褐色 (lOYR4/2)土
7. 灰貨 (2.5Y6/2)土 しまり無
8. 灰黄 (2.5Y6/2)

9. オリープ褐色 (2.5Y4/4)
10. 灰色 (7.5Y6/l)砂質土
］］．オリープ褐色 (2.5Y4/3)土
12. 灰黄褐色 (IOYR4/2)土
13. 暗灰黄色 (2.5Y4/2)土
14. /.I.¥褐色 (2.5Y3/1)土 しまり強
15. 黒褐色 (IOYR3/2)土

第176図 第VI区自然谷士層断面実測図 (1/60)

色土が観察された。また、下層においては遺物も確認されたものの出士量は少ない。加えて遺構も

ほとんど見られないため、剋含層を全て剥ぐことなくトレンチ調査をもって終了している。なお、 1

トレンチにおいて風倒木痕を確認している。

出土遺物（第175図 図版 8)

l ,.....,_,6は1トレンチ、 7・8は2トレンチから出土している。 7は谷の肩部より出土しているが、その

他はすべて下層より出士している。 1,.....,_,5は土師器である。全体的に残りの良いものはない。 2はロ

縁径15.5cmを測る杯である。 6は黒色土器で脚部のみ残存している。 7は須恵器の長頸壷の脚部であ

る。径10.0cmを測る。 8は鉄釘か。先端が丸くなっているが、断面形が不整多角形であることや、

寸法から鉄釘であると思われる。

焼土坑

1号焼土坑（第177図 図版 7-1) 長軸を東西方向にもつ0.8mx0.7mの不整円形の士坑である。

深さは0.18mを測る。焼土坑の床一面に炭が見られ、南壁ば焼けて硬化している。焼土坑からの出

土遺物はない。

2号焼土坑（第177図 図版 7-2) ほぽ正円に近い直径 0.9mを測る焼土坑である。深さは0.19mを

測る。埋土には多くの炭が混入しており、北をのぞく 3方の壁には熱を帯びた跡が見られる。焼士坑

からの出土遺物はない。

3号焼士坑（第177図 図版 7-3) 3号焼士坑は2号焼土坑と並んで検出され、長軸を東西方向にも
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1. 灰黄褐色(10YR4/2)
2. ー貨灰色(2.5YR4/l)

2
 

I. 暗黄灰色(2.5Y5/2)炭混
2. 暗灰(N3/)炭混

3
 

つ1.05mx 0.85mを測る。深さは現況で0.17mを測

るが大きく削られている模様である。埋土には多

くの炭が混入しており、北をのぞく 3方の壁は熱を

帯びて硬化している。焼土坑からは出土遺物はな

いが、拳大の石が床面直上で確認された。 1~3

号焼土坑とも出土遺物が無いため時期の確定がで

きないが、太宰府市および福岡県による浦ノ田遺

跡調査成果より、中世の可能性が高いと思われる。

風倒木痕（第174図図版6-3) 

調壺区の北側自然谷上で確認した長軸を東西方

向にもつ風倒木痕である。 2.2mx 2.5mを測り、深

さは現況で0.54mを測る。その下半部は木根のた

め横に広がり、断面はオーバーハングした形にな

る。この木は軟弱な谷の堆積土上に生えたため倒

れたのか。出土遺物は確認されていないが、遺構

の立地から中世以降に倒れたと思われる。

ピット出土遺物（第175図 図版 8)

浦ノ田遺跡3次調究第VI区は I.調査の概要の項

で述べたとおり、調壺以前は山林であったため、

遺構面においても木根による攪乱が全面において

見られた。ピット（以下 Pと略す）と木根との区

別がつきにくいものも多いが、ここでは、遣物が

出土したピットを抽出して報告する。

9~14は縄文土器である。 9は P-4 から出土し

た精製鉢である。口径は28.0cm、胴部最大径は

32.6cmを測る。内外面ともにヨコナデを施し、ロ

縁端部に沈線を一条巡らす。類例は福岡県二丈町

広田遺跡（小池1980)出士士器に求められる。 10・

11はp-1から出土している。 10は精製鉢の口縁

部である内外面ともにナデを施す。 12はp-2、

13・14はP-3出土の縄文土器である。すべて、内

外面ともにナデを施す精製器種で外面は黒褐色、

内面は浅黄橙色を呈するものが多い。 15はP-8

出土の土師皿である。底部は糸切りである。

lm 

第177図 第VI区焼士坑実測図 (1/30)
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その他の出土遺物（第175図 図版 8)

谷、ピットに伴う遺物のほかに遺構面上から出土した遺物が数点あるため、ここで報告する。

16は陶製の把手の端部を含む破片である。胎土は石英・長石・金雲母を若干含むが、緻密で精選さ

れたものである。くすんだ赤褐色を呈する。全面にナデを施すが、端部の調整はほとんど成されて

いない。 17は弥生土器である。外面にハケ、内面に板状工具でヨコナデを施す。器表面は荒れてお

り、混入品の可能性が高い。 18は鍛冶滓か。表面に木質らしきものが付着している。

3 まとめ

今回の第 3次調査においては工事対象面積に比して調査対象面積は狭小である。これはもともと

当該地区が痩せた丘陵尾根が入り組んだ状況で、遺跡立地としてはふさわしいとはいえない地形上

の問題があるのに加えて、地形的に優勢な丘陵の尾根筋にあたる箇所はすでに天満宮消防用道路建

設時に太宰府市教育委員会において調壺がなされており、調壺区のほとんどが斜面地であったこと

に起因する。実際、確認された遺構はいずれも一般集落とはかけはなれた内容である。このことは

太宰府市教育委員会で実施された調壺の報告（狭川1990) から推測されていたことであるが、今回

の調査でもそのことを裏付けた格好となった。

検出された遺構は焼土坑・土坑と道状遺構である。焼土坑や土坑は市の調壺で確認されており、

本遺跡の特色となっている。焼土坑については、火葬墓あるいは火葬施設の可能性が指摘されてい

る。今回の調査で確認されたものに関しては、人骨は確認されず、また遺物の一片も出土していな

いために機能および時期さえも判然とはしない。これは市調査時においても同様に時期決定ができ

る遺物が出土していないことから時期特定に関しては明言を避けており、付近の遺跡の類例から時

期及び機能を推定している。今回の調査において検出された遺構に関しても新たな機能の可能性を

提示し得ない。しかし、第11区1号土坑からは 1点ではあるが鉄釘が出士していることから、木棺

の痕跡を見い出すことはできなかったが、この遺構が墓である可能性を示すものと言える。

道状遺構に関しては土師器を中心とした遺物が出土した。土師器はほとんど全てが細片で摩耗に

よりはっきりとしない個体も多い。これらは底部調整が確認される個体のほとんどが糸切り底を持

つ個体であり、径が比較的大型化している個体が多いことから、不確かな要素が多いながらも 14世

紀代に埋没の過程がみられるものである。この道状遺構に関しては、遺構の位置関係から推測して

太宰府市教育委員会調査のB区で検出された 2SX003に連続する遺構と考えられる（第178図）。こ

の遺構に関しては石翁列を伴う遺構とされているが、調壺区は斜面地で削平を受けており、本来は

今回調査区で検出されたような道状の遺構の傍らに営まれたものと推定される（注）。太宰府市教育

委員会の報文ではこの遺構は出土遺物が認められないことから時期についての明言は避けられてい

るが、各々主体となるような石を持つ石翁列が伴っており、これら石列が観音霊場信仰と関連づけ

て、中世末期から近世の所産とする可能性を提起されている。その説に反論する根拠はなく、それ

を肯手すると、今回の調査では純粋に中世遺物しか出士していないことから、道状遺構が中世以前

に開削され、自然埋没しながらも近世にも継続的に利用されていたことを示すものと考えることが

できよう。実際に若干位置がずれてはいるものの調査前には尾根筋に里道があり、近い時期まで利

用されていた。位置的にも天満宮と宝満山を結ぶひとつのルートとして、信仰の対象となるべき点

を結ぶ線として長きにわたり利用されていても不思議ではない。本来の用途としては火葬墓・土坑

-312 -



／
 

゜
30m 

第178図 B区・第II区道状遺構 (1/500)

墓群を通る墓道としての役割を有していた可能性が考えられるが、他の調査区で同様の遺構が認め

られていないことから断定はできず、可能性を指摘するにとどめる。

検出遺構は中世の遺構のみが確認されたが、遺物に関しては出土量こそ少ないものの複数の時期
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にわたっている。消防用道路調査時には縄文時代の遺構と考えられる集石が確認されていた他、浦

ノ田遺跡第 1次・ 2次調壺において旧石器や縄文時代の集石や集石炉などの遺構、押型文土器をは

じめとする縄文時代早期のや石器が確認されていたが、本調査地点第W区・第VI区でも縄文時代の

遺物が出土した。

太宰府市域において、原遺跡（赤司1994)や本調杏と同一路線内の調査となる宝満山遺跡群第23

次調査など宝満山山裾部における縄文時代の遺構・遺物の検出事例が増えてきている。元来、太宰

府市の中心部は後世の開発等により確認事例が少ない地域であったが、発掘調壺が市街地縁辺部に

及ぶに伴い増加する傾向にある。

原遺跡報告書中で「（原遺跡） I・VI区の位置する原川と小支流に挟まれた緩斜面に高い密度で分

布しており、さらに発掘区に隣接した同一段丘上に密度濃く広がることは間違いなかろう。」と指摘

されたが、県道国立博物館線新設に伴う一連の調査により証明されるとともに、原川を挟んだ対岸

の段丘上まで縄文時代の遺構・遺物包含層が広がることを確認できたのは大きな成呆といえる。浦

ノ田遺跡においても 1・2次調査（井上1996・ 吉田2000) における縄文時代早期の遺構・遺物に引き

続き、縄文時代後晩期の土器を確認し、宝満山遺跡と合わせ人々の継続的な営みが想定される資料

が序々に集まりつつある。今後、 2次調査における石器製作跡や未だ確認されていない住居跡等の

生活遺構の確認が課題となるだろう。

また、第VI区遺構面検出の資料で弥生士器片を 1点確認した。おそらく甕胴部であるが、器表面

全体が荒れていて混入品と思われる。今までの調査では縄文・古代・中世の遺構・遺物が中心で弥

生時代の遣構は未確認で、この資料が浦ノ田遺跡における初めての弥生土器確認例となる。第VI調

査区の調査に入る前の試掘調査で路線内の山の斜面、頂上付近は削られているため遺構は確認され

ていないが今後の調査により弥生時代の遺構・遺物の検出の可能性が高まりつつあると言えよう。

今回の調査では過去の周辺調査の結果を補完するとともに、縄文晩期の士器や弥生土器の出士と

いう新たな発見も認められ、当該期の遺構が周辺で確認される可能性もあり、今後の周辺調査の進

展により、当地の歴史像がさらに明らかになるものと期待される。

注）報文中では文章としては記述されていないものの、現在奈良県桜井市で道端に並ぶ石造観音像

列の事例写真を掲載されてその機能を推定されている。
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図版3
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図版4

1. 第1I区道状辿構 （北から）

2. 第II区逍状追梢 （北から）

3. 第II区逍状迫構断面 （北から）
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